大 菩薩 峠 

京の 夢おう 坂の 夢の 巻 

中 里 介 山 


一 

同じ その 宵の こと、 大津の 浜から 八十 石の 丸 船 をよ 

そお いして、 こっそりと 湖 中へ 向って 船出 をした 甲板 

もうせん 

の 上に、 毛氈 を 敷いて 酒肴 を 置き、 上座に 構えて いる 

その 人 は、 有 野 村の 藤 原の 伊太 夫で、 その 傍に 寄り添 

うように して、 

ノ  J ぜん さま 

「御前 様、 光悦 屋敷と やらの こと は、 もう 一 べんよ く 

お考え あそばし ませ、 大谷 風呂の 方 は、 どちらへ 転び 

ましても 結構で ございま すがね え」 

それ は 女 軽業の 親方のお 角でした。 


女 軽業の 親方お 角さん は、 今では 伊太 夫 第一 のお 気 

に 入りに なって いる。 お 角が 伊太 夫 を 御前 様と 称えて 

みたところで、 あえてへ つらう わけで はない。 伊太 夫 

は 伊太 夫と しての 貫禄から 言つ て も、 その 系統から 

言っても、 大名 以上の 実力 は あるの だから、 おかしい 

ことに はならない の だし、 お 角 もまた、 この 人 を 御前 

様 以上の 御前 様と して 心からの 尊敬 を 以て 言う の だか 

ら、 それ もお かしい ことに はならない。 伊太 夫 は 軽く 

うなず 

頷 いて、 

「それ は、 どちらで もい い」 

と 答えました。 そうすると、 同じ 取 巻の 町人 体な のが 


引きついで、 

やましな 

「いや、 山 科の 光悦 屋敷の 方 も、 ぜひお 引取りなさい 

ませ、 今の 御 時世で ございま せんと、 寝かして 置き ま 

しても、 持主が ちょと 手放す 気に はなれません、 あれ 

だけの 由緒 あるお 屋敷 は、 さがし 求めた 日に は、 なか 

なか 出物が ある わけの もので は ございませぬ、 万一、 

売 主が ございましても、 買 切れる 主が ございません、 

買いたい と 申しましても、 二度と 売 主 は 出ますまい か 

と 存じます る、 お 大尽のお 耳に 入りました のが、 全く 

以て 千載一遇 —— 売 主の ために も、 お 買 取りの 方に も、 

いにし  くどく 

また 古え の 光悦 様の ために も、 三方への 功徳になる 


かと 心得て おります る」 

おたい こ を 叩いて いる 言葉尻から 察する と、 この辺 

に 地所の 買 入れの 周旋が 相当 進んで いるら しい。 しか 

し、 今晩は、 そういう ことの 取引 を 熟談す るた めに、 

この 船 を よそおうて 湖へ 出た ので はない らしい。 そう 

かとい つて、 今晩に 限って、 湖上の 月 を 眺めよう との 

風流の ための 一座で ない こと も わかって いる。 地所 家 

屋 のこと が 口に 上った の は、 当座の 口 合いだ けの もの 

で、 この 船 は 別に 何 か 目的あって 沖に 向って 進む もの 

らしい。 

宿へ は、 月 も 見が てら、 夜 を こめて 竹 生 島まで 行き 


つき、 泊り の 参詣 をして 帰る と 言つ て 出た のです が、 

その 竹 生 島 参詣に してから が、 なにも 今晚、 この 船路 

を 選ばなければ ならない 必要 も、 理由 もない ような も 

のです が、 それ を 伊太 夫の 発意に よって、 急に この 船 

よそおい を させた という もの は、 一 つ は 湖 中へ 向って ■ 

陸上から 避難の 意味で ありました。 

避難と いえば、 今の 伊太 夫の 身辺に、 何 か 急に 迫る 

危険が 予想され たの かとい うに、 急に そう あるべ き 事 

情 もない こと はわ かってい る。 そもそも 伊太 夫、 今日 

しのび 

の 旅路と いう ものが、 極めて 微行の 形式で、 関西の 名 

所 めぐりと いう ことにな つてい るが、 その実 は、 やつ 


いぶきやま 

ぱリ あの 胆吹 山の 麓に 根 を 張って いる、 やんちゃ 娘の 

女王 様の 動静が、 さすがに 親心で 気に かかる、 それ を 

見届けん がた めの 旅立ちと いう ことが、 内心の 主力 を 

占めて いるので すから、 まだ 当分 は、 胆 吹と 相 望む と 

ころの こちらの 湖岸 を 離れる ことに はなる まいと 思わ 

れる。 お 角 親方に したと ころが、 このお 大尽に 附 添う 

ている ことの 限りに 於て は、 あえて、 そう 京阪 地方に 

一 日 を 争わなければ ならぬ 兼 合い はない ものと 見なけ 

れ ばなら ぬ。 

悠揚と して 迫る ことの 必要の ない 伊太 夫が、 今晩 避 

難の 意味 を 兼ねて 湖 中に 出で たという こと は、 どうも 


表面 見た だけで は、 その内 情 を 察する に 難い。 さて は、 

あのがん りきの 百と やらの 小 盗人め に覘 われて、 つき 

まと 

纏われる 煩わしさからの がれよう ため か。 まさか、 藤 

原の 伊太 夫と も ある ものが、 タカの 知れた ゴ マの 蠅ー 

匹の ために、 陸上に 身の 置き どころ がない という 解釈 

も、 あまりに 浅ましい。 実のところ、 伊太 夫の 怖れ を 

成した の は、 この 前から 度々 隠見す る、 湖上 湖岸の 物 

騒なる 空気 の 動揺が 然 あらしめ たもので、 これが 伊太 

夫の 心 持 を も 少なからず 動揺 させて しまいました。 湖 

南 湖北 を 通じて、 すさまじい 百姓一揆 勃発の 気運が、 

今や ハチ 切れん ばかりに 胎動して いる、 いや 胎動で は 


ない、 もはや、 宿々 領々 によって は 爆発の 暴動 を あげ 

てし まっている。 それが 伊太 夫の 心 を 常なら ず 不安に 

しました。 

持てる 人と しての 伊太 夫 は、 他の 何事に も 驚かぬ こ 

との 代りに、 持たぬ 者 共の 動静に 神経が 過敏と なる。 

伊太 夫 はしかるべき 家に 生れて しかるべ きょうに 今日 

まで 来て いるから、 あえて 力 を 以て、 暴圧と 搾取と を ■ 

持たぬ 者 共に 加えた 覚え はな い の だから、 モ ッブ の 恨 

み を 買う ベ き 事情 は 少しも 備え ていないと は 言 いなが 

ら、 持たぬ 者 共が 動揺 を はじめた 時 は、 その 波動が、 

いつ どこに いようと も、 誰 人に も 増して 身に こたえる 


の は、 持てる 人の 身に ならなければ わからない。 

湖岸 暴動の 風聞 を 聞く につけて、 伊太 夫 はい やな 気 

になって、 それで 急に、 船 よそおい を させて、 竹 生 島 

詣でを 口実の 水上 避難と いう 次第で ありました。 

「おやおや、 何 か 変な ものが 流れて 来ます ねえ」 

やや あつ て、 お 角さん が 湖上 を ながめて こう 言い ま 

した。 

「あれ ごらんなさい、 あれ はま だ 新しい 盃 とはん だい 


—— まあ、 こちらの 方から、 女の 帯が 流れて 来ます よ 

う」 

盃 とはん だいと 言って いた 間 はま だいいが、 女の 帯 

と言われて、 一座が ゾッ としました。 

杯盤の 流れた という こと は、 いささか 風流の 響き も 

あるが、 女の 帯が 流れた という ことに、 何 か 一座の 身 

の 毛 をよ だてる ような 暗示が あったら しい。 そうして 

湖面 を 見て、 その 言う 通りの 酒器が 浮び 来る こと は 誰 

も それ を 見た が、 女の 帯が 流れて いると いう こと を、 

舟の 上の 誰もが まだ 気がつかない。 酒器 は 水に 浮ぶ も 

の だが、 女の 帯 は 必ずしも 水に 浮いて 流れる と は 限ら 


ない。 帯に よって は 水に 沈み 勝ちで なければ ならない 

の を めざとく その 一端 を 見つけて、 帯、 しかも 女の 帯 

と 認定して しまった それ は、 お 角さん の 勘と 言わな け 

れ ばなら ない。 

そこで、 一 座 は、 お 角さん の 勘 を 基調と して 一 同に 

身の 毛 をよ だてた のです が、 帯 を 帯と して 認め 得た 者 

は、 お 角さん の ほかに は 一人 もありませんでした。 

ちょ-つよ-つ 

だが、 そう 言われて 見る と、 一 筋の 女の 帯が 暢揚 と 

して 丈 を 延ばして、 眼前に 腹ば つて、 のして 行く。 さ 

きに 流れた、 誰に も 認められるべき ところの 酒器 台 盤 

がそれ に 先行して 行く。 見よう によると、 一 匹の 大蛇 


が、 その 酒器 台 盤 を 追うて、 これ を 呑まん として 呑み 

得ざる ままに、 追 走しての して 行く 形に 見えて、 いつ 

そう 物す ごくな つたので す。 

一座 は 無言で、 ゾッ とした ままで、 その 酒器 を 追う 

平面 毒 竜の 形 を 見入った まま、 水 を 打った ように 静寂 

に 返りました。 

そうすると、 暫くあって、 その 毒 竜の 尾に ついて、 

らんしよ -っ 

間隔 は 一 一三 間 を 隔てて 濫觴 のよう な 形の ものが 一 一 つ、 

あとに なり、 先にな リ、 前なる は 振 向いて 後ろなる を 

誘う が 如く、 後ろなる が 先んじて 前なる ものに 戯 るる 

が 如く、 流れ 流れて 行く もの を 認めない わけに は ゆき 


ません。 

「あれ は ボック リ です —— 女物の、 二十歳 前の 女の子 

でなければ 穿き ません」 

嚙んで 吐き出す ようにお 角さん が 言う。 それが 一 層 

のまた 凄味 を 物言わぬ 一 座の 上に 漂わせた と 見えて、 

ちょつ と 目 を そらす 者 さえ あ つ たが、 憑かれた ように、 

その 行 手 を 見据えて いるもの も 多かった のです。 

湖上 はと 見れば、 その 時、 立て こめた 一面の 霧です。 

行 手 も 霧、 返る さも 霧、 ただ その 霧が 明るい こと だ 

け は、 霧の 上に 月が ある 余徳な のであって、 この 霧の 

中 を 迷わずに 進み 得る の は、 船頭 そのものの 手練で あ 


る。 ところが、 その 多年の 船頭 そのものの 手腕が 怪し 

くな つたと 見えて、 

「な、 な、 なんて だら しのね え 船 扱いだ、 おいおい、 

何とかし なければ 正面衝突 だよ、 舟と 舟と が、 まとも 

せんどう 

にぶつ つかる よ、 おい、 その 舟に や 舟 夫が いねえ のか」 

へ さき 

こちらの 船頭が 舟の 舳 先で、 あわただし くこう 叫ん 

おびやか 

だのが、 また 一 座の 沈黙の 空気 を 脅 しました。 

今 ま では 静かに 漂う もの の 無気味 さに 打 たれて い た 

のです が、 今度 は、 さし 当り こちらに のしかかって 来 

る ものが あるら しい。 その 警戒の ためにと て、 こちら 

の 船の 舟 夫が、 あわただし いこの 警告です。 見れば な 


る ほど、 一隻の 舟が こちらに 向って、 正面衝突の 形で、 

前面より 突き進んで 来つつ ある。 こちらの 船頭が 叫ぶ 

の も 無理 はない、 あの ままで 来れば まさしく 正面衝突 

です。 しかし、 正面衝突 とすれば、 その 危険性 は 我に 

なくして 寧ろ 彼に あるので す。 何と なれば、 かの 舟 は 

この 船に 比べて はるかに 小さい から、 正面衝突の 場合 

の 損傷 を 論ずる という 日になる と、 まるで 比較に なら 

ない。 そこで、 こちらの 船頭の 警告と いう もの は、 む 

しろ 我の 危険の ために あらず して、 彼の 危険の ための 

忠告の 好意 ある 叫喚に 過ぎない の だが、 その 好意 を 好 

意と 受取らない のが、 先方の 舟の 行き方であって、 そ 


ういう 危険 状態が 目 睫 に 迫って いるに かかわらず、 

あえて 警告に 応じて、 舟の 針路 を 転向しょう とも、 変 

換 させよう とも 試みないで、 霧の 中 を 出て、 霧の 中 を 

平気で 漂う がま まに、 あえて 正面衝突 も、 木端微塵 も 

辞す る ことなき、 無謀 千万の 行き方で やって来る もの 

ですから、 こちらの 船頭が、 火の ついた ように 地団太 

を 踏んで、 

「あ、 あ、 いけね え、 何とか 楫を 取れね えの か —— 」 

先方 は 小舟 だけに 操縦が 容易で ある、 こちら は 大船 

だけに 運用が 自由に ならぬ、 避けよう とすれば 先方 は、 

ほんの 一挙 手の 労で 済む の だが、 それ をそう しないた 


めに、 こちらの 船頭 は 倍 級の 狼狽 をし なければ ならな 

い。 それでも 多年の 熟練で よう やく 方向転換が できて、 

正面衝突 だけ は 避けられ たが、 その 途端に、 棹 を やつ 

て 邪慳に 相手方の 小舟 を 突き放して みると、 そこに も 

手 ごた えがな く、 すんなりと はなれる。 

「な あんだ、 空つ 舟 だ —— 」 

相手が ありさえ すれば この場合、 舟の 衝突 は 免れて 

も、 舟 夫 同士に 相当の 口論、 腕立て が 起るべき ところ 

を、 相手が 人な し 舟で は暄曄 にならぬ。 乗る 人が なく 

て 霧の 中から さまよい 出て 来て、 突き放さ るれば また 

文句な しに 突き放されて 行く 小舟 を、 船頭 は 腕の やり 


場 もな く、 しばらく 見て いたが、 それ を 見の がしに し 

なかった のがお 角さん です。 

I 舟 夫さん、 ちょいと、 その 舟 を 留めて みて 頂戴、 こつ 

ち へ 引き寄せて 見せても らう わけに は ゆかない かね 

え」 

お 角さん だけが、 この 人な し 舟 を、 人な し 舟と して 

突 放しに する 気にならなかった の は、 何 かこの 女の 勘 

にさ わるものが あつたれば でしよう。 勘と いうの は、 

弁 信 法師に 限った わけで はない、 脳味噌の 働きの 利鈍 

によって、 何人に も 勘の 能力の 大小が ある。 弁 信 法師 

の 如き は 超人的で、 それ は 何者に も 比較に ならない が、 


お 角さん の 如き は、 女性と して 最も 勘の すぐれた 方の 

女性な のです。 目から 鼻へ 抜ける 勘 持ちで、 いわゆる、 

こらえぬ 気象な のです。 ただ、 「勘」 という 字が、 お 角 

さんの 場合に 於て は、 「府」 とか 「癇」 とかいう 字 を 使つ 

た 方が 適切な 場合が 多かろう という ものです。 

癇走 るお 角さん の 命令に よって、 船頭 は 二言と もな 

く、 いったん 突き放した 小舟 を、 また 自分た ちの 大船 

の 船べ リ 近く 引き寄せて、 生かそうと 殺そうと 御意の 

まま、 という 体で、 お 角さん の 眼の 前へ 突きつ けた も 

のです。 


三 

いくつもの 提灯 を さげつつ、 この 引き寄せられた 

舟の 中へ 入り込んで 見た の は、 お 角さん を はじめ、 伊 

太夫 周囲の 取 巻 連で ありました。 お 角さん が 見る と、 

ろ ぅぜ き 

この 小舟の 中が 狼藉 を 極めてお りました。 

ほかの 者が 見た ので は、 何が 何やら 気ぜ わしい ばか 

りです。 

そこで、 お 角さん が、 

「ちえ ッ」 

と 舌打ち をして、 眉 根に 八の字 を 寄せながら、 舟 底 を 


ちょっと 蹴立てて みたと いうの は、 その 狼藉ぶ りが 例 

の癇 にさ わった からでありましょう。 

他の 者が 見て は 特に 目立たない 場合に、 ナゼぉ 角 さ 

ん だけが、 その 狼藉ぶ りに 癇を 鳴らした かと 見れば、 

小舟の 中が、 あまりに 見苦しい 取 散らかし ぶりで あつ 

たからです。 

「なんて、 たしな みのない ザ マなん でしよう」 

お 角さん は、 小舟の 中 を 見て 眼 を そむけて しまった 

が、 改めて 大船の 上 を 見上げる。 燈 籠の 下の 座に 席 を 

くずさずに 坐って いる 伊太 夫 も、 なんとなく、 こちら 

が 気が かりのよ うに 見お ろして いる 様子に ぶつ つかる 


と、 そのまま にして 置いて、 

「さあ、 上りましょう、 これ だけの ものなん です、 で 

も、 船頭さん、 この 舟を曳 いて 行って あげてく ださい 

よ  しかるべ きと ころまで ねえ」 

狼藉 は 狼藉と しての ままで、 一応、 引く ところまで 

引いて 行って 調べて やろう、 というお 角さん のはらで 

す。 

その 声に 応じて、 提灯 片手の 取 巻 連が、 一応 もとの 

席に 戻ります と、 右の 小舟 は 無雑 作に 曳舟 として 扱わ 

れて、 無意味 従順に この 親船の あとに 引かれて 行く。 

「何でした、 別に あぶない こと もなかったです かね」 


伊太 夫から たずねられて、 お 角さん が 少し 息 を はず 

ませ、 

「ちよきが 一 ぱい 流れつ いただけの ことなんで すがね、 

御前 様、 どうも、 その 中が 穏か でな いんで ございます 

よ」 

「どう、 穏か でない のです か」 

「なん ぼなんでも、 ああまで 取 乱さな くっても よかり 

そうな もの」 

「はは あ、 そんなに 見苦しくな つてい ました かな」 

「見苦しい にもなん にも、 いったい、 心中で もしょう 

という 人間に は、 もう 少した しなみ という ものが なく 


てはいけ ません ね」 

「心中？ 相対死で すか」 

「そうで ございま すよ、 さっきの あの 盃と、 帯と、 駒 

下駄の 判じ物で も わかります よね、 あの 舟で 思いき リ 

楽しんで、 それから 死 出の 旅と いう 寸法なん でしよう、 

行き方 は 洒落て いないではありません けれど、 ああ 取 

乱したん じ やお 話に なりません」 

「どうして、 そういう ことが わかります、 ほんとうに 

心中 者が あつたと すれば、 このまま では 済まされます 

まい、 迷惑 千万な こと だが、 一応、 手を尽 してやらな 

きゃあなる ま いが」 


と 伊太 夫が、 そこに 思いやり を はじめました。 小舟の 

中が 取 乱して あるか、 取 乱して ないか はこの 際、 論外 

な ことで、 お 角さん の 見込みの 通り、 程遠から ぬ 時間 

の 間に、 そういう 変事 を やり 出した 人間が ありと すれ 

ば、 その 分別と、 無分別の 如何 は 問う ところでない、 

通り合わせた ものの 人情と して、 船 同士の 普通 道徳と 

して、 一応 もニ応 も、 捜索に 取り かかる ことが 当面の 

急で なければ ならぬ。 

そこで、 船に は 緊急 命令が 下されて、 さし 当り この 

小舟の もたらした 予感 通りに、 掃海の 作業 を 試む る こ 

とになる。 


といっても、 事 は 近くで 発見され たにしろ、 湖 は 広 

い。 霧と いう ものが その 広さ を、 無限大の ものに ぼか 

している。 よし 広さに 限度が 出来た としても、 底 は 深 

い。 まして この 竹 生 島の 周囲 は、 深い ことに 於て、 竹 

生 島 そのものが 金輪際から 浮き出で ている というの だ 

おびた だ 

から、 始末の 悪い こと 夥 しい。 全く 手の 下しよう も 

ない の だが、 手の 下しよう がない からといって、 船舶 

道徳 は 守らなければ ならない。 

とどま 

伊太 夫の 大船 は、 停り 且つ 進みつつ、 遠近 深浅に 届 

くだけの 眼と、 尽 せる だけの カを尽 しつつ 掃海 作業 を 

続けて 進みました。 


その 間、 伊太 夫 は 動ぜぬ 座 を 占めて いる。 お 角さん 

は 居たり 立ったり、 舟 夫に 指図 をしたり、 伊太 夫に 講 

釈 をしたり して、 年増 女の 落着き を 失わずに、 その 周 

到ぶ り を 発揮して いたが、 事が 周囲 七十 余 里の 湖水 を 

相手 だから、 そう ャキ モキした だけで はいけ ない と、 

やがて 伊太 夫の 傍に 寄 添って、 次の ような 観察 を 物語 

リ はじめました。 

四 

「男 も 男です が、 女 も 女です、 水に でも ハマろう とす 


るく らいなら、 ハマる だけの たしな みとい う ものが な 

けり やなりません よ。 女の 締めく くり は 帯なん です、 

しょて 

その 帯 を 初手に 流して しまうな んぞ は、 お 話に なり ま 

せん」 

お 角さん が、 嚙んで 捨てる ように 言っての けたの は、 

それ は 伊太 夫の 知った ことで はない が、 お 角さん 自身 

に、 これと 異 つた 趣に 於て、 充分に 体験 を 持って いる 

わけです。 この 女 は 上 総 房 州の 海に 身を投じて、 

たちばな ひめの みこと 

橘 姫 命の 二の舞 を 演じた ことがある。 

その 時 は、 無論、 意気の、 心中のと いうよう な 浮い 

た 沙汰で はなく、 いわば 凡俗の 迷信と 多数の 横暴に 反 


抗 して、 身 を 以て 意地 を 守った 気概の ために 海中に 没 

入した のです が、 それが、 ゆく りなく 洲 崎で、 駒 井能 

たす 

登 守の 手に 救 けられた ことがある。 あの 時、 駒 井に 発 

見され なければ、 無論、 今日のお 角さん は 有り得ない 

のです。 その 時の 体験から お 角さん が 語り 出で ました。 

その 啖呵の 要領に よると —— 

女と いう もの は、 水に 溺れよう とする 瞬間に、 何事 

よりも 締めく くるべき は 帯です、 帯 をし つかり 結ぶ こ 

とです。 帯と いう もの は 無論、 表の 胴体 を 締めてい る 

この 無双 や、 鯨と いう だけに は 止まらない、 下帯から、 

下締 から、 丸帯の 一 切、 女の 身体 を 横に 防衛し、 同時 


に 装飾 を 兼ねてい る それらの もの をい うのであって、 

これが 締 つてい なければ、 女が 女に ならない。 

水に 没入して、 息が 有っても 無くても、 いったん 人 

間の 住む 水際へ 浮き出した 瞬間に、 それ を 見つけて 騒 

ぎ 立てる 野郎 共の 大多数 は、 女 を 人間と して 見ないで、 

女と して 見 るんで すから ね、 したがって、 女 は 死んだ 

後まで もが、 女と しての 体面 を 保護して 置かなければ 

ならない、 もし 男性と して 品性の 高い、 教養の 深い 人 

が、 それ を 発見した 場合 は、 真 先に その 辺 を 保護して 

置いて から、 改めて 人に 報告す るよう にして やる のが 

紳士の 礼儀で ある。 


それに、 どうでしょう、 あの 舟の 女 は、 最も 保護す 

べき もの を 真 先に 投げ出し ている、 帯 を 取って しまつ 

たお 土 左な ど は、 おそらく 人間 艷 消しの 頂上でしょう。 

子供なん です よ、 からっきし 子供なん だから、 その 

辺の たしな み を 知らない、 そこらへ ポ カリ 浮き 上って 

でも 来よう ものなら、 見て ごらんなさい、 見られた ザ 

マ じ やない —— とお 角さん が、 あざけり 足らない。 

そうでない としたら、 察する ところ、 意地で 見せつ 

けと いう 寸法なん でしよう よ、 思いきって だら しのな 

いところ を、 誰かに 見せつ けて やろう —— たとえばね 

え、 生きて いて は 仕返しが できない から、 せめて、 死 


んだ 死骸に、 思いき リ 自分で 自分に 恥を搔 かせて、 相 

手の 恥に 面 負け をさせる、 つまり、 面 あて をす る、 当 

てつけ をして 自ら 慰める という やつなん です。 いやで 

はず か 

添わされた 亭主 持ち、 金で 辱 しめられた 女の 仕返し、 

そんな 事 も 有り得る ことなんで すが、 あの 舟の は、 そ 

ん なんでもない ようです。 娘です ね、 無茶な 小娘で、 

死ぬ の を 伊達に している というよ うな 行き方です、 つ 

まり 浮気 娘が 出来心で、 思いき り 死んで みて やれ …… 

といつ た 気分に 過ぎません ねえ。 

そんな、 ませた 小娘 は、 よく 大物 を くわえたがる も 

いしべ やど 

のです、 石 部の 宿のお 半さん がいい 見せしめです、 長 


右衛門さん という 人 は、 何 を どうと いった エラ 物で も 

大物で もなかった ようです が、 年上なん でしよう。 

いったい どちらに しても、 年上と 恋をする というの が 

この 上 もな く マセた 人種なん です よ、 年上に ダマされ 

て 担がれた というん じ やないで すね、 年上の 奴で ない 

と 食い足りない 助平が、 つまり、 女に も 男に も 強い か 

ら 起る ことなんで、 だいたい、 女 は 男よりも 幾つか 年 

下と いう 世間のお 約束 を 破らない とたんの うがで きな 

い、 まあい わば 色気ち がいに 近い 方なん ですから、 年 

増の 女に 捲 かれる 男 はかえ つて 図々 しいんです、 年上 

の 男 を 相手に する 小娘 こそ、 こまつち やくれ て 憎らし 


いもんです。 見て いて ごらんなさい、 この 娘つ 子の く 

わえ て 来たの は 相当 大物です からね。 大物で なければ、 

キッと 年上の 男なん です よ。 ことによると、 白髪 まじ 

りの 重役なん ぞを くわえて 来て いるか も 知れません、 

そんなの が 好きな 娘なん です よ、 相当 大物 をつ かまえ 

て 来て、 むりやりに 水の 中へ 引 張り こんだんで すね。 

ええ、 女が 働き かけたん です とも。 分別盛りの 男が、 

自分から、 小娘 を 相手に 心中なん かする 気になる もの 

です か、 みんな 女が 知恵 をつ け るんで す、 女が 誘惑し 

てそうさせる のです。 長 右衛門 だって、 長 右衛門が お 

半 を 口説いた と 思う は 大間違い、 お 半の 方で、 長右衛 


門さん に 持ち かけて ああな つたんで す、 お 半の 方が、 

長 右衛門に 惚れき つてい たんです よ。 

すきもの  ひな さま ままごと 

好 者と なって みると、 お 雛 様の 飯事の ような こと 

ばっかりして いたんで は 納まらない、 そういう 図々 し 

いこと をして みたが るんで す。 それでお 半 はお 半と し 

て わかって いるが、 相手の 長 右衛門と いう 奴の 面が 見 

て やりたい、 やい の、 やい のと、 小娘から 首っ玉へ か 

じりつ かれて、 いい 気になって 水の 中へ 引っぱり 込ま 

れ たおめ でたい 野郎の 面が 見て やりたい もんです ね I 

お 角 は、 伊太 夫に 向って、 この 心中から 身投げの 


一 伍一 什 を 見て 来たよう に 話が はずんで、 ひとり 昂奮 

の 程度にまで 上る の は 不思議な くらいで したが、 それ 

につり 込まれで もした ように、 座 持の 一人の 取 巻 —— 

伊太 夫に 光悦 屋敷 を 買え 買えと たいこ を 叩いて いた 取 

巻の 一 人が、 膝 を 乗 出して、 お あと 交代と 差 出ました。 

五 

ごもつ と 

「いや、 御尤もで ございま すよ、 太夫 元 さま、 そのお 

かんどころ 

見立て は、 さすがに 勘所で ございます、 実は、 わたく 

しも 先年、 まざまざと 心中 者の 最期 を 見届けた 覚えが 


ございま すんで、 いま 思い出しても 変な 気分に なり ま 

すが、 それ は、 いま 太夫 元さん のお 話と は 違いまして、 

めおとな か 

年頃 寝 頃と い う 頃 合 い の 女 夫 仲で) J ざんして な、 とこ 

ろ はや は リ大津 の 浜辺、 御存じの 吾 蠕 川の 石 場の 浜へ 

打 上げられ たのが、 しっかりと 抱き合った 美しい 年頃 

の 心中 者」 

こう 語り 出で たのが、 幾分 か 今までの 凄味 を 消して、 

なんとなく 艷 つぼい ような、 物の 哀れ を 添える ことに 

なりました。 

「へえ、 お前さん も、 その 心中 者 を 実見し たんだね」 

「へへ、 たしかに この 眼で、 まざまざと 見せつ けられ 


てし まい ましたが、 ただいま 太夫 元さん のおつ しゃる 

通り、 最初に 見つけた のが、 たしな みのある 人で よかつ 

たんです、 もう 少し 事が 遅かろう ものなら、 仲仕の 人 

足た ちに 見られて しまう ところでした。 そいつら がド 

ャドャ と 来て、 見せろ 見せろ と 言って、 死体へ 押迫つ 

て、 いきなり 天秤棒で 女の 裾 を まくり 出しました から、 

わたしたちが 驚いて 差 留めた のです。 蔵屋敷の 衆が ま 

ず 見つけた からい いような ものの、 あの 稼ぎ 屋 連に 最 

初見つ かった 日に や、 今 おっしゃる 女の 体面の みじめ 

さが 思い やられます でな、 つくづく 太夫 元のお 言葉が 

思い当りました。 男 も 勿論そう です が、 女子と いう も 


の は、 心中の 一 つもして みょうと いう 女子 は、 その 何 

を さし 置いても 帯 を 大切に する ことです ね。 あとで 聞 

きます と、 あの 時の 女子さん も、 その 辺に は 充分の た 

しなみ がありまして、 もし、 そんな ふうに 死骸に 加え 

ら れる 狼藉が ありまし て も、 立派に 保護 の 用意が 出来 

ていたと 聞きました から、 ひとごとで ないように 安心 

を 致して 見ました。 いや、 思い出し ますよ、 あの 時の 

男女 は 惜しい 花 ざ かりでした。 聞いて みると、 思い 

詰った 事情 も、 色恋ば かりで はない の だそう で、 男 は 

京都の 者、 女 は 伊勢の 亀 山 —— いいなずけ 同士の 親類 

仲と かいう ことで ございました」 


取 巻が、 別に 心中 物語 を はじめた ので、 お 角さん が 

くさ ぴ 

楔 を 入れて、 

「死にたい もの を 死ぬな と は 言わない が、 死 ぬん なら 

死 恥 を さらさない ようにして 死なせたい、 およそ、 心 

中の 死に ぞ こない ぐらい、 みじめな ものはありません 

からね」 

「ところが、 その 時の 心中が、 あとで 聞きます と、 そ 

の 死に ぞ こない なんだ そうで ございま してね、 変な こ 

とに なりました」 

取 巻が つけ 加えて 物語る ことに は、 

「二人ともに、 そうして、 まあ 立派に ひ 中 を 遂げた に 


は 遂げた のです が、 あとで 聞きます と、 男の 方 は それ つ 

きり、 女 だけが 助かり ましたの やそうで ございます」 

「おやおや、 運が悪い ねえ、 心中の 生残り は 浮ばれな 

い」 

ぼだい 

「それから 後、 男の 方の 菩提 は、 この 上の 長 安寺の 方 

で 葬って 上げて いて ある はずなん でございますが、 女 

の 方 は、 早速 引取りの 親類が 大和の 岡 寺から 参り まし 

て、 死にたい 死にたい というの を、 不 寝の 看と りで 引 

取って しまい ましたが、 今では どうな つてお ります か。 

ところ だけ は 大津屋 で 聞いて おきました、 大和の 岡 寺 

の 薬屋 源太郎 というの が、 その 女の 方の 伯父さんに 当 


ると やらで、 当分 そこへ 引取られた はずなん です が、 

わたくし も、 もし あちらへ 出向く 機会が ありました 節 

は、 ひとつ 外からの ぞいて 見て やりたい と 思って いる 

ので ございます。 いい 娘でした、 少し 淋し みのある 

面立ち をして おり ましてな。 もう 五 年 も 前の ことです 

てきず  なお 

から、 今頃 はすつ かり 手 創が 癒って、 しかるべき とこ 

ろへ 縁づ いて、 子供の 二人 も 出来て いる 時分な ので 

しょうが、 大和の 岡 寺の 薬屋 源太郎 という 名前が 妙に 

気になり ましてな、 今でも、 あの 娘さんが、 宿の 離れ 

に 隠れて、 世 を 忍んで でもい るよう な 気がして たまり 

ません から、 一度 大和へ 行ったら 見て やりたい と、 よ 


けいな 心づ かい をして いるば つかりで、 まだ、 あちら 

へ 参る 折 も ございません」 

見た つて 仕方がな いじ やない か、 とお 角さん が 言う 

と、 伊太 夫が、 何 か 野心が あるの だろうと からかう。 

取 巻 も、 それでい つたん は 口 をつ ぐんで しまったが、 

これによ つて 見る と、 大和の国、 岡 寺の 薬屋 源 太郎と 

言った の はこの 取 巻の 聞 誤りで、 実は 同じ 国、 三輪の 

里、 大明 神の 門前の ことで はなかろう か。 

そうして、 その 心中 者の 男の 方の 名 を 真 三郎と 言い 

女 をお 豊とは 呼ばなかった か。 

しばらくして、 また 取 巻の 口が 開いて、 右の 心中 話 


に 決着 を 与える  

あの 時の 若い 男女 は、 心中の 方式に ついては 全く 無 

知識であった こと、 入水 をす るに しても、 どういう 方 

法 を 取る のが 最も 安全で、 且つ 見事で あつたか、 それ 

を 知らなかった。 かつまた、 入水の 空間に してから が、 

ドノ 辺が 沈みよ くて 浮き 難く、 ドノ 辺が 遠浅で、 浮き 

やす 

易く して 沈み 難い か を さえ、 てんで 地理の 理解が な 

かった こと を 思い やられる。 ただ 水に 入り さえ すれば 

死ねる ものと 心得て 入って みたが、 さて ここが 死に ど 

ころと いうの が 見当らなかった。 浜辺に 近いと ころ、 

遠浅の あたり を、 より 広く 遠く、  二人 は 抱き合い なが 


ら 水に 浸って さまよい 歩いた 形跡が ある こと、 そうし 

て、 やっと 深いと ころへ、 この辺な らば 沈む に 堪えた 

ところ、 死ねる に違いないと 思われる ところに たどり 

ついて はじめて 身 を 横にして、 やっと 水の 来り 沈める 

に 任せて いたと いう 形跡 もあった から、 とても それ は ■ 

二人 相 抱いて、 高い ところから 落ち、 一気に 生涯 を片 

づけて しまった という あざやかな 手際に はいかな か つ 

たこと、 全く 無 経験 無 知識な 身の 投げ 方 をして いる I 

I 心中に そう たびたび 経験 や 知識が あって はた まらな 

いけれ ども、 それにしても 幼稚 極まる 身の 投げ 方 をし 

ていた ことが、 見る 人 をい じらし がらせた。 そうして. 


心中の 仕方に 於て は、 さほど 無 経験 無 知識で あつたに 

かかわらず、 そのたし なみに 至って は、 打って 変って 

行 届き 過ぎ る ほどに 行 届 いていた というの は、 つまり、 

お 角さん が、 たったいま 癇に さわった と は 全く 反対の 

行き方で、 二人の 身体 こそ、 がっちりと 水 も 洩らさず 

帯で 結んで いた けれども、 女 も 男 も、 いつい かように 

なって 人目に さらされよう とも、 強いて 剝 奪す るので 

ない 限り、 ちっとも 醜態 を 現わさな いように、 裏から 

表まで よそおい を 凝らして いたと いう ことが、 今でも 

賞め ものに な つてい る。 

これ を 取 巻が、 この 際、 新 発見で もした ものの よう 


かきおき 

に、 そやし 立てて、 つまり あの 心中 は、 遺書に も 書き 

残して あった 通り、 女の 一方が 一 つか 二つ か 年上で、 

弟 をいた わるよう に、 心ならず も 引かされて 死んで 

やった と 見るべき だから、 万端の 注意が あの 女の 心 一 

つで 行 届いて いたと いう ことにな つて、 女の たしな み 

かがみ 

の 鑑 でも あるかの ように 取 巻が 並べた ので、 

「いやに 女の 方にば かり 肩を持ちたがる じ やない か」 

と、 またしても 伊太 夫から 冷 かされた が、 それでも 取 

卷は 一 向に めげ ず、 

「全く、 あの 女子 はよ い 女子で したねえ、 こう、 少し 

淋し 味 はあり ますが、 それが かえって 魅力で ございま 


して …… いまだに 眼に ついては なれません。 実際、 あ 

れが 生き返つ たのです から、 ただ は 置け ない 道 現じ や 

ございま せんか、 その 当座 は ひとごとな らず 気が 揉め 

ました」 

その 当座 だけで はない、 今 もな お 気が 揉めて いるか 

ら、 こんな こと も 口へ 出る のだろう。 そこでお 角さん 

、、ゝ 、 

力 

「心中の 片割 者なん か、 女 ひでりの 世 じゃある まいし」 

お 角さん にけ し 飛ばされても 取 巻 は ひるまない。 

「ところが、 かえって 一段と 気が 揉め ましてな、 どん 

なまずい 女房 も、 後家に なると 色つ ぼく 見える と 言い 


ますから な あ、 片割 となって みます と 一層 惜しい もの 

でした、 あの 女子 だけ はた だは 置け ない と、 その 当座 

は 正直のと ころそう 思い ましたよ。 もう、 二三 人の子 

供が 出来て るんで しょうが ねえ、 今の 御 亭主の 面が 見 

て やりたいです」 

「よけいな 心配 をした ものです」 

お 角さん は 深く 取合わな いが、 何 か 一道の 魅力が あ 

りそうで 妙に 気が 引かれる。 

男 を 殺して、 自分 だけが 生き残った 女の 尽きせ ぬ 業 

という ものが、 ほんの 行きずり のこの 取 卷屋を さえ、 

いまだに 引きつけ ている 魅力と いう もの を 以てして 見 


ると、 その 女 も、 必ず それから また 罪 を 作り出し てい 

るに は 相違ない。 

されば こそ、 三輪の 里に は 業 風が 吹き そめて、 

あいだ まや  いのち 

藍 玉屋の 金蔵 は それが ために 生命 を かけた。 そこまで 

は、 この 一座の 誰でもが 知らない。 とにかく 無事に 永 

ら えてい ると すれば、 あの 女に も、 はや 二人 三人の 子 

供が あってよ いはず と、 その 辺に だけ 気 を 揉んで いる 

間 は 無事で したが、 その 時に 船首の 方に 当って、 急に 

けたたましい 声 —— 

「ござった、 ござった、 正体が 届き ましたよ、 御 推察 

の 通り 抱 合い 心中、 それ そこに 流れつ いた 土左衛門と 


お 土 左が それじゃ」 

湖面 を 見つ づけて いた 船頭の 叫びで、 水 手 共が、 よつ 

てた かつ て 眼 を 皿の ようにす る。 

二 間ば かり 近く、 波の 間に、 ふわり ふわりと 浮いて 

きた 

は 沈み、 沈みて は 浮び 来る 物体が ある。 予備知識が も 

う 十二分に 出来て いるから、 誰も それ を 見誤る もの は 

ない。 しかも、 浮きつ 沈みつ して、 上に なり 下にな り 

流れ 漂う 物 塊 は、 人間の 死骸が 二つ、 からみ 合って た 

がいに 放さない 形に なった まま、 見た 眼で は、 まだた 

しかに 息が 通って いる、 生温 かな 肉塊と さえ 見える の 

が 重なり合って、 船 をめ がけて、 からまって 来る ので 


す。 

せんどう か こ 

船頭 水夫 も 昂奮した が、 船 上の 一座 もす くんだ よう 

に 重くな つて、 立ち上る 元気より は、 怖い もの を 見る 

心 持が 鉛の ようになる。 

丄八 

事態 は 重 くるしかった けれども、 手数 は 極めて 簡単 

でした。 船 をめ がけて 漂い 来った 二つの 抱 合い 死体 は 

完全に この 船の 内部に 助け上げられました。 その 報告 

を 綜合して みると …… 案の ごとく 男女の 抱 合い 死体で 


あった こと。 

ことにお 角さん の 予言 的中して 神の 如く、 男が 年上 

で、 女が ズッと 年下であった こと。 

さリ とてお 半と 長 右衛門 ほどの 相違で はない が、 女 

はお 半 だとしても、 相手が とうてい 長 右衛門で は 有り 

得ない、 黒い 衣紋の うら ぶれの 三十い くつの 浪人 風情 

であった という こと。 

帯の ない 女の 衣裳 形が、 水 手た ちの 口の端に 上らな 

いところ を 以てして 見る と、 これ は 早く もお 角さん の 

あずか 

たしな みが 与って 救われた ものです。 お 角さん は 

従容 として 言いました、 


「これ は 心中じゃありません よ」 

心中で ない とすれば、 脅迫 か。 脅迫と すれば 力の 問 

題 だから、 この 小娘が どう 間違っても、 このお さむら 

い を 脅迫す る 道理 はない から、 女の子が この さむらい 

に 無体な 脅迫 を 受けて、 水に 逃れよう としたの を、 男 

が 追いす がって、 我が ものにした。 

そう 解釈して みると、 解釈し きれな いのは、 では、 

ナゼ男 も 死んだ、 これ だけの 男なら ば、 水練がない は 

ず はなし、 どう 間違っても、 この 小娘 一人 を 水上に 扱 

い 兼ねる 代物で はない はずな のに、 お ぞく も 生死 を 共 

にして 抱 合いの 形に 落ちて しまった。 それが わからな 


V 

が やが や 騒ぐ 水 手楫取 ども をお さ え た 船頭が、 また 

も 何 か 驚異の 叫び を 立てて、 

「おかしい …… 二人とも、 ちっとも 水 を 呑んで いねえ 

ぞ」 

と 言いました。 

水 を 呑まない 溺死 人と いう こと は、 この 際、 考 うべ 

きこと でした。 

抱き合って 身 を 投げた ものが、 浮きつ 沈みつ、 ここ 

まで 漂い 来る ことの 間に、 水 を 一滴 も 飲まない という 

こと は 有り得べ きこと でない。 もし 飲んで いないと す 


れば、 それ は 飲まない ので はなく、 飲まし めなかった 

の だ。 満々 たる 水の 世界に 身を投じて、 ともかく、 相 

きわ 

当の 深さまで 究めた はずの ものが、 水 を 飲んで いない 

という こと は、 あらかじめ 水 を 飲まし めない ようにし 

てあつた のか、 そうでなければ、 舟 を 出る 時に、 のみ 

たく も 飲めない ような 生 現状 態に なって いたの か、 と 

いう ことが 疑問になる のです。 

この 疑問 は、 物に 慣れた 船頭が 直ちに 解釈して くれ 

ました。 

「それ は、 この 娘に 水 を 飲ませまい として、 このお さ 

あてみ 

むらい が 当てたん です よ、 一 当て 当 身 を くれて 息の根 


をと めて、 それから 水に 入つ たんです から、 それで 女 

の 子が 水 を 呑んで いない —— おさむら いの 方 は、 何 か 

別に 仕方が あ つたんで ござんしょう、 そうでなければ 

疲れて うっとりと 来て しまったんで ござんしょう、 と 

にかく、 どっち も、 まだ 脈 は あるんで すぜ」 

いのち 

二人の 生命に まだ 見込みの あると いう こと を、 物に 

慣れた 船頭が 保証し つつお 角さん に 報告し ました。 と 

にかく、 そこで 二つの 生命 は 引上げられた わけです。 

まだ 生命と して は、 どっちの もの かわからない ながら、 

水中から 船の 上へ 取上げられて、 そこで、 心得 ある 人々 

に 介抱され て、 専門家 こそ 乗合 わせて いなかつ たが I 


I 道 庵 先生の 如き 専門家が 居合わせなくて かえって 幸 

い —— 物に 慣れた 人から 完全に 生き返る こと を 保証 さ 

れて、 何 は ともあれ 安静のと ころに 置く ことが 養生 第 

一 として、 船の 一 室に、 無事に 納められました。 伊太 

夫 は、 この 二人の 遭難者 を、 わざわざ 席 を 立って 見に 

行こうと はしなかった が、 かりそめにも 自分の 主と 

なった 船の 中で、 二 個の 生命 を 収得し 得た こと を 満足 

としない わけで はない。 お 角さん として は、 実際に 立 

会って、 つぶさに 二人の 者 を 観察した ようです が、 そ 

まと  もたら 

の 報告 はま だ 纏まって 伊太 夫の 前に 齎 されず、 また 

いとま 

齎 される 遑 もな く、 取 卷子は 幾度 か 同じような 場所で、 


同じような 情景 を 見せられる ことに 奇異の 感情 を 加え 

ただけ で、 何が 何やら 煙に 巻かれて いるよう な 事体の 

うちに 夜が 明けなん としました。 

夜が 明け かかる と、 今までの 霧に こめられた 湖面の 

白 さと は 性質 を 異にした、 光明 を 含んだ 白 さが 湖上に 

流れ出し たと 見る と、 それに つれて、 ようよう 霧 も 亡 

び 去って 行く。 霧の 晴れ間 を 湖水が ひた ひたと 侵略し 

て 行って、 夜が 全く 明けた 時分に、 船が ビタリと 停つ 

た 前面 を 見る と、 もう 竹 生 島の 全面が 行く手に うつす 

らと、 墨絵が にじんだ ように 浮んで おりました。 


朝 まだき、 伊太 夫の 大船が、 竹 生 島の 前に 船が かり 

はやて 

して まだ 動かない 先に、 一隻の 早 手が ありまして、 こ 

れは 東の 方から 真 一 文字に 朝霧 を 破って 走りつ いて 来 

ました。 走りつ いたと いう けれども、 伊太 夫の 船に 

きた 

向って 走りつ いたわけ でない こと は、 その 来る ところ 

の 方向が 全然 違って いる ことで も わかる。 たとえば、 

伊太 夫の 船が 大津を 出で たと すれば、 この 早 手 は、 そ 

の 反対側の 長 浜 方面から 走って 来た ものである こと は 

確かです。 そうして 朝霧 を 破って、 なお 急 調で 走って 


行く くらいで すから、 昨 宵の 霧 も、 昨晩の 霧 も、 同様 

の 整調で 破って 来たと 見なければ なりません。 

そんなら ば、 同じように、 この 竹 生 島め ざして 舟が 

かり をす るかと 見れば そうで はなく、 霧が 破れよう が、 

夜が 明けよう が、 急ピッチ は 変らない。 名に し 負う 竹 

生 島 もよ そに して、 漕ぎ 行く こと は 矢の 如く、 その 行 

手 は、 ちょうど、 夜明け 前に 平面 毒 竜が 盃 を 追うて 

流れた 方向に 向って 急ぐ のです から、 めざす ところ は 

湖 中の 何物で もな く、 湖岸の どの 地点に か あるので 

しょう。 

急ピッチで、 竹 生 島の 眼前 を 乗 打ち をしながら、 さ 


おお まるぶ ね 

いぜん 船が かり をした ばっかりの、 伊太 夫の 大丸船 を 

朝 もやの 中から 横目に 睨んで、 この 早 手の 中の 一 人が 

言いました、 

ひゃくそう 

「あれが 百艘 のうちの 一 つなんで す、 あの 船が、 木 下 

藤 吉郎の 制定した 百艘 船の 一 つなんで す、 今 はすたり 

ましたが、 一 時 は あの 大丸 船で なければ、 琵琶湖に 船 

はありませんでした、 船 はあって も、 船の 貫禄が なか つ 

たもので す」 

こう 言って、 相対した 一方の 人に 向って 説明 をし ま 

すと、 その 相対して いた 一方の 人と いうの が 無言で 

うなず 

頷 いている のにつ け 加えて、 


「竹 生 島が 朝霧の 間に 浮いて、 あの 大丸 船が 一 つ 船が 

かり をして いる、 湖面が かくの 如く 模糊と して、 時間 

と 空間と を ぼかして おります る 間 は、 我々 も 太古の 人 

となる のです、 太古と いわな いまでも、 近 江 朝 時代の 

空気にまで、 我々 を 誘引す るので すが、 夜が 明ける と、 

近頃の 琵琶湖 は さっぱりい けません、 沿岸に は 地主と 

農民の 葛藤が あり、 湖 中には カム ルチ がいたり、 塩酸 

が 流れたり …… この 湖水 を 掘り 割って 北陸と 瀬戸内海 

を 結びつけたら、 舟運の 便に よって、 いくらい くらの 

貿易の 利が 附着す る、 また 湖水 を 埋め立てて、 何千 頃 

の 干潟 を 作る と 何 万 石の 増収が ある、 そういう ことば 


かり 聞かせられた 日に は、 人間の 存在 は 株式会社の 社 

員 以上の 何もので もありません。 人生 はすべ からく 夢 

を 見る ことです な、 人生から 夢 を 奪う の は、 琵琶湖 を 

でんばた 

すっかり 干し 上げて、 田 畠に 仕上げる のと 同じ ことで 

す、 少なくとも 我々 は、 今のう ちに 夢を見て 置かな け 

れ ばなら ないで しょう、 まだまだ 夜と 朝と は、 我々 を 

誘うて 古 えの 夢を見せ るに 足る の 琵琶湖で あり 得る 

こと を、 せめても の 幸いと しなければ なりません」 

早 手 は 早く も 竹 生 島の 前面 を かすめ 去って、 問題の 

大船 も 後ろに 見る くらいに、 急行 をつ づけて いるに か 

かわらず、 舟の 中の 人 は、 年代 を 超越した 悠長 さで、 


時代と 歴史と に 向って 感想 を 発しました。 これ はたし 

かに 不 破の 関守 氏に 相違ありません。 

現に 胆吹 王国の 総理で あり、 参謀 総長 を 兼ねていた 

はずの 不 破の 関守 氏が、 急に 水上の 人となり、 早 舟の 

急がせ 方 はこう も 急 調なる にか かわらず、 語る ところ 

の もの は 頗る 悠長です。 しからば、 その 相手と なつ 

ている の は 何人 か。 近 ごろ 近づきの 青嵐 居士と、 不破 

の 関守 氏と は、 よく 話が 合う、 今日 も その 人 を 同行の 

釣の 脱線 かと 見る とそうで はない のです。 関守 氏の 相 

手に 控えて いる 人間 は、 決して 青嵐 居士の ような 

饒舌家で はない、 あくまでも 関守 氏に 喋らせて、 自分 


は、 言語と 態度 を 極度に 惜しむ かの 如く、 傲然と して、 

それに 聞きい る だけの 姿勢に いる。 しかも、 不 破の 関 

守 氏 も 御免 を 蒙って、 一 種 風雅な 檜 笠 を かぶ つてい 

るが、 これ は 日 を 避けん がた めの 実用と して 容赦 さる 

べきに かかわらず、 前に 対して 彼の 話を受 入れて いる 

この 人 は、 最初から 覆面の 仕 通しです。 

,.苟 くも 人に 対して 正坐す る 時に、 己れ の 覆面 を 取 

ら ずし て y J れ に対する という こと は、 非常なる 無礼 で 

ぁリ、 傲慢でなくて 何で あるか、 臣下に 対して さえ も、 

対坐に は 相当の 礼が あるべき もの、 それに この 人 は、 

不 破の 関守 氏 ほどの 人物 を 前にして、 覆面の ままで、 


傲然と して これに 応対し 得る 強権の 人。 誰彼と 言おう 

よりも、 当時 これ だけの 権 式 を 持ち 得る 人 は、 胆吹王 

国の 女王 様 以外に は、 その 人の あるべき はずがない。 

平明に 言って しまえば、 この 早 手の 中の 対坐の 客 は、 

お 銀 様に 対する 不 破の 関守 氏であって、 それに 従者が 

一人、 神妙に 後ろの 方に 控えて いると、 蓑 笠 をつ けた 

舟 夫が 一人、 勇敢に 櫓 を あやつつ ている だけの もので 

す。 

早 手 は 急ピッチ を 変えず、 島 も 大船 も 見えず なり、 

それに またもや 一陣の 霧が、 一 むれ 襲うて 来た もので 

あた リ  えんぱこう びょう 

すから、 四辺 は 煙波 浩渺 たり、 不 破の 関守 氏の 懐古 癖 


が 充分に 昂上を 見た と 覚えて、 

大船の I 

かとり の 海に 

いかりお ろし 

いかなる 人 か 

もの も 

物 思 は ざら む —— 

朗々 たる 名 調子で、 一種 独得の 朗詠が 湖上の 上に 漂 

いました。 


はくさ つ 

湖面が 再び 白 殺されて、 夜が 明けた のか、 月が 出 戻つ 

たの かわから ないような 気分のう ちに、 大船 も、 早 手 

も、 みんな 隠れて しまって いる。 その 中から、 不 破の 

関守 氏の いい 心 持に なった 懐古の 饒舌が 続いて いる、 

おもて 

「いい 歌です、 ともかく 大 湖の 面 に 船が かりして、 あ 

あして 安定して いる あの 大船 を 見る と、 まず この 歌が 

心頭に 上って 来ます、 単にい い 歌と か 悪い とかいう 批 

評 を 超絶した 歌です、 大きな 鳴動で あり、 大きな 姿勢 

ではありません か、 古今 無双です、 まさに 天地の 間に 

並び 立つ ものが ありま せんな」 

関守 氏が 自己 陶酔 的に 感歎して いる。 その 傍らから、 


お 銀 様の 傲然たる 声音で、 

「それ は、 かとり の 海 —— この 琵琶湖の こと じゃあり 

ません、 琵琶湖 は 大きい のなん のと 言っても、 涯 りの 

知れた 湖です、 かとり は 海です からね」 

「なるほど …… そう おっしゃられ ると、 拙者 も そこに- 

かねがねの 疑問 を 持って いたのです、 お 言葉 通り、 か 

とりの 海と 人 麿 は 詠みました、 かとり といえば、 たれ 

しもが 当然、 下 総 常 陸の 香 取 鹿 島 を 聯想いた します、 

えびす  おおうなばら 

はるばると 夷に 近い 香 取 鹿 島の 大海原に、 大船 を 浮 

ベて 碇泊した 大らかな 気持、 誰も それ を 想像し ない わ 

けに はいかな いのです が、 拙者 はこの 歌 を 酷 愛する 一 


人で あるに かかわらず、 この 歌の 持つ 空間 性に、 まだ 

かきの もとの ひとまろ 

疑いが 解け きれない というの は、 第一、 柿 本人 麿と 

あずま はて 

いう 人が、 あの 時代に、 東の 涯 なる 香 取 鹿 島 あたり ま 

で 旅 をした ことが 有る かない かとい うこと です。 その 

次に は、 下 総 香 取の 海と すれば、 香 取の どの 地位に 船 

を 碇泊せ しめた かとい うこと です。 下 総の 香 取に 

おお ふな づ 

大船 津 というと ころが あるに はあり ますが、 仮り にあ 

の 辺に 船 を 回漕せ しめたと しても、 その 船 は、 どうい 

う 船の 持主に よって、 ドコの 浜から 回航され たかと い 

うこと …… 一説に よります ると、 ここの いわゆる かと 

りの 海と いうの は、 下 総 常 陸 あた リを あげつらうべき 


もので ない、 大津 の宫に 近い 湖岸の 一角に かとり の 浜、 

或いは かとり の 海と 呼ばれた 地面、 或いは 水面が、 そ 

の 当時 存在して いたの だ、 という こと を 言います が、 

或いは それが 正しい かも 知れません。 そういう こと は、 

池 田 良 斎が よく 知っています、 我々 無 関門の 鑑賞 者 は、 

まず その 歌の 持った 無限に 大きな 音階と、 姿勢に 打た 

れる だけで よろしい、 和歌と いえ ども、 大きな ものに 

なると、 誦すべ くして 解すべからず でよ ろしい。 た 

とえば、 他に 人 麿の 歌に してから がです、 

ともし 火の 

あかしお ほと 

明 石 大門に 


入らむ 日 や —— 

吟じ て ごらんなさい、 声 は 千年 の 深 韻 を 以 て 響き、 

調べ は 千古の 心に 微妙に 沁み 渡る です。 拙者 はこれ が 

また 大好きな 歌の 一 つでして ね、 これ を吟 ずると 陶酔 

する です。 ところが、 この 歌の 全体の 解釈に 至ってみ 

ると、 人 麿が 西 海から 帰る 時の 歌 だか、 西 国へ 向って 

きすう  はな は 

出て 行く 時の 歌 だか、 その 帰趨が 甚だ 不明瞭 を 極め 

てく ると いう 次第です が、 そういう 解釈の 如何に かか 

わらず、 その 想に 驚き、 調べに 酔わされる こと は 

こんしん てき 

渾 心的です」 

お 銀 様 を 前にして、 こういう 歌 物語 を はじめて いる- 


広 長 舌 は 必ずしも 弁 信 法師の 専売で はない、 という こ 

と はわ かるので すが、 いったい 今時、 船 を こんなに ま 

で 急がせながら、 乗り手と きて はこの 通りの 悠長 さ、 

それに 第一、 女性の 方 は 女王で あり、 男性の 方 は その 

総 参謀長で あるべき 身が、 二人ともに 山 を 出て しまつ 

たので は、 留守の こと も 思われる ではない か。 

そもそも この 二人 は、 何の 要あって か、 かく も 急行 

船に 乗り、 いずれの 地に 向って 走り 行く もの か。 沿岸 

に 向って、 遠く 大津 朝廷の 故事 を傯び 奉り、 或いは 

とうじ ゆせんせ い 

藤樹 先生の 遺蹟に 巡礼 するとい うような こと をす るに 

は、 他に その 人 も あり、 時 もあろう という もの。 行き 


がかり 上、 風流 を こそ 談 ずるら しいが、 少なく ともこ 

の 二人が 舟 を 急がせて 行く 以上 は、 左様に 漫然たる 遊 

歴の 旅で はない にき まっている。 

そこで、 この 行程の 底 を 割って しまえば、 実は 不破 

の 関守 氏の たっての 献策で、 お 銀 様 を 父親 伊太 夫に 会 

わせに やる のです。 

きた 

父と いえ ども、 来り 見るなら 格別、 行いて 礼 をす ベ 

きなんら の 心構え を 持たない という 女王 様 を、 不 破の 

くど  かいぞえ 

関守 氏が 説いて、 口説き 落して、 自分が 介 添と なって、 

いま 大津の 宿に 逗留の 日 を 送って いると いう 父の 伊太 

夫 を、 これから 訪問せ しめよう とする ことに 成功して、 


善 は 急げと 急ピッチ を 上げさせた、 これが この 早 手の 

飛ぶ 使命の 全部な のです。 

訪 ぬべき 当の 主 は、 今し 問題の 大船に あって、 竹 生 

の 島の 前面に 船が かり をして いるの だから、 かく も 急 

ピッチで 早 手が 大津 方面へ 乗りつ けて みたところで、 

その 当座 は 当然 行 違いに きまって いる。 そういう こと 

は 知ろう 由 もない 不 破の 関守 氏に は、 この 女王 を 父に 

会わせれば 会わせる で、 そこに 相当の 秘策が ある。 こ 

の 女王 様 を 父と 会わせる に 就いては、 自分が 介 添と な 

るべき こと を 最も 有利な りと 信ずる も のが あれば こそ 

彼 は 女王 を 擁して、 善 は 急げで、 内外の 多事多端なる 


責任の 地位 を 抛擲して 急行し つ つ ある もので したが、 

その 秘策の いかなる ものであって、 成功すべき や、 せ 

ざるべき や は 未来の 疑問と しましても、 お 銀 様の 黒幕 

にこの 人が いる こと は、 伊太 夫の 傍らにお 角さん が 取 

巻いて いるより は、 遥かに 智嚢が 豊かで、 舞台が 大き 

いこと は 申す まで もあります まい。 

九 

西 国 旅行 を かこつけに、 そこ は 親心の 甘 さで、 胆吹 

王国の やんちゃ 娘の 行動 視察 を 眼目と する 伊太 夫が 大 


律に いない 時に、 お 銀 様と 不 破の 関守 氏の 一行 は大津 

へ 着きました。 

当座の 行 違いに なって しまったので すが、 その 際、 

当座の 在と 不在の 如き は、 さの み 問題で はない。 関守 

ばく じき 

氏 は、 目的地に 着いた からと いつ て、 驀 直に 目的に 向つ 

てこせ つくよう な 軽 策 を 取らない。 悠々 としてお 銀 様 

を 押 立てて 別に 宿 を 取って 長期の 形 を 構え、 副 目的が 

主 目的 を 牽制しつつ、 その 帰る を 待つ こと を 遅し とし 

ない 策戦 を 取りました。 

この 総 参謀長 不 破の 関守 氏 は、 女王 様 を 盛り 立てて、 

これに 絶対 服従の 範を 示す と共に、 一方に は 女王 様 を 


後見して、 これ を 教育す るの 心がけ を 忘れない、 ただ、 

リ くとうさん リ やくてき 

その 教育ぶ りが あくまで 六 韜三略 的 である ことが、 

この 人の 特徴に なって いる。 美 濃に 縁が ある だけに、 

竹 中半 兵衛 式の 芝居が ついて 廻る ように 思われる。 そ 

の 点に 於て は、 この 人 も、 お 角さん 同様の 興行師 的 素 

質 を 多分に 持ち合わせて いると 見なければ ならない。 

ただし かし、 野心 満々 たる 不 破の 関守 氏が、 お 銀 様 を 

動かして 父に 会わし めようと する 魂胆の 裏に は、 や は 

リ、 伊太 夫の 金力が あると 見なければ ならない こと は 

確実 だが、 お 角 親方の 方 は、 いかに 腕に より を かけて 

みたところで、 タカが 仕込みと か 仕打ちと かの 融通の 


水の 手が つなげれば よろしい、 あえて 伊太 夫の 身上に 

ビク とも 響く もので はない が、 不 破の 関守 氏な どに へ 

た を やられる と、 一 国 一 城 を 寝かしたり 起したり する 

くらいの こと はやり 兼ねないから、 伊太 夫の 富と いえ 

ども 必ずしも 気 は 許せない。 しかし、 いいこと に はみ 

な 善人です。 不 破の 関守 氏 は 野心家な りと いえ ども、 

本来、 野心 そのもの を 楽しむ、 これ も 一種の 芸術家で 

あって、 破壊と 復謦と を 念と する 革命家で はない から、 

この 点 は 充分の 御 安心 を 願 つてお いてよ ろしい のです。 

とにかくに、 この 早 手 は 翌日の 夕方、 無事に 大津の 

よいやみ 

石 浜に 着く と 同時に、 早く も 宵闇に まぎれて、 町の い 


ずれ かに 姿を消して しまいました。 

大津の 町と いえ ども、 伊太 夫で さえ 騒々 しさ を 避け 

るく らいの 時代で したから、 空気が なんとなく 動揺し 

ている 間へ、 こっそりと 上陸した この 一行 は、 別段、 

出迎える もの もな く、 目 ざされ る 憂い もな く、 ほんと 

う に 尋常な 気分で 着いて、 尋常な 気分で 散 じ てし まつ 

たの は、 一 っは不 破の 関守 氏の 用意の ほど も ある こと 

でしよう。 

かくて 不 破の 関守 氏 は、 お 銀 様 を、 本陣へ も、 脇 本 

陣へ も、 自分 もろともに 送り込む こと をせ ずに、 いつ 

问 によって、 ドコ へつ いたと いう 形跡 もない ようにし 


て、 その 翌日に なるとお 銀 様 は、 もう 長 安寺 山の 牛 塚 

の 上、 小町の，. 庵へ、 十 年 住み慣れ たもの のように 納 

ま つ ておりました。 

昨夜、 お 銀 様 を ここに 納めて 置いて からの 不 破の 関 

たち ま 

守 氏 は、 胆 吹から 率いて 来た 一 僕 を 召し つれて、 忽ち 

市中 郊外の いずれへ か 姿を消して しまいました。 

せき でら こまち 

ここにお 銀 様の 当座の 庵 は、 関 寺 小町の 遺跡 だとい 

うこと です が、 それ は 確と した 考証が ある わけで は あ 

りません、 小町の 晩年が、 関 寺に ロマンス を 残す の は、 

小町ら しい 時と ところと を 得た ものであるが、 史実と 

して は、 どの辺まで 真実 か、 それ はわから ない が、 小 


町と 関 寺と は 切っても 切れない 余生の 道場と して 残さ 

れ ている から、 しかるべき ところへ、 しかるべき 土 を 

盛り さえ すれば、 それが 小町 塚に なり、 しかるべきと 

ころへ、 しかるべき 庵 を 結び さえ すれば、 小町 庵と な 

るべき ものです。 お 銀 様が いま 納まった 庵 も、 小町 を 

いただく に ふさわしい 形勝の 地で ない という こと は あ 

りません。 

形勝と いうよりも、 第一、 便利な ことです。 土地柄 

が 町と は 離れて いるが、 街道と はさの み 遠く はない。 

高 観音の 右に 当って、 当然、 地 は 長 良 山の 一角で 高層 

を 成して いる だけに、 巿中 並びに 人馬の 喧噪から は 相 


当 隔離され ている し、 そうかといって、 煙塵 を 絶ち、 

米塩に 事 を 欠く ほどに 浮世 離れ はして いないので すか 

ら、 かりそめの 閑 者 を 扱うた めに は 甚だ 便利が よいの 

です。 それに 加うるに、 婆やが 一人いて、 留守番 を 兼 

ねて、 身の 廻りの こと は 何でもして くれる、 そういう 

好都合 を、 あらかじめ 抜かりな く 打合わせて、 女王 様 

わ 力ま ま 

の 我儘が 妨げられない 生活が、 来着 同時に 実現され る 

ことにな つたの は、 単に 不 破の 関守 氏の 働きと いうの 

みで はなく、 およそ 湖上 湖 辺の ことに 関する 限りに 於 

て、 ドノ 辺の 淵に カム ルチが 棲み、 どの辺の 山路に は 

ムラ ダチが 生えて いると いう こと をまで、 ひ 得て いる、 


あっせん 

か の 知善院 寄留 の 青嵐 居士 のよ そながら の 斡旋が 、 大 

あずか 

きに 与つ て 力 あるので ないかと 思われる ことです。 

てんしょ 

すなわち、 青嵐 居士の 添書で、 居士の 知人で あると こ 

ろの、 この 長 安寺の 住職へ あらかじめ 諒解が 届いて い 

たもので すから、 万事が 極めて 素直に 運んで いるの だ 

ろうと 思われる ことです。 

青嵐 居士と いえば、 あれから 早く も、 胆吹 王国の ォ 

ブザ アバ— とな つ て、 今では 自分から 興味 を も つ て、 

かみ ひらや かた 

あの 上 平 館の 留守 師団長 をつ とめて いるので す。 あ 

れ だけの 人物 を 留守 師団長と して 留め 得 たれば こそ、 

女王 様 も、 参謀 総長 も、 かく 安心して、 悠々 乎た る、 


自適 然 たる 旅 —— というよりも 外出の 程度な のです が、 

それが できる という ものでしょう。 事実、 留守 師団長 

というよ リは、 この 人の 存在 は、 胆吹 王国の 女王 代埋、 

臨時 総理の 役目 をまで 兼務して いるので ありました。 

十 

お 銀 様 を 小町 塚の It に 安定せ しめて 置いた 不 破の 

関守 氏 は、 その 夜 は 引返し 大津の 本陣の、 つまり 伊太 

夫の 宿に ついた ようで したが、 翌 早朝に は、 例の 一 僕 

を 召し つれて、 旅装 かいがいしく 本陣 を 立ち 出で まし 


た。 

出が けに、 程遠から ぬ 小町 塚の 庵へ 立 寄った 不 破の 

関守 氏 は、 縁に 腰 を かけて、 敷居 越しに お 銀 様に 向つ 

て 話しかける 様 は、 

「あいにくの ことで、 行 違いと なりました、 御 尊父 は 

船で 竹 生島詣 でに おいでになった、 その あとへ 我々 は 

乗 込んだ という 次第です。 しかし、 ホンの 外出の 程度 

ですから、 直ぐに 戻って おいでになる …… といっても. 

今日明日 という わけに は 参りますまい、 単純な 竹 生 島 

見物 だけです と、 日帰りに もやって やれない こと はな 

いです が、 なんにしても 避難の 意味 を 兼ねての 船出な 


ん ですから、 存外、 日数 を 要する かも 知れません。 湖 

辺 湖岸 は、 御 承知の 通り 物騒で、 宿々 の 旅籠が かえつ 

て 体よ く 客 を 追い立てる という 際です から、 鄭重な 客 

に は 湖上 へ の 避難 をお すすめ 申して はおる ような もの 

の、 それ とても 限度が ござります、 長期なら ば 長期の 

ように、 心構え をして お待ち 申す だけの ことです が、 

長期と 申しましても、 先 は 見えて いるので すから」 

そのことの 報告 を 兼ねて、 お 銀 様に 長期 応戦の 秘策 

を 授け、 自分 は 身軽く 立って、 その 裏山から 尾 蔵 寺の 

ながら じんじゃ  けいだい  おせき 

歓喜 天へ 出て、 それから 長 等 神社の 境内 を 抜けて 小 関 

越えに かかりました のです。 


おうさか 

小 関 はすな わち 逢坂の 関の 裏道であって、 本道 は 名 

にし 負う 東海道の 要衝で あるに かかわらず、 この 裏道 

に は、 なお 平安朝の 名残り をと どめて、 どうかす ると、 

よしと ち 

深山幽谷に 入る ので はない かと 疑われたり、 義朝 一行 

が 落 武者と なって、 その 辺から 現われて 来る ので はな 

いかと 疑われる ような 気分に もなります。 

不 破の 関守 氏 は、 笠 も 軽く この 小 関 越え をな しなが 

ら、 きこり やまがつ に 逢う と、 おさだまり のように、 

やましな 

「この 道 を 真直ぐ に 行く と 山 科へ 出る ことに 間違い は 

あります まいな。 時に、 この 道中に は 目 洗い 地蔵と い 

うの は ございま せんか」 


そういう ような 発 問 をして、 道 を 誤らずに 山 科 街道 

まで 出て しまいました。 

I 奴 茶屋 はドコ になります か、 柳 緑 花 紅の 札の 辻 は ど 

ちらです か」 

この 質問 は ナンセンスでした。 不 破の 関守 氏ら しく 

もない 愚問で、 二つの 異なった 方向 を 同時に 質問した 

のです から、 いわば 碁 を 打つ にあたって 一度に 二 石 を 

下ろした ような もので、 徒らに 相手方 を 当惑せ しむ 

るに 過ぎません。 それでも、 奴 茶屋 は 右へ 進み、 追分 

の 札の 辻へ は 左へ 小戻り をし なければ ならない こと を 

教えられて、 暫く 立ち どまって 首 を 傾けて いたが、 暫 


くして、 次なる 旅の 人 をつ かまえ、 

「山 科の 光悦 屋敷と いうの はま だ 遠いです か。 では 大 

谷の 風呂の 方 は …… この 地点から、 まず どちら へ 行く 

のが 順で、 どちらへ 行く のが 近いです か。 ああ、 そう 

です か、 左様で ございまし たか、 しからば、 その 大谷 

風呂の 方から 先に …… 何と おっしゃる、 その あいだに 

有名な 走 井の 泉が あって、 走 餅 を 売って おります から 

御賞翫 くださいで すって、 よろしい、 いただき ましよ 

う。 では、 そういう ことに」 

途中での 道案内 を、 そのまま 素直に 受けて、 不 破の 

関守 氏 は 街道 を 小戻り をして、 大谷 風呂と いうの を 目 


ざして 進んで 行きました。 

その 間、 東海道に 名の 高い 走 井の 水、 それ を 飲み、 

同時に 名物の 走 餅、 それ を 味わう 気になって 関守 氏 は、 

その あと をたず ねて みると、 教えられた ところ あたり 

に 乙女の 花売りが 一人い る、 それに 向って たずねて み 

ると、 

「走 井の 井戸 は、 この 石垣のう ちに あるので おます が、 

ごらんの 通り、 今ではもう 人様の 御 別荘に 買われて し 

きまま 

もうた から、 旅の 方 も 気儘に 見る という わけに は 参り 

ま へんの や」 

「はは、 公有の 名物が、 私人の 所有に 帰して しまった 


のです か」 

関守 氏 は、 強いて 走 井の 泉 を 見なければ ならぬ 使命 

という ほどの もの を 感じて いない、 盛名の 妓 がいつ か 

は 知らず しかるべ き 旦那に 身受け をされ て、 囲われた 

ような 気分が して、 

「では、 割愛し ましょう」 

野 山の 花が 名門の 苑に 移し 植えられた からといって、 

その 花に いささか も 関心の ない 者が、 あえて さの み 執 

着 を 持つべき ではない。 不 破の 関守 氏 は あっさりと、 

走 井 見物 を 思い あきらめて、 大谷 風呂に 向って 進もう 

とすると、 花売りの 方で かえって 残り惜しげ に、 


「でも、 何なら、 御 別荘に はお 留守が いらっしゃ いま 

すに よって、 たずねて ごろうじませ、 手軽う 見せて 下 

さるの やろうと 存じます さかい」 

「そうです か、 たとえ 個人の 所有に 帰した とはいえ、 

手軽に 見せて もらえるならば、 見せて もらった 方が、 

見せて もらわな いより はよ ろしい、 ひとつ 門 を 叩いて 

みまし ようかな」 

不 破の 関守 氏 も、 つい、 その 気になって、 小戻り を 

して、 走 井の 別荘の 門 をお とのうて みる。 犬が 吠える、 

おびた だ 

同時に 小 門の 下から 夥 しい 小犬が 走り出して 来て、 

関守 氏の 足 もとに まつわる、 同時に、 中で は 吠える 親 


犬 をし まい 込む 家人の あわただしい 物音が 聞え たが、 

やがて 門が 内から 開かれて、 

「お越し やす」 

極めて 尋常な 女中が 一 人、 現われました。 

「有名な 走 井の 水と いうの は、 あなたのお 家に あるの 

です か、 旅の 者です が、 一見 させて いただきたい」 

「おやす いこと でお ます、 どうぞ、 こちらへ お入り や 

して」 

女中に 導かれる まで もな く、 門から つい 一足の 右手 

は、 花崗 石の 高さ 三尺、 径四 尺ぐ らいの 井筒が あって 

「走 井」 と 彫って ある、 そこから 一浪々 と 水 を 吹き上げて 


いる。 

「はは あ、 これが 走 井の 水です か、 一 杯 頂戴 —— 」 

関守 氏 は 柄杓 を 取って、 うがい をして、 呑みた くも 

ない 水 を グッと  一 口 試みてから、 

「で、 走 餅と いうの は、 もうこの 辺に ございま せんか」 

「ええ、 もう、 代が 変り やはりまして」 

「そうです か、 どうも有難う、 お 手数 を かけました。 

犬の 子が 盛んに 蕃殖 をいた しつつ ありますな」 

「はい」 

「いったい、 今 は どなたの 御所 有に 帰して いるので す 

か、 この 御 別荘と、 それから この 井戸 は」 


「寒 雪 先生の 御 別荘に な つてい やはります」 

かしもと かんせ つ せんせ い 

「寒 雪 先生と おっしゃ るの は、 あの 樫 本 寒 雪 先生の こ 

とです か」 

「はい、 左様で ござります」 

「そうでし たか、 寒 雪 先生、 東海道 名代の 名物 を 自分 

の 垣根に 取 込んで しまうな ど は 心憎い。 そうして 先生 

は、 時々 これへ おいでになります かな」 

「はい、 月に 一度ぐ らい はお 見えな さり やす」 

「絵 を 描きに おいでにな るので すか、 ただ 休養に だけ 

いらっしゃ るので すか」 

不 破の 関守 氏が、 よけいな ことまで 口に 出して 聞い 


てみ たの は、 樫 本 寒 雪と いえば 当時、 聞え たる 有名の 

画家であって、 絵の 方に 於ても 一代の 名家 だが、 貨殖 

も 相当な もので、 なかなかに 豪奢な 生活 を 営んで いる 

という こと も 聞き及んで いる。 到る ところに 幾つ もの 

別荘 を 構えて いて、 この 別荘の 如き は、 ホンの 小附の 

一 つに 過ぎまい と 思われる。 関守 氏 は 走 井の ほかに は、 

家の 建前 や 庭の こしらえ などに は あまり 心 を ひかれな 

かった ものと 見えて、 そのまま 辞して、 早く も大 谷風 

呂の 前まで 到着し ました。 

だらだら 坂 を 少し 上って 行く と、 門が あり、 植 込が 

ある。 玄関へ かかって、 


「頼もう、 旅の もので ござる が、 一風呂 浴びさせ てい 

ただきたい」 

しばらく は 返答 もなかつ たが、 ややあって、 

「お越し やす」 

ようよう 現われた の は、 やはり 女で、 しかも 今度の 

まるまげ 

は 丸鬅 の す) J い よ うな 大年増、 玄関に 現われる や 否や、 

不 破の 関守 氏と 面 を 合わせて、 

「あら —— 関守の 先生で いら つし やる わ」 

「や あ、 これ はこれ は お宮さん、 珍しい ところでお 目 

にか かりまし たな」 

不 破の 関守 氏が、 熱 海 海岸の 場の 貫 一さん のよう な 


発言 をして、 さすがの 策士 も、 ちょっと 度胆を抜かれ 

たようで したが、 先方 も 相当、 心臓 を 動揺 させた と 見 

えて、 

「どうして まあ、 関守の 先生、 いつごろ、 こんなと こ 

ろへ —— 何 は ともあれ お上り やして …… 」 

十二分の 面 見知りで あるら しい 相手で、 すっかり 納 

まり 込んだ 関守 氏 は、 玄関に 腰う ちかけ ていい 気持で 

わらじ  ひも 

草鞋の 紐 を 解く。 

それにしても、 今日は 関守 氏、 ことのほか 艷 福の 日 

と 見えて、 走 井の 水 をたず ねた 時 は 花売りの 乙女 —— 

寒 雪 画伯の 別荘で 名所 を 見せて くれたの が 極めて 尋常 


ながら、 これ も 年に 於て は 不足の ない 妙齢の 処女、 こ 

ん どこのと ころへ 来て 見る と、 現われた お宮さん がす 

ごいよう な 丸 髭の 大年増と きている。 しかも、 それ も 

双方 相当の 前 知と いう ことであって みると、 穏か でな 

とみや まけ 

い。 だがし かしこ こに 現われた お宮さん は、 富 山家の 

令夫人と して は少々 凄味が 勝ち 過ぎて いるし、 ここ を 

訪 うて 来た 関守 氏 は、 貫 一 君と して は 少し 白髪が 有り 

過ぎる。 まず まあ、 これ も 安心して 置いて よろしい。 

十 一 


長 安寺の 小町 塚の 庵に 残された お 銀 様 は、 決して、 

しかく 緩慢に して 悠長な ものではありません。 お 銀 様 

いきどお 

は 憤 つてい る、 いかにして 何物 を 憤って いるかと い 

うこと は、 前 巻の 終りに 次のように 記されて あった は 

「胆 吹の 御殿で はお 銀 様が 憤って いる。 

お 銀 様 は 絶えず 憤って いる 人で ある。 その 人が、 

憤りの 上に また 一 つの 憤り を 加えた。 

何 を 憤つ ている。 

ぼうとく 

お雪 ちゃんと いう 子が、 恩 を 忘れて 裏切りの 冒瀆 


の 行動 をして いる、 それ を 憤って いるの か。 そうで 

はない。 

どんらん 

竜 之 助と いう 男が、 無制限の 放縦と、 貪婪と、 虚 

無に 盲進す る、 それ を 憤って いるの か。 そうで もな 

い。 そんな こと はこの 暴 女王に とって は、 憤慨で は 

なくて、 むしろ 興味で ある。 

そもそも、 この 暴 女王が 今日に 及んで、 かく も 深 

ゆえん  おの 

く 憒リを 発して いると いう 所以の もの は、 己れ の 夢 

想す る 王国が、 土台から グラ つき出し たから、 それ 

を 見せつ けられる がた めに 憤って いるのに 相違ない。 

人間と いう やつ は 度し難い もの だ、 人間と いう や 


つ は 救うよ リは 殺した 方が 慈悲 だ、 とさえ、 やや も 

すれば 観念せ しめられる ことの 由 を 如何と もし 難い- 

ナゼ ならば、 彼女 は 己れ の 強力 を 傾注して、 有 象 

無 象 をよ く 生かして やらん がた めに 事 を 企てて いる 

が、 ここに 来る 奴、 集まる 奴に 口 クな奴 はない！ 

いや、 ここに 来る 奴、 集まる 奴に ロクな 奴がない の 

ではない、 およそ 生きん こと を 欲する 人間に ロクな 

奴がない！ という 断案 を 得ようと して、 それ を 得 

させまい がた めに、 自ら 苦心、 焦慮、 憤慨して いる 

ので ある。 

もし、 こういう 論理 を 許す とすれば、 自分の 王国 


主義 を、 甘んじて 虚無主義に 屈服せ しむる 結果と な 

る、 それで は 絶滅の 使徒、 虚無の 盲人に 笑われる ば 

かりだ。 生の 哲学から、 死の 哲学に 降服 を 余儀なく 

される ばかり だ。 

彼女 は、 ここに 働く 人間 共の 表裏 を 見せつ けられ 

る。 人間 は 働きたい が 本能で なく、 なまけた いのが 

本能 だ。 生 をぬ すまん がた めに、 表面 追従す る だけ 

で、 生の 拡大と 鞏固と を欣 求す るよう な 英雄 は 一 人 

も 来 やしない。 彼等の 蔭口 を 聞いて いると、 この 王 

国 を 愚弄し、 わが 暴 女王の 甘き に タカる あぶら 虫の 

ような 奴等ば かりだ。 こんな 連中に 世話を焼いて や 


るべき もので はない。 残らず 叩き出して 出直させる 

に 越した こと はない！ とさえ、 この 女王 を 思い 迫 

ら せる。 

王国の 門 を 鎖し、 垣 を 高く して、 いま 来て いる 奴 

等 を 残らず 叩き出して、 新たに 出直さす —— と 言つ 

たと ころで、 彼等 を どこへ、 どう 叩き出して、 どこ 

から 出直させる。 所詮、 母の 胎内へ 押 戻して、 再び 

産み 直させる より ほかに 道 はない。 

お 銀 様 は、 この 深い 憤り を 抑えて、 御殿の 一間 か 

ら 琵琶の 湖 前 を ながめて いる。 

憤って いるの は、 お 銀 様ば かりで はない。 道 庵と 


いうよう な 出しゃば リ者を 別にして は、 誰も 彼 もが、 

みんな 憤って いる —— ように 見える。 およそ 今の 時 

勢に、 笑って なん ぞ いられる 奴 はない。 

お 銀 様が、 これ を 深く 憤って いる 時に、 城下 —— 

御殿 下と か、 屋敷 下と かいうより は、 ここから は 城 

下と いった 方が ふさわしい、 胆吹 御殿の 城下が にわ 

かに 物騒がしく なりました。 春 照、 弥 高の 里で、 早 

鐘が 鳴り 出しました。 

いっき 

『 一 揆が 来る ぞ！』 

『百姓 一 揆が 押して 来た ァ—』 

どこから ともなく 響く 号 叫」 


これが 大 菩薩 峠 第 十八 巻 「農奴の 巻」 の 終りの 一 章 

でありました。 

お 銀 様 はこの 一室に 納まって 見る と、 かなり 閑雅で、 

小町の 名 を 冒して 恥 かしから ぬ 古色 も あるに はあり ま 

す。 床の間に は 掛軸が あって、 長 押に は 額面が ある。 

書架が あり、 経 机が あって、 一通りの 調度が ととのつ 

ている。 茶の間に は 茶道具 一式が あり、 行燈も あり、 

火鉢 も ある。 お 銀 様が 来ても、 そこへ 坐り さえ すれば、 

あと はもう 召使 を 呼ぶ だけにな つてい る。 これ は あな 

がち この 女王 様 を 迎えん がた めに、 調度 を 急いだ とい 


うわけ ではなく、 前 住 者が ついこの 間まで 居 抜いた も 

の を、 そつく リ 置き 据えた だけの ものであります。 

かいし ふう  したた 

床の間の 掛軸の、 懐紙 風に 認 めら れた 和歌の 一 首 


花の いろは 

うつりに けりな 

いた つらに 

わか 身 世に ふる 

なかめ せし まに 

ここに あるべく して ある 文字で、 かえって 当然 過ぎ 

る 嫌い は あるが、 さリ とて、 侮るべき 筆蹟で はない。 


筆 札に 志 あるお 銀 様が 見ても、 心憎い ほどの 筆づ かい 

であった の は、 それ は 名家の 筆蹟 を 憎む ので はない、 

どうやら この 文字の 主が、 やっぱり 女で あると 思われ 

る ことから、 お 銀 様の 心 を 幾分 いらだたし めました。 

「わたしに も、 このく らいに 書け るか 知ら」 

なんぴと 

書いた 主 は 何人 だか わからな いが、 女の 筆の あとと 

見込んだ ばっかりに、 お 銀 様が 嫉妬 心 を 起した の も、 

この 人と して は 珍しくありません。 ことに 行成 を品隨 

し、 世 尊 寺 を あげつらう ほどの 娘です から、 女に して 

これ だけの 文字が 書け ると いう こと、 そのこと にある 

嫉みを 感じ、 同時に 自分 もこの くらいに 書け るか 知ら 


と 僻んで みたまで なのです。 床の間の 傍らに、 仏壇と 

も 袋戸棚と もっかない 一 間が あって、 そこに 一 体の 古 

びき つた 彫刻が 控えて いると いう こと は、 この 室 へ 

入った 最初の 印象で 受取りき つてい ましたから、 今更 

どうのと いう わけではありません が、 あれが 小町の 本 

当の 姿 か 知らん とお 銀 様 は、 その 瞬間に 感じて いたの 

です。 

その 彫刻 は 二 尺ば かりの 木彫の 坐像で、 一見しょう 

ばば 

づ かの 婆と も 見える 姿 をした 女性が 立 膝 を 構えて いる。 

おどろに かぶった 白髪と、 人 を 呑みそう な 険悪な 人相 

と、 露わに した 胸に 並んで 見える 肋骨の 併 列と、 布 子 


とも かたびらと もっかない 広袖の 一 枚 を 打ち かけた 姿 

と 言い、 誰が 見ても 三途の川に 頑張って、 亡者の 着物 

を剝 ぐお 婆さんと しか 見えない のであります が、 辛う 

じて それがしよ うづかの 婆さんで ない ことから 救われ 

ている の は、 片手に は 筆 を 持って、 垂直に 穂先 を 下に 

向けた 一 方の 手 は 薄い板つ ベら のよう な 物 を 持 添えて 

立 膝の 上に 置いて ある。 その 薄っぺらな 板の ような も 

たんざく 

のが 短冊と いう ものである こと を 認める ことによ つ て 

このお 婆さんが 亡者の 衣服 を剝ぐ こと を 商売と する 人 

でな く、 短冊に 対して 優に やさしい 水茎の あと を 走ら 

せる こと を 知る 風流の 心 を 持ち 得る 人種で あると いう 


ことが わかる だけの ものです。 

しかし、 それほどに、 小町と いう ものの 通俗に うた 

われた 容姿 風采と は 趣 を 異にして いる けれども、 彫刻 

そのものが 凡作で ない 証拠に は、 この 年に なっても、 

どこ やらに 人に 迫る ものが ある。 古え は 美で 人 を 悩 

殺した が、 今 は 鬼気 を 以て 人 を 襲う という 凄味が ある 

いきりょう こも 

の は、 小町 その 人の 生 霊が 籠る というよりも、 彫刻師 

その 人の 非凡が させる 業に 相違ない。 眼の 高い お 銀 様 

は、 早く もこの 彫刻の 非凡 さ を 見て取って、 しかして 

これが 小町で ある ことに 大 なる 共鳴 を 感じました。 美 

人と しての 小町なん ぞは 語る に 足らない、 鬼女と して 


の 小町、 小町と しての 本性 格 は、 これでなければ なら 

ない と、 お 銀 様 は 入室の 最初から その 木像 を 愛し まし 

た。 

さんぎ 

ただ、 気に入らな いのは、 床の間の 一方に、 算木 や、 

ぜ いちく  てんがんきょう 

楚竹 や、 天眼鏡と いったよ うな ものが 置き 散らされ 

て ある ことで、 これ とても、 この 室の 調子 を 破る とい 

う ほどで はない が、 算木と か筮 竹と かいうよ うな もの 

が、 お 銀 様 は 嫌いな のです。 人間の 運命 を、 人間 以外 

の 者に 向って 伺い を 立てる というよ うな 不見識が、 お 

銀 様の 常日頃 からのお 気に 召さない のです。 

ようやく、 机に よって、 間近な 書架から 書 を 取って 


検閲 を はじめました。 読む 気で はない、 検閲 をして や 

るつ もりな のです。 つま リ、 今までの 前 住 者が、 どれ 

ほどの 教養が あった 人 か、 少なくとも、 あの 木像 を 守 

リ、 あの 歌 を かけて 置く ほどの ものが、 キング や 文芸 

春秋ば かり 読んでも おられまい。 古え の 小町の 名 を 

辱 しめぬ ぐら いの 読書 は あ つ てよ かりそう な もの、 

なくて はならぬ はずの ものと、 お 銀 様 は、 前 住 者の 器 

量 を 見抜く つもりで、 書架の 書 を 取って 見る と、 第一 

に 手に 触れた 「三世相」 —— 部厚に 於て は 群 を 抜いて 

いる けれども、 これが お 銀 様の 軽蔑 を 買う に は 充分の 

しろもの 

代物で ありました。 取って 投げ出す ように 「三世相」 


を 下に 置いて、 次の 大判の 唐本 仕立てなる を 取って 見 

しゅう えきけ いでん 

ると 「 周易 経伝 」  

お 銀 様 は 「三世相」 の 余憤 を 以て、 そこに も 若干の 

軽蔑 を 施しつつ、 でも、 これ は 一概に 投げ出す ような 

こと をせ ずして、 不承不承に 丁 を 繰りながら 読み下 

してみ ました。 

「乾 元 亨利貞 初 九 潜 竜 勿 用 九 二見 竜 在 田 利 

見 大人」 

何の ことか さっぱりわからない。 お 銀 様の 学力 を以 

て すれば、 文字 だけ を 読み 砕く に は 何の 不足 もない が、 

こればかり は 文字 あると ころに 直ちに 意味が 附着して 


来る ので はない。 お 銀 様 は 何 かしら 憤り を こらえて、 

なお 読み進んで 行く と、 

「九 三 君子 終日 乾 乾 夕惕若 厲无咎 九 四 或 躍 在淵无 

咎九五 飛竜 在天 利 見 大人」 

いよいよ 読み進んで、 いよいよ 何の ことか わからな 

くなる。 

お 銀 様 は 憤りました。 

十二 

えき 

易 を 読んで、 お 銀 様が 腹 を 立つ、 それ は 立つ 方のお 


銀 様が 無理です。 孔 夫子で さえ も、 五十 初めて 学ぶ と 

いう 易 を、 女王 様 風情で 物にしよ うとい うのが 大 ベラ 

ボウの もとなん です が、 傲慢と、 呪詛 と、 増長で 持ち 

きってい る この 女に は、 その 分別が つかない のです。 

事実、 わかる わからな いは 別と して、 現在お 銀 様に 

は 歯が立たない のです。 立たない のが あたりまえ なの 

です が、 それ をそうと 素直に 受ける ことので きない こ 

とが、 この 女の 持つ 重大なる 不幸で も あり、 生存の 根 

拠で も ありまし たのです。 同時に、 この 女王 はこの 書 

物 を 征服し なければ ならない という 憤り を 発しました。 

この 人 は 早くから 世 をす ねて いる、 人に 面 を 合わせる 


こと を 憎んで いる 生活が 内面に 向って、 書 を 読む こと 

は 読みました。 おそらく、 お 銀 様 ほどの 年頃で、 お 銀 

様ぐ らいの 読書家 はなく、 そうして その 読書の 範囲に 

於て は、 曲り なりに も 自分の 見識の 立たなかった 書物 

という もの は、 まず 今までに なかった のです。 四書 五 

経の 如き も 一 度 は 目を通した ことがあ るに 相違ない の 

です が、 今日 ここで 単独に つきつけられて みると、 ほ 

とん ど 歯が立たない、 というよりも、 手 も 足 も 出ない 

のです。 文字 そのものが 異 つた 国の 文字で あるならば 

とにかく、 文字 そのもの だけ は、 立派に 読み こなす こ 

とがで きて、 意味ら しい ものが、 どうに もこう にも 摑 


めない こと をお 銀 様 は 憤激し ました。 

この 憤激が お 銀 様 を、 無 一 一 無 三に 易 伝の 中へ 突入 さ 

せました けれども、 いよいよ 進んで、 いよいよ 相手に 

されない。 相手に されない だけなら まだし も、 相手 を 

征服で きない こと は、 同時に 自分が 征服され ると いう 

意地であって みると、 もはや 我慢が できない。 お 銀 様 

そういまん しん 

は 易 を 読みながら 創痍 満身に なりました。 

「ああ、 これ は 読み直さなければ ならない、 今日まで 

人間の 力で 読み こなした 人が ある 以上 は、 わたしに 

だって 読み こなせな いはず はない、 もし また 本来、 何 

も わからない 出鳕 目が 書いて ある ものと すれば、 これ 


が 千年 も 二 千年 も 世の中に 残って いる はず はない から、 

この 中にはき つと、 人間の 中の 千 人に 一人 か、 万人に 

一人でなければ 理解ので きな い 奥深 い 真理が 籠 つてい 

るに 相違ない、 もしそう だと すれば、 自分 も その 千 人 

に 一 人 か、 万人に 一 人の 人に なって みなければ ならな 

い —— 」 

えき  か ら 

易に ぶつつ かって 創痍 満身のお 銀 様が、 辛くも ここ 

まで 反省した こと は、 さすがで ありました。 難解に は 

難解に 相違ない、 いま 読んで 今 わかる という 本で ない 

こと はわ かってい る、 だが、 時日 を 与えれば、 自分 も 

これ を わか つてみ せる —— という 持久 心 を 取 戻した こ 


とが、 お 銀 様の さすがで ありました。 

そこで、 お 銀 様 は 「周易 経伝」 の卷を 伏せて、 その 

一 部 四 冊 だけ を 別に こっちの 経 机の 上に 取って 置いて 

から、 次へ と 書棚の 検討 をつ づけました。 

その 次に 触れた のが 「古今 集」 —— これ は 歯に 立つ 

も 立たぬ もない、 自分の 家の 中庭の 花園へ 分け入る よ 

しる 

うな ものである。 ただ 見返しに 誌され た、 このぬ しの 

すみかき 

墨書が、 なかなかに 見事で、 しかも 女の手、 そうして、 

どうやら 床の間の 「花の 色 は」 の 筆蹟と 似通って いる 

こと だけです。 

どうも 女文字ば かり 多い が、 ことによると この 庵の 


前 住 者と いうの が、 やっぱり 女ではなかった のか、 そ 

こへ お 銀 様が ふと 気 を 廻して みました。 そういう ふう 

に 気 を 廻して 見れば 見る ほど、 その 気分が 全体にに じ 

んで 来る。 そこへ ちょうど 婆やが 別棟から お茶 を 持つ 

て 参りました。 

「婆や、 前に ここにい らしった 方 は どんなお 方でした」 

「はい、 あなた 様と 同じような 女子のお 方で いらせら 

れ ました」 

「ああ、 そうです か、 で、 この 御 本 は 皆 そのお 方が ご 

らんに なった のです か」 

「左様で ございます、 書物 を ごらんに なり、 お 歌 をお 


てんさく 

作りに なって、 よくこの 町の 娘 衆な どに も 添削 をして 

おやりに なりました」 

「そうでし たか、 それで は、 なかなか 学問が お出来に 

なるお 方でした ね」 

「はい、 お 身分 もす ぐれて いらし つたそう で ございま 

ふみ ごと 

すが、 学問の 方 も 大したお 方で、 和歌 や 文事の ほかに、 

易 を ごらんに なりました」 

「易と いうの は、 あの 身の上 判断 やなに かのこと です 

か」 

「はい、 易経と 申します る もの は、 なかなか 身の上 判 

断な どに 使うべき もので はない、 貴い 書物 だとお つ 


しやりながら、 それでも、 町の 人た ちが 困って お頼み 

さんき ぜ いちく 

においで になる 時な ど は、 あの 算木 筑 竹で 易 を 立てて、 

さと 

嚙んで 含める ように、 ていねいに お諭し をして おやり 

になり ました ものです から、 それが ために 救われた も 

の も 多分に ございました」 

「易 を 立てて、 身の上 判断 をして、 それで 暮しを 立て 

ていたので すか」 

れいもつ 

「いいえ、 左様で は ございません、 お礼 物な ど は 決し 

てお 受けに なりませんでした、 ただ 人の 気を休め るた 

めに 筮竹を 取る の だと おっしゃ いました。 お礼な ど を 

お受けに ならないでも、 立派に 御身 分の あるお 方で ご 


ざいまして、 大僧正 様な ども、 どうか するとお 見えに 

なり ましたが、 大僧正 様と 易経のお 話 をなさい ました 

こと を、 わたくし は 蔭ながら 伺って いた ことが ござい 

ますが、 その 時に おっしゃ つたお 言葉と、 身の上 判断 

さと 

を 頼みに 来る 人に 向って あそばす 易経のお 諭しと は、 

全く 違った 見識の ものの ように 承って おりました」 

婆やから、 こう 言って 説明され ると、 お 銀 様の 心が 

また 穏か ならぬ ものに なりました。 

自分で 見て は 歯の 立たない もの を、 ここの 前 住の 女 

庵主 は、 立派に 消化し きってい るよう に 思われた のが、 

お 銀 様の 心 を 少なからず いらだたしめ たもの のよう で 


す。 

こうして 書物の 検討 をして いる 間に、 夕方から 雨が 

降り出しました。 

十三 

小町 塚の 雨の 第一 夜 を、 お 銀 様 は、 しめ やかな 気分 

のうちに 眠りに 就き ましたが、 お 銀 様と して は、 こと 

珍しい 環境のう ちに、 珍しい 夢を見る の 一夜で ありま 

す。 

胆吹 御殿の 上 平 館の 一 室 も、 静かな 一 室で ある こと 


に 於て は、 ここに 讓リ ません。 あるいは ここよりも 一 

層、 懸絶し、 沈静して いる 胆吹 御殿の 女王の 一室で は 

ありました けれど、 女王と しての 権 式 を 以て 寝ね、 女 

王と しての 支配 を 以て 起きる のです から、 放 たれた る 

夢 を 結ぶ という こと は、 まずない ことでした。 

きょう 

しかるに、 今晩と いう 今晩は、 境が 変れば 心が 変る 

のであって、 夢が 現実から 古昔に 向って 放 たれました。 

関ヶ原 以来、 歴史に さかのぼった 夢を見る こと は 稀れ 

でありました のです。 

まず、 夢に 入り 来る ところの 人 は 小町で ありました。 

最初の 印象の 壇の 上の、 しょ うづかの 婆さんに 紛らわ 


せき でら こまち  おもむ 

しい 関 寺 小町が、 壇の 上から 徐ろに 下りて 来ました。 

「どうです、 一枚お 書きな さいな、 あなた も あの くら 

いに 書け る 手じゃありません か、 書いて ごらんなさい 

ましな」 

自分の 片膝に 持 添えて いた 短冊と、 右の 手に 七三に 

下向きに 持って いた 筆 を 取 添えて、 お 銀 様の 前へ 突き 

つける のであります。 そうして、 あなた も あのく らい 

に 書け る 手じゃありません か、 と そそのかして、 ふい 

と 床の間 を 振 向いた ところに は、 やはり 夜前、 つく づ 

くと 見て、 心憎 さ を 感じた ところの 懐紙 風の かけもの 

が、 そのまま まざまざと 浮き出し ている。 


花の いろは 

うつりに けりな 

いた つらに 

わか 身 世に ふる 

なかめ せし まに 

そう 言われる と、 お 銀 様に も 軽快な 競争心と いった 

ような ものが 動き そめた と 見えて、 関 寺 小町の つきつ 

し. 5 し 

けた 筆と 色紙と に、 手 をのべ て 受取る と、 いつの まに 

か 受身が 受けられる ような 立場と な つ て、 関 寺 小町の 

姿 は 消えた が、 「花の 色 は」 の大 懐紙の 前に、 美しい 

うはつ  リんず  いろげ さ 

有髪の 尼さん が 一 人、 綸子の 着物に 色 袈裟 を かけて、 


経 机に 向って、 いま 卒都婆 小町が 授けた 短冊に 向って 

歌 を 案じて いる。 気品 も 充分 だし、 尼さん として は 

艷色 したたる ばかりと 見られる ばかりであります。 

お 銀 様 は 夢のう ちに も、 その 尼さん の 姿 を、 やはり 

心憎い もの だと 見ました。 どこの 何とい う 人 か 知らな 

いが、 その美 色 はとに かく、 気品と して は、 尼 宮様と 

言 つ て も 恥 かしから ぬ 高貴の 人 のように も 思われる が • 

短冊 を 取り上げて、 和歌 を打吟 じ打吟 じている かと 見 

ている うちに、 その 手に 持つ 筆が、 いつしか 筮 竹と 変 

じ、 その 膝に 当てた 短冊が 算木と なって 机の 上に 置か 

れて ある。 


「ああ、 前 住居の 女 易者 —— 」 

むらむらと、 そんなよ うな 気分に なると 同時に、 主 

観と、 客観と が、 お 銀 様の 夢の 中で 混合して しまって、 

夢を見て いるの が 自分で なくなって、 夢に 見られて い 

るの が 自分で も あるよう に 混 化して しまいました。 

お 銀 様 自身が、 算木 筑竹を 持 つ て 思案す る 身に な つ 

てみ ると、 眼前に 現われて、 しきりに 我 を 悩ます もの 

は、 やはり 前夜、 これにぶ つつかって 悩まされた 易経 

の 中の 卦 画と、 その 難解の 文章で ありました。 

易者と してのお 銀 様 は、 算木 筮竹を もって 吉凶と 未 

来と を 占 つてい るので はない のです。 


この 難解の 文字 を 打 砕かん として 苦闘 をつ づけて い 

るので すが、 これば つかり は 現実で 歯が 立たなかった 

ように、 夢に なっても 歯が 立ちません。 

そうして、 現実の 時に 反抗した と 同様の 弾力 を 以て、 

夢で 易経と 取組んで、 これに 悩まされ ている 自分 を 如 

何ともす る ことができません。 

その 時、 庵 外の 夜に 人のお となう ものが あって、 ホ 

トホト と 柴折戸 を 打 叩いて いる。 

はて、 深夜に ここまで 自分 を 訪ねて 来る 人 はない は 

ず だ、 あるに しても、 昨晩から ここに 宿 を 求め 得た と 

いう こと は、 自分 も 予期して はいなかった し、 ここへ 


きも い 

着いて はじめて 不 破の 関守 氏の 肝煎りの 結果な の だか 

ら、 いずれのと ころから も、 深夜に 使者の 立つ 心 当り 

はない のです。 取合わな いがよ ろしい と、 お 銀 様 も 思 

案 をき めまして、 そのまま、 また 卦 面に 眼 を 落して い 

ると、 

すまい 

「もしもし、 女 易者 様のお 住居 は、 こちら 様で ござい 

ました か、 夜分、 まことに 恐れ入り ますが、 思案に余 

りました ことが ございまして、 お伺い 致しました」 

外です るの は、 まだ 若々 しい 男の 声に 相違ない が、 

その 声音に よって 見る と、 いかにも しおら しい、 死 出 

の 旅からで もさ まよい 出して 来た ものの ような、 す さ 
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まじ さが 籠る ので、 お 銀 様の 心 も 妙に めいりました。 

だが、 滅多に 返事 を 与うべき もので はない。 そこで、 

返事がない こと を、 外で はも どかしが つてい ると 見え 

て、 

「もし、 後生 一生のお 頼みで ございます、 人の 魂 二つ 

が、 生きよう か、 死のう か、 迷い 抜いての 上のお 訪ね 

でございます、 御 庵主 様に お願いが あって 打ち つれて 

参りました」 

そう 言う の は、 こんど は、 うら 若い 女の 声でした か 

ら、 お 銀 様の 胸が 安くありません。 

前の 声 は、 まだ 若い 男の 声で、 こんどの は 同じ ほど 


の 女の 声。 その 世に も 哀れに 打 叩く 声音と いう もの は、 

全く 血 を 吐く ような 切羽のう めきが ある こと を、 聞き 

のがす わけに は ゆきません。 

それでもお 銀 様 は、 なお なんらの 応対の 返事 を 与え 

ないで おり ましたが、 お 銀 様 自身よりも、 たまり 兼ね 

たもの は 別室の 婆やでありまして、 

「どなた 様です か  何の 御用で ござりました か 知 

ら」 

と 言って、 起き 上った 様子です。 

婆やが 立って くれれば、 何とか 取仕切って 帰して し 

まう だろう。 こういう 頼みの 客に 対して は、 易者の 玄 


関番 としての 日頃の 商売柄、 うまく 扱って なだめて 帰 

す ことに は 慣れて いる はず だ。 お 銀 様 はこ ちらに あつ 

て、 そのこと を心恃 みに している と、 しばらくあって ■ 

畳 ざ わりの 音が 軽いながら 入 乱れて、 どやどやと、 こ 

の 座敷め がけて 続いて 来る。 

「おや —— 」 

と 思って いるう ちに、 隔ての 襖が サラリ と あいて、 次 

の 間に 手 をつ かえて いるの は 案内の 婆やと、 その後ろ 

の 暗がりに 白く 浮いて 見える の は、 たしかに 若い 男女 

の 者の 二人。 

おやおや、 たのみ 甲 勢 もない、 うまく 扱って 帰して 


しまって くれる とばつ かり 思って いたのに、 その 頼み 

きった 婆やが、 こちらの 一 応の 内意 も 聞く こと をせ ず 

に、 先に 立って 引きつれて 来て しまったの では 話に な 

ら ないで はない か。 

だが、 つれて 来て しまった もの は 仕方がない、 女 だ 

てらに 声 を 荒らげて 叱り 帰す わけに も ゆく ま いで はな 

あき 

いか、 お 銀 様 も 呆れて 襖の 向う を 見渡して いると、 白 

く 浮いた 二人の 男女のう ちの 一 人が、 

「お 初にお 目に かかり まする、 わたくしが 真 三 郎でご 

ざり ます」 

「わたくし は豊と 申します る I 


許されない 先に 入り 来った 男女の 者 は、 問われない 

先に、 自分の 名 を 名乗って しまいました。 

十四 

「こちら へ お入りなさい」 

名乗りまで しかけて 来られて みると、 お 銀 様 も ぜひ 

なく、 こちらへ 招じ入れな いわけに は ゆきません。 招 

せられて 二人 は、 辞す る ことなく、 するすると 座敷へ 

通って 程よ く 並んだ と 見る と、 もう 案内の 婆やの 姿 は 

搔き 消されて しまって、 行燈の 下に 、しょんぼりと 坐つ 


ている 男女の 姿の み を 見る のであります。 

「夜分、 こんなに おそく、 恐れ入りまして ございます 

が、 七ッの 鐘が 六つ 鳴りまして、 あとのもう 一 つが こ 

まつご 

の 世の 聞 納めの 切ない 末期に 立 到りました 故に、 どう 

でもお 訪ね を 致さねば 済まない ことにな りまして」 

二人 はこう 言って、 行燈の 下に、 お 銀 様の 前に 向つ 

て、 さめざめと 泣く ので ありました。 

「まあ、 何 は ともあれ、 心 を 安め なくて はなり ません ■ 

わたしで 御 相談に 乗れます ことか、 どうか、 そのこと 

はわ かりま せんが、 せっかくの ことに、 お 話 を 伺う だ 

け は 伺つ て 置きましょう I 


お 銀 様 はこう、 二人の 気休めに 言います。 二人 は、 

なげきの うちに も よろこびました。 

「御 親切のお 言葉、 何よりの 力で ございます、 そうし 

て、 こんなに 夜更けて 推参 を 致し ましたの は、 二人の 

狭い 胸で は、 どうしても 現 解の 届かない ものが ござい 

ごえき めん 

ますので、 あらた かな 御 庵主 様の 御 易 面から 見て、 御 

判断 を 賜わり たいの で) J ざいます」 

二人が、 また 声 を 合わせて かく 言う。 そこでお 銀 様 

が、 はは あ、 では この 男女 は、 わたし を 女 易者 だと 信 

じて やって来 たの だな、 若い 分別の 二人の 狭い 胸で は 

解釈の しきれない 迷路に 立って、 易者の 門 を 叩く とい 


うこと は 有りそうな こと だ、 だが、 戸惑いに も 程が あ 

ると いう 気位に なって、 お 銀 様が 夢の 中に も 笑止の 思 

い を 致しました。 

「わたしに は、 易 はわ かりません、 易に よって 判断な 

ど は 思い も よらない ことで、 本来、 易と いう もの は、 

人間の 身の上 判断 をす るよう に 出来て いる 文字で はな 

いのです」 

とお 銀 様の 言う こと は、 理に 落ちて いるんだ が、 二人 

はそう いう 理解 を 聞きに 来た もので はない のです。 

「お聞き 下さい ませ、 わたくしたち 二人の 者の 身の上 

と 申します るの は …… 」 


ここで 二人の 身の上 話 を 話し 出されて はた まらない、 

というよ うな 気分に お 銀 様が 促されまして、 

「お 身の上 をお 聞き 申す に は 及び ませぬ、 現在の あな 

た 方の 立場と、 本心の 暗示と を 承れば それでよ ろしい 

のです」 

お 銀 様に こう 言われて、 若い 男女 はたし なめられで 

もした ように 感じた と 見えて、 

「恐れ入りました、 現在の わたしたち 二人 は、 死ぬ よ 

リ ほかに 道の ない 二人で ございます、 ねえ、 豊 さん、 

そうではありません か」 

「あい、 わたし は、 お前 を 生かして 上げたい けれども、 


こうな つて は、 お前の 心に まかせる ほか はあり ませぬ」 

と 女から 言われて、 男 はかえ つて 勇み立ち、 

「嬉しい！」 

それ を 女 はまた さしとめて、 

「まあ、 待って 下さい」 

「いまさら 待てと は」 

「ねえ、 真さん、 死ぬ と 心が きまったら、 心静かに 落 

着いて、 もう 一 べん 考え直してみ ようではありません 

か」 

「ああ、 お前 は、 わたしと 一緒に 死ぬ と 誓い を 立てな 

がら、 その 口の 下から、 もうあん な こと を 言う」 


「いいえ、 死ぬ の は、 いつでも 死ねます から、 死ぬ 前 

に 申し 残したい こと はない か、 それ をもう 一 べん、 思 

い 返して 下さい」 

すきま  うら 

「そういう 心の 隙間が、 もう わたし は 怨みです、 申し 

残したい ことがあれば、 どうなる のです か、 わたし は 

かたとき 

もう、 この 世に 於ての 未練 は 少しも ありませ ぬ、 片時 

も 早く 死 出の 旅路に 出たい」 

「それでも、 もし、 思い残し たこと がー つで もあって 

は、 その 冥路 のさ わりと やらになる ではありません か」 

「もう 知らない、 もう 頼まない、 思い直せの、 考え直 

せのと、 ゆとりが ある ほど、 この 世に 未練が あって、 


死 出の あこがれがない のです、 そんな 水臭い 人、 もう 

頼み ませぬ」 

「聞き わけの ない、 真さん、 たとえ 一 つで も わたしが 

姉、 目上の 言う こと は 聞かなければ なり ませぬ」 

「いいえ、 年が たった 一 つ 上 だとて、 夫婦の 固め をし 

た 上 は、 お前 は 女房で、 夫 はわた し、 女房と いう もの 

は、 身 も 心 も、 みんな 夫に 任せなければ なり ませぬ、 

わしが 死ぬ という からに は、 お前 も 死んでくれ るの は 

あたりまえ」 

「真さん、 お前と、 わたしと、 いつ 夫婦の 固め をし ま 

した か」 


「あれ、 まだ あんな こと、 たった今、 お前の 命 を わし 

にくれ ると 言うた こと を、 もう 忘れて」 

「それ は 違います、 真さん、 わたし はお 前 を 好きに は 

好きだ けれど、 わたしの 夫と 定めた 人 は 別に ある こと 

を、 お前の 方が 忘れて いる、 わたし は、 定められた 

許婚の 人 を 嫌って、 お前と いたずら をした のです」 

「それほど お前、 いたずらが いやなら、 その 定められ 

たお 方の 方へ 行って おしまい、 その 了見なら、 少しも 

一緒に 死んでも らいたくない、 一人で 死にます、 お前 

の 真実 心 を 思う から、 死ぬ 前に 一度 会いたい と、 ここ 

まで 来たの は、 わたしの 愚痴でした」 


「それでも、 お前 一人が 死ぬ という もの を、 わたしが 

見殺しに できましょう か、 昔の こと を 考えて みて 下さ 

い、 ねえ、 真さん」 

「それ は、 わしの 方で 言う ことです、 昔の こと を 考え 

れば、 いまさら お前が、 定まった 夫の、 許婚のと 言わ 

れた 義理で はありますまい」 

「ああ 言えば こう 言う、 お前の 片意地  もう 聞いて 

上げ ませぬ、 おた がいに いさかい をす るの はもう やめ 

ましょうね、 こっちへ いらっしゃい、 黙って 死んで 上 

げ ますから」 

「わし も、 もう 恨み つらみ は 言い 飽きた、 黙って 死の 


う、 黙って 死なして、 ね、 豊 さん、 わたしの 大好きな 

ぉ豊 さん」 

「よう 言うて くれました、 わたしの 大好きな 大好きな 

真さん、 さあ、 こっちへ いらっしゃい、 一緒に 死んで 

上げる から」 

「わしが お前 を 先に 死なそう か、 お前が わし を 一 思い 

に 殺して たもる か」 

「後先 を 言う のが 水臭い、 いっしょに 死ぬ ので はあり 

ません か」 

「ああ、 嬉しい」 

「お前、 ホン まに 嬉しい か」 


「離れまい ぞ」 

「離れ まじ」 

「未来まで も」 

「七生まで も」 

「さあ、 お前、 これで も 生きたい と 言わし やる か」 

「ああ、 死にたい」 

「あれ、 真さん、 そこ は 深い」 

「深いと ころがい いの」 

「お前ば かり 先に 深いと ころへ いって、 わたし だけが 

残される ようで、 いや、 いや」 

「そんなら、 お前、 先にお 進みなさい」 


「後先 を 言う ので はない はず、 後へ引こう にも、 先へ 

行こう にも、 二人の 身体 は、 この 通り 結えて あります 

動け るなら 動いて ごらん」 

「こうな つ て も、 いやなら いやと 言うて ごらん」 

「もう 知らない」 

「嬉しい、 く、  く、 苦しい」 

「わたし も 苦しい、 水 —— 」 

「水 —— 」 

「二人 は 苦しい ねえ、 真さん」 

「二人 は 嬉しい ねえ、 豊 さん」 

痴態 を 極めた 男女の 姿 を 眼前に 見て いるお 銀 様。 思 


案に 余って、 身の上 判断 を 請う と 言って、 わざわざ 人 

の 寝込みまで 襲いながら、 人の 見る 眼の 前で、 この ザ 

マ は 何 だ、 相談に 来たので はない、 心中に 来たの だ、 

しかも、 この わたしと いう ものの 眼前で、 思いき つた 

当てつけ ぶり、 何とい う 愚かな 者 共。 いやいや、 わた 

つれづれ 

しが 徒然 を 慰めん がた めに、 わざわざ 芝居 をして 見せ 

あざけ 

に 来たと 思えば なんでもない。 叱責と 嘲りの 唇 を 固 

く 結んで、 お 銀 様が、 彼等の 為す 痴態の 限リを 為し 終 

るまで ながめて やろうと、 白い 眼に 睨んで おります と ■ 

行燈が 消えました。 

闇 かと 見る と、 その 行燈の 消えた 隙間から 一面に 白 


い 水 —— みるみる 漫々 とひろ がって、 その 岸に は 遠山 

の 影を涵 し、 木立の 向う に 膳 所の 城が かすかに 聳えて 

うちで 

いる。 昼に ここから 見た 打 出の 浜の 光景が、 畳と 襖 一 

うらわ 

面に ぶち 抜いて、 さざなみ ゃ志賀 の 浦曲の 水が お 銀 様 

きょうそく 

の 脇息の 下まで、 ひた ひたと 打 寄せて 来たので ぁリ 

ました。 

その 湖の まんなかに、 いま 見た 二つの 物影が、 浮き 

つ 沈みつ もがいて いる。 

はは あ、 今し 生命 判断 を 頼んで 来た 痴態の 限りの 二 

人の 者、 刃で 死ねずに、 水で 死ぬ 気になった のか、 愚 

かなる 命の 二人よ、 とお 銀 様 は、 写し絵に うつる よう 


な 湖面の 一巻の 終り を 飽くまで 見据えて、 眉 一 つ 動か 

そうと もしません。 

そのうちに、 二人の もがき 合った 湖面の 水が 逆まい 

て、 怖ろ しく 浪 立った の は 束の間、 やがて 漫々 とまた 

もとの 静か さに 返る と、 急に 闇が 迫って —— おりから 

ゴ ー ンと三 井寺の 鐘、 あつらえ たように、 お 銀 様の 夢 

のうちの 耳にまで 響き渡りました。 

十五 

だが、 夢 は そこで 破れた のではありません。 夢の 中 


なる 夢路 かなと いう、 人生 そのものの うつしの ような 

暗示が、 お 銀 様の 枕の 上で 続いて いるので す。 

動揺した 湖面が 平らかに なって、 三 井寺の 鐘が ゴ ー 

ンと 鳴り響いた ことに 於て 一 幕の 終りと なった かと 言 

うに、 さに あらず、 静まり返った 湖面の 風景 は 暗転に 

もなら ず、 引返しに もなら ないで、 そっくり いっぱい 

の 大道具の ままに 運転 をして おりました のです が、 

なまぐさ 

腥 い 風が ドコ から ともなく 吹き 渡って 来て、 お 銀 様 

の 身辺に せまる と 同時に、 湖面 湖上 いっぱいに 黒雲が 

立ち塞がった ものです から、 こんなと ころに 長居 は 無 

用と、 お 銀 様 は そぞろ 湖岸 を 立ち去ろう とすると、 突 


然、 湖面の 一 端が 破れて、 その 穴から、 河童で も ある 

ような、 勢いと して は 脱兎の 如く、 浮び 出た が 早い か 

かけめぐって、 早く もお 銀 様の 行 手に 立ち塞がつ たも 

のがあります。 

「誰 だえ」 

「今の、 あの わたしで ございます」 

「おや、 お前 は、 さきほど 身の上 判断 を 頼みに 来た 真 

三郎 さんと やらで はない か、 お連れのお 豊 さん はどう 

しました」 

「そのこと でございます、 あれほど しっかり 結びつい 

たもの が、 とうとう 離れて しまいました」 


「これ はこれ は」 

「ぉ豊 が 離れて 生きて 返った のか、 わたしよりも 一層 

深い 底に 沈んで しまった のか、 それが わかり ませぬ」 

「やれやれ」 

「ぉ豊 の 行方 をつ きとめて いただきとう ございます、 

そう 致しません と、 わたし は 死んでも 死に きれませ ぬ」 

「それ は、 わたしの 知った ことじゃありません」 

この 時、 お 銀 様が 厳然として 言いました。 

「そうお つ し やられる と、 とりつく 島 は ござり ませぬ」 

「それ も、 わたしの 知った ことで はない、 お前さんた 

ち は、 あれほど 固く 結びついて いながら、 いまさら 


片方の 行方 を 人に 問うな どと は、 あんまり 虫が よす ぎ 

る」 

「でも、 湖の 深い 底へ 二人が 沈んで 行きます ると、 お 

豊が 離れた のです、 離れた が つ た の は 本人の 意志 で は 

なく、 誰か 上の 方で、 あの 女の 後ろ髪 をし きりに 引く 

ものが あるので、 それでお 豊 がわた しから 離れて しま 

いました」 

「誰が、 心中 者の 後ろ髪なん ぞ引 くもんで すか」 

「誰彼と 申しましょう、 あなた 様の ほかに は その 人が 

ございません」 

「何 を 言います、 ではお 前さん は、 ぉ豊 さんと やらの 


後ろ髪 を 引いて、 この 世に 引戻した の は、 わたしの 仕 

業 だと おっしゃ るので すか」 

「あなたで なくして、 ほかに 誰が おりましょう」 

せ つ かいやく 

「よう ござんす、 では、 わたしが そのお 節介 役 を 引受 

けたと しましょう、 お前さん だけ を 死なして、 あの 

女子 を 引戻した のが わたし だとしたら、 お前さん は ど 

うします」 

「恨みます、 七生まで も」 

「恨んで、 どうな さいます」 

「あなたの 身の上に とりついて、 一生のう ちに 必ず、 

あなた を 亡ぼして お 目に かけます」 


「おやおや、 たいへんな 執念です ね、 一生のう ちに、 

わたし を 亡ぼす とおつ しゃる が、 一生の 後に 亡びない 

生命が どこに あります か」 

「いいえ、 亡ぼす にもた だは 亡ぼし ませぬ、 こうだと 

思い知らせて 上げる だけの 亡ぼし 方で、 亡ぼします」 

「なお 大変な ことにな りました ねえ、 長い 目で 見て お 

りましょう」 

「見て おいでなさい、 そうら、 竜神の 森が 焼けました、 

おぼしめ 

あそこに 斬られて いるの は、 あり や 誰 だと 思 召します 

か」 

「そんな こと を、 わたしが 知る ものです か」 


「金蔵なん です、 金蔵の 奴、 わたしの 恨みで 死に まし 

た」 

「はは あ、 では、 少し 見当違いに なり ましたね、 最初 

の もくろみ では、 わたしの 身の上に とりついて やる と 

おっしゃった ようです が、 いつのまにか 金蔵さん とや 

らの 方へ 振替 わりまし たね、 お 門違い じ やない かね」 

「違いはありません。 それから、 もっと 恨みな の は 机 

竜 之 助と いう 奴なん です、 あれが ぉ豊を 自由にし てし 

まいました、 お聞きの 通りお 豊は、 わたしの ために 死 

ぬん じ やない、 わたし を 殺して 死 ぬんだ と、 あの 時に 

うわ) ^ と のよう な ， J と を 言 いました が、 今ぞ思 い 当る 


ところが お有りで ございましよう、 真三郎 のために 死 

んで くれたと いうの は噓 でした、 あの人 は 竜 之 助の 奴 

のために 自由にされ たのです、 あの 男の ために 死に ま 

した、 あの 男の ために 死んで やりました、 恨みです」 

「その 机 竜 之 助と やらいう 男なら ば、 かまわな いから ■ 

うんと 取りつ いてお やりなさい」 

お 銀 様から 冷然と して 言い放され ると、 水死 人 は 躍 

起と なって、 

「それ を 言われる と、 わたしの 五体が 裂けます、 ぉ豊 

もお 豊 です、 わたし を 水の 底へ 追い込んで 置いて、 自 

分 は 立 戻って 好きな 男と 勝手な 真似 をした 女 —— です 


から、 あれの 末期 を ごらんなさい、 鳥 は 古巣へ 帰れ ど 

も、 往 きて 帰らぬ 死 出の 旅 —— おっつけ、 わたしの あ 

と を 追って 地獄へ 来る あの 女の 面が 見て やりたい。 い 

いえ、 こちらへ 来たら、 また 私 は 可愛がって やり ます- 

お 豊、  おいで、 わたし はお 前 を 憎めない」 

「おやおや、 たいそう 甘 いんです ね、 です が、 その 通 

り、 あの人なん ぞは 本当に 哀れむべき 人で、 憎むべき 

人ではありません よ」 

「よく おっしゃって 下さいました、 ぉ豊は 憎い 女 じ や 

ありま せんね」 

「憎い ものです か、 あなたの ために 死んで 上げた の も 


噓じ やない のです、 一人 は 死に、 一人 は 助かった の も 

当人の 了見じゃありません、 運命の いたずら という も 

のです」 

「そうか も 知れません、 人間の 力で はどうに もなら な 

い —— まして、 あの 気の 弱い ぉ豊 さんの 力な どで、 こ 

の 運命の 大きな 力と いう ものが どうなる ものです か、 

ぉ豊を 憎む こと は、 やめましょう」 

「それが よろしいです、 あの人 は 憎める 人で はあり ま 

せん、 憎む とすれば、 憎んでも 憎み 切れない 人が、 ま 

だほ かにい くら も ある はずです」 

「誰 を 憎んだら いいで しょうね」 


「まず 運命の いたずら を 憎みなさい」 

「憎みます」 

「その 次に は、 大和の国の 三輪の 大明 神の いたずら を 

憎みなさい」 

「え」 

「三輪の 大明 神の 神 杉が、 ぉ豊 さん を あやまりました」 

「滅相な、 神様 を 恨む と 罰が 当ります」 

「それで は 机 竜 之 助 を 憎んで おやりなさい」 

「憎みます、 憎んでも 憎み 足りない と 思います が、 残 

念ながら、 今のところ は 歯が立たない のです」 

「植田 丹 後 守 を 憎んで おやりなさい」 


「憎みます」 

「薬屋 源 太郎を 憎んで おやりなさい」 

「憎みます」 

「みそぎの 滝の 行者 を 憎んで おやりなさい」 

「憎みます」 

「竜神 八 所の 人 を 憎んで おやりなさい」 

「憎みます、 一 人 残らず 憎みます、 まして、 あの 

あいだ まや 

藍 玉屋の 金蔵と いう 奴、 室町 屋 という 温泉宿 を 開いて 

おりました あいつ を 最も 憎んで やりたい、 あいつが、 

ぉ豊 をい いように 致しました」 

「いいえ、 あの 男 も、 それほど 憎むべき 男 じ やない の 


です、 かえって 哀れむべき 男な のです、 最も 同情す ベ 

き 好人物な のです よ。 幽霊の 戸惑い は 落語に もな リま 

せんから、 恨む にしろ、 憎む にしろ、 よく 気をつけて 

しないと いけません」 

「憎い、 憎い、 誰もが 憎い、 ぉ豊の 身体と 魂と を、 わ 

たしの 手から 奪い取って、 再び 世間の なぶり ものにし 

た、 すべての 人 を 憎みます、 呪います、 恨みます」 

「そう 言う お前さん は、 真三郎 さんと いう 優男 の 本 

色 を 失って、 どうやら、 金蔵さん とやら の 不良が 乗り 

うつって いるよう です」 

「そんな はず は ございません」 


「それでもそう としか 見えません、 致される ものが 致 

されて しまいました、 人 を 呪わば 穴 二つと いう ことが 

それなん です、 あんまり 強く 人 を 恨んで 人に つきた が 

る ものです から、 かえって、 お前さんが 人に つかれて 

しまいました。 今の お前さんの 狂態 痴態と いう もの を 

ぼ， レ 

見て いると、 京の 六条 でうた われた 大家の 坊ち 真三郎 

はんの 本色 は 少しもな く、 あの 三輪の 里の 不良少年が、 

そっくり 乗りう つりの 形に なって おります よ、 お 気 を 

お つけなさい」 

「左様で ございまし たか、 つい、 とりの ぼせ ましたた 

めに、 見苦しい ところ を ごらんに 入れて、 まことに 相 


済みません、 改めて 自省 を 致します」 

「殊勝な ことです、 そういう 和らいだ 気持に なること 

が 自分 を 救います、 同時に 人 を 救う わけになる のです 

ね、 憎み、 恨み、 呪う ことによって、 決して、 自分 も- 

人 も、 救われる という ことはありません からね」 

「有難う ございます」 

「昔の 真さん にお かえりなさい」 

「そう 致しましょう」 

「真さん」 

「はい」 

つた や ぼん 

「京の 六 条の蔦 屋の坊 ちの 色男の 真三郎 さん は、 あな 


たです か」 

「はい」 

「人 を 憎む こと を やめて、 人 を 愛しましょう よ」 

「はい」 

「そんなに、 しゃちよ こばらないで、 こっちへ いらつ 

しゃいよ」 

「はい」 

さび 

「わたし も 淋し いんです、 秋の 夜長でしょう、 小町 塚 

でしよう」 

「はい」 

「卒都婆 小町、 関 寺 小町 は あんまり 寂しい ねえ」 


「はい」 

「少し は 察して 頂戴な —— お前さんの ような 優男 をお 

とぎ 

伽に して、 この ながながし 夜 を 一 人なら ず 明かして み 

たい、 弁慶と 小町 は 馬鹿 だと 言いました」 

「はい」 

「まあ、 可愛らし いこと、 身 じまい を 直して いると こ 

ろが 何とい う 頼もし いんでしょう、 そうして 身なり を 

きちんとし、 髪 を 取上げた ところ は、 どう 見ても 水の 

垂れる 色男 —— ぉ豊 さんと やらが 惚れる も 無理 はな 

い」 

「はい」 


「ぉ豊 さんの ために は 死んで 上げた けれども、 わたし 

のために はどうして 下さる の」 

「  」 

「そんなに、 もじもじ しないで、 こっちへ お入りな さ 

い、 誰も 取って 食おうと は 言いません よ」 

「  」 

「そんな 気の 弱い、 それ は 意気地 無しと いう ものです、 

女が 許して お 伽 を 命ずる のに、 それ を 聞かない 男が あ 

リ ます 力」 

「  」 

「どうした のです、 その 突つ ころばし は、 あんまり 骨 


がない ので 歯が 痒い」 

焦れ 立った お 銀 様 は、 もう 経 机の 前に 経 かたびら を 

さんぎ ぜ いちく ろう 

装うて、 算木 筮竹を 弄して いる 女 易者の 自分で なく、 

深々 と 旅寝の 夜具に 埋もれて 所在の ない 寝姿 を、 われ 

と 我が身に 輾 転して みるお 銀 様で ありました。 

お 銀 様から 迫られた 色男の 真三郎 は、 もじもじして 

一方に 固まって いたが、 急に ふるえ 上って、 

「もし …… 念のために 伺います が、 ここ は あの 吉田御 

殿と やらで は ございませぬ かいのう」 

「何 を 言って いるので す、 吉田 がどうし ました、 御殿 

ながら やま  ふもと 

がどうし ました、 近 江の 国 は 長 等 山の 麓、 長 安寺の 


境れ、 小町 塚の 庵が ここなん です よ」 

それが 耳に 入らない と 見えて、 真 三郎は 立ち上 つ て、 

「そうして、 あなた 様 は、 その 吉田 御殿に おすまいに 

なる 千姫 様で は ござりますまい か、 もしゃ …… 」 

「まだ 何 か 言って いる、 千姫が どうしたと いうので す 

よ」 

お 銀 様 自身が 荒つ ぼく 寝返り を 打った の は、 身体が 

熱く 溶け 出して 来たよう で、 どうに もた まら なくなつ 

たからです。 

「講釈に 承ります ると、 参 州の 吉田 御殿と いうお 城の 

やぐら 

上の 高い 櫓から、 千姫 様が 東海道 を 通る 男と いう 男 


を ごらんに なって、 お 気が 向いた 男 は みんな 召 上げて 

とぎ 

お 伽に なさる という ことで ござんす」 

「そんな 話 も ありまし たね、 そういう 事実 も、 まるつ 

きり 跡形な しのこと ではあります まいよ」 

「わたし も、 実は あの 時、 千姫 様のお 目に とまった 一 

人なん で ございまして」 

「おやおや、 それ はお 安くない、 千姫 様のお 目に留まつ 

て、 さだめて、 たん まりと 可愛がられた ことであろう 

のう」 

「御免下さい」 

「逃げる のです か」 


「怖くな りました」 

「意気地なし、 幽霊の くせに、 人間 を 怖がって 逃げる 

奴が ある ものです か」 

こうむ 

「でも、 怖くな りました から、 これで 御免 を 蒙 ります」 

「逃げる と は 卑怯です、 逃がしません」 

「ぉ豊 に 申し わけがない」 

そむ 

「何 を 言って いるの、 ぉ豊 はお 前に 反いた 女 じ やない 

ゝ I 

力」 

「でも、 ぉ豊に 済みません」 

「済む も 済まない もあった ことじ やない、 お前の よう 

ないい 男 は、 女に 弄 ばれなければ ならない 運命に 置 


かれて あるので すよ」 

「なぶり 殺しで) J ざ い ます か、 もうた くさんで ござ い 

ます、 吉田 御殿の 裏 井戸に は、 千姫 様に 弄 ばれた 男の 

骸骨で いっぱいで ございました、 わたし は 怖い」 

「意気地なし」 

「逃がして 下さい」 

「逃がさない」 

「罪です」 

「罪なん ぞ 知らない」 

かわいそうに、 迷って 出る にと ころ を 欠き、 とりつ 

くに 人 を 欠いて、 偶然に も 暴 女王の 前へ 出現した ばつ 


かりに、 可憐な 色男 は 逆に 取って 押えられて しまい ま 

した。 幽霊が 人間の 手に つかまって、 じたばたして 悲 

鳴 を あげる 醜態、 見られた ものではありません。 一方、 

傲然と して 圧服 的に のしかかる 女王 様 II 閑寂なる 秋 

の 夜が、 人間性の 争闘の 血み どろな 戦場に 変りつつ あ 

る。 あまりの 騒々 しさに、 

「大分お 騒がしい ことです ね、 もう 夜が 明けます よ」 

ついたて  おもて 

衝立の 後ろから、 ぬつ と 面 を 現わして、 にたにたと 

まま 

笑って いるの は、 しょ うづかの 婆に 紛らわしい あの 晚 

年の 小 野の 小町の 成れの 果ての 木像の 精が、 生きて 抜 

け 出して 物 を 言って いるので す。 


お 銀 様 も 小町に こうして 出られて みると、 さすがに 

面 は ゆい ものが ある、 大いに テレて 力が 弛む 隙 を、 得 

たりと 振り もぎって 前にの がれよう としたが、 真三郎 

が 何に 怖れた か、 急に 方向 を 転じて、 後ろへ 逃げて、 

かえってお 銀 様の 夜具の 裾へ 隠れる という 窮態 になつ 

てし まいました。 

「あんまり 弱い者い じめ をし ないがいい ぜ、 ことに 女 

が 男 を 脅迫す るなん ぞは、 見て 見い い 図で はない ぜ」 


衝立の 後ろから 半身 を 現わして、 一 一度 目に こう 言つ 

そうはく  さかやき 

たの は 関 寺 小町ではなくて、 顔色の 蒼白な、 月 代の 長 

い 机 竜 之 助で ありました。 小町に 向って は 悪い ところ 

を 見られた とテレ きった お 銀 様 も、 竜 之 助に 対して は 

少しも 引け目 を 感じません。 

「あんまり いい 図で ない ところ を 見せて、 お気の毒 さ 

ま、 あなた こそ、 いったい 何 だって、 こんな バッの 悪 

いところ へ 出しゃば るので すか」 

「琵琶湖の 舟遊びに 行った 帰 リ途、 つい 何だか ここが 

物騒がし いから、 のぞいて 見る 気になつ たの だよ」 

竜 之 助 も 人 を 食った 返答な のです が、 お 銀 様 はやつ 


ぱリ 逆襲 的に、 

あしもと 

「人の こと を 気に 病む より、 自分の 脚下に お気をつけ 

なさい、 いったい、 あなた は 誰と どこへ 行って いたの 

です」 

「そう 来る だろうと 思って いた、 どうもつ い 遊び 過ぎ 

て 申し わけがない」 

竜 之 助が 人 を 食った 調子で、 わびごとの ような 言葉 

で 頭 を かくと、 不意に その 足 許から、 

「わ あつ」 

と 泣き伏した 者が あります。 お 銀 様 もちよつ とこれ に 

は 驚かされ たが、 すぐに 冷静 を 取 戻して、 


「お雪さん だね、 泣かなくても いいでしょう」 

「お 嬢 様、 御免下さい ませ、 先生 を 連れ出し たの は、 

わたくしで ございます」 

「そうさ、 小娘と 小 袋 は 油断が ならない と 昔から き 

まっている、 そんな こと、 疾 うから、 こっち は 感づい 

ている のです よ」 

「あんまり 月が よかった ものです から、 鬱屈し てらつ 

しゃる 先生に 湖上の 月 をお 見せ 申して、 慰めて 上げた 

いと 思った ばっかりに …… 」 

「お雪さん らしく もない、 そらぞらしい 申し わけ、 目 

の 悪い 人に 月が 見せられます か」 


「申し わけが ございません」 

「でも、 よく 帰って来て くれ ましたね」 

「面目 次第 も ございません」 

あ 、あ ヽ； J,  r6 

「面白かった でしよう、 相 合 舟で、 夜もすがら 湖の 月 

を 二人 占めに する なんて、 王侯 もこれ を 為し 難い 風流 

なんです ね、 わたしなん ぞも 一生に 一度、 そんな 思い 

をして みたい」 

お 銀 様が 針 を 含んで 突つ かかる の を、 竜 之 助が とり 

なして、 

「いや 味 を 言うな よ、 本来、 お雪 ちゃんに ちっとも 罪 

はな いんだ、 この 人 は 一種の ロマンチストで、 自由 行 


動が 罪で あっても 罪に ならない 無邪気な 少女なん だ、 

もし 誤ってい ると すれば、 誤らせた 誰かが 悪い ので、 

世人 は 憎むべき じ やない、 かんべんして やってくれ」 

「いいです、 わたし は、 ちっとも 人 を 責める 気なん ぞ 

はあり やしま せんよ、 今 も 二人の 心中 者が 来まして ね、 

憎む の、 恨む のと 口説いて いるから、 わたしが 説法 を 

して 上げた ところ なんです。 でも、 あなた 方 は 湖 中で 

心中 をし なくて ようご ざんした、 わたし は、 あの 勢い 

では、 お前さん 方 も、 前に 来た 人た ちと 同じように、 

くく 

湖水の 中へ、 おっこち るん じ やない かと タカ を 括って 

いました が、 まだ 死んで しまい もせず、 生 恥 も 曝さず、 


どうやら ここまで 戻つ て 来て くれた こと だけで も、 わ 

たし は 嬉しい と 思います よ。 お雪さん、 泣かないで、 

こっちへ お入り」 

「お 嬢 様に 合わせる 面が ございません」 

「だって、 いつまでも、 そうして 泣き伏し ている わけ 

に は ゆきますまい、 こっちへ お入りなさい、 みんなし 

て 仲よ く 秋の 夜話 をし ましょうよ」 

「そうお つ しゃ つ ていた だくと、 なおさら 面目が ござ 

いません、 わたくし は、 このまま 消えて なくなります」 

「おや、 消えて なくなる と は 凄いです ね、 せっかく、 

助かって 戻って くれたの を 喜んで 上げる のに、 消えて 


なくなる なん ぞと はえん ぎが 悪い のね え」 

「御機嫌に さわつ て 重々 申し わけが ございま せんが、 

消えて なくなる と 申し ましたの は、 また 死 を 急いで 死 

にに 行く という 意味で は ございません、 わたくし は、 

このまま お許し をいた だいて、 もう どなたに も 面 を 合 

わせずに、 ひとり 大阪の 親戚へ 帰って しまう つもりで 

ございます」 

「おや、 お雪さん に は 大阪に 御 親戚が ありまし たの」 

「はい」 

「そこで、 音な しの 先生 は、 これから どう あそばし ま 

すつ もり？」 


お 銀 様から 反問 的に 問い かけられて 竜 之 助が、 所在 

なさそう に、 

「拙者 は、 ついこの 近いと ころの 大谷 風呂と いうのへ 

暫く 逗留 させられる ことにな つ たから、 そこで 当分 養 

生 をしょう と 思って いるの だ、 近いと ころ だから、 話 

しにお いでなさい、 いつでも 風呂が 沸いて いるし、 お 

さかな  べっぴん 

着 も あるし、 別嬪 もい る」 

「有難う、 では、 近いうちに お伺い 致しましょう。 お 

や、 もうお 帰りな の？」 

「夜が 明けそう だから」 

「夜が 明けて は 悪い のか 知ら」 


「でも、 お雪 ちゃんが かわいそうで、 なるべく 人目に 

かけない ように 落して やりたい からな」 

「なるほど、 その 心づ かい も 悪くありません、 人目に 

かけない ようにして、 行きたい というと ころへ 行かし 

てお やりなさい」 

「お 嬢 様、 有難う ございます、 それで は、 わたくし は 

これで 失礼 を させて いただきます」 

「大事に してい らっしゃい」 

「御免下さい まし、 永々、 お 世話 さまになりました」 

「お雪さん、 なん ぼなんでも、 それほどに 面目ながら 

なくても いいじゃありません か、 せめて 面 だけ は 一目 


見せて 行って 頂戴な」 

「いいえ、 わたくし は、 このまま おゆるし を 願いたい 

ので ございます」 

お雪ち やん は、 しおら しく あやまりながら、 一 方、 

がん  いとま ご 

頑と し て 泣き伏した 面 を あげな いままで 暇 乞 い をし ま 

す。 

「そんなら、 みんなして 追分まで 送ろう じゃあり ませ 

んか」 

「そうしましょう、 それが いいです」 

「さあ、 皆さん、 お雪さん が 大阪へ 帰る そうです から、 

みんなして 追分まで 送 るんで すよ」 


「拙者 は 御免 蒙ろう」 

と 竜 之 助が 言う と、 お 銀 様が 興 ざめ た 面で、 

「どうしてで すか、 あなた だけ」 

「あの 追分 はうる さいんだ、 薩 摩の 野郎 かなん かが 出 

て 来て、 暄曄を 売り かけたり なん ぞ してうる さいから、 

刀の手前、 今度 は 遠慮 をした 方が いいと 思って いる」 

そこで 鶏の 鳴く 音が 聞え る。 

「ああ、 夜が 明けます、 明けない うちに」 

「では、 行って 参ります」 

「お 大切に …… です が、 お雪さん、 わたしが 注意 をし 

て 上げて 置きたい こと はね」 


お 銀 様 は、 言葉 を 改めてお 雪 ちゃんに 向い、 次の よ 

せんべ つ 

うな 餞別の 言葉 を 与えました。 

「大阪 にお 帰りなら、 一筋に 間違いな く大阪 へお 帰り 

なさい よ、 途中で 魔が さすと いけません からね、 間違つ 

て 三輪の 里へ なん ぞ 踏み込もう ものなら、 今度 こそ 取 

返しが つきません よ、 それ は 申して 置きます」 

「はい、 有難う ございます」 

その 時に またしても 鶏の 鳴く 音 —— 

お 銀 様の 夢が 本当に 破れました。 無論、 夢中に 現わ 

ついたて 

れた 人の 一 人 も そこに ある はず はなく、 衝立 は あるが • 

その後ろ から 正銘の ここの 雇い 婆さんが 現われて、 


「お 目 ざめ でございます か。 昨晚 は、 たいそう お疲れ 

のよう で、 よくお 休みに なりました。 今日は 雨 もす つ 

かり 上りました、 お天気 は 大丈夫で ございます。 それ 

それ、 昨晩お 使が ございまして、 この 上の 大谷 風呂 か 

ら、 あなた 様へ このお 手紙で ございました」 

一封の 書状 を 取って、 お 銀 様の 枕許に 置く。 

十七 

おうさか やま 

逢坂 山の 大谷 風呂 を 根拠地と した 不 破の 関守 氏 は、 

その 翌日 はまた 飄然と して、 山 科から 京洛 を 歩いて、 


夕方、 宿へ 戻りました。 

「お帰り やす、 どちら を 歩いて おいで やした」 

お宮さん が 迎える。 

「行き 当りば つたり で、 古物 買い を やって来た」 

と 言って、 不 破の 関守 氏 は 風呂敷 包から、 そのい わ ゆ 

る 古物の 数々 を 取り出して、 お宮さん に 見せました。 

古ぼけた 木像 だの、 巻物の 片っぱ しだの、 短い 刀 だ 

の、 笄、 小柄と いったよ うな ものが 出ました。 好き 

あさ 

な 道で、 暇に 任せて、 古物すな わち こっとう 漁り を やつ 

て 来た ものら しい。 

「この 紙 きれ は、 これ は 確かに 奈良朝 ものです よ、 古 


手 屋の屛 風の 破れに ほの 見えた の を、 そのまま 引つ ぺ 

がさせて 持って来 たの だ」 

「えろう 古い もんで おます な」 

かなぶ つ さま 

「それから、 この 金仏 様 —— これが 奈良 朝よりも ぅ少 

あすかじだい  はく ほう  しろもの 

し 古い、 飛鳥時代から 白 鳳と いう 代物な の だ、 これ は 

四条の 道具 店の 隅つ こで 見つけました」 

「よろしい 人相して まんな」 

「こっち を 見 給え、 ずっと 新しく、 これが それ 大津絵 

の 初版 物なん だ」 

「大津 絵 どす か」 

なまず 

「大津 絵と いえば、 藤 娘、 ひょうたん 鯰、 鬼の 念仏、 


ざとう 

弁慶、 やっこ、 矢の 根、 座頭、 そんなよ うな ものに 限 

られ ている と 思う の は 後世の 誤り、 初代の 大津絵 は 皆 

このような 仏画な の だ」 

「そう どす か」 

さんご 

「それから、 ズッと 近代に 砕けて、 これが 正銘の 珊瑚 

じつば ひと 

の 五分 玉、 店主 はまが い 物と 心得て 十 把 一 からげ にし 

てあつた の を 拙者が 見出して 来た、 欲しかったら、 お 

宫 さん、 君に 上げましょう」 

「まあ、 有難う ございます」 

といった ような あんばいで、 暇つ ぶしに 彼 は、 山 科 か 

ら 京都 くんだり を 遊んで 来た ものの よう だが、 必ずし 


も、 そうば かりで はない らしく も ある。 

その 翌日 もまた 宿 を 出かけて、 同じような 時刻に 

帰って来て、 また こっとう 物 を 懐ろ から 引 張り出して、 

お宮さん 相手に 説明す る。 お宮さん、 白 鳳 期が どうの、 

弘 仁が ああのと 言っても よく わからな いが、 そこ は 商 

売 柄、 いいかげんに 調子 を 合わせる と、 不 破の 関守 氏 

も、 いい 気になって、 次から 次へ でく の坊を 引っぱり 

出して 悦に入る が、 どうかす ると、 こっとう 以外の 珍 

物 を 引っぱり 出して、 よろしかったら これ はお 土産と 

して 君に 上げようと 来る もの だから、 お宮さん は、 思 

いがけ ない 珊瑚の 五分 玉 だの、 たいまいの 櫛 だのと い 


う ものに ありつけ るので 嬉しがる。 

「そない にこつ とうば かりあつめて、 どない になさい 

ますの、 小間物屋さんでも おはじめな さる？」 

と お宮さん が 呆れる ほど、 毎日 毎日、 がらくた を搔き 

集めて 来る。 ある 時 は 脱線して、 

「お宮さん、 これ は ダイヤモンドの 指輪です、 その 当 

時 は 三百 円 もし ましたよ、 よろしかったら 君に 上げよ 

う」 

「まあ、 三百 円の ダイヤモンド だつ か」 

「今時 は、 三百 円の ダイヤな ど は 誰も 振 向いても 見な 

いが、 その 当時 はこれ が 幾つ もの 人間の 運命 を 左右す 


る ほどの 魅力が あった もの だ、 今日に すると 十倍 以上 

だろう な」 

「では、 三千 円 だつ か」 

「それ 以上 はする だろう」 

「本物 だつ か」 

「はは、 それが、 お宮さん の 魅力と なって、 貫 一の 一 

生 を 誤らせた という わけなん です、 実は …… 」 

あかがし 

この 分 だと、 貫 一 の 着た 高等学校の 制服 だの、 赤樫 

の 持った 鰐皮の カバ ン まで 探して 来る かも 知れない。 

ひまじん きぶん 

閑話休題 としても、 当人 は 閑人 気分が 充分で、 一 人で 

出かける こ ともあれば、 一 僕 を 召し つれて 出て 戻って 


来る こと も ある。 

こっとうが 飛び出さない 時 は、 地所 家屋の このごろ 

の 相場の ことな どが 口に 出る ものです から、 風呂の 者 

は、 この 人 はこつ とう 屋を 営み、 その 掘 出し かたがた、 

地所 家屋の 売買の 周旋 もす る 人だろう ぐらいに 見て お 

りました。 

なるほど、 外出 先 を 推 想して みると、 この 男 はこつ 

とうあ さりば かりで はない、 相当の 地所 家屋 を 見つけ 

ながら 歩いて 来る ものら しい。 現に 問題と なって いる 

山 科の 光悦 屋敷の 如き は、 一 僕 を 指図して 緦 張りまで 

張って、 半日 を その 測量に 費した ような 形跡 も ありま 


す。 

十八 

三日 目の 午後、 今日は 早 帰り をして、 風呂に つかつ 

ている と、 三助が 一 人 やって来て、 

「お流し 致しましょう」 

「済まない」 

手拭 を 渡して 不 破の 関守 氏が、 背中 を 向ける と、 そ 

の 三助の 流しぶ りが 変って いるのに 気が つきます。 こ 

の 三助 は、 背中 を 流す に 片手 をつ かってい る、 左手 だ 


けし か 使わない、 最初のう ち は 勝手 だろうと 考えて い 

たが、 変です から、 不 破の 関守 氏が 気をつけて 見る と、 

手ん ぼうなん です。 わざと 気取って 片手 あしらい をし 

て 見せる ので はない、 片手し かないから、 その ある 方 

の 手 だけで 働いて いるの だと 認めました。 

しかし、 人の 不具 を 認めた からといって、 必要な き 

に 注視す るの も 心なき 業 だ。 片手であろう とも、 両手 

であろう とも、 職務 そのこと だけが つとまり さえ すれ 

ば 何も 言う こと はない。 ところで、 その 職務が、 片手 

あしら いで 両手の 持 つ 働き 以上の 働き をす る 器用 さに、 

不 破の 関守 氏が 内心 舌 を 捲き ました。 


「いや、 どうも有難う」 

一 通りの 三助の する こと を 手際よ くやって のけた 上 

に、 上り 湯 を 二三ば い たっぷり とかけ て くれて、 肩 を 

とんとんと 三 つば かり 叩いた 気持な どと いう もの も、 

相当に あざやかな もので、 なお 一杯 をな みなみと 汲み 

置き をして、 

「ごゆつ くり」 

と 言って、 その 片手の 三助が 退却して しまった あと、 

不 破の 関守 氏 は、 おあつらえ 通り、 ゆっくりと 湯に つ 

かって、 さて 上りと なって 脱衣場へ 来て 着物 を 引つ か 

けようと すると 洞卷 がな い。 


「や あ —— 」 

と 関守 氏が、 げんな リ したの は、 たしかに してやられ 

たと 感じた からです。 やられた の は 出 遊の 途中で やら 

れた のか、 或いは 途中で 落して つい 知らず ここまで 来 

て、 いま 気がついた のか、 その 辺に 抜かりの ある 関守 

氏で はない。 たったいま 風呂に はいる 前に、 脱衣と も 

ろと もに ここへ 押し込んで 置いた 胴 巻が 今な くな つ て 

いるので すから、 その 点に 問題 はない。 しかし、 あえ 

て 声 を 高く して 盗難 を 呼ぶ 関守 氏ではありません でし 

た。 かつまた、 かりそめながら この辺へ、 そう 貴重品 

をむ やみに 持ち込む 関守 氏で もない。 胴 巻と は 言いな 


がら、 小出しの 胴卷 に過ぎないので、 被害 は 案外 軽少 

であった ために 音 を 上げなかった のか も 知れない。 

とにかく、 的確に この 場で 胴 巻が 紛失した の だが、 

関守 氏 は 何 食わぬ 面で はない、 何 盗まれぬ 面つ きをし 

て、 自分の 部屋へ 戻って 来ました。 

部屋へ 戻っても、 あえて 人 を 呼んで 帳場へ かけ 合う 

でもな く、 全く 以て、 あきらめて しまって いるら しい。 

そこへ、 お宮さん が 熱い お 酒 を 一本 持って来ました。 

今日 も 出歩きの 道中 を少々 物語って から、 お宮さん の 

お 酌で 一 ぱい を 傾けながら、 不 破の 関守 氏が、 

「お宮さん、 ここの 風呂場の 若衆 は、 ちょ つと 乙な 男 


だね」 

「三蔵 はん どす か」 

「三蔵と いうの かね、 名前 はま だ 知らないが、 なかな 

か 如才なくて、 第 一 腕が 器用 だ」 

「三蔵 はん、 このごろ おいで や はった が、 取 廻し がよ 

ろしい ので、 なかなか 評判よう おます、 腕が 器用と おつ 

しゃい ますが、 あんた、 あの 片一方で な、 米搗きから、 

こま 

風呂 焚き、 流し、 剃刀 使いまで 細やかに なさります か 

ら、 みんな 感心して おります の や」 

「はは あ、 器用な 男 もあった もんだ、 あり や あれで、 

なかなか 苦労人 だよ」 


「はい、 それに、 なかなか 気前が ようお まして …… 」 

「だから、 女に 相当 騒がれる だろう、 あぶない もの だ 

ぜ、 お宮さん」 

冗談 半分に、 女中 を 相手に 関守 氏が 聞き 得た ところ 

によると、 右の 手な しの 番公 は、 最近 ここへ 雇われて 

来た 男で は あるが、 早く も 女中た ちの 人気 を 取って い 

るら しい。 相当に この 道で 苦労した 肌合いが、 女中 連 

を 騒がせて いる こと を も 知りました。 

関守 氏 は、 一応 お宮さん をから かった 末に、 こう 言 

いました、 

てすき 

「あの 若衆に 一 ぱい あげたい から、 手隙に なったら こ 


こ へ 来る ように 言って おくれ」 

そう 言って いる 口の 下に、 外の 縁側から 声が かかつ 

て、 

「少々 御免下さい まし、 先刻お 風呂の 旦那 様のお 座敷 

は、 こちら 様で ございまし たか、 三助で ございま すが、 

お忘れ 物 を 持って 参上いた しました」 

「え、 なに、 忘れ物 を 持って来て くれたの かい」 

関守 氏が なんだか 先手を打 たれた ような 気分で、 こ 

ちらが 少々 あわて 気味です。 

十九 


その 翌日、 ここへ 来てから 第 四日 目 —— 

今日は 関守 氏が、 逢坂 山の 裏手から 細道 伝いに、 大 

谷 風呂の 裏口へ 下りて 来て 見ます と、 小屋が あって、 

その 中で、 地 がらの 来 を 春いて いるの が 例の 三助の 三 

蔵で ありまし たから、 言葉 を かけました、 

「三蔵 どん、 御 精が 出る ね」 

「はい、 有難う ございます」 

野郎 は頰 かむ リ をして、 しきりに 地 がら を 踏んで い 

ましたが、 本来 この 小屋の 一方に は、 渓流 を 利用して 

たてぎ ね 

小さく とも 水車が 仕掛けて あ つ て、 一 本ながら 立杵が 


備わって いる。 水力で やり さえ すれば 足で 踏まな くと 

もい いこと になって いるのに、 わざわざ 時間と 労力 を 

空費して いると しか 見られない ものです から、 不 破の 

関守 氏が たずねました、 

ま ん リき  つ 

「どうして 水車 を 利用 しないん だね、 万力で 搗 けば 早 

いだろう に」 

「それが、 旦那、 そういかない わけが あるんで ござん 

してな」 

「車が こわれた のかい」 

「そうじゃ ございません」 

「当時 流行の 渴水 という やっかな」 


「な あ ー にごらん の 通り 一 本杵を 落す だけの 水 はたつ 

ぷり あるんで ございま すがね」 

「じ や、 どうして 水車 をつ かわな いんだね」 

「まあ、 聞いて おくん なさい まし、 水車が あっても、 

水車 を 使って はならない、 水車 御法度と いうお 触れが 

出たん で ござんし てね、 それで、 利用ので きる 器械 を 

すた  あしづ 

廃ら せた ままで、 わざ わざ こうして 足搗き を やらな 

き あなら ねえ 世界に なつたん でございます」 

「と は、 また どういうい きさつで」 

「こういう わけなんで ございま すよ」 

三助の 来搗が 説明す ると ころに よると、 以前 は、 やつ 


ぱリ この 地方で、 米搗きが 頼まれて 越後の 方から やつ 

て 来た もの だが、 近頃に なって この 藤 尾 村と いうのへ、 

善 造と 五兵衛と いう 二人の 者が 水車 を 仕掛けた、 なに 

ぶん、 水車が 出来る と、 人間の 労力より 安くて 早い こ 

おびた だ 

と 夥 しい。 そこで 善 造と 五兵衛が はじめた 水車が、 

みるみる 繁昌して、 ここへ 粗 を 持ち込む ものが 多くな 

つき ごめ や  こめ ふみ にん 

り、 その 結果、 市中の 搗 米屋と 米 踏 人が 恐慌 を 来たし 

て、 我々 共の 職業が 干 上る から、 水車 を 禁止して もら 

いたいと 其 筋に 願い出た。 そこで 水車が 禁止され る こ 

とに なった。 せっかくの 文明の 利器が かえって まれ 

て、 人間 労力の 徒費に 逆転す る ことにな つたと いう わ 


けになる の だが、 もう 一 つ 水車 禁止の 理由に は、 ここ 

の 水車へ 持ち込んで 来 を 精げ る ことの 口実で、 実は 京 

都へ 向けて 来の 密輸出 を 企てる ものが ある。 いったい 

京都の 米 は 近 江の 一手 輸入に なって いる。 一年中 この 

近 江から 京都へ 供給す る 来が、 豊年に 於て は 七十 五 万 

俵、 凶年に は 四十 万 俵、 平均のと ころ 無慮 五十 万 俵の 

かみ 

数に なって いて、 米 を 京都に 入れる に はいちい ち 上の 

番所の 検閲 を 受けて、 切手 口銭 を 納める という ことに 

なって いる。 ところが この 藤 尾 村に 水車が 出来てから、 

前記の 如く、 ここへ 持ち込んで 米 を 精げ て もらう とい 

う 口実の 下に、 京都へ 来 を 密輸入して、 切手 口銭の か 


すり を 取る という やからが 出て 来た。 その 取締りの た 

めに、 水車 禁止の 別の 有力な 理由が 出て 来たので ある。 

その上に 俵物 はいつ さい 小 関 越え をして はならない と 

いう ことにな つた —— そのとば つちり で、 ここで も 水 

車 を 仕 かける に は 仕 かけた が、 それ を 遊ばして 置いて、 

こうして わざわざ 足 踏 口 ー ルに 逆転して いるの だとい 

う 説明 を、 三蔵から 聞いて、 不 破の 関守 氏 は、 

「なるほど、 それ は 機械文明に 反抗す る 人間 労力の 逆 

転と いう もの だ」 

とひと り 合点 をし ました。 

それから 二人の 会話が 少し 途絶えて いると、 その 時、 


不意に 腰 障子の 外から、 

「三ち やん、 いる、 お茶う けよ」 

姿 は 見えないで、 窓の 外から、 そっと 言葉 を かける 

と 同時に、 お盆へ 何 かの せた もの を 突き出し たので、 

つ  うろたえ ぎみ 

来を搗 いていた 三蔵が、 やや 狼狽 気味で、 

「いけね え、 いけね え、 お客様 だよ」 

そうすると、 何 かの せた お盆 を 中へ 突 込んで 置いて、 

姿 を 見せず、 何とも 言わずに、 あたふたと 行って しま 

う。 残る 足音 を 聞いて、 三蔵が テレ きった の を、 不破 

の 関守 氏が、 ちょっと 苦笑い をして、 

「何 か、 御馳走が 来たよう だね」 


「 へ え、 どうも」 

と 米搗きが、 また 一方ならず テレ ている。 

「御馳走が 来たら、 ついでに、 いただいて 行こう じ や 

な レカ」 

関守 氏 は 人が 悪い、 炉辺へ 侵入して 来て、 

「三ち やん、 お茶 を いれない か、 わしが 代って 米の 方 

を受 持って やる」 

「いや、 どうも、 恐縮で げす」 

「遠慮す る こと はない よ、 せっかく お茶う けが 来たん 

だから、 お茶 を いれな、 米 はわし が搗 いて やる よ」 

と 関守 氏が、 臼の 方へ ちかよって 促す もの だから 三 公 


ち、 

「じ や、 お茶 を 一 ついれ ます かな」 

「そうしなさい、 拙者 もこれ で 米搗き は 苦労した もの 

きね づか 

だよ、 昔 取った 杵柄 だよ」 

と 言いながら、 三 公の 踏み 捨てた 地 がらへ 乗り かかつ 

て 踏み かける と、 その 調子が 板に ついている。 

「うまい ものです な、 旦那」 

三 公から 賞め られ て、 不 破の 関守 氏が、 

「君より うまいだろう、 さっきから 見て いると、 君の 

はものに なって いないよ、 わしなん ぞは 書生 時代から 

これで 勉強した もんだ」 


「へえ、 そうです かね」 

「君 あ、 流し を させち やうまい、 剃刀 を 使わせても 一 

人前 だが、 米搗き はまず いよ、 生れ は 越後 じゃある ま 

いな」 

「恐れ入ります ねえ —— どうも 場違いな もので ござん 

して、 米搗きの 方 は さっぱりい けません」 

「そうだろう、 君 は 関東 もんだろう、 へた をす ると 江 

戸 つ 児 だ、 頼まれても 江戸から は 米搗き は 来な い はず 

だ」 

「冷 かしち やい けません、 旦那」 

「どうして、 お前、 こんなと ころで 米搗きなん ぞをゃ 


るよう になった の だ」 

「旦那、 まあ、 お茶 を 一 つお あがん なさい」 

三 公が 炉の 鉄瓶 を 卸して、 番茶 を いれて すすめ まし 

たから、 不 破の 関守 氏 も 地 がらから 下りて、 ふた リ炉 

辺に 物語り を はじめ 出しました。 

二十 

「三ち やん、 このお 茶う け はうまい ねえ」 

はし リ もち 

「これが 海道 名代、 走 餅と いう やつなん で ござんし 

て」 


「はは あ、 これが 走 餅 か。 この間、 名所の 走 井 を 見よ 

うとして たずねて みたら、 もう 人の 垣根の 中に 囲われ 

てし まってい たつけ、 走 餅 はない かと 聞いて みると、 

本家 は大津 浜の 方へ 引越した という ことで、 とうとう 

うま 

名物の 旨い の を 食い そこねた が、 ここでめ ぐり 会った 

の は 有難い」 

「どうぞ、 たくさんお あがりに なって」 

「うまい なァ」 

「自慢で) /ざんして な」 

「自慢 はいいが、 盗み食い はいけ ね えぞ、 三 公」 

と不 破の 関守 氏の 言う こと、 いささか 刺が あつたので、 


三 公が 仰山ら しく あわてて、 

「飛んでも ねえ、 盗み食いなん ぞす るん じ や ございま 

せんよ、 ふ、 ふ、 ふ」 

と 含み笑い をし ました。 

「穏 かで ない ぞ」 

関守 氏から たしなめられて、 三 公 は、 

すえぜん 

「だって 旦那、 据膳を 食べた からといって、 盗み食い 

と は 言えますまい、 ねえ、 先様 御 持参の 御馳走 をいた 

だく 分に は、 罪に はなら ねえと 思 うんです が、 どんな 

ごしょ うが ん 

ものでしょう、 一 つ 御賞翫 なすって みていた だきて え」 

と 言って にゃにゃしながら、 関守 氏に お盆の 走 餅 をす 


すめます 

関守 氏 は、 その 走 餅の 箸 を 取らずに、 いささか くす 

ぐった いような 面 をして ながめて いる だけです。 今、 

お盆 を つき出して くれた 女の子 は、 面 を 見ない から 誰 

まるまげ 

それと は 言えない が、 ここに 群が つてい る丸鬍 のうち 

のどれ か 一 つに 相違ない。 この 野郎、 昨日 今日 ここへ 

雇われた と 言いながら、 もう そのうちの 一 人 を ものに 

しれもの 

している、 度すべからざる 白 徒 だとい う 面 をして、 三 

公と、 お盆の 餅と を 見比べて いたが、 この 野郎 はお 先 

, 一 うむ  つ ま 

へ 御免 を 蒙って しまって、 走 餅 を 一 つ 抓んで あんぐ 

りと 自分の 口中へ ほうり 込み、 


「うめえ、 うめえ、 走 餅 あう めえ、 腹の すいた 時に や 

何でも ござれ だ」 

とんちんかんな こと を 口走り 出した。 時に 関守 氏、 

「三 公、 貴様 は 怪しからん 奴 だ、 餅 どころ か、 人間 ま 

で 甘く見て いる」 

「どう致しまして」 

「昨日、 あの 風呂場で 拙者の 胴 巻 をち よろ まかした 上 

に、 それ をぬ けぬ けと また、 お忘れ 物 だと 言って おれ 

の 眼の 前へ 持って来 やが つた、 いけ 図々 しいに も 程の 

あった もの だ、 人 を 食った 振舞と はそう いうの を 言う 

の だ」 


「へ、 へ、 へ、 へ、 人 を 食った 覚えなん ぞは ございま 

せん、 餅 を 食って いるんで げすよ」 

わるび 

三 公 は、 今と なって は 決して 悪怯れて いない。 人 を 

食った の はこつ ちで はない、 かえって この 人に 臓腑の 

底まで 見破られて しまったから、 破れ かぶれと いう 気 

分で も あるよう です。 関守 氏は少 々油を絞り 加減に、 

「なぜ、 あんな ツマらない こと をした の だ、 盗む くら 

お 、-っ 

いなら 盗み 了せ たらい いだろう、 わざわざ 人の 前へ 

持って来て 吐き出して 見せるな んぞ は、 憎い 仕業 だ」 

「いや、 そんな わけなん じ や ございま せんよ、 実はね 

え、 旦那 だから 申します がね え、 わつ しも 本来 は 箸に 


も 棒に も かからね え やくざ 野郎なん でして、 事情が 

あ つて このところへ 閉門 を 仰せつ けられ たんで ござい 

ますが、 どうに も 動きが 取れね えから、 こう やって来 

なん ぞを搗 いて るんで すが、 もう やりきれません、 逃 

げ 出しち やおうと 思つ たんです が、 逆さに 振っても 血 

も 出ね え 昨日 今日、 当座のお 小 遣と して、 あなた 様の 

胴卷を そっくり お借り 申す つもりで、 三日 前から ちゃ 

あんと 睨んで いたんで すが、 隙が ございません、 そう 

こうして いるう ちに、 昨日お 風呂に お入りの あの 時、 

この 時なん めり と 首尾よく 頂戴に 及ん だんです が、 

あてごと 

当事が すっかり 外れち やい ましてな」 


「思った ょリ 少なかった か、 路用の 足しに もな らんと、 

あき 

手に入れて みて はじめて 呆れた か」 

「そうじゃ ございません、 あれ だけ あれば 当座の 路用 

に は 充分で ござんす が、 相手が 少々 悪い と 思いました」 

「相手と いうの は？」 

「お 風呂から お上りの、 早速、 紛失 物が ある、 拙者の 

ここへ 差 置いた 胴卷 がない、 金子が 見えぬ —— なん ぞ 

と大 さわぎが お つば じ まると 待 構えて おり ましてな、 

そうお いでな すった 時には ザ マ あ 見や がれと、 この 尻 

を 引つ からげ て、 片手 六法 かなん かで 花道 を 引つ こみ 

の 寸法で、 仕組んで 置いた 芝居なん でございますが、 


相手が そう 受けて くれません、 本舞台の 方で ゥン とも 

スン とも 文句が 起ら ねえから、 楊 幕の 引 込みが つかね 

え、 こいつ あ 相手が 悪い な あと 思い ましたよ」 

「ふ ー ん、 こっちが 騒がなかったら、 かえって 首尾が 

いいと は 思わなかった か」 

「ところが 違います、 いけね え、 こいつ は 出直しと 思 

いました」 

「貴様 は、 なかなか くろうと だ」 

「へ、 へ、 へ、 どうか 先生、 お 弟子に してお くんな さ 

いまし、 わしゃ 実は、 甲 州 無宿で ござんして、 がんり 

きの 百 蔵と やらいう しがね え やくざ 野郎の 成れの 果て 


 と 言いて えが、 まだ 果てまで はちつ と 間の ある、 

中 ぶら りんの ケチな 野郎で ござんす が、 なにぶんお 見 

知り 置かれまして」 

変な 言いぶ りに なって きた、 漫然お 茶ら かしてい る 

ものと も 見えない。 いったい、 不 破の 関守 氏 を この 野 

郎は 何と 見て、 こんなに、 上ったり 下ったり している 

のか、 次第によ つて は 下へ さがって 本式 やくざ 附 合い 

の 作法に よって、 親分 子分の 盃 でも 受け 兼ね まじき 真 

剣 さも 見て 見られよう という ものです。 関守 氏 はこい 

つ 只の 鼠で はない と、 しょてから 睨んで いたに 相違な 

いが、 さりと て大 鼠と 怖れても いないら しい。 


二十 一 

その 翌日に なって、 米搗きが 急に 昇格して、 関守 氏 

じき さ ん 

附 きの 直参と なりました。 

けいめい くとう 

不 破の 関守 氏 は、 この 新たに 得た 鶏鳴 狗盗を 引きつ 

れて 早朝に 宿 を 出た が、 どこ を どううろ ついて 来た か、 

午後に なって 立 戻る と 早々、 また 風呂へ 飛び込んで、 

こんど は 水入らず にこの 男に 流させ もし、 同 浴 もしな 

がら、 主従 仲の いい 問答 を はじめました。 

「がんち やん —— 」 


不 破の 関守 氏 は、 三 公と も、 百 どんと も 言わず、 改 

めて がん ちゃんの 名 を 与えて、 この 従者 を 呼ぶ のです _ 

「何です か、 旦那 様」 

と、 がん ちゃんが 抜からぬ 面で 答える。 

「貴様 は 手の 方 も 長いが、 足の 速い にも 驚いた よ」 

「御 冗談 を …… 手なん ぞは 長いに もなん にも 有り ませ 

んょ、 とうの 昔に ブチ 切られち まったん ですから」 

「でも、 胴卷を 見る と 長くなる」 

「旦那、 皮肉 を おっしゃつ ちゃい けません」 

「それから、 女 を 見る とまた 長くなる」 

「旦那、 そう、 いつまでも いじめる もんじ や ございま 


せんよ、 全く、 旦那に かかつ ちゃ、 手 も 足 も 出ね え」 

「それ はそうと、 がん 公、 お前の 手の 長い 方 はもう 御 

免 だが、 足の 速い 方 を 見込んで 一 つ 頼みが あるんだ が」 

「水臭い こと を おっしゃつ ちゃい けません、 頼みが あ 

るの なんの、 こうな つてみ リゃ、 主従の 間柄 じ や ござ 

いません か、 旦那が やれと おっしゃれば、 火水の 中へ 

でも 飛び込ん でお 目に かけます よ」 

とがん りきの 百が 、 相 変らず 人 を 食 つ た 面で 答え ま し 

た。 返事 をしながら も、 その 一本の 腕 を もって、 不破 

の 関守 氏の 背中 を 流す こと は 器用 を 極めてい る。 

「そう 言って くれる のが 頼もしい、 では、 一 つ 命令 を 


下す ぞょ。 但し、 ここで は 下せない から、 風呂から 上つ 

て、 ゆっくり 下す から、 ひとつ、 この 命令に よって、 

お前、 その 足に 馬力 を かけて やって みてくれ」 

がってん 

「合点で ござ います、 がん ちゃんの 足 を 見込ん でお 頼 

みと あり や、 後へ は 引きません」 

「よし、 では 上ろう、 御苦労 御苦労」 

かくて この 主従 は 風呂から 上って、 自分の 部屋へ 帰 

りました。 

不 破の 関守 氏 は、 部屋へ どっかと 安 坐す ると、 がん 

りきの 百 蔵 を 前に 坐ら せて、 自分 は 床の間から 行李 を 

引 寄せながら、 


「時に がんりき —— 」 

どうも、 呼び名が まちまちで 困る。 がん ちゃんと 和 

らげ てみ たり、 がん 公と 角ば つたり、 またがん りきと 

本格に 呼びかけ たりす るので、 かなりめ まぐろし いが、 

「旦那、 御用 向の ほど を 承りましょう」 

しかるに、 がんりきの 方の 尊称 は 旦那で 統制され て 

いる。 この 男が、 関守 氏 を 先生と も 呼ばず、 親分と も 

言わず、 旦那で 立てて いる ことが、 かえって 空々 しい 

くらいの もの だが、 この 際、 この 人柄で は、 旦那 呼ば 

わりが、 まず 適当と いうと ころであろう。 そこで 関守 

氏 も 旦那ら しく 砕けて、 


「実は、 がんち やん、 君に ひとつ、 湖水め ぐり を やつ 

て もらいた いの だ」 

「湖水 めぐりです か、 洒落て ますね、 どうも、 がんち や 

ん儀、 め まぐろし い 旅ば かりやり つけて いるものです 

から、 つい 八景 めぐりなん ぞ という ゆとりが ございま 

せんでした、 それ を 旦那が 目 を かけて、 がんりき を 遊 

ばせ て 下さる 寸法なん です か、 有難い 仕 合せ、 持つ ベ 

きもの は 親分で) J ざ い ますよ」 

「そんな 暢気な 話で はない、 君 もこの ごろの、 湖上 湖 

辺の 物騒 さ 加減 を 知ってい るだろう」 

ひゃくしょうい つき 

「百姓 一 揆 とか、 検地 騒動と かで、 えらく 騒いで いる 


ようす じ や ございま せんか」 

「だいぶ 民衆が 騒いで、 一 帯に 不穏 を 極めてい るが、 

ひとつ その 空気の 中 を その 足で 突破して みても らいた 

いんだ」 

「トツ パ ヒヒャ 口で ござんす か、 この 騒ぎの 中で、 何 

か 踊り をお どれと お つ しゃ るんで ございま すか」 

「いや、 あの 中 を 突破して、 向う 岸の 胆吹 山まで 行つ 

て もらえば いいの だ、 今、 絵図面 を 見せる から」 

と 言って、 不 破の 関守 氏 は 行李の 中から 一 枚の 滋賀県 

地図 —— ではない、 近 江 一国の 絵図面 を 取り出して ひ 

ろげ、 それ をがん りきの 眼の 前に 置いて 見せました。 


「それ、 これ を 見な、 ここが 逢坂 山の 大 谷で、 ここが 

から はし 

大津 だ、 大津 から 粟津、 瀬 田の 唐 橋 を 渡って 草津、 守 

山、 野 i、 近 江 八幡から 安土、 能 登 川、 彦根、 磨 針 峠 

さめ い 

を 越えて、 番場、 醒ケ 井、 柏 原 —— それから 左へ、 海 

道筋 を それて 見上げた ところの、 そら この 大きな 山が 

胆吹山 だ、 つまり、 これから これまでの 間 を、 お前に 

突破して みても らいた いんだ」 

「そう 致します と、 つまり この 逢坂 山から 出立して、 

湖水の 南の 岸 をめ ぐって、 胆吹 山まで 歩いて みろ、 と 

お つ しゃ るんで ございますな」 

「そうだ」 


不 破の 関守 氏 は、 がんりきの 百 蔵に 向って 胆吹 マラ 

ソンの コ— スを まず 説明して 置いて、 それから 使命の 

内容 を おもむろに 次の 如く 述べ ました。 

「いい か、 君の その 早足で、 この間 を 突き抜けて 通り 

さえ すれば いいような もの だが、 通りが けに、 できる 

だけ 沿岸の 観察 をしても らいたい。 観察と いっても 風 

景ゃ 人情 を 見ろ というの ではない、 昨今の 民衆の 暴動 

が ドノ 程度までに 立 至ってい るか、 百姓一揆 共が、 ド 

ノ 方面に 向って 行動し、 ドノ 方向に 向って 合流して い 

るか、 また 主力 は ドノ 地点に 根拠 を 置いて 群がって い 

るか、 その 辺 を 見届けられる 限り 見届けて、 深入り を 


する 必要 はない ぞ、 通り いっぺんで よろしい から それ 

を 偵察しながら 胆吹 山まで 行っても らうの だ。 その他、 

何に 限らず、 途中で 眼の 届く 限り は 見届ける がよ ろし 

い、 たとえば、 f 揆の首 を 振って いるの は どんな 人物 

で、 役人た ちが 一揆の 食止めの 手配、 そんな こと も わ 

かれば わかる だけ 見て 置いて、 そうして 胆吹 山まで、 

なるべく 早く 到着しても らいたい。 見る に は、 いくら 

細かに 見ても いいが、 深入り は 断じてい けない」 

「合点で ございます、 つつ 走る だけの 御用なら、 当時、 

がん ちゃんに 限ります よ」 

と、 がんりきの 百 蔵 は、 いささか 鼻 を 白ませて せ せら 


笑いました。 

字 を 書け の、 歌 を 詠めのと 言われて は、 がんち やん 

も いささか 凹む だろ うが 、 歩け と 言われ る 分に は 本職 

です。 それ を 特に 鼻に かけて せ せら 笑った の は、 せつ 

かくがん ちゃん を 見立てた 御用と して はお やすきに 過 

ぐると 軽蔑した わけで はない ので、 実は この 使命の 中 

に は、 相当 危険 状態が 含まれて いる こと を、 がんりき 

は いささか 予想した ものです から、 それで、 われと 我 

が 身 をせ せら 笑って みた もので、 不 破の 関守 氏に は ど 

う も その 内容が よく わからな いから、 

「何事に せよ、 事 を 侮 つて かかって はいかん、 この 時 


節 だから 用心 はドコ まで も 用心 をして …… 」 

関守 氏から 本格的に 戒められて、 がんりき がまた テ 

レ ました。 がんりきが たった今、 危険 状態 を 予想して 

せ せら 笑った というの は、 それ は、 自分が 兇状持ち だ 

という 思い入れが あった からです。 しかし、 この 野郎 

の 兇状持ち は 今に 始まった ことで ない、 海道と いう 海 

道 を 食い詰め ている 金箔 附き なので、 いまさら、 無宿 

を 鼻に かけて みたって はじまらな いので あるが、 ごく 

最近に 於て、 この コ ー スで 生新しい 負傷 をして いる、 

とどろき げんまつ 

指の こと は 問題外と しても、 草津の 宿で、 轟 の 源 松 

う でき  きも 

と いう 腕利きの 岡つ 引に 少々 胆を 冷やされ ている とこ 


ろが ある。 お 角さん の 厠まで 逃げ込み、 なおまた 大 

谷 風呂の 風呂 番 にまで 窮命 させられて いるの は、 つま 

り その 祟りで ある。 そのこと を 思い出して みると、 自 

分ながら くすぐった いから、 それで、 おのずから 鼻が 

白まざる を 得ない。 これから 再び取って 返して、 あの 

コ ー スを 行く の は、 轟の 源 松の 網 張 中へ、 わざわざ、 

からかいに 出直す ような ものであって みると、 「な あに ■ 

タカの 知れた 田舎 岡つ 引に、 がんりきの 年貢 を 納める 

にや、 まだち つとば かり 早え やい」 というつ まらない 

鼻つ ばりが 出て、 それで いささか むず 痒くな つて、 せ 

せら 笑って みたまでの ことです。 


そんな こと を 知らない 不 破の 関守 氏から、 まともに 

戒められて、 がんりきが、 

「時に 旦那、 御注意 万端 ありがたい ことで ござん すが 、 

突 走れ、 突 走れとば かり おっしゃって、 かんじんの 御 

用 向の ほどが、 まだ 承って ございませんで したね。 

いったい、 胆吹 山へ 行って、 誰に 会って 何 をす るんで 

うみぎ し 

ござんす か、 ただ 湖岸 を 突 走って、 胆吹 山へ 行きつ き 

もぐさ 

ばったりに、 艾 でも 取って けえ り やい いんで ござん 

すか」 

「そこ だ」 

と不 破の 関守 氏が 少し はずんで、 


「いい か、 胆吹 山へ 着いたら 上 平 館と いうの をたず 

あおあらし 

ねて 行 くんだ、 そこに 青嵐と いう 親分が いる」 

「はは あ —— 青嵐、 山嵐 じ やな いんです ね」 

「よけいな こと を 言うな。 青嵐と 言えば わかる、 その 

青嵐と いう 親分に お 目に かかって、 この 手紙 を 渡す の 

だ、 委細 はこれ に 書いて ある、 そうして、 その 親分に 

向って、 君が 途中 見聞した ことの 一 切 を 報告す るんだ、 

いま 言った ような 百姓 一 揆の 動静 だの、 役人 方の 鎮圧 

ぶり だの、 見た ままの 人気 をす つかり 青嵐 親分に 話し 

て 聞かせろ、 つまり、 それだけの 役目な の だ」 

「わかりました、 よく わかりました」 


「わかった 以上 は、 事 はなるべく 急なる を 要する から ■ 

これから 直ぐに 出立しても らいたい」 

「合点で ござんす」 

「さあ、 これ を 持って行き 給え、 己れ に 出で、 己れ に 

帰る という やつ だ」 

と 言って、 不 破の 関守 氏 は、 因縁つ きの 胴 巻 を 引きず 

り 出して、 そっくり がんりきに 授けた ものです から、 

またしても がんりき をテレ させて しまいました。 

「恐縮で げす」 

「それから、 旅の 装いと して は、 拙者の もの を そつく 

きゃはん 

り 着用して 行ったら いいだろう、 この 脚 粋なん ぞも銭 


屋で 新調した ばっかりの もの だ、 ソレ、 手 甲、 それ、 

わらじが け、 それ、 笠の 台 —— ソレ、 風呂敷、 ソレ、 

手形、 こいつ を 大切に 持って行きな」 

こうして 不 破の 関守 氏 は、 その 夜に まぎれて、 がん 

りきの 百 蔵 を胆吹 山に 向って 追い立てて しまいました。 

二十 二 

がんりき を 追い立てた その 翌日、 不 破の 関守 氏 は、 

明日、 客 をす る からと言って、 大谷 風呂の 奥の 一棟 を 

きもいり 

その 用意に かからせ たのです。 不 破の 関守 氏が 肝 煎と 


なって、 何 か 相当の 客 を この 一棟へ 招く らしい。 しか 

も、 その 前 準備の 忙 がしい にか かわらず、 たいした 団 

体の 客 を 迎える という わけで はなく、 ほんの 少数の 客 

で、 しかも 密談 —— という 申入れ なので ありました。 

それでも、 奥の 一棟 を 借りき つて、 しかも、 なおさ 

ら 宿の 者 を てんてこまい させた という もの は、 明日 乗 

込んで 来る といった その 客が、 その 晚 おそくな つて、 

ここに 御 入来と いう ことにな つたから です。 

その 晚、 お 客 は 到着した に 相違ない。 けれども、 そ 

のお 客の 何もので あつたか という こと は、 誰も ほ とん 

ど 気がついた ものはありません。 その 客に はお 供が 二 


三ついて 来た けれど、 本 客と いうの は、 もう 相当の 年 

配で、 しかるべき 大家の 大旦那の 風格 を 備えた お 人で 

あつたと いう こと は、 女中た ち も 言う のです。 

問題の、 奥の間の 床柱に 座 を 占めた 招待の 客と いう 

もの を 見る と、 さまで 怪しむべき もので はない、 これ 

ぞぉ銀 様の 父、 すなわち 藤 原の 伊太 夫で ありました。 

附 いて 来たの は、 番頭の 藤 七た つた 一人でした。 

だが、 ほどなく、 これに 追いついて やって来た 人 は、 

宿の 者 皆の 注意 を 引かずに は 置きません —— それ は、 

お 角さん が 至極め かし 込んで、 上方 風の 長 衣裳で、 

駕 i から 出て、 いささか 上気した 意気込みで、 


「あの、 不 破の 関守さん とおつ しゃる お 方 を 訪ねて 参 

りました」 

「はい、 お 待 兼ねで いらっしゃいます、 どうぞ、 こち 

らへ」 

お 角さん は、 案内に つれて、 おめず 臆せず 送り込ま 

れ たの は、 伊太 夫の 座敷で なく、 不 破の 関守 氏の 部屋 

なのでした。 

多分、 不 破の 関守 氏と お 角さん と は、 初対面の はず 

です。 

すべての 事態 を 総合して 見ます と、 伊太 夫お 角さん 

の 一 行 は、 昨日 あたり 竹 生 島から 帰りつ いたに 相違な 


い。 昨日の 外出で、 不 破の 関守 氏 は 本陣 をたず ねて、 

伊太 夫が 立 帰った こと をた しかめた 上で、 改めて 来意 

を 述べた ものら しい。 

その 結果と して、 お 銀 様が 本陣 を 訪問す るの も 人目 

に 立ち 過ぎる し、 かつまた、 本人 そのものが 容易な と 

ころで は 承引く まいし、 そうかといって、 父 伊太 夫が 

小町 庵の 娘 をたず ねる の も 順序が 間違って いる。 関守 

氏と お 角さん とが 談合の 上、 幸い、 物静かな この 逢坂 

山の 大谷 風呂の 奥の間が、 親子 会見の 席に ふさわし か 

ろうと、 そういう 取 計ら い で、 会見の 場が ここと きま つ 

たもの らしい。 


それで、 一通りの 役者 はこ こへ 揃った わけなの です 

が、 かんじんの 女王 様が 見えた 様子がない けれど、 こ 

れも 案ずる ほどの こと は あるまい、 すでに 御 納得が 

あって、 胆吹 山から ここまで 動 座 をされ ている くらい 

だから、 ここらで 異変の 起る 憂え はない。 まず 伊太 夫 

を 座に 招いて 置いて、 しかるべき バッを 合わせて、 お 

銀 様 を ここへ 迎える、 これ は 多分、 明日の ことになる 

だろうと 思います。 

その 間 は、 関守 氏と、 お 角さん とが、 まず まあ 腕 比 

ベ または 舞台 廻し というよ うな わけで、 二人 は 夜の 更 

くる も 知らず、 何 か ひそひそと 話し合って おりました 


が、 伊太 夫 主従 は、 着 早々、 一 風呂 浴びる と共に 寝に 

就いて しまいました。 

それ にも拘らず、 関守 氏の 座敷で はま だ燈 火が して、 

お 角さん が、 寝ようと も 休もうと も 言わない、 やつば 

リ、 ひそひそと 話し合つ ている 様子で したが、 

「では」 

と 言って、 お 角さん が 立ち上って、 その 隣の 間の 薄暗 

す さま 

い 座敷 を 怖る 怖る あけた 隙間から 見る と、 その 隣の 間 

の 正座に、 意外に も 覆面の 人が 一人、 端坐して いまし 

た。 

正面の 覆面の 客と いうの は、 まごう 方な きお 銀 様で 


ありました。 してみ ると 問題のお 銀 様 はいつ のまに か、 

ここに 安着して いたのです。 父に 先んじて 来た か、 後 

れ たか、 いずれにしても、 ここに 安 坐して 二人の 謀議 

を 聞いて いる。 事が ここまで 運んだ 以上 は、 絶えて 久 

しい 父子の 対面 は 無事に 実現す るに きまって いるが、 

問題 は、 会見 そのこと より は、 会見して 以後に あるの 

です。 

これからが 関守 氏と お 角さん の、 本当の 腕の 見せ ど 

ころと 言わなければ なりません。 

二十 三 


女王と 総理と が 出動した 後の 胆吹 王国に、 留守 師団 

長 をつ とめた ところの 人 は、 前に 申す 通り 青嵐 居士で 

ありました。 

この 人 は、 不 破の 関守 氏と は 話 は 合う が、 その 性格 

に 至って 大いに 相違した 点が あると 見なければ なり ま 

せん。 

すなわち、 不 破の 関守 氏 は、 一 種の 詩人で も あり、 

空想家で も あり、 また 相当の 野心家で も あり、 策士で 

も あるので すが、 青嵐 居士に 至って は、 もっとず つと 

着実 家な のであります。 


釣に 隠れて いると ころ を 見る と、 一個の 風流 人で も 

あり、 ひとかどの 曲者が 世に 韜晦して いるよう でも あ 

る けれども、 事実、 この 人 は 風流に よって 釣 をして い 

るので はない、 好きだから 釣に 出る までで、 それに 浪 

人 をして いると 暇が 自由に 取れる から、 自然、 好きな 

釣の 道に 出 遊す る 機会が 多い という だけの ものです。 

ことに 湖 辺に 住む と、 地理に 於て 最も 釣に 恵まれて い 

ると いう 条件 もあります。 かつまた、 非常に 話 好きで 

は ある けれども、 その 語る ところ をよ く 聞いて いると ■ 

不 破の 関守 氏の ように 空想的 にあらず して、 民生 その 

ものに 密接した 点が ある。 野心家、 或いは 策士と して 


の 性格 を 多分に 持ち合わせ ている 不 破の 関守 氏と 比べ 

ると、 一 方 は 釣して 網せ ず、 一 方 は 網して 釣せ ずの 性 

格の 相違が あるので あります。 今、 胆吹 王国の 留守 師 

団長 を 引受けた からと いって、 創造者 連の 理想 や 野心 

に 共鳴して 然るので はなく、 最近ち かづきに なった よ 

しみで、 頼まれて みると、 自分 も 相当の 興味 を 以て、 

快く 当分の 留守 を 引受けて みたまで です。 

着任す ると 匆々、 この 人 はまず 胆吹 王国の 全体の 人 

を 見渡しました。 

規模と 目的 はすで に 前人に よ つ て 定められて あるの 

ですから、 それ をい まさら 検討して、 革新の、 改善の 


という こと は 自分の 権 内で はない。 その 辺に は 少しも 

触れないで、 現状 を 最もよ く 管理す る ことが 自分の 任 

務 だと 思いました。 

そこで、 自分と して 主力 を 置くべき もの は、 領土で 

もつ ぱ 

なく、 経営で なく、 専ら 人事で あるとの 見地から、 こ 

の 王国に 集まる ところの 人間の 研究から 取り かかり ま 

した。 研究 はどうしても 科学的で なければ ならぬ、 

口 ー マン 的であって はいけ ない という 出立から、 まず 

この 王国に 現在 集まって いると ころの 人種 を、 次の よ 

うに 大別して みました。 

甲種 I 胆吹 王国の 主義 理想に 共鳴して、 これと 終始 


を 共に せんとす る 真剣の 同志 

乙種 I 現在 は、 まだ 充分の 理解 者と は 言い難い が、 

やがて その 可能性 ある、 いわば 準 同志 

丙種 I 主 義理 想に は 無頓着、 ただ 開墾 労働者と して 

日給 を もらって 働いて いる 人 

丁 種 I 食い詰めて、 ころがり 込んで、 働かせられて 

いる 人 

ぼし ゆ 

戊 種 I 好奇で 腰 を かけて いる 人 

だいたい、 この 五 種に 分けてみ ました。 頭数 はすべ 

てで 約 五十 名 ある。 それ を この 五つの 中に 部分け をし 

て 編入 を 試みようと、 しきりに その 性格 や、 労働の 研 


究を 進めて おりました。 

そうして みると、 甲種と 乙種に 編入すべき 人種の 極 

めて 少ない こと、 全部で どうしても 十 名 以上 を 数える 

こと はでき ない。 丙種、 すなわち 日給 を もらって ただ 

単に 働く 人 は 二十 人 以上あって、 これ は 比較的 最も 多 

数 だが、 最も 無色な の もこの やからで ある こと を 知り 

ました。 すなわち、 近在の 百姓 連が、 農事の 暇 を 見て 

は 賃銭 稼ぎに 来る だけの もので、 なんらの 熱情 はない 

が、 平明 忠実に よく 働く こと は 働きます。 

丁 種、 すなわち 食 詰め 者に 至って は、 頭数に 於て 右 

の 丙種に 次ぐ ものであって、 十数 名 はたし かにい るが、 


これが 最も 王国 民の 中の 難物 だ と 思いました。 監督し 

ている 間 は 働きぶ リを 見せる けれども、 眼が 離れる と 

油を売り、 蔭口 を 叩く の はこの 連中であって、 これ を 

見の がして いると、 その 風が、 他の 人種に 伝染す るお 

それが ある こと を 青嵐 居士が 見て とって、 どうしても 

監督の 中心 は、 この 丁 種へ 置かなければ ならない こと 

に 着眼し ました。 

戊 種に 至って は、 これ は 十 名 足らずの 最も 僅少な 人 

数に 過ぎない し、 若年 者が 多く、 本来 は 無邪気で、 好 

意で 参加して いる だけに、 教育 すれば 大いに 収穫と も 

なる が、 失望す ると 翻す やからで ある。 その 流動性 を 


誘導して、 本物に 鍛練して やる ことが 任務 だと 青嵐 居 

士が 見て取りました。 

だいたい、 胆吹 王国に 身 を 寄せる 人種 は 右の ような 

人別になります けれども、 右の 人別の いずれへ も 入ら 

ない 存在 を、 炯眼なる 青嵐 居士が 早く も 見て取り まし 

た。 たいてい は 以上の 五 種類の 中へ 編入して できない 

という 人種 はない が、 ただ 二人 だけ、 どうも 青嵐 居士 

の 頭 を ひねった 人種が 存在す るので す。 青嵐 居士 は 早 

くも、 この 二人 は スパイ だな と 見て取って しまい まし 

た。 

スパイと いうの は、 つまり、 このところに 変て こな 


団体が 巣 を 食い はじめた、 表面 は 開墾 だが、 何 か 特別 

の 危険思想な リ、 行動な リの 卵で はない か、 或いは ま 

た 大本 教ゃ、 ひとのみ ちの 二の舞で はない —— 一 の 舞 

ではない かとい うような 懸念から、 藤 沼 正兵 衛 あたり 

によって さし 廻され た 偵察 者で ある。 それが 同志、 或 

いは 労働者 を よそおって、 この 王国 中へ 潜入して いる 

のが、 たしかに 二人 は あると 睨んだ のが、 さすがに 青 

嵐 居士の 炯眼です。 不 破の 関守 氏 は、 そういう 科学的 

分析 も、 人種的 検討 もしませんでした。 

もとより 当初 は、 来る 者 拒まず、 という 解放 主義で 

なければ 人が 集まらな いという 理由の 下に、 人 を 入れ 


いとま 

に 入れた ものです から、 そういう 検討 をす る遑 がな 

かった。 雑多な 人が 来て、 雑多な 性格 を ぶちまける こ 

と を、 大まかに 容認して いたので すから、 不 破の 関守 

氏 は 大体 をお さめる に 急で、 個々 の 分析に は 及ばな 

かった の も 道 現です。 

さて、 そういう ふうに 青嵐 居士 は、 胆吹 王国の 人種 

を 分類して みました けれども、 その 分類に よって、 処 

分に 手 をつ けようと いうので はない のです。 それ は そ 

のま ま 単に 研究と し、 参考の 資料と して 扱いながら、 

その 範囲に 於て 監督 もし、 働かせ もして いるので す。 

そうして これらの 人種に 対して、 淡々 として 一視 同 


仁に 眼 を かける もの だから、 特に この 人 を 崇拝す ると 

いう 信者 も 出ない 代り、 不服 や 反抗の 色 を 現わす もの 

は 一 人 もありませんでした。 

かくて 青嵐 居士 は、 毎朝 毎日、 王国 内 を 巡視して は、 

極めて 心 やすく 国民に 向って 呼びかける、 評判 はな か 

なか 悪くない のです。 

二十 四 

ある 日、 青嵐 居士が、 炭 焼の 签 出し 勤務 を 見廻って 

いると、 一人の 青年が たいへん 丁寧に 挨拶 をす る 途端 


に、 ふところから 転がり 出して 地上に 落ちた ものが あ 

りました。 

「何 か 落ちた ぜ、 君」 

青嵐 居士 か ら 注意 を 受け て 、 

「はい、 どうも 済みません」 

この 青年 は、 あわただしく、 落ちた もの を 拾い 取つ 

て、 また ふところへ 捻じ 込んで 仕事に かかる の を、 青 

嵐 居士が 見の がさず、 

「そり や、 何の 本 だい、 君」 

と 言つ てたず ねます と、 

「いいえ、 な あに、 何でもありません」 


「見せ 給え」 

そう 言われて 青年 も、 拒む わけに は ゆかないで、 い つ 

たん ふところへ 捻じ 込んだ 小冊子 を、 また 取り出して、 

青嵐 居士の 前へ 提出し ました。 

「はは あ、 君 は 蘭学 を やって るんだ な、 感心 だね」 

「相 済みません」 

と 言って、 青年が 頭を搔 きました。 蘭学 を やる ことが 

別に 相 済まぬ ことになる はず はない が、 これ はこの 青 

年の 口癖でしょう。 青嵐 居士 は、 それ 以上に は なんら 

の 追究す る こ ともなく、 右の 冊子 を 青年の ふところに 

押 戻して やりながら、 


「今晩、 話しに 来 給え、 上 平 館の 時習 室へ 話しに 来 給 

え」 

と 言い捨てて、 次の 職場の 方に 巡視に まわりました。 

この 青年 は、 かねて 青嵐 居士が 分類に 於て、 戊 種の 

方へ 編入して 置いた 一人で ありました。 戊 種と いうの 

は、 つまり、 好奇で ここへ 参加して 来て いる 人種 をい 

はんもん せい 

うのです。 好奇 性 も あり、 煩悶 性 もあって、 ー燈 園な 

リ、 大本 教へ なりへ 走って 行って みる、 そこで 教育 も 

されたり、 失望 もしたり して 帰って来る、 一種の 流行 

性 を 帯びた 人種で ある。 居つ けば 一 躍して 甲種へ 昇格 

する が、 水に 合わない と 早速 飛び出して、 悪評 を 世間 


に ふり 蒔いて 歩きが ちな のが この 人種で ある。 

ち と 

その 晩になる と、 果して、 この 青年が 青嵐 居士の 許 

へ 話しに 来ました。 彼 は、 特に 師団長のお 目に留まつ 

たこと を 光栄と もし、 よろこび ともして、 晚 飯が 済む 

いちは や 

と 逸早く 押し かけて 来た ものです。 

「君 は 蘭学 を やって いるの かね」 

昼の つづきで、 青嵐 居士が 会話の きっかけ を 作って 

青年に 与える と、 青年 は、 

「いや、 あれ は 蘭学で はない のです、 英 学なん です。 

蘭学 はもう 古い、 将来 は 英学を やらなければ ならない 

と言われた ものです から …… 」 


と 申し わけ をし ました。 

「そうか、 英 学だった かね、 見せ 給え、 もう 一 べん、 

あの 本 を」 

青嵐 居士が 、 青年 の ふところ を 見込んで こう 言 い ま 

すと、 青年が、 

「これで ございま すか」 

またしても、 青年 はふと ころから、 日中 ころがり 出 

たと ころの 部厚な 小冊子 を 再び取り 出して、 青嵐 居士 

の 前へ 提出し ました。 

してみ ると、 この 青年 は、 昼夜 離さず、 右の 小冊子 

を ふところに している らしい。 青嵐 居士 もそう 気取つ 


たから、 そこで、 再 提出 を 求めた ものに 相違ない。 つ 

まり、 蘭学 か、 英学 か、 そこまで は 見 究めなかった け 

れ ども、 たしかに 外国語の 辞書で ある こと は、 青嵐 居 

士が 最初から 認めた ところの もので ありました。 

辞書と いう もの は、 語学 生 はふと ころから 放さない 

ものである。 今晚、 来訪して 来たの を 見た 時 も、 この 

青年の ふところが ふくらんで いる ことに 於て、 青嵐 居 

士は 早く も、 この 青年が 辞書 を ふところ にして 来て い 

るな と 見て取った ものです から、 この 提出 を 求めた の 

です。 

青嵐 居士 は 果して 外国語の 素養が あるか どうか は 知 


らな いが、 青年の 提出した 冊子 を 受取って、 一応 調べ 

てみ ました。 辞書と いったと ころで、 当時 スタン ダ— 

ドも コンサイス も 有るべき はず はない、 有るべき はず 

があった にした ところが、 この 青年な どの 手に 渡る ベ 

き 品で はない、 そこで、 青嵐 居士が 取り上げた 辞書 も、 

筆記 物の 辞書で ありました。 誰か、 しかるべき 人が 所 

持して いる 日本に 数冊と いう 極めて 貴重の 外国 本の、 

又写しの 又写しの、 その また 又写しの 何 代 かの 孫に 当 

うすよう 

る ベ き 薄葉 の 肉筆 写本 を、 ， J の 青年が 持 つてい るので 

あります。 

筆写 本 だからといって、 本人が 読めて、 そうして 筆 


写す るなら まだ いいが、 読めな いで 形に よって 写す の 

だから、 難渋な こと は 言わん 方がない。 だから、 蘭 文 

学 だか、 英文学 だか、 一見した だけで は 誰 だって 判別 

がっき 兼ねる。 まず、 横文字の 辞書と 見て取って、 蘭 

学 を やる のかと 詰問した 青嵐 居士に、 蘭学と 英 学の 区 

別が つかなかった という わけで はない。 蘭 字と いえば 

蘭 字、 英字と いえば 英字、 ずいぶん 怪しげな 辞書です 

が、 辞書 は 辞書に 相違ない し、 それ を ふところ にして 

いる ことによって、 相当 好学の 新しい 青年で ある こと 

を 認めて、 青嵐 居士が 会話 を 進めました —— 

「君 は ドコで 英学を やりました」 


「越 前の 福 井で …… ホンの ちっとば かり、 いろは だけ 

なんです」 

「越 前の 福 井 —— 君 は 福 井の 人なん です か」 

「ェ ェ、 福 井が 僕の 郷里なん です」 

「福 井に 英 学の 先生が いました か」 

「ェ ェ、 その、 なんです …… 」 

青年 は、 少々 ド モリながら 質朴に 受け答える。 なか 

なかいい 気の 青年 だと、 青嵐 居士が 見て取って、 秋の 

夜の 当座の 話し相手 とする ことにな りました。 

二十 五 


「福 井で も、 一 部の 青年の 中には、 語学 熱が 相当 盛ん 

でございます」 

「そうだろう、 福 井 は あれで なかなか 進取の 気象に 富 

んだ ところ だ」 

「我々 の 先輩に 橋本景 岳と いう 人が ございまして」 

「なるほど —— あれ は 天下の 人材で したね、 惜しい こ 

と をした ものです」 

よこい しょうなん 

「それから、 熊 本から 横 井 小 楠な どい う 先生 も 見え ま 

して …… 」 

「その 事、 その 事、 いったい 春 岳 侯が 非凡な 殿様 だか 


ら、 人材の 吸収に つとめられる」 

「そういう ような 感化で、 一 部の 青年に は、 なかなか 

新 知識の 吸収 慾が 強いので して、 僕 も それに かぶれた 

末輩の 一 人なん です が、 どうも 思うよう にいき ません」 

「まあ、 よろしい、 青年時代に は、 好奇に しろ、 流行 

にしろ、 新しい 方面へ 向いて みる こと も 悪くない」 

青嵐 居士が、 新しい 青年に 理解 を 持って いて くれる 

ことが、 この 青年の 意気 を 鼓舞す るら しい。 青年 は 知 

己 を 得たり というよ うな 勇み をな して、 

「そういう わけで、 僕 は 英学を やりた いんです、 けれ 

ども、 先生が ありません、 本が ありません、 人から 借 


りて、 ようやく この 字引 を 写して、 これと 朝晚、 首つ 

ぴ きをして いる だけなん です が、 こんな ことで はな か 

なか 追いつかな いんで 困って います」 

「なかなか、 語学なん ていう もの は 一通りの 根気で 仕 

あがる もの じ やない、 やり 出した 以上 は、 失望せ ず、 

中絶 せずにお やりなさい」 

「 有難う) /ざい ま す —— 先生 も 語学 の 方 をお やりなん 

です か」 

青年 は、 青嵐 居士の 理解と 激励 を 有難い ことに 感謝 

してみ ると、 我々 に対して これ だけの 理解と 同情 を 

持って いる 人 は、 勢い、 語学に 対して 相当の 理解と 同 


情 を 持って いる 人、 あるいは 相当 以上に その実 際の 知 

識を 持って いる 人で はない か、 それ を 持ち合わせ てい 

ると したら、 早速 受けて 学びたい、 という 好学 的 便乗 

きざ 

心が 早く も 青年の 胸に 兆した と 見え、 透かさず その 言 

葉 尻 を とらえて みたので すが、 

「いいや、 僕 は 無精 者で、 語学なん ぞ はよう やり ませ 

ん、 それに 晚学 ではね」 

と 突 放された が、 まだ 相当 脈 は あるよう に、 青年に は 

思い きれない ものが あると 見えて、 ひとり 言の ように ■ 

r ドコ か、 英学を 教えて くれる よい 先生 はあります ま 

いかね」 


「英 学の よい 先生 を 求めよう とすれば、 都会へ 出る よ 

リ ほか はない、 長 崎と か、 大阪 とか、 江戸と かへ 行か 

なければ、 大家 はいない」 

「大家でなくて もい いんです、 ホンの 手 ほどき だけし 

て くれる 人が あれば 助か るんで す、 それから 後 は、 ど 

んな こと をしても 自分で 漕ぎつ けて みる 決心 をして い 

ます、 先生、 あなた は、 わたくしに 手引 をして 下さら 

ん でしよう か、 お願いです」 

青年 は、 もはや 見込んで 歎願のと ころまで 来て し 

まっている。 青嵐 居士が 相当 語学に 素養の ある ものと 

きめてし まって —— 独断で きめてし まって、 熱心な 就 


学 志願の 方 へ 燃え 出して 来た ので、 青嵐 居士が 迷惑が 

■  ■I  、 

「飛んでも ない こと だ、 君 は 我輩 を英 学者と 誤認して 

いるの かね」 

「いや、 国で 承りました、 胆吹 山へ 不思議な 人物が 集 

まって、 新しい 思想の 下に、 開墾 を はじめて いるから 

行って みろ、 君の 学びたい 外国語なん ぞは、 さらさら 

読める 学者が、 世 を 拗ねて 鍬 を 取って 働いて いるから、 

語学が 学びた ければ あそこへ 行って 学ぶべし と言われ 

たから、 僕 は、 わざわざ 福 井 を 飛び出して 来たんで す、 

どうか 僕の 熱心に 免じて、 御 教授 を 願います、 今日 か 


ら 一倍の 仕事 をし ろと おっしゃれば やります、 毎晩で 

おさしつかえが お有りで したら、 隔晚 でもよ ろしいで 

すから、 ぜひとも 御 教授 を 願います」 

そうせが まれて 青嵐 居士が、 はは あ、 なるほど この 

青年 は、 そういう 示唆 を 受けて、 ここへ やって来 たの 

だな と 思いました。 胆吹 王国の 主義 目的に 参加す るた 

めで はなく、 自分の 好学の 一念から、 狭い 郷里で は 求 

めら れ ない、 広い 日本で あっても、 当時で は 容易に 求 

めら れ ない 語学の 先生 を、 この 胆吹 王国に 於て 発見し 

得る という 希望の 下に、 越 前の 福 井から やって来 たの 

だな と 知る ことができました。 


同時に、 そういう 心がけ を 以て ここへ 参加して 来る 

こと は 心得違い である、 胆吹 王国 は、 そういう 志願の 

人 を 収容す ベ きと ころで はない、 同志と し て は 異端者 

である、 王国の 職員の 一人と して は 叱って 諭すべき で 

は あるが、 青嵐 居士 は、 この 青年の 好学に 大きな 同情 

を 持ち 得られる 人で ありました。 

「いや、 無理 もない、 我輩 も 若い 時分に、 そういう 語 

学 熱が 燃えた です よ、 どうかして 語学 を 究めたい と 熱 

中して みたが、 師 がない、 本がない、 それが ために、 

心ならず も 中絶して しま つ て ものに ならないで 今日に 

及んで いるが、 当時、 もし 適当の 師と 書物と が 与えら 


れ ていたならば、 今では ひとかどの 語学者に なって い 

たか も 知れない、 その 語学 熱 高潮の 当時 を 顧みて みる 

と、 ちょうど 今の 君と 同様に、 あらゆる ものから 学び 

たがった、 ちょっと 語学の うつしが あると か、 語学の 

うわさ 

出来る 人が あると いう 噂 を 聞く と、 これが みんない つ 

ばし の 大学 者の ように 見えて、 走りつ いて 教え を 受け 

ようと あせった もの だが、 さて、 本当に 出来る という 

のはなかった ねえ、 本当に 語学の 出来た という 人 は、 

日本中で 五本の 指まで 行かな かったん だ」 

「先生が、 そうい う 語学 熱 の 時代 は 幾 つ 頃の 時代で し 

た」 


「左様、 やっぱり 君ぐ らいの 年頃 さ —— 当時、 これで 

も 江戸に 遊学して いたんだ」 

「江戸で、 その 時分の 英 学者 は、 どなたでした かね」 

みつく リ げんぼ  さくま ぞ う ざ ん 

「左様 —— 蘭学で 箕作 阮甫、 佐 久間象 山な どと いうと 

ころが 大家だった ね、 それから 黒 田の 永 井 青 崖と いう 

のが なかなか 出来た、 大阪に は 緒方洪 庵と いう 先生が 

いたが、 それら は みんな 蘭学が 主で、 英 学な どやろう 

という 者 は ほとんどなかった が、 ただ 一人、 長 崎の 幕 

府の 通訳で、 森 山と いう 人が 英語が 出来る という 評判 

であった。 そういう 門戸 を 張った 学者ではなかった け 

れど、 偶然に も 我輩 は、 英 学の 勝れた 友人 を 一人 持つ 


ていたね」 

「あ、 そうです か、 その 人 を 御 紹介して いただけない 

でしよう か」 

「あせって はいけ ない、 それ はもう 二十 年 も 昔の こと 

だよ」 

「二十 年です か …… でも、 かまいません、 御 紹介 を 願 

いたい ものです、 今の 時節で は、 紹介 を 得なければ、 

よき 師に 就けません」 

「いや、 拙者の いま 話した の は、 門戸 を 張った 学者で 

じささん 

はない、 しかも、 れっきと した 幕府の 直参なん だから、 

紹介が あつたと て、 人に 教授な どの 余裕 はない 人なん 


だが、 あの 男 は、 たしかに 英語が 出来た、 あのく らい 

出来た の は、 当時で も、 今日で も、 まず あるまい」 

「大家です ね、 御 紹介が 願えなければ、 お 名前 だけで 

もお 聞かせ 下さい、 大家のお 名前 を 承って 置く だけで 

も 後学の 力になります よ」 

「駒 井能 登 守と いってな、 幕府の 旗本で、 なかなか 大 

した 家柄なん だが、 学生と なると 我輩な どと 同格で 勉 

強した ものなん だ、 その後、 甲 州 勤番 支配にまで なつ 

たという 話 は 聞いた が、 その後の 消息が 一 向わ からん」 

ここで 意外の 人から、 意外の 人の 噂 を 聞いた もの 

だが、 この 青年に とって は、 意外に も、 意外で ない に 


も、 駒 井能 登な どい う 名 は 全く 初耳で ありました。 

二十 六 

胆吹 王国の 留守 師団長 青嵐 居士 は、 何と 思った かそ 

の 翌朝、 馬に 乗れる 三人の 青年 を 庭先 近く 召集し まし 

た。 

その 中の 二人 は 甲 組から、 一人 は 昨日の 福 井 青年で 

あります。 この 三人 を 乗馬 もろともに 庭先へ 呼びよ せ 

て、 次の ような 命令 を 下した ものです。 

「君た ち、 ひとつ これから 春 照へ 下って、 一致す るな 


り、 分離す るな リ、 おのおの 臨機の 処置 を 取って、 山 

麓い つたい を 偵察して 来て くれ 給え、 目的 は 一揆 暴動 

連の 行動の 如何 を 見る ことに あるの だ II 彼等の 群衆 

が ドノ 辺から 来て、 ド チラの 方向へ なだれ 込む か、 だ 

いたい その 方向 を 視察して 来ても らいたい。 万一、 大 

勢が 当方 面 をめ ざして 進んで 来る という 形勢が 見えた 

時には、 誰でもが、 単独でよ ろしい、 早 刻に ここまで 

注進 をしても らいたい の だ。 もし また、 それほど 差 

迫った 形勢が 見えない、 他方 面へ 向って 進行しつつ あ 

るよう な 場合に は、 報告 を 急がず ともよろ しい、 だい 

たい 六ッ時 頃までに、 轡を 並べて ここへ 帰って来る 


ように」 

こういう 命令 を 下して いるの は、 この 師団長 は、 一 

揆 暴動の 形勢が 他方 面へ 流出す る 分に は 敢えて 意と し 

ない が、 万一、 こちらへ 向って なだれ 込んで 来る 形勢 

に は 極力 警戒 をし なければ ならない。 事実上 また、 胆 

吹 を 目 ざして なだれ 込んで 来る というよ うな 形勢が、 

最も 有り得る 形勢で あると 見られる 理由 も ある。 それ 

が、 この 斥候 を 放つ 所以な ので ありました。 

この 命令 を 下して いると ころへ、 急に 伝令が 一人、 

本館の 方から はせ つけて 来まして、 

「先生、 不破 様からの お 使者が 参りました」 


「なに、 関守 氏から 使者が 来た、 早速 ここへ 通す よう 

に」 

案内に つれて、 そこへ 風 を 切って やって来 たの は、 

ほかならぬ がんりきの 百 蔵です。 

すっかり 旅の 装いが 出来て いる。 しかも その 装い は、 

不 破の 関守 氏が ここで 用意して 行った 装束 そっくりで 

すから、 何物よりも そのいで たちが、 まず 門鑑と して 

物 を 言いました。 

「ごらん 下さい まし、 不破 様から お 手紙 をお 届け 致す 

ようにとの 御沙汰で 持 つ て 参 じました」 

「それ は それ は、 御苦労 さま」 


と 言って 青嵐 居士 は、 がんりきの 百 蔵が 差 出す 手紙 を 

とって、 封 を 切りながら、 三騎の 斥候に 向って 言い ま 

ビこ、 

「諸君、 少し 待ち 給え、 今、 この 手紙 を 読み 了って、 

もん ごん 

それから この 使者の 文 言 を 聞いて からの 上で」 

こう 言って 乗馬 を 控えさせて 置いて、 不 破の 関守 氏 

からの 手紙 を、 立ちながら 読み下して いるの を 待ちき 

れず、 がんりきの 百 蔵が 口走って 言いました、 

あおあらし 

「もし、 あんた が 青嵐 の 親分さん で ござんす か」 

変な こと を 口走り 出した ので、 さすがの 青嵐 居士が、 

がんりきの 面 を 見直しました。 そうするとがん りきが、 


「不 破の 旦那から お頼み 申されて 参りました、 わつ し 

はがんり きの 百 蔵と いうし がね え 野郎で ござんす、 こ 

んた 青嵐の 親分さん で ござんす か …… 」 

お控え 下さい ましと、 本式の やくざ 挨拶に 居直り 兼 

ねま じき 気勢 を 見て、 青嵐 居士 も 全く 面く らいました 

が、 直ちに 合点して、 

「はは あ、 青嵐 は 拙者に 違いない が、 親分で はない よ、 

君 は 何 か 間違い をして 来たんだろう、 親分で も 蜂の 頭 

でもない 拙者に 向って、 改まった 口上な ど は 無用 だ、 

それより は 早速、 君に 聞きたい こと は、 君が 逢坂 山 か 

ら ここまで 突破して 来た その 途中の 雲行き を ひとつ、 


見た まま 詳しく 話しても らいたい、 湖 辺 湖岸の 物騒な 

大衆が ドノ 辺まで 騒いで、 どんな 動き 方 をして いたか、 

君の 見て 来た まま を、 ここで 話しても らいたい」 

まず も つ 

「そいつ を 話して 上げた いんでして ねえ、 先 以て 

磨 針 峠 からこの 山の 下 三 里が ところまで 押し かけて、 

けんのん 

そこで かたまつ ている 一 まきが、 こいつが 剣呑 だとい 

うこと を 御 承知 願えて えんで ございます、 そいつが み 

んな胆 吹へ、 胆吹 へと 言って いました ぜ、 あの 勢い じ や、 

明日が 日に もこ ちらへ 押し かけて 来る と 見なく ちゃな 

りません ぜ  そうですな あ、 人数 は ざっと 三千 人、 

胆 吹へ 籠って 旗揚げで もす る 意気 組みで、 なんでも 胆 


吹 山へ 籠れ 籠れと、 口々 に 言って いるの を 聞いて 参り 

ましたよ、 なるほど、 不 破の 旦那が おっしゃ つたの は 

ここ だな と 思い ましたよ、 あの 同勢に、 ここへ まとも 

に 押し かけられた 日に や、 王国 も 御殿 もあった もん 

じゃあ ござんせ んぜ、 それが 心配になる から、 不 破の 

旦那が、 青嵐の 親分へ 注進 をす るよう に、 こち とらを 

見立てた 眼 は 高い と、 がんりきが はじめて 感心 を 致し 

ましたが、 青嵐の 親分と 言 つたの は 悪う > J ざんした か 

ね」 

がんりきの 注進 を 聞きながら、 眼 は 三人の 青年の 方 

を 見て 青 3 虱 居士 は、 


「それ を 聞いて 安心した、 では、 事情が わかった から、 

諸君 は 出馬 を 見合わせて よろしい、 持 場へ 戻って くれ 

給え、 別に また 仕様が あるから、 それまで 平常通りに 

仕事 をして、 待機して いて くれ 給え。 がん 君と やら、 

お 使 ご苦労 —— まあ、 こっちへ 来て 足 を 洗って、 飯で 

も 食い 給え」 

がんりき は 勝手が 少し 違うよう に 思われて ならない。 

青嵐の 親分と 言われた から、 でつ ぷリ 肥った、 長 半纏 

を 引っかけて、 胴 金 入りの 凄い やつで も 引 提げながら 

悠々 と 立ち 出で るかと 思う と、 これ は 寺子屋の 師匠 

そっくりの 長身 温和な 浪人 風 —— 気分から、 応対まで、 


すっかり 当てが 違って、 がんりき は、 またしても テレ 

加減 を 隠す ことができない。 案内され る ままに 足 を 

洗って、 客 座敷へ 通されて、 本膳で 飯 を 食わされた 時 

に、 存外 贅沢 だな あと 思いました。 

ほんや かた 

一 方、 本館 へ 現われた 青嵐 居士 は、 自分 も 羽織袴で 

両刀 を 帯して いる 上に、 直ちに 王国 中に 向って 触れ を 

下して、 総動員 を 命じました。 

二十 七 

総動員 をした からと いって、 自分が 留守 師団 を 指揮 


して、 これ だけの 手勢 を 以て、 一 揆の大 軍に 当ろうと 

する もので ない こと はよ くわ か つてい ます。 

いかに 胆吹 王国と いえ ども、 これ だけの 実力 を 以て 

大 軍に 向うな ど は、 暴虎馮河の 至りです。 よし、 それ 

に 相当る 大軍を 保持して いたから にしても、 この 人 は 

戦 をし かける 人で はない、 むしろ 緩和に 当る こと を 得 

意と する 人で ある こと は、 姉 川の 時の 水 合戦の 裁きぶ 

りで もよ くわ かってい る。 

五十 名の 胆吹 王国の 総動員 をした の は、 戦わん がた 

めでな くして、 和 せんがた めで あるに 相違ない。 和す 

ると いうの は、 つまり、 こちらへ 向って 無遠慮に 侵入 


の 気配に ある 一 揆 暴動の 逆流 を、 緩和 転向せ しめる た 

めでなければ ならぬ。 あの 勢い を 真正面 からこの 山へ 

引受けて しまった 日に は、 独逸 軍の 白 耳義に 於け るよ 

うに、 損害と 犠牲の ほど は 目 も 当てられな いこと はよ 

くわ かってい る。 群集 共の 間に は、 まだ、 胆吹山 ある 

を 知って、 この 王国 ある を 知らない ものが 大部分に 相 

違ない が、 来て そうして これ を 知った 日に はた まらな 

い。 せっかく ここまでの 経営が、 瞬く間に 掠奪と、 犠 

牲の 壇上に 捧げられて しまい、 そうして この 本館 も、 

いっきょ  さんさい 

御殿 も、 彼等 暴民 共の 一 炬に附 される か、 或いは 山寨 

の 用に 住み 荒される こと は 火 を 見る ように 明らかで あ 


る。 

留守 師団長と しての 自分の 重責 は そこに ある。 この 

際、 いかにし てこの 王国 を 守る かとい うこと は、 いか 

にして 一 揆の 大勢 を そらす かとい うこと でなければ な 

らぬ。 

そうでなくても、 胆吹は 古来、 山賊の 類 に 目 ざされ 

こも 

る 山な ので ある。 ややもすれば、 胆 吹へ 籠る ぞと 言い 

たがられる 山な ので ある。 こう 大勢が 傾いて 来て、 ま 

ず 先陣が この 山の 一 角 を 占拠した という ことになると 

風 を 聞いて、 あとから も あとから も、 近 江 一円の 一揆 

共に は 限らない、 遠近の 国々 から 不逞の 徒が みんな こ 


の 山に 集まって 来て 根城に 仕兼ねない。 事 は 重大で、 

そうして、 焦眉の急に 迫って いる。 留守 師団長と して 

ここで 策 をめ ぐらさなければ、 めぐらす 時がない —— 

青嵐 居士が 正装 をして 両刀 を 提げて 立 つたの も 故な し 

と はしない のであります。 

そろ 

「君た ち、 一 手 は 手 を 揃えて できるだけの たきだし を 

して くれ 給え、 それから、 有らん限りの 来 を 積 下ろし 

て くれ 給え、 庫に は 三日 分 ほどの 量 を 残して 置けば よ 

ろしい、 それから 最近、 長 浜で 両替 をして きた 銭の 全 

部 を 出して 庭へ 積んでくれ 給え、 その 数量 は 拙者が 

行って 読む から、 それが 済んだら、 直ちに それ を 馬と 


車と に 積める だけ 積んで、 麓へ 下って、 春 照の 火の見 

の 下に 待機して いるんだ。 一手 は 留守 を 守って くれ 給 

え、 留守と いっても 僅かの 間 だ。 そのほか は、 馬と 車 

を 以て できるだけの 来と 銭と を 麓へ 運ぶ ことに 全力 を 

尽 すの だ、 無論、 拙者 も 同行す る」 

青嵐 居士 は、 五十人の 手勢 を 日頃の 訓練 通りに 部隊 

分け をして、 一 手 は 第 一 線に、 一 手 は 留守、 しかして 

出動 軍の 第一線に 自分が 立つ というの です。 しかし、 

戦争 をす るつ もりの 出動で ない こと は、 一同の 胸に よ 

く 納得され ている。 うちの 大将 は 智将で あるから、 

いたず 

徒らに 戦争 をし ない。 人数の 総動員 も、 物資の 総 動 


員 も、 みな 緩和の 目的の ために 費され るの だとい うこ 

と を、 王国の 民が 皆、 納得しながら 勇み立つ。 その 勇 

み 立ち 方が、 平和に 向っての 希望 ある 勇み 方で、 戦争 

に対する 捨身 的な 勇気で ない こと は、 臨時 留守 総理の 

器量に 向つ ての 無言の 信任で も ありました。 青嵐 居士 

は 留守 師団長、 留守 師団長と 言い 慣らされて はいるが、 

事実、 この 王国に 於け る 現在の 地位 は、 師団長た るに 

とどまらない、 むしろ 臨時 総理で あり、 女王 代 現で あ 

リ、 胆吹 一国の 興廃 は その 肩に かかって いると 見る ベ 

きであります。 

かくて、 この 一行が 繰 出されました。 青嵐 居士 は 正 


装 はして いるが、 決して 武装し ない こと を 以て 見ても、 

この 出動の 目的が 平和に あって、 戦争に あらざる こと 

がよく わかる。 それが また 味方の 民心 を、 安静 鎮定せ 

しむる こと 偉大なる 効果 もよ くわ かる。 

だが、 しかし、 この 通り 物資の 総動員 をして 山 を 繰 

出す 以上に は、 この 物資 を どう 扱う の だか、 それ は 味 

方の 誰に も わからない。 この 人員と 物資と を 以て、 一 

揆に 参加す るの だと は 誰も 考えない。 また、 一揆の 不 

安から、 人間と 物資の 避難の ために 繰 出した の だと も 

考える 余地がない。 逃げる ために、 隠す ための 出動な 

らば、 後へ 留守 を 残して 置く はず もな し、 また、 こん 


なに 派手に 正面 を 切って 逃げ出す という 手 はない。 

策戦の 方針 は、 臨時 総理の 胸 一 つに あって、 王国 民 

は 測る ことができない。 測る こと はでき ない けれども、 

全幅の 信任 は ある。 青嵐 居士 は 徒歩で、 一行に ついて、 

かなり 寛いだ 気分で、 山 を 下りつつ あります。 その 

途中 も、 国民 を 相手に 平気で 談笑 をして いるし、 車の 

動きが 悪い 時 は、 後へ 廻って 後押しの 腕 貸し をす るか 

とみれば、 少し 疲れた、 馬へ 乗らせて くれと、 引かせ 

そえう ま また 

た 副 馬に 跨がって 少し 歩ませて みて は、 いいかげんで 

馬上から 飛び下りて、 一 行と 共に 談笑しながら 徒歩 立 

ちになる と いう 行進ぶ りです。 


やがて、 相当の 時 を 費しての 後に、 春 照 村の 火の見 

のと ころまで 一行が 到着す ると、 その 程よ きと ころへ ■ 

約 二百 俵ば かりの 米 を 積み上げさせ、 別に 盤台に のせ 

おびた だ  さしせ に 

て 夥 しい 絹 銭 を 積み上げさせました。 金額と して は 

そう 驚く ほどで はない にしても、 銭に 換えて こうして 

積み上げ ると、 田舎の 者の 眼 を 驚かす に 足る ほどの 夥 

しさでした。 

「さあ、 これでよ ろしい、 あとに 残る もの は 五 人 だけ 

でよ ろしい、 他の 一同 はこの まま 山へ 引上げたり。 そ 

うして、 平常通りに 持 場 持 場で 仕事 をして いる こと」 

青嵐 居士 はこう 言って、 一 行の 大部分 を 館 へ 帰ら 


せて しまい、 右の 銭と 来と は、 五 人の 若い者 を 選抜し 

て 張 番をさせ、 自分 は そのまま 馬に 乗って、 いずれの 

方向へ か 打た せて 行きました。 

二十 八 

ゆく りなく も、 青嵐 居士から 駒 井 甚三郎 のこと が 口 

に 出た の を 機会と して、 あの人 及び その 周囲の 一行の 

消息に 向つ て 筆 を 転ずる ことに 致します。 

読者の 便宜の ためとい うより は、 書く 人の 記憶の 集 

中の ために、 まず 地点 を 陸 中の 国、 釜 石の 港に 置き ま 


しょう。 人間の こと を 語る に は、 まず 地理 を 調べて か 

かるの が 本格です。 陸 中の 签 石の 港に、 今、 駒 井甚三 

郎の 無名 丸が 碇泊して いる。 この 船が 陸 前の 松 島 湾の 

月 ノ浦を 出てから 四日 目、 とにかく、 船 は 安全に 北上 

して、 釜 石の 港まで 到着す る ことができました。 

駒 井 甚三郎 の 無名 丸 は 八十 噸、 六十 馬力の、 駒 井 独 

創の 和洋折衷 形な のであります。 人間で 言えば 五十人 

の 人 を 乗せる に 適して いる。 無論、 機関の 設備 は ある 

が、 それ は 港 を 出る 時と、 港に 入る 時の 少し 以前 だけ 

に 石炭 を 使用す る ことにして、 大海に 出てから は、 帆 

前の 風力 を 利用す る ことにな つてい る。 大砲 も 一門 


あって、 その他の 武器 も 護 船 用 だけの もの は 備えて い 

る。 農具 工具 も 着陸 早々 の 実用 だけの もの は 備えて い 

る。 

さて その 次に は、 この 船の 中に 現在 乗 込の 船員と 船 

客の 全部に ついて なのです が、 無論 この 船に 於て は、 

船員すな わち 船客な のであります から、 人と 名のつ く 

ものの 全体 を 言 えば、 すなわち この 全船の 人別が わか 

るので す。 これ は、 いつぞや 清澄の 茂太郎 が、 出鳕目 

の 歌に うたわれ 出た ことがある。 よって 便宜の ために、 

はんすう 

あので たらめ を ここに 転載して、 反 舞 を 試みて みると 


さて 皆さん 

これ を 現在 

わたしたちが 

一 王国と なして 

乗 込んで いる 

この 無名 丸の 社会と 

引き くらべ てみ たら 

どうでしょう 

実際問題で すよ 

御 承知の 通り 

この 始には 


男が 多くて 女が 少ないです 

男 は 美男子の 駒 井 船長 を はじめ 

豪傑の 田 山 白雲 先生 

豪傑の 卵の 柳 田 平 治 君 

だら しのない マドロス 君 

房 州から 来た 船頭の 松吉 さん 

同じく 清 八さん 

同じく 九 一 さん 

月ノ 浦から 乗 込んだ 平太郎 大工さん 

同じく 松兵衛 さん 

漁師の 徳 蔵さん 


それから、 今 はいない が、 いっか この 船に 帰って 

来る はずの 

何の 商売 だか わからない 七兵衛 おやじ 

それに、 若君の 登さん 

つんぼの 金椎君 

さて、 しんがりに 

かく 申す 清澄の 茂 太郎も 

これで 男の 端くれ なんです 

かく 数えて みます ると 

この 無名 丸の 中には 

男と 名のつ く 者が 


都合 十三 人 

それな のに 女と いう もの は 

登さん のば あやさん 

お 松さん 

それから も ゆるさん 

その 三人き りなんで す 

十三 人の 男に 

三人の 女 —— 

もし 駒 井 船長が 

理想の、 人の いない 島 を 求めて 

そこに 一 王国 を 作る としたら 


いま 申す 

世界の ドコ かの 国と 同じような 

女が 不足の 国になります 


右の 茂 太郎の 即興 歌 は、 船が 回航の 途上、 まだ 签石 

の 港に 入らない 以前の 出鳕 目な のです から、 船が 安着 

してみ ると、 ここに 多少の 人員の 増減が 考えられ なけ 

れ ばなら ない。 増減と 言い条、 これ 以上の 減 は、 船の 

操縦の 必要 上、 許されない と言うべき だから、 増が 有 

リ 得れば 有る のです。 果して、 この 釜 石の 港で、 この 


船に 更に 二人の 人 を 加える ことにな りました。 

二人の 人と いっても、 その 一人 は、 すでに 茂 太郎の 

口頭に 上って いる 人で、 すなわち 右の 出鳕 目の 第二 十 

三 句から 第一 一十 四 句までに 表現され ている —— それ か 

ら、 今 はいない が、 いっか この 船に 帰って来る はずの、 

何の 商売 だか わからない 七兵衛 おやじ II その 人で あ 

ります。 七 兵衛が 無事に、 この 港で この 船へ 戻って 来 

ました。 清澄の 茂 公 を はじめ、 この 老練家の 怪 おやじ 

を 船に 迎え 得た ことの 喜び は 申す まで もありません。 

おそらく 無事で は 帰れまい かとの 予想で 心配し きって 

いた その 人が、 無事で 帰って来 たの だから、 家出 をし 


た 親爺が 無事で 帰って来て くれたよ うに、 船中 一同が 

喜ぶ の は 無理はありません。 

しかし、 無事で 帰って来 たと は 言い条、 無事な の は 

その 身体の 健康 だけで、 外面 は 絶大なる 異変 を 以て、 

見る 人の 目 を 驚かさずに は 置きませんでした。 船へ つ 

いて、 はじめて 笠 を 取った 七 兵 衛の頭 を 見る と 丸坊主 

でした。 それに、 裝裟 こそ かけて いないが、 首に 大き 

な 一連の 数珠 を かけて おりました ことが、 誰 をし も、 

七兵衛 らしくない 七兵衛 だと 驚異 がらせずに は 置き ま 

せん。 

それと、 もう 一 つ は、 この 不可解な 新しい 老 発意が、 


いなかむすめ 

張りき つた 若盛りの 田舎娘 を 一 人 携帯して 来て いる こ 

とです。 七兵衛 おやじ だって まだ 五十に はならない の 

だから、 男 やもめに 花が 咲いて、 長い 道中の 間、 艷種 

の 一 つも 作る という こと は、 或いはお 愛嬌み たような 

もの かも 知れない が、 いい年をして 人前へ 若い の を 

引っぱり 込んで 来たと 言えば、 七兵衛 らし くもないだ 

らしな さ を 感ずる けれども、 とにかく、 頭 を 丸めて し 

まって、 そうして 数珠 を かけながら、 そうして、 若い 

の を 引っぱって 来た ものです から、 まるで 判じ物の よ 

うで ありました。 

そこで、 清澄の 茂の 野郎の 遠慮のない すっぱ 抜きが、 


誰でもの 人の 驚異と 疑惑と を 代表して 発表され ました 


帰った 

帰った 

七兵衛 おやじが 帰った 

嬉しい 

嬉しい 

七兵衛 おやじが 

やっと こさと 戻った 

戻った と 思ったら 

やっと こさと 丸坊主 


丸坊主 

丸坊主 

七兵衛 おやじが 丸坊主 

やっと こさと 丸坊主 

七兵衛 が、 船へ 上って、 乗組の 者に 挨拶 をす るた め 

に 笠 を 取った、 その 途端に この 歌が 飛び出た ものです 

から、 一 同が ドッと 笑い、 七 兵衛が 思わず 苦笑し まし 

たが、 その 苦笑のう ちに は、 言い知れぬ 苦闘の 含蓄が 

あって、 笑い かけた 一同の もの を 笑えない ものにし ま 

した。 だが、 茂 公の 即興 は ひるまない。 

皆さん 


七兵衛 おやじが 

坊主に なって 

若い 女の 

手 を 引いて 戻って 来ました よ 

これに は 

仔細の ある ことでしょう 

なんて ませた 言い方だろう、 もう 慣っ 子に なって い 

るから、 船中 同士 はさの み 驚かない けれど、 七 兵衛に 

つれられて 来た 若い 女 その 人 は、 真 赤に なりました。 

ただでさえ、 もう 上気し きって、 わくわくして いると 

ころへ、 無遠慮に こんな 歌 を 浴びせられ たもの だから、 


真 赤になる の も 無理はありません。 

その 仔細と いうの は 

自 J つて 

七兵衛 おやじの 口から 

皆さんの お聞きに 入れる でしよう 

せ 十路に 近いお やじが 

まだ はたちに 足らぬ 女の 

手 を ali レ て 

戻って 来たの は 

皆さんの 前に 申し わけがない ことがあ るから 

それで 頭 を 丸めて 


お詫び をす る 

といった ような 浮気の 沙汰ではありません 

同じ 女 を 連れて来る にしても 

マドロス 君と 

七兵衛 おやじと は 

性質が 違います よ —— 

ウス ノロ の マドロス 君と 

老練家の 七兵衛 おやじと 

同じに 見ち や あいけ ません 

すなわち 

マドロス 君が 


女 を つれて 逃げて また 戻った の は 

つまり、 だら しのない 艇 落な のさ 

七兵衛 おやじの は 

まさか 

掠奪で も 

誘惑で も 

K 落で も 

ありますまい 

くわしく は 本人に 聞いて いただきた い 

ここまで は、 内容に 於て ほぼ 無事で したが、 ここで 

完全に バレて しまって、 


坊主 

まおとこ 

間男して 

縛られた 

頭が まるくて 許された 

この 時、 船中の 警視総監 たる 田 山 白雲の ために、 

「n レ …… 」 

と 一 喝を 食いました。 白雲の 一 喝に 怖れ をな した 茂 公 

は、 調子 を かえて テレ 隠し、 

土 佐の 高 知の 

播磨屋 橋で 

坊さんかん ざし 買う を 見た 


坊さんかん ざし 何す るの 

頭が 丸くて させない よ 

頭が 丸くて させない よ 

しかし、 聞きよう によって は、 この 歌が 七 兵 衛の帰 

着 を 歓迎す る 音楽隊の 吹奏の ように も 聞え て、 船中の 

人気 をなん となく なごやかな ものにした 効果 はたし か 

にあり ました。 

二十 九 

七 兵衛の つれて 来た 若い 娘 は、 お 喜 代さん という 村 


の 娘で ありました。 

この 娘と、 七兵衛 との 間に は、 言うに言われぬ 複雑 

微妙な ものが ある。 ただ 単に、 長の 旅の 途中で 娘 を 一 

人 拾って 来たと いう だけの、 単純な 受渡しに はなって 

いない こと は、 前の 巻に くわしく 物語られ ている はず 

です。 

いずれにしても、 女の 少ない この 海上 王国に、 ただ 

一人の、 しかも、 張りき つた 健康と 年齢と を 持った、 

生気 満々 の 若い 娘 を 一人 拾って 来たと いう こと は、 特 

に 一 つの 大きな 収穫と 見るべき 理由 も あるので す。 そ 

れは それと して、 これで 船の 全員が 揃いました。 当然 


来るべき 人と、 充 たさるべき 人が 全部 集まりました。 

人が 集まって みると、 その 次 は 物です。 ここで、 今後 

の 長期 航海に 堪える あらゆる 物資 を 集めて、 或いは 新 

たに 積 入れ、 或いは 極度の 補充 をして 行かなければ な 

ら ない。 その物の 補充に 於て は、 あらかじめ 駒 井 船長 

が 多大の 心配 を 持って おりました。 

何と なれば、 船籍の 不明瞭な この 船へ、 人が 恐れて 

物資 を 供給し ない ことになる かも 知れない。 よし 供給 

して くれたに しても、 その 限度 というものがある。 签 

石 は 悪い 港で はない けれども、 何 を 言う にも 中央から 

遠い、 ここで 補給すべく して、 出来ない 品が あり はし 


に、、 o 

レカ 

そういう もの は、 今後 どこで 補充す るか、 というよ 

うな 先から 先まで を、 駒 井が 頭に 置いて、 補給の 準備 

を 命ずる と、 案外に も 非常に 迅速に 且つ 多量に、 ほと 

んど 立ち どころ に 補給の 道が つきました。 代金 も 相当、 

或いは 相当 以上に しはらつ たに は 相違ない が、 さりと 

て、 この 迅速 豊富なる 供給ぶ り は、 ただ 金銭 だけに は 

換算し 難い 好意と いう ものが 含まれて いる こと を、 駒 

井 船長が 認識せ ざる を 得なかった けれども、 しかし、 

自分の 船が、 知らぬ 他国の 人から 疑惑 を 蒙 ろうと も、 

好意 を 寄せら るべき 因縁 は 持たない。 それ を、 こんな 


に 土地の人が 好意 を 以てして くれる こと は、 おそらく 

この 土地柄なん だろう。 この 土地の 気風が、 おのず か 

ら 他国の 客 を 愛する ように 出来て いる、 その 人気の 致 

すと ころ かも 知れない。 駒 井 は その 辺に 疑惑 を 持った 

けれども、 これ は 悪い 方の 疑惑で はない、 極めて 素質 

のよ い 疑惑で ありました。 

こうな つた 以上 は、 この 港に 久しく 留 るべき 理由 は 

ない。 万端が ととのうて、 即時 出帆と いう ことにな り 

ました。 

船が 動き 出した 時に、 陸上に、 意外に も 多数の 見送 

りの 人が 現われました。 ズラリ と 海岸に 並んで、 こつ 


ちへ 向って 笠 を 振り 振り、 さらば、 さらば をして いる。 

そこで、 駒 井 を はじめ、 船の 者が また 不審が りました。 

あの人た ち は、 たしかに 人 を 送る の 情 を 現わして いる 

よう だが、 さて 送られる 人 は 誰 だ。 我々 は、 ここに 仮 

りの 碇泊 こそした けれども、 送らるべき 知己 を 持た な 

い。 他に 船出す る 人が あって それ を 送るべく、 あそこ 

に 立って いる。 この 船が 大きく、 あの人た ちの 送る 舟 

が 小さ いがため に、 こちらが 好意 を 独占す るよう な 形 

式に おちて いるので はない かと、 港の 周囲 を 見渡した 

が、 自分た ちの 船の ほかに、 それと 覚 しい 舟の 出帆 は 

一 ッも 見えない。 そこで、 こちら は 戸惑い をし ました。 


我々 を 送って くれるならば その 好意 を 受けて、 これに 

答えなければ ならぬ。 こちら も ハンケ チを 振る とか、 

テ ー プを 投げる とかしなければ ならない。 ところが 

我々 において 送ら る ベ き 好意 の 所在 を 知 る ことができ 

ないから、 

「あの人た ち は、 あれ は 何です、 誰 を 送る ために ああ 

して 集まって、 笠 を 振り、 さらば さらば をして いるん 

です 力な」 

田 山 白雲が、 駒 井 船長に 向って 問い かけた の は、 船 

長 も 最初から 同じ 思いで 迷つ ている ところの 理由で し 

た。 


「分らないです、 あの 連中 は 果して 誰 を 送って いるの 

です か、 我々 を 送って いると すれば、 我々 の 中の 誰が 

その 人に 当る のか」 

その上に、 改めて また 甲板の 上 を 見渡す と、 こちら 

でた つた 一人、 七 兵 衛が笠 を 振って いる。 

おやじ 

「や あ、 七兵衛 親爺 だ」 

と 船長 も、 白雲 も、 こちらで 笠 を 振る 七 兵衛の 方へ 振 

向く と、 船 上の 一 同 も そのよう にして、 それから あら 

ためて 陸上の 送り手と、 送らる る 七 兵 衛とを 見比べて 

いると、 彼方の 人数の 真中に 囲まれた デッ プリした 頭 

領 らしい 男が、 最後に 笠 を 取って 打 振りました。 事の 


光景が、 船中 一同に 呑 込めない、 追って 後刻、 七兵衛 

から 説明され たら わかる ことに 相違ない が、 それだけ 

では、 いかにも 合点が なり 難い ことに 思って いると、 

早く も マストの 頂上に 登り つめていた 清澄の 茂太郎 が、 

高らかに 歌い 出しました。 

坊主 

坊主 

向う にも 坊主が いる 

七兵衛 おやじ も 坊主に な つ たが 

あちらに も 一 人、 坊主 首が いる 

七兵衛 おやじが 


数珠 を かけて いるよう に 

あちらの おやじ も 

坊主 首に 数珠 を かけて いる 

坊主と 

坊主が 

笠 を 振り 振り 

チイ チイ 

。ハ ァパ ァ 

その 歌に おしえられて、 岸に 見送りの 人数の 真中の 

頭領 株 を 見る と、 なるほど、 同じような 新 発意の 坊主 

頭で、 衣装 足 ごしら え、 長 脇差、 すべて 俗体で あるの 


に、 頭 だけ を 丸めて、 これ は 茂 太郎の 眼で 見なければ 

わからな いが、 そう 言われて 見る と、 首に なにやら 

数珠の ような もの を 掛けて いる。 

そこで、 送られる 人 は 七兵衛 入道で あり、 見送る 人 

の 何だか は 分らない にしても、 同じく 俗体 入道 を 主と 

する 一 行で ある こと だけ は 分りました けれども、 さて ■ 

それが いかなる 人で、 何故に 七 兵衛が 見送られ、 七 兵 

衛を 見送らなければ ならない か、 そのこと はま だ 船中 

の 誰に も 分って いません。 

しかし、 その 見送りの 中央の 頭領 株の 入道が、 仏 兵 

助 親分で あり、 それ を 取 巻く のが、 その 界隈の 顔役で 


ある こと は、 底 を 割って おいても いいでしょう。 従つ 

て、 これから 推察して みると、 船の 物資の 補給が、 駒 

井 船長 を 驚 惑せ しむる ほどに 迅速 且つ 豊かで あつたと 

いう 理由 も ほぼ 読める のです。 

すなわち、 仏 兵 助 親分の 顔 を 以てして、 附近の 顔役 

の 総動員に よっての、 隠れた る 任侠であった という こ 

とが、 その 時 は 分らなくても、 後刻に 至って 分らない 

はず はありますまい。 

三十 


そう-ぼう- 

忽忙 のうちに も 無名 丸 は、 船出と しての 喜び と 希望 

と を 以て、 釜 石の 港から 出帆して、 再び 大海原に 現わ 

れ ました。 

船長と しての 駒 井に は、 遠大なる 理想 も あれば、 同 

時に 重大なる 責任 も あるので あります。 その 理想と 責 

任と は、 船の 中で、 自分の みが 知る 希望で あり、 自分 

のみが 味わう 恵みで ある。 辛うじてお 松 だけが、 やや 

その 胸中 を 知る のみで、 田 山 白雲と いえ ども、 駒 井の 

心事 はよ くわから ない。 

船の 乗組 は、 船の 針路に 対して、 盲従と いうより は 

無 知識でありまして、 一に も 二に も 駒 井 船長 を 信頼し 


ている のです が、 その 絶対的 信頼 を 置かれる 駒 井 船長 

そのものが、 船の 前途に 於て、 いまだに 迷うて いる も 

のが あるので す。 実際、 北 せんか、 南 せんかと いう 最 

も 基本的な 羅針の 標準に、 船長 その 人が 迷って いるの 

だから 不思議です。 

大海原へ 出て 見れば、 東西南北 という 観念 はおの ず 

から 消滅して しまうよ うな ものの、 駒 井の 心の 悩み は 

解消し ない。 他の 乗組の すべて は、 地理と 航海に 無知 

識 であるが 故に、 安心して いる。 駒 井に 至って は、 知 

識が 有り 過ぎる ために 不安が ある。 他の 乗組の すべて 

は、 船と 船長に 絶対 信任 を 置いて いるが 故に 安泰 だが、 


駒 井 自身 は、 船と 人との 将来に 責任 を 感ずる こと 大な 

る だけに 休養がない。 

今 晚も駒 井 は、 衆の 熟眠 を 見す まして、 ただ 一 人、 

甲板の 上 を そぞろ歩き をして 夜気に 打た れつつ、 深き 

思いに 耽つ ている のであります。 

世が 世なら ば、 この 船 を 自分の 思う ままに 大手 を 

振って、 いずれの ところへ でも 廻航 する が、 今 は 世 を 

忍ぶ 身の上で、 公然たる 通航の 自由 を 持って いない。 

船の 籍を 直轄に 置く ことが いけなければ、 せめて、 仙 

台 その他の 有力な 藩の 持 船と してで も 置けば、 そこに 

は 若干の 便宜 も 有り得た に 相違ない が、 自分の 船 は、 


ドコ まで も 自分の 船 だとい う 駒 井の 自信が、 いかなる 

功利 を 以てしても、 他の 隸属 とする こと を 許さない。 

無名 丸 は、 同時に 無籍 丸であって、 その 登録すべき 国 

籍と 船籍 を 有せぬ 限り、 大洋の 上に 出づれ ば、 それで 

また 一 個の 絶対なる 王国な のであります。 

これ を 前にして は、 お 銀 様が 山に 拠って 己れ の 王国 

を 築かん としてい る。 駒 井 は 海に 於て、 己れ の 王国 を 

持って いるので あります。 小さく とも、 これ は 絶対の 

一 王国に 相違ない のです。 お 銀 様の 胆 吹に 於け る もの 

じそん ごうがん 

は、 当人 だけに 於て は 自尊 傲岸に 孤立して いるが、 周 

囲の 事情に 於て は、 かえって 世上 一般に 優る とも 劣ら 


ぬ 係累 を 絶つ ことが 容易で ない のに、 駒 井の 王国 は、 

いつ 何時でも、 世間の 係累から 切り離して、 自分た ち 

の 王権 を 占有す る ことができる、 という 長所 は、 同時 

に、 お 銀 様と 駒 井との 性格 を も 説明す るに 足る もので 

ありました。 

将来 は ともあれ、 駒 井が 月ノ浦 碇泊 前後、 胸に 秘め 

たと ころの もの は 北進 政策で ありました。 蝦夷の 地、 

すなわち 北海道の 一角に、 しばらく 船 をつ けて、 あす 

この 一 角に 開墾の 最初の 鍬 を 打 込む という ことで あり 

ました。 北海道 は 開けない、 当時の 人の 心で は 日本 内 

地 だか、 外国 だか わからな いような 蒙昧 さが ある。 そ 


の 一 角 を 求めて 移り 住む という こと は、 ほとんど 無人 

島に 占拠す ると 同様の 自由が ある こと を 確信して、 駒 

井 は、 月 ノ浦を 出る 時、 まず 蝦夷と いう ことに 腹 をき 

めて 出帆し、 签 石と 宮 古の 港に 寄港して、 それから 函 

館と いう 方針で したが、 その後の 研究と 思索の 結果 は、 

それが 必ずしも 唯 一 最良の 案で はない という ことです。 

なんにしても 北海道 は、 日本の 幕府の 支配 内のと こ 

ろに 相違ない。 そこへ 鍬 を 卸す こと は、 何 かの 故障 も 

予想 さ れ るし、 自主 独立 の 精神 にさ わると ころが ある。 

それに 気候が 寒い —— 物見遊山の 目的の 船出で はない 

から、 気候 風土の 良否の 如き を 念頭に 置く こと は 贅沢 


のよう な もの だが、 さリ とて 同じ 拓く ならば、 気候 風 

土の 険悪な ところより は、 中和な ところが よろしい。 

寒い ところより は、 温かい に 越した こと はない。 

それらの 思索が、 ここに 至っても 駒 井 をして、 まだ 

北 せんか 南 せんかに 迷わしめ ている。 しからば 北進 策 

を 捨てて、 南進 策 を 取る としてみ ると、 この 船 をい ず 

れの 方に 向け、 いずれの 地点に 向わし むべき か。 今と 

なって、 そういう こと を 考える の は 薄志弱行 に似て、 

駒 井の 場合、 必ずしもそう ではなかった のです。 事 を 

ここまで 運び 得た にして からが、 尋常の 人に は 及び も 

つかぬ 堅 心強 行の 結果と いうべき だが、 船 を 航海せ し 


むる こと だけが 駒 井の 目的の 全部で はない。 むしろ 船 

は 便宜の 道具であって、 求む ると ころ は、 何人に も 

掣肘せられ ざる、 無人の 処女地な のです。 無人の 処 

女 地 を 求め 得て、 そこに 新しい 生活の 根拠 を 創造す る 

ことに あるので すから、 航海 も 大切 だが、 それ は 途中 

のこと に過ぎない。 永遠に して 根本的な の は 植民で あ 

る。 少なくとも これらの 人 を、 子孫まで も 安居 楽 業せ 

しむる 土地 を 選定し なければ ならぬ。 そこに 念に 念 を 

入れての 研究と、 研究から 来る 変化 や 転向が 生じても、 

そ れは 薄志弱行と いう ことに はならない でしよう。 

北進 を 捨てて 南進 を 取る とすれば、 駒 井の 念頭に 起 


る 最初の もの は、 亜米利加 方面と いう ことになるの は、 

当然の 帰結で も あり、 同時に 当時の 常識で も ありまし 

た。 

ここに は、 北 に対するつ リ 合い 上、 南進と いう 語 を 

用うる けれども、 亜米利加 は 必ずしも 南と は 言えない。 

むしろ 東と いうべき が 至当で は ある けれども、 それ は 

今の 駒 井の 立場に 於て、 東で も、 南で も、 乃，， 至 は 西で 

あっても、 それ はかまわない。 船の 現在の 針路が 北に 

あるの だから、 それ を 翻して 転換す ると すれば、 いつ 

たん は 南へ 向ける のが 順序で ある。 そうして この 針路 

を 南へ 向けた 以上 は、 亜米利加より ほかに は 至りつ く 


べき 陸地 はない という ことが、 その 当時の 常識で は あ 

りました。 

亜米利加 という ものに 対する 駒 井 甚三郎 の 知識 は、 

浅薄な ものではありませんでした。 当時の あらゆる 識 

者 以上の 認識 を 持って いたと 見做さるべき であります。 

且つ また、 この 亜米利加 行きに ついては、 最近、 最 

も 参考すべき、 日本人 主催の 航海 経験が あると いうの 

は、 安政 六 年に、 幕府の 咸臨 丸が、 僅か 百 馬力の 船で、 

軍艦 奉行 木 村 摂津守 を 頭に、 勝 麟太郎 を 指揮と して、 

日本 開けて 以来 はじめての 外国 航海 を 遂行した ことが 

あるので ありまして、 その 経験の 認識 を、 駒 井 は 誰よ 


り も 深く、 聞き もし、 調べ もして 持って いる。 北進 を 

取った の は、 駒 井と して は 寧ろ、 よん どころ なき 避難 

の 急の ためであって、 駒 井の 最初の 頭 は、 右の 意味で 

の 南進に 傾いて いたのです。 それ は、 今の ような 自主 

的の 植民地 を 求めよう とする 計画から ではなく、 右の 

安政 年間の、 日本人の 手に よって 日本の 船 を 亜米利加 

まで 航海せ しめる に 成功して、 内外人 を アツと 言わせ 

た、 アツと 言う こと を 好まない 外人にまで、 内心 日本 

人 怖るべし との 感を 抱かし めた、 その 前後から 起って 

いるので あります。 

駒 井 甚三郎 は、 右の 安政の 航海に 参加す る 機会 を 得 


なかった けれども、 その 事あって、 彼の 自尊心 は 著し 

く 刺戟され た。 日本の 船で、 日本人の 手で、 はじめて 

太平洋 を 横断した という 記録 は 偉なる もので ない と は 

言わない。 だが、 咸臨 丸と いう 船 だけ は、 本来 和 蘭 か 

ら買 入れた 船な の だ。 もう 一歩 進んで、 その 船 を も 日 

本人の 手で 造りたい もので はない か。 外国から 買 入れ 

たもの を 改装し、 改名した 船で なく、 船 そのもの を も 

一 切 国産 を 以て 創造して、 その 船 を 全然、 日本人の 力 

でもって 欧羅巴まで も 乗 切る こと はでき ないか。 駒 井 

はこれ を やりたかった のです。 もし、 駒 井の 在官 当時 

にこの 船が 出来たならば、 駒 井 は 当時、 あの 時の 木 村 


摂津 守の 役目と なり、 自家 創造の 船に よって、 幕府 を 

代表しての 使節と して、 まず 亜米利加 を 訪問して、 次 

に 欧羅巴まで も 航海 を 試みた ことで あろうと 思われる。 

しかるに 彼の 失脚が 公け の 使節と なること を 妨げた け 

れ ども、 その 志 だけ は 立派に この 無名 丸に よって 遂げ 

られ ている。 公使と して 行くべき もの を、 浪人と して 

行き 得る の 実力 を 持ち 得た に は 持ち 得た が、 輪郭 を 

作った だけで、 内容が 完備したと は 決して 言 い 得ら れ 

ない 悲哀 は ある。 

知識が あれば ある だけに、 無謀が 許されない。 今の 

ほうき 

ところ、 駒 井 をして 南進 策 を 抛棄せ しめてい るの は、 


この 船で 太 平洋を 横ぎ る だけの 自信が 持ち 得られない 

ためであって、 決して その 初志 を 断念して いる わけで 

はない のです。 船に 自信が 置け ない ので はない、 経験 

に 於て、 準備に 於て、 未だ 多大の 不満 を 有して いるか 

ら です。 しかし、 今と なって みると、 出立が 最後の 運 

命 を 決定す る 日に なって いますから、 その 方針に 再吟 

味 を 加えて、 少なくとも 今晚 一晩の 間に、 右の 南進 か 

北進 かに、 最後の 決断 を 下さなければ ならぬ という 衝 

動に 迫られて、 ひとり 思案に 耽って いるので あります。 

船 は、 もう 疾うに 石炭 を 焚く こと を やめて、 夜風に 帆 

走って いる。 当番の ほか は、 誰も みんな 熟睡の 時間で、 


さしもの 茂 公 もさ わが な い 。 

駒 井 甚三郎 は 甲板の 上 を、 行きつ、 戻りつ、 とつ、 

おいつ、 思索に 耽って いたが、 ふと、 船首に 向って 歩 

み をと どめて、 ギヨ ッ として 瞳 を 定めた ものが ありま 

したが、 闇 を 通して 見定めれば、 驚く までの こと はな 

い、 船首に 於て 金椎 少年が、 例によって 例の 如く 祈り 

つ つ あるので す。 

イエス. キリスト を 信ずる ことに 於て、 清澄の 茂 太 

郎の 揶揄の 的と なって いる 金椎 少年が、 一心に 行 手の 

海に 向って 祈って いる。 他の 者なら ば、 人の 気配 を感 

じて 退避すべき 場合 も、 この 少年に は 響かない。 駒 井 


もまた、 茂太郎 の出鳕 目の 歌と、 金椎の 沈黙の 祈りと 

は、 この 船中の 年中行事の 一対と して、 とがめな いこ 

とに な つ ている。 

「祈って いるな」 

ただ それだけで 駒 井 はまた、 行きつ、 戻りつ、 思索 

の 人に 返りました。 

三十 一 

い つ とき 

祈りつつ ある 金 推の 姿に、 一時 驚かされた 駒 井甚三 

郎は、 また 本然の 瞑想に かえって、 ひとり 甲板 上 を 行 


きつ 戻りつ しました。 

知識が あれば ある ほど、 考えが 複雑に なって、 最後 

の 決断の 鈍る の を、 自分ながら どうす る こと もで きま 

せん。 

こういう 時には、 天啓と いう こと を、 科学者なる 駒 

井 甚三郎 も 考えない という ことはありません。 また 

ぼく せん 

卜占と いう ことに 思い及ばないで はありません。 何 か 

天のお つげが あって、 南へ 行けと か、 北が よろしい と 

かの 示教が あると したら 妙だろう。 また、 卜占と いう 

ものに ある 程度までの 信が 持てる と、 それに 着手し な 

いという 限り もなかつ たのです が、 駒 井 甚三郎 は、 そ 


のい ずれ を も 信ずる ことができない 人です。 人間以上 

に、 神 だの、 仏 だのと いう ものが あって、 人間の 都合 

によつ て それが 指図 をして くれるな んぞ という こと は 

ナンセンスで、 取上げた くても 取上げられない。 

易 だの 卜 などと いう こと は、 それ こそ 薄志弱行の 

凡俗の する ことで、 人間に 頭脳と 理性が 備わって いる 

こと を 信ずる ものに とって は、 ばかばかしくて 取上げ 

られる もので はない。 だが、 この 時 は、 知識と、 認識 

と、 自分の 思考 だけで は、 さすがの 駒 井に も 適切な 判 

断 は 下せない。 いっそ、 ばかばかしければ ばかばかし 

ばいか しんえ き 

いなりに、 梅花 心 易と いうよう な ものに たよって、 当 


座の 暗示 を 試して みる も 一興で ある。 岐路に 迷い、 迷 

い 抜いた ものが、 ステッキ を 押 立てて、 その 倒れた 方 

を 是が非でも 自分の 行路と 定めよう という ことな ど は、 

賢明な 人の 旅行 中に もない ことで はない。 この 際、 そ 

ういった ような 梅花 心 易 はない か —— つまり、 時に 

とっての 辻占 はない かとい うと ころまで、 駒 井 甚三郎 

の 頭が 動揺して きたの も 無理の ない ところがあります。 

駒 井 は 天上の 星 を 見て、 あの 星が 一 つ 南へ 流れたら、 

南へ 行く と 断然 心 を きめてし まおう、 北へ 落ちたら、 

北の 進路 をつ づける ことに 決定して しまおう、 そう ま 

で 思って、 天上 を じっと見つ めました が、 一昼夜に 地 


球の 全 表面に 現われる 流星 現象の 総数 は、 一 千万 乃至 

一 一千 万 個であろう と言われる 流星 も、 この 時に 限って、 

いずれの 方向に も、 その 飛ぶ 光 を 見る ことができ ませ 

ん。 

やむなく 船 上 を 行きつ戻りつして、 駒 井 甚三郎 は、 

<• さき 

またも 舳 先へ 来てから、 ハツと させられ たの は、 事 新 

しいので はない、 金椎が やっぱり、 まだ その 場所で 祈 

リを 続けて いる。 啞の 如くと いう けれども、 本来 啞な 

のです から、 沈黙に 加うるに 不動の 姿勢が まだ 続いて 

いるので す。 

「まだ、 祈って いる」 


あき 

駒 井 は、 今更の ように 呆れました。 

「こうまで 一心に、 いったい 何 を 祈って いるの だ」 

と 自問自答して みました が、 何 を 祈る 金椎 であろう。 

この 少年 は、 イエス. キリストの ほかの どの 神 を も 拝 

まない こと はよ くわ かってい る。 しからば、 その イエ 

ス- キリストに 向って、 この 少年 は 何事 を 祈り、 且つ 

求めて いるの か。 

駒 井 も、 祈る 人 を これまで 多く 見て いるが、 在来の 

日本人の 神仏に 祈る 人 は、 こんな 祈り 方 をし ない。 神 

道に も、 仏教に も、 祈禱 などに なると 心血 を濺 ぎ、 五 

体 を わななか しめて 祈って いる。 その 祈りの 力に よつ 


て、 安らかに 子 を 産む こと もで きる、 勝敗 を 左右す る 

こと もで きる ような 祈り 方 をして いるが、 この 少年の 

祈り 方の、 それらと 全く 趣 を 異にして いる こと を、 駒 

井 も 白雲 同様に かねてよ く 認め ている。 

金椎の 祈り は、 祈りでなくて 禅に 近い、 と 駒 井が 評 

した ことがある。 無論、 その 内容に 於て 言う のでな く、 

その 形体の 静坐 寂寞の 姿が、 禅定に 入る ものの よう 

に 静かな の を 見て 評した 言葉な のです。 しかして 今日 

今晩の 祈り は、 特に それらし い 静かな ものです。 

そうして、 今夜に 限って、 駒 井 も 改めて 金椎 の祈禱 

の 相 を 後ろから 注視して いるう ちに …… 


「待て 待て、 イギリスから 最初に アメリカへ 渡った 船 

の 人 も、 絶えず 祈って いたと いう こと だ、 なるほど、 

西洋の 人間 共 は、 みんな イエス • キリスト を 信じて い 

やおよろず 

たの だな、 日本に は 八百万の 神が あり、 仏教に は八宗 

百 派が ある けれども、 あちらで は イエス. キリスト 一 

つで 統一され ていた はず だ、 本で 読んだ 時 は、 人間が 

神 を 拝もうと 拝むまい と、 こっちの 知った ことで はな 

いと 見過して 来たが、 今晩になる と 考えさせられる I 

I 最初に 欧羅巴から アメリカに 渡った 人々 の 経験に 聞 

いて 見よう ではない か」 

よみがえ 

そこで、 駒 井の頭の 中に S つて 来た 過去の 読書の 


うちの ある 部分が、 ゆく りなく も 複写の 形と なって 現 

われて 来たの は、 亜米利加 植民 史の 上代の 一部 II 五 

月 丸と 名づ けられた 船の 物語でした。 

亜米利加の 歴史 を 読んだ 人で、 五月 丸の 船の こと を 

知らぬ 者 はない。 駒 井 も それ は 先刻 承知の ことで ぁリ 

ました。 

五月 丸と は、 ここで 仮り に 駒 井が つけた 呼び名で、 

五月が May であり、 その 下に Flower という 字が つい 

ている から、 直訳して みれば 「五月 花 丸」 というの が 

至当 だけれ ども、 日本語と して は不 熟の 嫌いが ある。 

「五月雨 丸」 とで も すれば、 ぴったりと 日本語に 納まり 


もす るが、 名に よって 体 を かえる こと はでき ない。 花 

はどうしても 雨と する わけに は ゆかない。 そこで 駒 井 

は、 語呂の 調子の 上から 「五月 丸」 と 呼んで みたが、 

本来 は 五月 花で なければ ならない などと、 語学 上から 

考えて いるう ちに、 そうだ、 今日の 門出に、 あの 五月 

丸の 出立 こそ は、 無二の 参考 史料で はない か。 

そこまで 思い 来る と、 駒 井 は むらむらとして、 よし！ 

わが 当座の 梅花 心 易と して、 天上に 星 は 飛ばなかった、 

船中に 杖 は 倒れなかった が、 わが 前途の 方向の 暗示 は 

別のと ころから 求められる。 船中 図書室の 中には 新大 

陸の 植民 史も ある。 従って、 五月 丸の 物語 も 出て いる。 


今晚 これから 図書室へ 参入して、 その 五月 丸 物語 を、 

もう 一応 再吟味す る ことによって、 この 行の 決定的 断 

定の 資料と する わけに は ゆかない か —— 

駒 井 甚三郎 は、 散漫な 頭脳 を そこへ 統一 して、 驀然 

に 船の 図書室へ 向って 参入して しまいました。 

みよし 

左様な こと を 知ろう 由 もない 金椎 は、 まだ 舳 によつ 

て 祈って いる。 

三十 二 

駒 井 甚三郎 は 図書館へ 入って、 さし 当り 手近な 辞書 


を 取って 目的のと ころ を 繰って 見る と、 次の 如く ある 

の を 発見し ました。 

M ひ Flower,  thie  sm ひ 11 sliip  (180  ton)  whicll 

t>rollTOllt  thie  p-ilTOrim  ひ thers  from  Southampton 

England  to  Hymouth,  Mass:  December  22, 1620, 

Eifter  voy ひ TOe  of  63  days. 

そこで 駒 井 甚三郎 は、 最初の 亜米利加 訪問の 五月 丸 

が、 僅か 百 八十 噸の 小船で、 欧羅巴から 亜米利加へ 来 

るまでに 六十 三日 を 費した という 概念 をた しかめ まし 

た そ， „v 力、 ら 次に Wak; ひ miya,  Americ ひ n  History と 

ひもと 

いう 一 書 を 取り出して 繙 いて 行く と、 改めて 翻訳す 


るまで もな く、 能文 を 以て 次のように 書いて ありまし 

たから、 そっくり そのまま 転 読し ました。 

「女王 ゑり ざべ すノ 治世 二 於テ、 英国 教会 ノ 制度 礼 

儀 二 一  大 改革 ヲ施ス べキヲ 主張 スル 一 宗派 起リ、 教 

会ヲ 清ムル ヲ旨義 トス ル ヨリ、 コノ 宗徒 ハ自 ラ称シ 

テ 『清教徒』 トイ ヘリ。 彼等 ハ始 ヨリー 宗派 ヲ 組成 

スル 意志 ヲ有セ ザ リキ。 彼等 ガ 牧師 ノ 一  人 タルろ ば 

とぶら おん ノ勧メ 二 従ヒ、 英国 教会 ヲ離レ テソノ 同 

ち し 

志者ト ナリケ レバ、 人 呼 ンデ、 彼等 ヲ 『分離派』 若 

クハ 『ぶら おん 派』 トナ セリ。 教会 規定 ノ 儀礼 如 i: 

ニ拘 ラズ、 彼等 ハ自ラ 欲スル ママ 二 信仰 ノ事ヲ 実行 


シ タル ヨリ、 猛烈 ナル 反対 起 リタ レバ、 彼等 ノー  隊 

ハ、 ぶる うすた あ 及ビろ びん そん ガ 指導 ノ下 二、 千 

六 百 〇 八 年、 英国 北部 ノー  寒村 タルく ろす ぴ— ヨリ 

逃レテ 和蘭ノ あむすて る だむ 二 到リ、 直チ 二ら いで 

んニ 転ジテ 十一 年 ヲココ 二 送 リタ リキ。 

彼等 ノ和蘭 二 在 ルャ、 一個 ノ 別天地 ヲ造 リテ、 総テ 

英国 ノ 風俗 習慣 ヲ保チ タレ ドモ、 カク ノ如 キハ 一 時 

ノ 寄留者 トシ テノミ 之ヲ能 クスべ クシ テ、 子孫 万世 

二 ハ及 ボスべ カラ ズ、 彼等 二 シテ久 シク留 ラン トセ 

バ、 勢ヒ 彼等 ノ 別天地 ヲ離 レ、 本国 ヲ忘 レ、 本国 ノ 

語ヲ 忘レ、 本国 ノ 伝説 ヲ忘 レテ、 ソノ 子孫 ヲ 純粋 ノ 


和 蘭人 ト為サ ザルべ カラ ズ、 コレ 彼等 ノ耐へ ザル所 

ナ リキ。 於 是乎千 六 百 十一 年、 彼等 ハ相図 リテ移 

住 ノ儀ヲ 定メ、 永 ク英人 タル ヲ得、 且ッ 基督教 団ノ 

基礎 ヲ据ヱ 得 ル処ヲ 求 メタ リケル 二、 あめりか ハ 

まこと  そ 

沟 ニ能ク 此等ノ 目的 ニ副フ モノ ナリ キ。 彼等 ハカ 

クシ テ 『倫敦 商会』 ヨリ、 今ノ にう じ やしい 沿岸 二 

殖民 地ヲ得 タリ。 

已ニシ テ千六 百 二十 年 七月、 ぶる うすた あ、 ぶら う 

ど ふお— ど、 及ビ まいる す. すたんで つし ゆ ノ三名 

ハ 先発隊 ト ナリテ 和蘭ヲ 去リ、 英国 さう ざんぶ とん 

きた 

港 二 到リ、 倫敦 ヨリ 来レ ルー 味 ノ人ヲ 併 セテ、 八月 


五日 『五月 花』 号 二 搭ジテ あめりかへ ト 出帆 シ タリ。 

天候 悪シ クシ テ 風波 ノ険甚 シク、 九 週間 ノ後 漸クか 

つど 岬へ 達 スルヲ 得 タレ ド、 彼等 ハコ ノ地ニ 殖民 ノ 

権利 ヲ有セ ザリケ レバ、 更ニ南 二 航シテ 進 マン トセ 

さへ ぎ  すな は 

リ。 コノ時 暴風 進路 ヲ遮 リテ船 危ク、 乃チ かつ ど 

岬 ニ還リ テソノ 付近 ノぷ ろゐん すたん ニ難ヲ 避ケヌ 

—— 今ャ 殖民 地ノ 位置 ヲ 選択 ス ルコト 何 ヨリ モ急 二、 

探険 隊ノ 相分レ テソノ 捜索 二 従事 スル コト五 週間、 

或 日ノ事 数人 ヲ載セ タルす たんで つし ゅノ小 艇ハ、 

じょん . すみす ガぷり まう すト 命名 セシ港 二 入 レリ。 

コレ 即チ 清教徒 ガ 新世界 上陸 ノ 基点 二 シテ、 世界 殖 


民ノ 歴史 二 異彩 ヲ放 テルぶ り まう すノ 事業 モ また 茲 

二 始ル」 

駒 井 甚三郎 は 直参 失脚の 後に 於て、 その 爵位 財産の 

一 切 を 返還して しまったが、 蔵書 だけ は、 ほとんど そ 

の 全部 を この 船に 搬入して 来て います。 それ は、 この 

人に とって は、 食物 以上の 食物で あるから、 まず これ 

を蓄 蔵し なければ ならぬ と共に、 いったん 読み 去った 

もの も 参考と して、 常に 座右に 置く の 便利 且つ 必要な 

る を 感じた からです。 且つ また、 これ は 売り払う とし 

て も、 処分 するとしても、 誰も 引受け 手がない。 いや、 

引受け 手 は 大いに あるに しても、 読める 人がない。 駒 


井の 蔵書 を 読み こなす ほどの 人 は、 今の 日本に は 絶対 

にないと 言っても よいく らいです。 非常な 高価と 苦心 

と を 以て 集め 来った 駒 井の 書物 も、 これ を 手放す とな 

かんかん 

ると 二束三文 である。 看貫で 紙屑に 売られる 程度 を最 

後の 落ちと しなければ ならぬ。 

たとえ 祖先伝来の 爵位と 家産 を 失う とも、 この 書物 

あいじゃく 

を 失う に は 忍びない というの が 駒 井の 愛惜 でした。 

そうして、 それ を この 船まで 持 込んだ ことに 於て は、 

今でも 悔いて はいない のです。 

あさ 

かくて、 この 多くの 書物 を、 それから それと 漁り 読 

み 行く うちに、 今までに 全く 閑却して いた 方面に、 新 


たに 多くの 興味 を 見出して、 一 度 消化され たはず の 書 

物が、 再び 燦然た る 希望 を 以ての 新たなる 頁 を 自分に 

展開して くれる ものの ように 見え 出して、 書物に 対す 

る 眼が 火の ように 燃え 出して きました。 

この間に 得た 駒 井の 知識 は、 Pilgrim  Fathers の 物 

語が 中心と なりました。 その 書物の 中の 一 つの 挿絵 を 

見る と、 遥か彼方に 一 艘の 船が ある。 大きさ は 駒 井の 

鑑識 を 以てして 百噸 内外の 帆船に 過ぎない が、 それが、 

彼方の 沖合に 碇泊して いる。 その 親船に 向って、 雑多 

な 人が、 小舟に 乗 込んで 岸 を 離れよう とする 光景が、 

一種の 写真 画と なって、 その 書物のう ちに はさまれて 


いる。 船が 手頃の 船 だし、 岸 を 離れ、 国 を 離れて 海洋 

へ 乗り出さん とする 刹那が、 じっくりと 駒 井の 心 をと 

ら えたた めに、 その 前後の 記事 物語 を 熱心に 読 み 出す 

ことにな りました。 駒 井が 多くの 蔵書家で あり、 同時 

に それが 単なる 死蔵 書で はなく、 充分に 読み こなす 人 

であり、 読み こなす のみで はない、 これ を 実地に 活用 

する 稀 人で ある こと は、 ここに 申す まで もない が、 駒 

井 その 人が、 読書と いう ものに は 裏 も 表 も ある、 裏と 

思った のが、 表であって、 読みつ くし、 味わいつ くし 

たと 信じて 投げ出して 置いた 書物から、 新たに 多大な 

る 半面の 内容 を 贏ち 得た という こと は、 このたびの 著 


しい 経験で ありました。 

ちろ ぴと 

さて、 この 船出の 写真 絵 を 見る と、 諸人が 皆、 祈つ 

ている。 日頃、 金椎 がする ように、 小舟の 中に 行く 人 

も、 岸に 立って 送る 人 も、 みな 祈って いる。 

彼処に かかって いる 親船 こそ、 例の 五月 号に 相違な 

いのであります。 そうして これらの 諸人 は、 五月 号に 

乗 込んで、 まさに 海洋に 乗り出さん とする 人と、 これ 

を 送る の 人で ある こと も 争われません。 いったい、 船 

という もの は、 五月 号に あれ、 無名 丸に あれ、 今まで 

駒 井の 見た 眼で は、 単に 一 つの 構造 物 だけの もので あ 

りました。 船の 図 を 見る と、 この 船 は 何 式で、 何噸ぐ 


らいで、 どの 時代、 どの 国の 建造に かかって いるかと 

いう ことのみ が 主と なりました。 従って、 船の 航海 力 

にしても、 これが 石炭 を 焚いた 場合、 どのくらい 走り、 

帆 を あげて からどの 程度 走る というよ うな 計数ば かり 

考えさせられて いました が、 今晩は 船と いう ものが、 

大きな 人格と して、 脈 を 打ち、 肉 をつ け、 血を湛 えて 

いる 存在 物の ように 見え 出して きました。 

駒 井が 読み耽つ たこの 物語 は、 前の 米 国史の 頁 を、 

ふえん 

もう 少し 細かく、 温かく、 滋味 豊かに 敷衍して くれた 

といつ て もよ い 物語で ありました。 


三十 三 

読み 且つ 解して 行く と、 駒 井の 読んで いる 物語に は、 

次の ような 要点が ある。 

「コ レ等ノ 信 神 渡航者 ハ 一 人モ 往復 ノ 旅券 ヲ 求ムル 

モノ ナシ、 彼等 ハ他ノ 旅客 ノ如 ク往ケ バ必ズ 帰リ来 

ルモ ノト 予定 スルコ トヲセ ザ ルナ リ、 到 リ着ク トコ 

ロヲ 以テ、 ソ ノ骨ヲ 埋ムル トコ ロト 為ス。 彼等 ハ本 

国い ぎりす ノ 国家 ノ強 ヒル 宗教 ヲ信ズ ルコト ヲ肯ン 

じゅんぼう  ベ 

ゼザ ルナ リ、 制度 ハ国ノ 制度 ヲ 遵奉 セザル 可 カラ 

ズ トイへ ドモ、 信仰 ハ 自由 也、 国家 ヨリ 賦課 セラ ル 


べキ モノ  ニァ ラズ。 

然ル 二、 コノ 信念 ハ外ニ 於テハ 国家 二 不忠、 内 二 於 

テハ 国教 二 不信 ナリ トノ 理由 ヲ以 テ、 彼等 ハ 自国 二 

住ム コトヲ 極度 二 圧迫 セラ レ タル ヲ 以テ、 故国 ヲ逃 

オランダ 

レテ和 蘭 ノ地ニ 来リ、 更ニ 北米 ノ 天地 ヲ求メ タルモ 

ノ ナリ。 彼等 ノ欲 スル トコ ロハ 領土 ニァ ラズ、 物資 

おの 

ニァ ラズ、 己レノ 良心 ト 信仰 トノ 活路 ヲ 見出 サン ガ 

タメ  二 新 天地 ニ出デ タル モノ 也。 

閤竜ノ 求ムル トコ ロハ 領土 ナリ キ。 黄金 ナリ キ。 

サ レバ、 彼 ニ従フ トコ ロノ モノ モ、 屈強 ナル 壮年 男 

子 ニ限リ タレ ドモ、 コノ信 神 渡航者 ノー  行 ニハ、 ォ 


ョソ 信仰 ヲ共 ニス ル限 リ、 老幼 男女 ノア ラュル モノ 

ヲ抱 容スル コトヲ 許サレ タリ。 コノ 図ヲ 見ョ、 彼等 

ノ 一  人モ、 祈 ラザル ハナ ク、 彼等 ノ半 個モ、 武装 シ 

タル ハナ シ。 彼等 ハ皆、 祈 ルコト ヲ知リ タレ ドモ、 

祈ル コトヲ 職業 トス ル モノ ハ 一 人 モコレ 有ラザ リキ。 

即チ、 コノ信 神 渡航者 一行 百 二 名 ノウ チニ ハ、 僧侶 

ト名 ノル モノ 一  人 モコレ 有ラザ リキ。 蓋シ、 僧侶 ハ 

祈禱ヲ 商ヒ、 権力 ニ媚 ブル コトヲ 職 トス ル 階級 ニシ 

テ、 彼等 ノ 信仰 自由 二 同情 ヲ持ッ コトヲ 知 ラズ、 コ 

レヲ 圧迫 スルヲ ノミ職 トス ル モノ ナリケ レバ ナ ラン。 

軍人 ノ 経歴 アル モノ ハ、 只 一人 ノミ コレ有 リキ。 


コ レニ 反 シテ、 閤竜ヲ 先頭 トス ル すぺいん 流ノ渡 

航 者ハ、 僧侶 ト 軍人 ヲ 以テホ トンド 全部 ヲ占 メヰタ 

ルガ、 コノ信 神 渡航者 ニハ、 僧侶 ナク、 軍人 ナシ。 

而シテ 猶ホ、 コノ信 神 渡航者 ノ 一行 ニハ、 一人 ノ貴 

族 モナ ク、 ィ ハュル 英雄 モ豪 傑モ、 一人 モ有 ルコト 

ナシ。 

彼等 ハ皆、 小農 夫、 或ハ小 商人 二 過 ギザ リキ。 

然レ ドモ、 コレ 等ノ 小農 夫 及 小 商人 ハ、 皆天ヲ 敬シ、 

人 ヲ愛ス ルコト ヲ知ル モノ ナリ キ。 彼等 ハ 教育 ァリ、 

訓練 ァリ、 特ニ 自治 ノ 能力 二 於テ ハ優レ タル 天分 素 

質ヲ有 セル モノ ナリ キ。 


カク テ西航 六十 有余 日。 

信 神 渡航者 ガ ぷりもす 二 到リ着 セル 時ハ、 北米 ノ天 

ハ寒威 猛烈 ナル 極月 ノ、 シカモ 三十日 ナ リキ。 彼等 

ノ 胸臆 ハ火ノ 如ク 燃ェシ カド、 周囲 ノ 天地 ハ 満目 荒 

涼 タル 未開 ノ 厳冬 也。 シ カモコ ノ寒キ 天地 ノ 中二、 

掘 立 小屋 ヲ作 リテ、 辛 ウジ テ 彼等 ノ 肉体 ヲ入 レテ、 

而 シテ、 生活 ノ 第一 歩 ヨリ 踏 ミ出サ ザルべ カラ ズ、 

ソノ 艱苦 経営 知 ルべキ ナリ。 サ レバ、 ソノ三 ヶ月 ノ 

間 二、 コ ノー  行ノ死 セル モノ 約 半数 二 及 ビタリ、 一 

日 二死 スル モノ 二三 人、 百 二 名 ヲ以テ 上陸 シ タルー 

行ハ三 ヶ月 ニシテ 五十 名 ヲ余ス ノミ。 


内 二 信仰 ノ火燃 ユルガ 如ク、 外 二 国民性 ノ 堅実 不撓 

ナルニ ァラザ レバ、 イカ デカ コノ 悲惨 二 堪へ得 ンャ。 

はじ 

絶望 シ、 悲観 シ、 空シク 絶滅 ス ルカ、 然ラズ ンバ辱 

ヲ 忍ンデ 逃ゲテ 故国 ノ空ニ 帰 ラン 力。 シ カモ、 彼等 

そ さう 

ノ 一  人モ 意気 精神 ノ 阻喪 スル モノ ヲ見ザ リキ。 

彼等 ハ、 先ヅ 荒土 ヲ拓 ィテ種 ヲ蒔キ タリ。 熟 土ヲ耕 

スト ハ 事変 リ、 前人 未開 ノ地 二、 原始 ノ鍬ヲ 用 フル 

ノ 困難 ハ知ル 人ゾ知 ラン。 彼等 ガ 農法 ハ 新陸ノ 土地 

二 適セザ ルカ、 彼等 ノ携へ 来レル 種子 ハ 新地 ニ合セ 

ザ ルカ、 苦心 経営 ノ 初期 ノ 収納 ハ遂ニ 皆無 ナ リキ、 

たう もろこし 

而シテ 土人 ヨリ 分与 受ケ タル 玉蜀黍 ノミガ 成功 シ、 


コ レニ ョッテ 僅 力 二 主食 ヲ備 へ、 漁 猫 ヲ以テ コレヲ 

補ヒ ッッ、 辛 ウジ テソノ 年ヲ送 ルヲ得 タル 也」 

こういつ たような 史実 は、 駒 井 甚三郎 にと つて は、 

今まで 全く 門外の ことで ありました。 亜米利加 建国 初 

期の 開拓者が、 こんなよ うな 苦難 を 嘗めて 来たと いう 

こと は、 今日までの 駒 井 は ほとんど 無関心であって、 

ただ 彼 は 開明の 国、 人智と 機械 力と で 日本 を 高圧した 

リ、 開国に 導こうと したりし ている 国、 その物と 力の 

発明に は、 何と 言っても 一 日 も 一 月 もの 長所が ある こ 

と を、 駒 井の 如き は 最も 強く 認めた 一 人でありまして、 

人から 西洋 心酔 者と うたわれ るまでに、 西洋 特に 亜 来 


利 加の 文物の 研究の ことに 熱心であった 駒 井 は、 その 

さかのぼ 

原始に 遡って、 今日の 開明 人に も かくの 如き 苦心 惨 

憎の 経営 時代が あつたと いう こと を、 今日 はじめて 身 

にしみ じみと 味わう ことができました。 

「おれ は 今まで 苦労 をし ないで 学問 をした、 その 罪 だ」 

というよ うな こと を、 同時に 駒 井が 自覚した というの 

は、 過去の 自分 は 先祖の 功業に よって、 天下の 直参の 

誇りの 中に 生き、 豊かな 経費 を 持って、 欲しい もの を 

あがな 

購ぃ 得られた。 その 順境に 於て 学問 をして 来たので 

ある。 だから、 順境 そのものが 天然に 与えられた 当然 

の 地位 だ、 と慣っ 子に なって 事 をな しつつ あつたの だ 


が、 自分の 昨日の 安定 を 与えた もの は、 徳川 初期の 先 

祖の 血の 賜物であった に過ぎない という こと を、 今し 

み じみと 自覚せ しめられました。 

そうして、 今日は 全く 赤裸に かえって、 先祖の なし 

た 創業の 第 一 歩 を 踏む の 心 持で 進まなければ ならぬ こ 

とがよ くわ かってき ました。 その 心境に いて 見る と、 

右の 如く 自由の 天地 を 求めて 船出 をした 異郷の 先人の 

行路に、 無限の 教訓と、 同情 を 起さざる を 得ない —— 

といって、 この 書の 教 うる 「信 神 渡航者」 の 船出と、 

現在 自分が 試みつつ ある 無名 丸の 出発 は、 性質に 於て 

も、 経験に 於ても、 全然 性質 を 異にして いる こと を覚 


ら ざる を 得ない という 次第でした。 

無名 丸 はま だ 無名 丸で ある、 しかと した 船の 名目す 

らが 出来て いない。 名 は 体 を あらわす ものと すれば、 

無名 丸 そのものの 内容が 無 目的な のであって、 形 は 出 

来て、 歩行 は つづけられる けれども、 頭 もなければ 肚 

もない の だとい うこと を、 駒 井 は つくづくと 考えさせ 

られ てきました。 

さりと て、 自分 は イエス. キリスト を 信ずる もので 

はない、 イエス • キリスト を 信ずる どころではない、 

日本の 宗教の いずれに も 信仰者と は 断じて 言えない。 

この 点に 於て、 無名 丸 は 無 信 丸で ある、 五月 丸と は 天 


地の 相違が ある —— 我等の 無名 丸の 中には、 金 椎を除 

いて 祈る 人な ど は 一人 もい ない。 五月 丸の 中には、 僧 

侶、 軍人、 英雄、 豪傑と いったよ うな もの は 一人 もい 

なかった そうだが、 それが 今日の 亜米利加の 強大の 礎 

石と なった という こと は、 絶大なる 驚異 だ。 

それに 反して 我が 無名 丸の 中には、 少なくとも 貴族 

がいる。 自分から 言う の は 烏滸がまし いが、 現在 自分 

の 身柄が すでに 貴族で ない と 誰が 言う。 日本に 於て、 

殿様の 階級に 属して 天下の 直参 を 誇って いた 身 だ。 そ 

れに田 山 白雲 はまた 一 種の 豪傑で ある。 七 兵衛は 異常 

な 怪物で ある。 茂 太郎は 変則の 天才で あり、 柳 田 平 治 


は 豪傑の 卵で ある。 お 松 は 堅実なる 女性で ある。 金椎 

は 聖者 に似てい る。 普通 平凡な の は、 農夫、 漁師、 大 

ェ、 乳母 だけにと どまる。 上 は 天才 聖者に 似た のがい 

るかと 見る と  下 は 性の 開放 者まで いる。 数 こそ 少 

ない が、 この 船の 中の 人間と、 その 性格に 至って は、 

紛然 雑然と して 帰 一 するとい うこと を 知らない。 

五月 丸の 乗組 は、 その 信仰と 結合に 於て は 一 糸も紊 

れ ない、 おのずからなる 統一 を 保って、 生死 を 共に し 

てぎわない 温か さに 終始して いたが、 自分の 船に 至つ 

て は、 なんらの まとまった 信仰が なく、 なんらの 性格 

的 帰一がない。 これでい いの か、 と 駒 井 甚三郎 が、 こ 


の 点に 於ても 深く も 考えさせられた ものが あるよう で 

した。 

しかし、 夜が 明ける と、 船の 針路が おのずから 南に 

向って おりました。 

駒 井 甚三郎 は、 北進 策 を 捨てて、 南進 を 目標と する 

決心が 昨夜のう ちに 定ま つたと 見えます。 

駒 井 甚三郎 が、 北進 を 捨てて 南進 策 を 取った からと 

いって、 信 神 渡航者の こと は 亜米利加に 於ても、 すで 

に 二百 年の 昔の ことです。 今の 亜米利加 は 昔の 亜 米 利 

加で ない、 富み 栄えて 張りき つてい る。 いまさら 駒 井 

がその 後塵 を 拝して、 前人の すでに 功 を 成した その 余 


沢に あり つこう などの 依頼心 はない にき ま つてい る。 

ぱい かしんえ き 

いわば これ を 一 時の 梅花 心 易に 求めて、 当座の 行動の 

辻占に 供した に 過ぎまい と言うべき ですから、 従って、 

針路 こそ 南に 転向と きまった けれども、 目的が きまつ 

いま 

たわけで はない。 内外 共に 未だ 解決せ ざる 問題が 充ち 

満ちて いる。 

前途に 倍加す る 多事多難 を 予想せ ずに はいられます 
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すべての 人が、 その 領土に 於て、 その 事 を 為して い 

る。 たとえば、 お 銀 様 は 山に 拠り、 駒 井 甚三郎 は 海に 

より、 竜 之 助 は 夢の 国に 生きて いる。 その他の 者 は、 

多く はみ な 現実の 国に 於て 生き、 おのおの その 能に 

よって 働いて いる。 自ら 自覚 するとせ ざると にか かわ 

らず、 おのおのの 生きる 立場に 於て 生かされて いると 

いう わけで、 がんりきの 百 蔵の 如きで さえ も、 足の 使 

命に よって、 まだ 捨てられな いものが あるのに、 ひと 

はなはだ 

リ道庵 先生 だけが、 この頃に 至って、 甚 しく 生活の 

空虚 を 感じて、 悲観に 落ちて いると 言えば、 知らない 

もの は噓 だと 言う かも 知れない が、 事実 それに 相違な 


いのは 不思議です。 

何故に 道 庵が 生活に 空虚 を 感じ、 人生の 悲観に 落ち 

かかって いるかと いえば、 その 内容 は 複雑怪奇で、 一 

概には 言えない けれども、 連合い を 亡くした という こ 

とも、 その 有力な 原因の 一 つに は 相違ない のです。 

まくら ぞ い 

連合い といっても、 俗に 枕 添の ことで はない。 吾 

人 は 道 庵 先生に 親炙す る こと 多年、 まだ 先生に 糟糠の 

妻 ある こと を 知らない。 よって この 先生が、 枕 添の 

有無に よって、 生活 観念に 動揺 を 将来した というべき 

は 有るべき ことで ない。 連合い という こと は、 この 場 

合に 於て は、 同行者の 意味に 過ぎない のであって、 彼 


はこの 木 曾 道中の 長い間、 ドン キホ ー テ 氏の サン 

とち めん や 

チヨ ー 氏に 於け るが 如く、 栃面屋 氏の 北 八 氏に 於け る 

が 如く、 影の 形に 於け るが 如く、 相 添うて 来たと ころ 

の、 いわゆる 鎌 倉の 右 大将 来 友 公 を 失って いる。 失つ 

たの は 亡くなつ たので はない。 あの 男 を胆吹 山へ 取ら 

れて しまって いるが、 その後の 死生の ほど も わからな 

い。 来 友 公 を 捨て、 悍馬の 女将 軍 女 軽業 興行師の パリ 

パリに 乗 替えた が、 こいつが 意外に 道草 を 食い はじめ 

て、 自分より は 藤 原の 伊太 夫な にがしと いう 財閥へ 附 

きつき りで、 てんで 道 庵の 方な どへ は 見向き もしない 

今日 この頃の 形勢で ある。 道 庵 先生と して は、 それ を 


ひがんで いる わけで はない。 誰に しても、 十八 文の 貧 

乏 医者 を 取 持つ より は、 当時き つての 分限の 御機嫌 を 

取る ことの 有利なる に 走る の は 人情 だから、 いまさら 

,p ぼ 

道 庵が、 そんな ことに ひがみ を 起して いる ほどの 野暮 

ではない はず だから、 特に それ を 悲観して いると も 思 

われません。 

道 庵 先生が、 生活の 空虚 を 感じて、 人生 を 悲観して 

いる 最大なる 理由と して は、 現在の 自分が、 徒手 遊食 

の 徒に 堕しき つ ている という 点に あるら しいので す。 

前途の 旅 を 急ぐなら 急ぐ でい いけれ ど、 こうして 途中 

へ ひっかかって、 京都が もう 眼の 先に 控えて いるのに、 


進み もなら ず、 退き もなら ずして いるう ちに、 本来 そ 

う あり 余る という 身代で はない から、 懐中が 少しずつ 

寒くなる。 懐ろ が 寒くなる と 同時に 心細くなる。 その 

経済 上の 理由 も 一 つ は あるので す。 しかし、 その 辺 は、 

ま かり 間違えば 金策 の 大家な るお 角さん が附 いてお り、 

お 角さん の 背後に は、 一大 財閥が 控えて いるの だから、 

ずいぶん 心丈夫であって しかるべき だが、 そこ は 痩せ 

て も 枯れても 道 庵で ある、 財閥に すがる というよ うな 

卑劣 心が 兆して はならない。 御 粗末ながら 自分の 旅 は、 

自分の 財布で まかなう よと、 意地 を 張って いる。 その 

意地が 怪しくな つた 時 は、 すなわち 心 弱くな つた 時で、 


うま 

これで は 旨い 酒 も 飲めね えが、 なんどと 感じて 来た 時 

に、 いささか 悲観す るか も 知れない が、 そんな こと は 

今に 始まった ことで はない。 いまさら 物質的の 貧乏 を 

以て 生活の 空虚な りと、 この 先生が 考える わけがない。 

何と なれば、 貧乏が 即ち 道 庵、 道 庵が 即ち 貧乏と、 そ 

れを 一 枚 看板に 今日まで 生きて 来た 先生です もの。 

江戸に いれば、 押し も 押され もしない 医術 本業の 公 

民 だが、 現在の 自分 は、 徒手 遊食の 民で ある、 人生に 

貢献す る 何事 もして いないで、 そうして 人生から 食物 

むさぼ 

を 貪って いる。 食 だけで はない、 酒まで 貪って 飲ん 

でい る。 これでい いだろうかと 深刻 (？) に 自省 を 発 


し 出した ことが、 この 先生の 生活の 空虚 を 感じ 出した 

最大の 理由な のです。 

長者 町の 本業 を、 高弟の 道 六に 引渡して、 身軽に 旅 

に 出て 今日まで 来たの はいいが、 旅 そのもの を 味わつ 

ていれば、 曰々 の 心が おのずから 緊張 もす るが、 こん 

な ふうに して、 進み もなら ず、 退き もなら ず 遊食して 

いる こと は、 この 先生の 良心に 於て 甚だ やましい もの 

が あるので す。 日頃の 主義 主張と しても、 一 曰 作 さ ざ 

れば 一 日食せ ずと いう 気概の 下に 働いて 来た この 先生 

が、 このごろ では 一日中、 何も 作さずに、 のん ベんだ 

ら りと、 食ったり 飲んだり している 日が 多い。 こんな 


はずではなかった の だ。 

そこで 道 庵 先生 は、 こう 毎日、 のん ベんだら りと し 

て 宿屋の 飯 を 食って いる ことに 生活の 空虚 を 感じ、 こ 

れ では 天道様に 対して 相 済まない と 自省して から、 こ 

ういう 無意識 空虚な 生活から 一 日 も 早く 脱却 向上し な 

ければ ならぬ と 義憤 を 発した のです。 

しかし、 そのく らいなら ば、 一日 も 早く 京都へ 立つ 

たらい いだろう。 こうして 幾日も 宿屋 飯 を 食って 大津 

界隈に ぶらついて いないで、 京へ なり、 大阪 へな り 出 

立したら いいだろう というに、 なかなかそう もい かな 

い 事情が あるので す。 


というの は、 道 庵 先生に は 敵が 多い という ことが そ 

の 理由の 一 つなので す。 丁 馬、 安直、 デモ 倉、 プロ 亀、 

どぶ 川、 金 茶、 大根お ろし、 かき 下ろし、 よた 頓、 そ 

れらの 輩 は 眼中に 置かず としても、 河 太郎の 一派が 

大阪で 手ぐ すね 引いて 待 構えて いる。 これに はさす が 

江戸 ッ 児の キ チヤ キ チヤ (チヤ キ チヤ キの 誤り) 弥次 

郎 兵衛、 喜 多 八で さえ も 荒胆を ひし がれた ので、 この 

てきがいしん 

一 派 は 江戸 者に 対して 常に 一 種の 敵愾心 を 蓄えて いる。 

一 くせ ある 江戸 者が 来たと 聞く と、 早速 奇 正の 術 を 弄 

して その ドテっ 腹 をえ ぐり、 これに 一泡吹かせて 快な 

リ とする 悪い 癖が ある。 その 一 味が、 道 庵 来れり とい 


う 内報 を 早く も 受取って、 用意お さお さ 怠りが な いら 

しいから 、うつかり 乗 込もう ものなら、 忽ち わなに か 

かって、 十八 文の 金看板に 泥 を 塗られる にき まってい 

る。 

それから また 大阪に は、 緖方洪 庵 塾な どの 無頼 書生、 

翻訳書 生が、 これ もまた 道 庵 西 上と いう こと を 伝え聞 

いて、 手ぐ すね 引いて いる。 この 派の 者 共 は、 河太郎 

式の 草双紙 本と 違って、 みんな 蘭学の 方の ペラ ぺ ラで 

ある。 皇漢 主義の、 江戸で も 知る 人 は 知る、 知らぬ 人 

は 知らない つむじ 曲リの 町医者 道 庵なる ものが、 こん 

ど 京大 阪へ乗 込んで 来る そうだ。 来たら 袋叩き II と 


待ち かまえて いると いう 風聞が、 かねて 道 庵の 耳に 伝 

わって いる。 

その 中へ 一 人で は 乗 込めない —— 内心 を 聞く と、 道 

庵 も 鼻つ ばりに 似合わず 弱気な もので、 そういう 理由 

から 危うき に 近よ るに は、 近よ るよう にして 近寄らな 

ければ ならない の だが、 用心棒と しての 精悍 無比な グ 

口 テス クは 行方不明 だし II 女流 興行師の 大御所 は、 

財閥に 胡麻 をす る ことに 急に して、 自分の 方 はかまつ 

て くれない、 頼む 味方と いう ものがない —— それ を 心 

細が つてい る 道 庵 は、 我を折って、 お 角さん の 用の す 

むの を 待ちわびて、 これが 同行 を 離れまい としてい る 


ところ は、 女に すがる 意気地な しの 骨頂 のよう で も あ 

リ、 道 庵の 風上へ も 置け ない 醜態の ようで も あるが、 

実のところ は、 あのたん かの 切れる 江戸前の 鉄火 者 を 

陣頭へ 押っ立て、 自分 は 蔭に いて、 ちび りちび りと や 

リ ながら、 女 弟子で さえ あの 通リ —— うっかり 親分に 

さわるまい ぞ、 という 威力 を 見せて 鴨 振しょう という 

ズルぃ 考えが あるので す。 つまり、 面倒臭い こと はお 

角に ぼん ぼんと やらせて、 ごまかして しまい、 自分 は 

隠れて 一 杯 もよ けいに 飲みたい という 腹な のです から 

ズル いです。 しかし、 また 一方、 お 角さん の 方から 言 

うと、 自分 もこれ から 京大 阪の 本場へ 乗 込む について、 


この 先生から 離れたくない、 この 先生 を 手放した くな 

い、 という 浅から ぬ 底意 も あるので す。 

というの は、 お 角さん は、 啖呵 は 切れて、 鼻つ ぱし 

の 強い こと は 無類 であって、 この 点で は贅六 人種な ど 

に 引け を 取る 女で はない が、 悲しい ことに は 字 学の 方 

がいけ ない。 熱 田 神宮の 門前の 茶屋で も、 小娘に 向つ 

て、 「姉さん、 ここの 神様 は 何の 御 信心に 利く の」 とた 

ずね てテレ てし まった ことがある。 ある 時の 如き は、 

皆々 がよ つてた かって、 舶来 物が 出来が よくて、 和製 

はいけ ない、 いけない、 なんどと ケナ すの を 聞いて、 

ム カツ 腹 を 立て、 「どうして、 日本 じ や 舶来が 出来ない 


もの かねえ」 と 口走って、 一座の 顔の 色 を 変ら せた こ 

となん ぞも ある。 そういう 時に、 お 角さん の 威勢に 怖 

れて、 明らかに は 笑ったり、 そしった りしない けれど 

も、 この 気色 を 見て取って、 お 角さん 自身が、 こいつ 

は 少し 恥を搔 いたかな と、 なおやき もき する。 人の 掛 

からてん じく 

合い や 兼 合いで は、 京大 阪へ 出ようと、 唐 天竺へ 出よ 

うと、 引け は 取らない お 角さん だが、 字 学の 方に かけ 

ると、 気が引けて どうに もなら ない。 そこのと ころ を 

くっきょう 

埋 合わせる に は 究竟な 道 庵 先生で ある。 この 先生 こ 

そ は 江戸で 名代の 先生であって、 酒 を 飲んで ふざけて 

こそい るが、 字 学の 出来る こと は 底が 知れない。 こう 


いう 先生 を 後楣に 控えて 行けば、 ドコへ 行こうと 鬼 

に 金棒 だとい う 観念が お 角さん に は あるので、 つまり、 

ィ ン テリ 用心棒と しての 道 庵 先生 を 手放した くな い の 

です。 

おた がいに、 そこのと ころ を 利用し 合って、 うまく 

立 廻ろうと いう ズルぃ 了見な の だが、 それ は 双方と も 

甲羅 を 経てい るから、 勝負に 優 リ劣リ はありますまい。 

そういう わけで、 道 庵 先生 は、 ここ はどうしても、 

女親 方の 方の 埒が あくまで 待つ こと を 以て 策の 得た る 

ものと する。 それ も、 そう 永い 時日 を 要せず して 埒が 

あくに 相違ない と 思つ ている が、 たとえ 二日 三日の 間 


にして からが、 何 か 仕事 をしたい、 何 か 利用 厚生の 仕 

事に たずさわらなければ、 自分の 生存が 徒手 遊食と い 

うこと になり、 なおむ つかしく 言えば、 尸位素餐 とい 

うこと になる。 徒手 遊食 だの、 尸位素餐 だのと いう こ 

と は 本来、 貴族 社会の する ことで、 道 庵の 極力 排斥し 

きた 

来った ことで あるから、 たとえ 二日で も 三日で も、 そ 

の 生活 を やって いると いう こと は、 多年の 敵の 軍門に 

降る ような ものである。 何 か 仕事 をし なくち や あなら 

かせ  てんとうさま 

ねえ、 何 か 稼ぎ をして 飯 を 食わな くつち や あ 天道様に 

申し わけがない、 と 言って 退屈して、 生活の 空虚 を感 

じている ところへ、 話が あつたの は、 


はたごせ いかつ 

「どうです、 先生、 旅籠 生活 も 御 退屈で ございましよ 

うし、 太夫 元さん の 方 も、 ここのと ころ、 乗り かかつ 

た 船で、 なお 一 一三 曰 は 引く に 引けな いんだ そうで ござ 

いますから、 どうか、 もうあと 二三 日の 御 辛抱が 願い 

たいので す、 何でしたら、 この 上の 小町 塚の 閑静な 庵 

に、 ついこの 間まで 女のお 方が 御 逗留で いらっしゃい 

ましたが、 そのお 方が 大谷 風呂の 方に おうつり になつ 

て 空きました そうで、 関 寺 小町 の 跡で ございまして 閑 

静 でも ございま すし、 ながめが 至極よ ろしう ございま 

す、 それに、 便 もまた よろしう ございまして、 お 酒の 

通いな ども、 ちょこちょこと ございます、 何でしたら ■ 


あちらの 方へ 御 転 宿 をなさい ましたら …… 」 

伊太 夫の 家来と、 お 角さん のおつ きとが、 こう 言つ 

て 御機嫌 を 取った ものです から、 道 庵 先生 も いささか 

悲観 を 立て直し、 

「そいつ は 面白い、 小町なん ぞは、 わしに は 縁が ねえ 

が —— 何 か、 生活に 変化 を 与えても らいて えと 考えて 

いたと ころさ、 宿屋の 飯 は 悪くて 高い からな あ —— (こ 

の 時、 障子の 外 を 宿屋の 番頭が 通る、 二人の 者が 首 を 

すくめる こなし、 道 庵 は 平気) 何もし ねえで、 悪くて 

高い 宿屋の 飯 を 食つ ている こと は 天道様に 済まね え、 

何 か 生活に 変化 を 与えて、 充実した 仕事 を やりてえ と 


思って いると ころ だ、 そういう 空 家が あるなら、 早速 

世話 をしても らいて え。 実はね、 いろいろ 考えた こと 

も あるんだ、 そういう 閑静な ところで 一仕事 やって、 

この 退屈 時間 を 有利に 使用して えと 考えて いたと ころ 

なんだ、 そういう 空 家が あると 聞い ちゃ あ 耳より だね」 

「それ はもう 至極 閑静な、 ながめ もよ ろしい ところで 

ございます」 

ほんぞう 

「実は、 こうして いる 間に、 そこで 本草の 研究 を やり 

てえん だよ、 胆吹 山で、 しこた ま 薬草の 標本 を 取って 

来て いるが、 それ も 押し っぱなしで、 風入れ もして な 

けり や、 分類 もして いねえん だから、 ひとつ それ を 一 


、；^ 不 乱に 片 づけて みて えと 思つ ている ところ さ」 

「そういう 研究 をな さるに は、 至極 結構な ところで ご 

ざいまして、 その上に 便 も 至極よ ろしく、 石段 を 下り 

ますと もう 町屋 でございますから …… 酒の 通い もちよ 

こちよ こ」 

「その 便の いいと ころが、 老人に は 何より さ、 お 酒の 

通い もちよ こちよ ことい うやつ がば かに 気に入つ たね 

しゃれもの 

え、 お前さん も 洒落者で うれしい よ」 

「あ、 は、 は、 はつ、 はつ」 

そういう わけで、 この 先生が 旅籠 屋 から 移動せ しめ 

られ たと ころ は、 つい 一昨日 までのお 銀 様の かりの 


すまい 

住居 —— 小町 塚の 庵な ので ありました。 

三十 五 

道 庵 先生が この 庵へ 移った 時の 庵と、 お 銀 様が 寓居 

していた 時の 庵と、 庵に 変リ はありません が、 中の 意 

匠 調度 は 一 変して おりました。 変らない の は、 かの 

しょ うづかの 婆さんの 木像の みで、 書棚 もしまい こま 

れて しまったし、 算木 筮竹も 取りの けられて 見えない。 

「花の 色 は」 の 掛物も 取 外されて、 別に 何 か 墨蹟が つ つ 

かかって、 その 下に は、 松が 一枝 活けて あるば つかり。 


床の間へ 摺り 寄って 見た 道 庵 先生 は、 この かけ 替え 

られた 軸物 を、 皮肉らし い 面 をして つくづくと 見つめ 

ると、 

鼠 入 銭 篤 伎已窮 

と、 いけ ぞんざいに 書きなぐって ある。 その 下の 落款 

を 見る と、 二 休 純」 と 読める。 そこで 道 庵 先生が、 

「 一 休め、 皮肉な 文句 を 書き やが つたな」 

と ー謔を 発した だけで 座に つきました。 座に つくと、 

座蒲団 も、 机 も、 煙草盆 も、 普通 一 通りの ものが 備わつ 

ていて、 お 銀 様の 時のと は 品 は 変る が、 万端 抜かりな 

いこと は 同じで、 ただ 坐り込んで 召使 を 呼び さえ すれ 


ば 事が 足る ように 出来て いる。 

そこで、 一 ぶく してから、 先生が 御 自慢の 本草学に 

とりかか りました。 

つまり、 宿から ここへ 送らせた 旅囊 を、 すっかり 座 

敷へ プチ まけて、 植物と 押 葉の 分類 を はじめた のです。 

それ を はじめ 出す と 熱心な もので、 さすがに 心がけ あ 

る 先生 だけに、 つとめる ところ は、 きっとつ とめる。 

或る もの は それ を 改めて 押 葉と し、 すでに 押しの きい 

たもの は 取り出して 台紙に はる。 旅 中で は 扱い 兼ねる 

しろもの 

代物 は 写生に とって、 図解と 註釈と を 記入す る。 牧野 

富太郎 はだしの 熱心 を 以て、 道中、 ことに 胆 吹の 薬草 


の 整理に 取り かかって いるので あります。 

こういう こと を させて 置けば、 生活の 空虚なん ぞは 

決して 寄せつ けない。 仕事に 対する 興味 そのもの も あ 

るが、 それが 道 庵 先生の 主義 主張に 合して、 利用 厚生 

の 道に 叶う と 信ずれば こそな のであります。 すなわち 

薬草 を 整理す る こと は、 本業の 医学に 忠実なる 所以で 

あって、 医学 こそ は 自分の 生存の 使命で ある。 直接に 

は 病人の 脈 こそ 取らない が、 この 薬草 を 整理す る こと 

に 於て、 間接に は 救世 済民の 業に たずさわって いるの 

である、 徒手 遊食して いるので はない、 尸 化 素養に 生 

を 貪 つてい るので はない という 自信 を 道 庵 先生に 持 


たせる ことが、 つまり、 その 生活 を 空虚から 救って 充 

実せ しめる 所以で ありました。 

「こうして、 一 日 作して いる 以上 は、 一 日食う 権利が 

あるんだ ぜ、 大口 を あいて、 この 世の 穀を 食いつ ぶし 

て も 恥 かしく ねえ」 

と 力みました。 

実際、 人 は 了 心になる と 怖ろ しい もので、 道 庵 先生 

に 於て すら、 今日は 朝の 迎え酒 だけで、 それから はわ 

きめ も ふらず 本草学に 熱中して いる。 昼に な つ て も、 

夕方に なっても、 飯の 一 つも 食おうと いう こと を 言わ 

ないし、 酒の 通いの ちょこちょこ など はおくび にも 出 


ないで、 一心不乱 になって いる。 この 体 を 見る と 真に 

寝食 を 忘れて いる。 まず、 この 分なら 安心で ある。 こ 

の 人が 生活の 空虚 を 感じて、 人生の 悲観に 暮れる とい 

うこと になったら、 もう 天下 はおし まいです。 

かくして 一 日が 暮れる。 一 日 作した 後の、 一 日の 充 

実せ る 疲労 を 以て、 ぐっすり とこの 庵室に 快眠 を 貪る 

きざし 

ことによって、 天下 泰平の 兆が あります。 

無論、 その 夜の 夢に、 小町 も 出て 来なければ、 ぉ豊 

真 三郎も 出て 来ない。 第一、 出て 来る 方で も、 道 庵 先 

生のと ころへ 出て 来たって、 出て 来 栄えが しない、 張 

合いがない と 思って、 それで 出て 来ない のです。 翌朝、 


眼が さめる と、 おきまりの 迎え酒 一献、 それから また 

わきめ 

側 目 も ふらず 昨日の つづき、 本草学の 研究に 一 心不乱 

なる 道 庵 先生 を 見出しました。 

三十 六 

その 翌日 も、 異常な 興味 を 以 て 本草学 の 研究と 整理 

に 熱中して いた 道 庵 先生が、 お 正午 頃になる と、 急に 

大きな あくびと のび を 一 緖 にして、 カラ リと筆 を 投げ 

いっぴょう 

捨てる が 早い か、 座右の 一 瓢を 取り上げて、 そそく さ 

と 下駄 をつつ かけて しまいました。 どこへ 行く かと 見 


ると、 早く も 長 安寺の 石段 を カタ リカ タリと 上りつ め 

て、 それから 尾 蔵 寺の 方へ 抜ける 細い 山道 を、 松の 根 

方 を わけながら、 ゆらり ゆらり と 登って 行く のです。 

ほどなく 山腹の 平らな ところへ 出て 見る と、 ここに、 

一 風 変った 十三 重の 塔み たような のが ある。 高さ 一 丈 

ばかり、 とても 十三 重 はない けれども、 その 塔の 様式 

が 少し 変って いるもの ですから、 道 庵 先生 は 立ちよ つ 

て、 ためつ、 すがめ つ、 石ぶ リを ながめて いました が、 

石 刻の 文字が 磨滅して よく 読み 抜けないで いました。 

すると、 少し 離れた ところに、 落葉 を 掃いて いる 中 

年 僧が 一 人お りました が、 道 庵 先生が、 特別に 注意 を 


払って、 右の 十三 重 まがいの 塔 をな でたり さすったり 

している の を 見て、 我が 意 を 得たり とば かり、 右の 中 

年 僧が 箒 を 引きずりながら 近寄って 来まして、 

「よいお 天気です な」 

と 言いました。 

「よいお 天気で がすよ。 時に、 この 塔 はこり や、 いつ 

た い 何で ござんす」 

と 道 庵 先生が たずね ますと、 右の 中年 僧が ニコニコし 

て、 

「あねさん 塚で ござんす よ」 

「あねさん 塚？」 


「ええ、 これが 有名な あねさん 塚で ござんす が、 尋ね 

て 下さる お 方 は 甚だ 少ないで ごわして な」 

その 甚だ 少ない 中の、 自分が 一 人で あると 見立てら 

れ ると、 道 庵 先生 いささか 得意 にならざる を 得な い 。 

「いや、 それほどで もないで すがね、 あねさんと は 申 

しながら、 これほどの もの を 無縁 塔 にして置くの は惜 

しいと 思い ましてな」 

あんまり 要領 を 得ない 返事 をし ます。 右の 中年 僧が、 

改めて 道 庵 先生の ために 説明の 労 を 取りました。 

「いや、 無縁で は ございま せんが、 まあ、 一種の 悪縁 

とも 言うべき でしよう か、 これほどのお 方の 遺蹟が、 


すっかり 世間から 冷遇され る ことにな りました の は、 

遺憾 千万な ことで ござんす よ」 

「あねさん も、 世間から そう 冷遇され るよう になつ 

ちゃ あおし まいだ。 いったい、 あねさん、 あねさんと 

言わ つし やる が、 ドコ の 何とい う あねさん なんです ね ■ 

まさか 本 所の あねさんでも ござるまい がな あ」 

と 道 庵が 言います と、 中年 僧 は、 

「あねさん というの は 俗称で ござんし てな —— 実は 五 

あんねん  そうはつとう 

大院の 安然 大和 尚の これが その 爪 髪 塔な ん で >  /ざん す 

よ」 

「はは あ、 安然 大和 尚、 一 名 あねさん II 」 


「その 通りで ござんす、 これが 安然 大和 尚 の 爪 髪 塔な 

る こと は、 歴然として 考証 も 成り立つ し、 第一、 磨滅 

こそして いるよう です が、 よくごらん になり ますと、 

ここに これ、 もったいな くも 『勅 伝法 —— 五大 院先徳 

安然 大和 尚』 と銘が はっきり 出て おります」 

「はは あ、 なるほど」 

道 庵が まだ 注意し なかった 石の 側面に、 なるほど 立 

派に 右の 如く 読める 文字が 刻して ある。 そこで、 中年 

僧 (実は 長 安寺の 住職 平田諦 善師) は 安然 和尚に 就い 

て、 その 来歴 を 次の 如く 道 庵 先生に 語って 聞かせ まし 

た。 


三十 七 

五大 院の 安然に 就いては、 「本朝 高僧 伝」 に は 次の 如 

くに 記して あります。 

「初め 慈覚 大師に 随 つて 学び、 後、 辺昭 僧正に 就い 

て受 く、 敷 山に 五大 院を 構へ 屛 居して 出で ず、 著述 

を 事と す、 元 慶八年 勅して 元慶 寺の 座主たら しめ、 

伝法 阿闍 梨に 任ず、 終る 所 を 記せず、 世に 五大 院の 

しったん ぞう 

先徳と 称し、 又阿覚 大師と 称す、 著、 悉曇蔵 八卷ぁ 


また 「元 亨釈 書」 と 「東国 高僧 伝」 とに は 次の 如く 

要領が 記されて あるので あります。 

「安然 は伝教 大師の 系 族な リ、 長ず るに 及び、 聡敏 

人に 邁れ、 早く 敷 山に 上り、 慈覚 大師に 就いて 顕密 

ひ あ-つ 

の ニ教を 学びて その 秘奥 を 極む、 又、 花 山の 辺昭に 

就いて 胎蔵 法を受 く、 博く 経 論に 渉獵 し、 百 家に 

馳聘 して、 その 述作す る 所、 大教 を補弼 す、 所謂 『教 

時 問答』 『菩提心 義』 『悉曇 蔵』 『大悉 曇 草』 等な り、 

その 『教時 問答』 は 一 仏 ー処ー 教を 立て、 三世 十 方 

一 切 仏教 を判摂 す、 顕密を 錯綜し、 諸宗 を泛淙 す、 

ぼんがく 

台密の 者、 法 を 之に 取る、 その 『悉曇 草』 は 深く 梵学 


の 奥旨 を 得たり。 時人 曰く、 安然 は 東 岳の 唇 舌を以 

て 西 天の 音韻に 通ず、 才宏 劉なる かなと。 都 率 超 

曰く、 然り、 師は 顕密の 博士な りと。 又 曰く、 公 若 

し 我が 門に 入ら ざれば 秘教 地に 墜っ 可し と。 その 英 

あら は  かく 

賢の 為に 旌 さるる こと 此の 如く、 元 慶八年 勅して 

元慶寺 伝法 阿闍 梨と 為す」 

これほどの 大善 智識で ありながら、 死後す でに 一千 

年、 誰も その 徳を 慕う 者がない ばかり か、 その 記念の 

塔で すらが、 世間から 冷遇され ると は 何と 不幸な 聖 

ではない か。 

住職 和尚から、 この 一通りの 来歴 を 説明され て 道 庵 


先生が、 

「なるほど、 五大 院の 安然 大和 尚が、 教界 古今の 大学 

者 だとい うこと は、 拙者 も 兼ねて 承らないでも ありま 

せんがね、 それが、 あねさん 呼ばわり は、 語呂の 共通 

転訛の 致す ところで、 やむ を 得ない として からが、 そ 

れ ほどの 大徳が、 今日に 至って、 さほど 世間から 冷遇 

される というの は、 どうした もので ござる か、 明智光 

秀の 塔が 壊される とか、 足 利 尊 氏の 木像が 梟 さ れ ると 

かいうなら、 筋 は 通る が、 しかし、 碩学 高僧で ある 大 

和尚が、 死後まで、 俗人 冷遇の 目の 敵 にされ ると いう 

のが わからね えで がす」 


道 庵 は 遠慮のない ところの 疑問 を、 平 田師に 向って 

プチ かける と、 諦善師 は、 悪い 面 をし ないで、 かえつ 

て その 疑問、 我が 意 を 得たり と 言わぬ ばかりに、 

「その 事で ござる てな、 いや、 この あねさん 塚の 世間 

俗間から 冷遇され る こと は 非常な もので ござ つ てな、 

貧乏神 中の 貧乏神と して、 あしらわれて いますの じ や」 

「貧乏神」 と 聞いて、 道 庵が 足 もと を 払われた ように 

感じました。 身に 引け目が あるから です。 ただし、 道 

庵 先生の は、 世間から 貧乏神 扱いに される ので はない、 

自分から 貧乏神 を 売り物に している だけの 相違です が、 

それでも、 突然、 人から 貧乏神と 言われる と、 正直い 


い 心 持 はしない らしい。 それに かまいな く、 住職 は 重 

ねて 註釈の 労 を 厭いませんでした。 

「この あねさん 塚が 俗間で は、 貧乏神 中の 貧乏神と し 

て 嫌われて おり ましてな、 この 下の 町で も、 ちょっと 

この あねさんの 塔の 方 を 仰いだ だけで も その 日 は 商売 

がない、 それから、 街道 を 通りながら も、 思わず 知ら 

ず、 この あねさん 塚の 方へ 振 向いた その 日 は、 もうう 

だつ が 上らない、 というよ うな わけで、 とうとう この 

塔 を ごらんの 通り 後向きに してし まいました。 そのく 

らいです から、 俗人が 皆お ぞけを ふるう ばかりで、 お 

参りな ど をす る もの は 誰 一 人 も あるじ や ございません- 


それに あなたば かりが 珍しく …… 」 

「おやおや、 ヒ ドク また 嫌われた もんです ね、 しかし、 

人生に はまた 意外の 知己 も ある もので ね、 あながち 悲 

観す るに も 及び ませぬ わい」 

ひとり、 この 道 庵に 於て は 大いに 同情す ると ころが 

ある、 という 気前 を 見せた つもりなん でしよう が、 住 

職 は それ を 好意に 受取 つ て、 

「 全く 御 奇特な ことで ございます」 

「わしなん ぞは、 その 曰の 商売が 繁昌しょう とすまい 

と、 そういう こと を 石塔に かこつけて、 義理 人情 を 無 

視 する ような こと はしない、 だがし かし、 少なくも 貧 


乏に 於て は、 安然 大和 尚に 譲らね えつ もり だが、 自分 

の 口から 言う の は 少し 恥 かしい くらいな もんだ が、 こ 

れで 江戸の 下 谷の 長者 町へ 行って ごろうじろ、 一 部に 

は、 なかなか 大した 人望が あるんで ね」 

そういう 自慢が はじまる の を、 住職 は、 やっぱり 軽 

く あしら つ て、 

「それ は 結構な ことで ございます」 

「貧乏 はしても、 人望 は あるんだ よ。 それにつ けても 

安然 大和 尚と も あるべき 人物が、 それほど 人望 を 失つ 

ている というの は、 よくよくの ことなんだろう、 いつ 

たい、 どうした 因縁なん です かね、 不審の 至りです な 


あ」 

「その 因縁で ございます、 その 因縁に は、 実はこう い 

う 物語が あるんで ございます、 まあお 聞き 下さい」 

平 田 住職 は 非常に 親切に 道 庵に 応対 をす る。 道 庵 も 

また、 なんでも かで も 聞いて 置きたい 方 だから、 神妙 

に 傾聴して いる。 

小高い 山の、 赤土に 長い 赤松が 生えて、 青い 空から 

晴れた 軽い 嵐が その 梢に 送られる。 松の 間から 見る 

琵琶湖の 景色の なごやか さ、 湖上 湖 辺に 騒ぎが あるな 

どと は 夢にも 思われない。 かくて 長 安寺の 裏山で、 こ 

の 変体な 寒 山と 拾得と が、 貧乏 物語 を はじめました。 


三十 八 

諦善師 が、 道 庵 先生に 語る ところの 因縁 物語 は、 次 

の 如き もので ありました —— 

安然 大師、 現世で は 左様に 古今 独 歩の 大学 者で あつ 

はな は 

たけれ ども、 その 前世 は 甚だ 薄徳 なる 一個の 六部で 

ありました。 そうして、 人から 受 くる ことば かりで、 

与える という こと を 更にし なかった。 その 報いに よつ 

て、 学徳 は 左様に 高かった けれども、 財 縁と いう もの 

が 甚だ 薄く、 修行 時代に は 赤貧 洗う が 如く、 朝夕の 煙 


もた えがち で、 ほとんど 餓死に 迫って しまった。 そこ 

で、 安然 法師 は 歎息し、 程近き 「投げ 足の 弁天」 へ 参籠 

して 泣訴す る ことに は、 

「愚僧 は 貧困 骨に 徹して、 もはや 餓死に なんなん とし 

ている、 わし は 若いです から 餓死す ると も 我慢 は 致し 

ますが、 老いた る 母が 不憫で なり ませぬ、 何とかよ い 

工夫 はない もので ございま しょうか」 

そうすると、 投げ 足の 弁天 様 は、 名前 通り 足 を 投げ 

出した ままで、 これに 答える ようは、 

「それ はお 気の毒 千万な こと だが、 お前さんの 人相 を 

見ます と、 お前さんの 前世 は 六十 六部でした、 そうし 


て 貪慾で、 貰う ことば かり 一生懸命で、 人に 施しと い 

うこと をした ことがありません、 その 報いで、 お前 さ 

おやこ 

ん 母子が 今の ように 貧乏に 苦しむ のです から、 いわば 

因果応報で、 如何と も 致し方がない のです。 しかし、 

お前さん は 勉強家で 且つ 親孝行 だから、 一 つ わたしが 

手段 方法 を 教えて 上げましょう。 それと いうの は、 お 

前さん が 前世で 六部の 時代に、 それほど 貪慾の 罪 を 

造って いたが、 ただ 一度 だけ 施し をした ことがある、 

それ はお 前さん が、 心あって 施し をした ので はない、 

ある 時、 前世のお 前さん は 樹上の 梨 を 取って 食べた、 

そうして 甘い ところの 実は、 すっかり 自分で 食べて し 


みちばた ほう 

まって、 食べ残り のしん を 路傍へ 抛り 出した が、 その 

しん を 地上で 餓えた 蟻が 這いよ つて 食べて、 それで 蟻 

の 命が 救われた、 お前さんに は、 たった 一 つの その 功 

徳が ある。 その 蟻が 今の 世で 人間と なって 京都へ 生れ、 

木屋 町で 豆腐屋 を 開いて、 相当に 繁昌して いる、 よつ 

て、 お前さん、 母御 を つれて、 その 豆腐屋へ 行って 相 

談 して ごらんなさい」 

投げ 足の 弁天から、 これ だけの こと を 教えられて、 

安然 法師 も、 当座の 急 を 救われる 喜び に は 打 たれた け 

れ ども、 それにしても、 弁天の 応対ぶ りが 不愉快で あつ 

た。 弁天 様と は 言いながら、 女の 身で、 人に 挨拶す る 


のに 足 を 投げ出して すると は 何 だ。 かりにも 前世 や 後 

生の こと を 語る のに、 いくら 私が 貧 鈍で 薄徳 だからと 

いって、 足 を 投げ出して 話 をす る 作法 はない —— と 安 

然 法師 は そのこと を 憤って、 お祈り をして 弁天 様の 足 

を 封 じたと ころが、 それつ きり 弁天 様の 足が 動かな く 

なった。 それで、 あの 弁天 様 は、 永久に 足 を 投げ出し 

たま まの 不作法 を さらして いる。 投げ 足 弁天の 由来 は 

こうで ある、 というの です。 

それ は それと して、 安然 法師 は、 言われた 通りに 京 

都の 木屋 町まで 来て 見る と、 言われた 通りの 豆腐屋が 

ある。 それ をたず ねて 委細 を 物語って みると、 その 豆 


腐屋が 立ち どころ に 同情して、 母 は 豆腐屋が 養って く 

れる ことにな り、 安然 は 豆腐の カラ を 恵まれて、 それ 

を 食べつつ 修行して、 ついに 大 智識に なった —— とい 

う 因縁 物語 を 聞き 終る と、 道 庵が また 大いに 感動 させ 

られ てし まいました。 

「いや、 それで 貧乏神の 由来が わかりました、 大いに 

せんだつ 

教訓の ある 話です、 貧乏の 方で は 拙者 も かなり 先達の 

方です が、 あねさんに はかない ません、 これ は大 先輩 

でした。 ひとつ、 どうでしょう、 これ も 御 縁です から 

安然 大師の ために、 ひとつ 拙者が 発起人と なって 大供 

養 を 致したい、 そうして 一方、 お 角 親方 をで も 焚きつ 


けて、 盛んに 景気 をつ けて、 縁起直し を やりてえ もん 

だね え、 貧乏神の あねさん を、 ひとつ 福々 の 神様に 祭 

リ 直して 上げたい ものです ねえ」 

こんな こと を 口走った の を、 住職 は 多分お 座な りの 

お世辞だろう ぐらいに 聞き流して いました が、 道 庵に 

と つ て は 真剣でした。 

道 庵 は 得て こういう 芝居気が ある。 関ヶ原で はまん 

まと 大御所 を 気取り そこねた が、 一向 ひるまない。 今 

日 はまた、 ここで こんな 因縁 話 を 聞いて みると、 ほん 

とうに 身に つまされる。 ことに 自分と 同じ 宗旨の 大先 

達で あつ てみ ると、 今日 このお 墓参り をした という こ 


とが、 何 かのお 引合せで ある。 今い う 前世と いう やつ 

のお 節介に 相違ない。 ことに 世間の 奴等が これほどの 

大 先達 を 冷遇して、 死んだ あとの 塔 をまで、 あちら 向 

きにして しまうな どと は、 不人情と 言おう か、 冷酷 非 

道と 言おう か、 言語道断の ふるまい である。 今日、 そ 

の 流れ を 汲む 道 庵が ここへ 来たから に は 百人力。 

ことに、 芝居 道の 大 策士た る 女将 軍が 後ろに 控えて 

いて、 その また 後ろに は、 それ は 貧乏神と は 全く 

た いせきて き 

対踱 的な 大 財閥が 一人 控えて いる。 二人 を 脅迫して、 

うんと 金 を 出させて、 死せ る 不遇なる 大 先輩の ために 

大々 的な 追善供養 をす るんだ —— と 道 庵の 心中 はいき 


り 立って いるの を、 住職 は そこまで は 見破る ことが で 

きません。 

三十 九 

道 庵 先生 は、 不日 この 地に 於て 盛大なる 「貧乏 祭」 

を 催し、 亡き 安然 大徳に 追善供養 すると 同時に、 この 

地方の 有志 を アツと 言わせて やろうと いう 野心に 駆ら 

れつつ、 裏山 を あてど もな く 散歩し、 程よ きと ころで 

い っぴ よう 

一 瓢を 傾けつつ、 いいかげんに 遊んで、 やがて また 小 

町 塚の 庵 へ 戻って 来ました。 


道 庵が、 小町 塚の 庵へ いい 機嫌で 立 戻って 見る と、 

意外に も 来客が 一人あって、 留守の 間に 座に 通って、 

すまし 込んで 控えて おりました。 

「や あ」 

「や あ」 

あき 

相 見て、 おた がいに 呆れた の は、 これ はたし かに 相 

当 熟した 旧知の 間柄で ある ことが わかる。 留守中の 来 

客と いうの は、 年配 も ほぼ 道 庵 先生と おつつか つつで 

あって、 道 庵より 少し 背 は 低い が、 よく 肥って、 人品 

も 悪くない 一 人の 老 紳士で ありました。 

「健 斎 君」 


「道 庵 君」 

「いや、 どうも 暫く」 

「全く 思いがけな いよ」 

「こんにちは」 

「こんにちは」 

二人とも 意外 意外で、 立った なり、 坐った なりで、 

珍妙な 挨拶 を 取 交しました。 

これ だけの 名乗りに よると、 一 方が 道 庵 君で ある こ 

と は 先刻 わかって いるが、 留守中の 来客と いうの が 健 

斎 君で ある ことが 同時に わかりました。 しかし 健 斎 君 

といっても、 道 庵に はわ かってい るが、 他の 者に はわ 


からない。 この 作 中に 於て は 初見 参の 名前です から… 

…だが、 戸籍 を 洗って みると、 少しも 怪しい 者で はな 

い。 この あたり、 あまり 遠くない ところに 住んで いる、 

やはり 道 庵の 同業者の 一 人で ある ことが、 名前から 

言っても、 言語 挙動から 言っても、 充分に 受取れ る。 

「健 斎 君、 君のと ころ は、 この 近辺だった かいねえ」 

「山城の 田 辺 だよ」 

「山城の 田 辺と いうと、 どっちに 当る かな あ」 

「伏 見の 先の 方なん だ」 

「そうか。 そうして また、 どうして 道 庵が ここにと ぐ 

ろ を 捲いて いると いう ことが わかった の だい」 


「いや、 それ は、 思わぬ ところで 耳に 入れた もの だか 

ら、 とりあえず やって来て 見る と、 君 は 留守 だとの こ 

とだが、 座敷の 模様 を 見る と、 あまり 遠出 をした よう 

でもない から、 そのうち 戻る だろうと、 こうして 待つ 

ていたと ころ だ」 

「よく 待って いて くれた、 なんにしても、 聖堂 以来の 

思いがけない 対面で 嬉しい、 早速 いっぱい やろう」 

「はは あ、 君 は 相 変らず 飲むな、 僕 は あれ 以来、 禁酒 

だよ」 

「そいつ は 惜しい な、 玉の 盃、 底な きが 如し だ あ。 

まあ、 なんでも いいや、 くつろぎ 給え、 聖堂 以来の 旧 


知、 遠方より 来る、 またたの しからず や」 

はるばる 

「遠方より 来る は、 こっちの 言い分 だ、 君が 遥々 江戸 

から 来て くれたん だから、 これから 僕が 大いに 飲ませ 

るよ」 

「有難え II 持 つ ベ きもの は 友人 だ」 

二人ともに、 非常に 砕けて いる。 その 交際ぶ リを見 

ると、 昨日 や 今日の 間柄で はない。 いい 年 をした 二人 

が、 全く 若 やいだ 書生 気分に な つ て はしゃぎ 出した の 

は、 つまり、 二人 は 書生 時代に、 江戸に 於け る 学問 友 

達であった のです。 江戸 在学の 間、 二人 は 盛んに 交際 

した ものであるが、 一方 は 江戸に 留まって 十八 文の 名、 


あまね 

天下 (？) に遍 く、 一  方 は 郷里なる 山城 田 辺に 引 込ん 

で、 先祖 代々 の 医業 を 継承して いる。 その 間 は 音信 不 

通で あつたの だが、 会って みると、 急に 時代が 三 四十 

年 も 逆戻り をして、 牛肉 を 突つつ いた 昔に 返って しま 

うの も 道理です。 

「へえ、 どうして 君 は、 僕が ここに わ だか まっている 

という ことが わかつ たんだね」 

道 庵が、 どっかり と 坐り込んで、 再び 念 を 押す と、 

健 斎が、 

「不思議な ところで 聞いて 来たよ、 この 上の 大谷 風呂 

で、 君が ここへ 来て いると いう こと を、 はからずも 耳 


に 入れた もの だから、 早速 かけつけて 来たの だ」 

「大谷 風呂で 聞いた つて、 大谷 風呂の 誰に 聞い たんだ 

い」 

「それが 妙な 因縁で な、 順序 を 話す と、 こうなん だよ 

—— 大谷 風呂に、 甲 州の 有名な 財閥で、 藤 原の 伊太 夫 

というの がいる」 

「知って る、 僕 も 名前 だけ は 大いに 聞いて いる、 それ 

から 最近、 お 角と いう 奴が、 妙に 胡麻 をす つてい る こ 

とも 知っている」 

お 角と いう 奴が、 胡麻 をす るか すらない か、 そんな 

こと はよ けいな こと だが、 とにかく、 藤 原の 伊太 夫に 


は 相当 知 音の 間柄と 見える。 その 点 を 健 斎が 説明して 

言う に は、 

おやじ 

「その 藤 原の 伊太 夫と いうの は、 親父の 代からの 懇意 

で、 出府の 前に はよ く 往来した もの だが、 その 伊太 夫 

が 今度、 上方へ やって来て、 大谷 風呂に 逗留して いる 

の だ」 

「そこへ、 君が また 胡麻すりに 来たの か」 

「よせ やい、 おれ はこう 見えた つて、 財閥に 胡麻 をす 

る ひま はな いんだ、 ただ、 その 旧知の 縁に よって、 伊 

太夫から 招かれ たんだ。 ただ 招かれたん では、 そう 

安々 と 出て 来る わけに はいかな いが、 旅 中、 同行の 中 


に 急病 者が 出来た から、 枉げて 都合して 来て 見て くれ 

ないかと いう 急の 使 だから、 早速 やって来て みたと こ 

ろな の だ」 

健 斎が、 こう 言った ところ を 以て 見る と、 ますます 

同業者と いう ことが わかる。 同時に 健 斎の 家 は、 田 辺 

でも 代々 旧家の 方で、 相当の 貫禄が あるの だから、 伊 

太夫に 招かれた からと言って、 そう 安々 と は 出て 来ら 

れな いはず だが、 病人 ありと 聞いて は、 職業 柄、 猶予 

はでき ないで、 艇 けつけ て 来たと いうの は、 聞え る 道 

理 だが、 そのく らいなら、 ナゼ道 庵に 頼まない！ と 

いう 不服が、 道 庵の 胸三寸に、 ちょっと、 つむじ を 捲 


かせました。 そうして 不服 を 包んで いる 道 庵で ないか 

ら、 忽ちに ムキ 出して しまって、 

「なに、 伊太 夫に 急病人が 出来た から、 わざわざ 田 辺 

まで 君 を 招きに 行った のか。 人 をば かにして いやがら、 

つい 端近に、 この 道 庵と いう ものが 控えて いるの を 知 

りながら、 ほかへ 使 を やる なんて、 胡麻すりのお 角 も 

お 角 じ やねえ か」 

と こう 言 いました。 道 庵の 気象 を 呑 込ん で い る 健 斎 だ 

から、 そんな 不服 は 深く は 取上げない。 

「いや、 それに は 何 か 特別の 事情が あるら しいので ね、 

近所の 医者で は 都合が 悪かった のだろう、 実は 普通の 


病人で はない の だ、 水死 人な の だ、 水に 溺れた 人 を、 

すく  かく 

伊太 夫 殿が 湖水から 掬い上げて 来て、 それ を 一室に 匿 

まい、 治療 を させよう という 次第で、 急に 僕の こと を 

思い出して 使 を 立てた ものら しい」 

「はは あ、 あいつら、 竹 生 島へ 参詣 を かこつけて、 デ 

モの 避難 を 試みた そうだが、 では、 その 途中、 水死 人 

を 拾い上げ でもして 来た ものだろう」 

「心中 者ら しいの だ」 

しゃれ 

「心中 者 —— 今時、 洒落て やが るな」 

「でも まあ、 助かった から 功徳と いう もの さ」 

二人、 会話 をして いるう ちに、 婆やが 酒 を 運ぶ、 茶 


菓を 運ぶ。 

それが 話の きっかけ になって、 健 斎 は、 どうしても 

道 庵 を 田 辺へ 引っぱって 行く と 言って きかない。 

「田 辺なん てと ころに、 何 かいい ものが あるの かい」 

「有る とも、 大有り さ、 一 休 和尚の 寺が ある」 

「一休！ 一  休と 聞い ちゃ、 聞きの がせね えよ」 

と 道 庵が、 いささか はずみました。 山城の 国、 綴 喜 郡、 

田 辺の 里に、 一休 和尚の 旧蹟 酬恩 庵が ある ことの 説 

明 を、 健 斎 老が道 庵 先生に 説いて 聞かせた 上、 どうし 

て も、 これから 道 庵 先生 を 引っぱって 行って、 大いに 

上方 酒 を 飲ませなければ ならぬ、 と 言い出し たもので 


すから、 暫く 思案した 道 庵が、 忽ち 同意して しまい ま 

した。 

先に 言う が 如く、 道 庵が 空虚 を 感じながら、 ここ を 

動け ない 理由の 一 つと して は、 孤立 無援で、 味方の な 

い 敵地へ 乗 込む という ことの 危険 を 予想した からで あ 

きっすい 

る。 ところが、 山城 生れの 生粋の 土地つ 子で 根の 生え 

たやつ が、 自分の 味方に ついた。 これ は 切っても 切れ 

ない 書生 時代からの 同学 だから、 どう 間違っても 裏切 

りのお それ はない。 のみならず、 家 も 旧家で、 相当 豊 

かな 暮らし をして いる ことが わかる。 道 庵に 一月 や 二 

月、 呑ませた からといって 身上に さわる 家で ない こと 


もよ くわ かる。 且つ また、 職務の 暇々 に は、 自分 も 興 

味 を 以て 畿内の 名所 旧蹟 を 歴遊しても よいと いう こと 

だから、 こうな つてみ ると、 あえて 米 友 やお 角 をた よ 

りに する 必要 はない。 そういうの を 頼りに して 出かけ 

るより は、 この 方が 一層、 利き目が あると 思いました- 

道 庵が そう 鑑定した ものです から、 一 も 二 もな く 健 

斎の 招待に 応ずる ことにな りました。 もうこう なって 

みると、 本草学の 研究 も、 貧乏 祭の 計画 も 打 忘れて し 

まって、 いざ 出直しの 用意に とりかかる という 気早 さ 

です。 


四十 

大谷 風呂の 別の 一 間に は、 屏風が 立て 廻され て、 こ 

の 外に、 一人のお 医者さん と、 女の人と がいろい ろと 

会談 をして います。 

そのお 医者さん というの は、 さきほどの あの 中 川 健 

斎老 で、 もう 一人の 女の人と いうの は、 ほかならぬお 

角さん であります。 

屏風の 中で、 すやすやと 眠って いたらし い 病人が、 

やっと 眼が さめた 様子 を 見計らって、 外から お 角さん 

が 言葉 を かけました、 


「お 目 ざめ になり ました か」 

「はい」 

お 角さん が、 屛風を ちょっと 押し やる と、 そこで 枕 

について いたの は、 やっぱり 女の人で あります。 枕に 

かかる 洗い髪 は、 まだ 若い 緑の 黒髪が たっぷり してい 

ました。 

そうすると 健斎老 が、 これ は 無言で 膝行り 寄り、 患 

者の 枕許へ 手 を 入れて、 しずかに 取り上げた 小 腕 を 見 

ると 細くて 白い。 

「ねえ、 お雪 様」 

と、 お医者さんに 脈 を 見せて 置いて、 これ も 一 膝 進ま 


せた お 角さん。 

枕に 親しんで いるの はお 雪 ちゃんであります。 お 角 

さん は、 お雪ち やん を 呼ぶ に、 お雪 ちゃんと もお 雪 さ 

ん とも 言わない、 お雪 様と 本格 扱いです。 

「はい」 

「先生が、 わざわざ 田 辺から おいで 下さいまして、 も 

うすつ かり、 こっちの もの だと 太鼓判 をお 捺し になり 

ましたから、 御 安心なさい ませよ」 

「はい」 

「そうしてね、 お雪 様、 ここ は 閑静で、 いつまで 保養 

をな さって いても かまいませんが、 1^ を 言う にも 宿屋 


のこと ですから、 行 届き 兼ねます、 あなた 様 は、 大阪 

へ 帰りたい 帰りたい とおつ しゃい ますが、 いっそ、 暫 

くこの 先生のお 宅に 御 厄介に なって、 それから 充分お 

たっしゃに なつてから、 大阪の 方へ お帰りになる よう 

にな さつ て はどうで すか」 

「はい」 

何 を 言っても、 はいはいと 逆らわない。 逆らわない 

だけた よりのな いような 心 持 もす る。 その 時、 脈 を 取 

リ 終った 健斎老 が、 

「もう ほとんど 平脈、 危険のお それ 更にな し、 どうで 

す、 今 このお かみさんが おっしゃる 通リ、 僕のと ころ 


へお いでなさい、 綴 喜 郡の 田 辺と いうと ころ だ、 京都 

から 見る とずつ と 田舎 だが、 空気 もい いです よ、 小高 

い 山の 上に 別荘が ある、 そこで 充分に 保養なさい、 健 

康が 全く 回復して から 大阪へ 送って 上げます よ」 

「はい、 有難う ございます」 

素直に 納得す るの を、 お 角さん がまた 傍らから 力 を 

つけて、 

「そうなさい ませよ、 万事、 少しも 心配 はいりません 

あとの こと も、 先の こと も、 すっかりい いように して 

上げて あります から」 

「有難う ござ います」 


「それから、 もう 一 つ 心強い こと はね、 お雪 様、 あな 

たも 御 承知の あの 長者 町の 道 庵 先生が 御 一 緒に 参り ま 

すから、 安心の 上に も 安心で ございま すよ」 

「あの、 道 庵 先生が II 」 

ここで、 お雪 ちゃんが はじめて、 「はい」 と 「有難う」 

との 単語の ほかに、 些少ながら 感激の 力の ある 言葉 を 

発しました。 これに 力 を 得た お 角さん は、 

「ええ、 あの 先生が ね、 こちらへ 参って いまして、 こ 

ちらの 先生と 昔からの お 友達なん だそう でございます 

よ、 二人の ェ ライ 先生が お 附きだ か ら、 全く 親船に 乗 つ 

たような もので、 あなた 様 もお 仕 合せです」 


と 励み をつ けました。 事実、 この 二人の k 手が ついて 

いれば、 大丈夫 保険 附 きのよう な ものです から、 お 角 

さんの 口前とば かり は 一一 一一 n えません。 しかし 喜ぶ ベ き は 

ずのお 雪ち やん は、 まだ 思う存分に 意志の 発表が でき 

る ほど、 気力が 回復して いないと 見えて、 いったん は 

道 庵 先生と 聞いて、 いささかながら 昂奮の 気色が 見え 

ましたが、 お 角さん が はずむ ほど、 それほど はずまな 

いようです。 

そうして、 少し 身動き をして 言いました、 

「それ は 御 親切に 有難い ことで ございま すが、 どうも 

わたくし は、 知ってい るお 方に はお 目に かかりた くな 


い 心 持が 致しまして、 このまま ずっと 大阪へ 行って し 

まいたい と 存じます、 いいえ、 こちらの 先生の 田 辺と 

やらへ 御 厄介に なって、 それから 大阪へ 参るなら 参る 

ように 致したい と 思います」 

と、 やっとお 雪 ちゃんが こう 言いました。 

それにお 雪ち やん は、 道 庵 先生と は 至極 心安い。 胆 

吹の 王国で、 この 先生と いっしょに ハイキング を やつ 

たこ ともあれば、 人生 問題 を 論じ 合った こと も ある。 

至極 ィキの 合う 先生で は あるが、 今と なって は、 自分 

を 知つ ている 人の すべ てに 会う こと を、 悪意で なく、 

避けたがって いる。 その 気分 をお 角さん も 認めた もの 


ですから、 

「それ もそう です ね、 では あなた は 道 庵 先生と は 別の 

心 持で いらっしゃい、 お雪 様 だか 誰 だか わからな いよ 

うにして お送りし ますから、 蔭に はいつ も両 先生が つ 

いている と、 心強く 思って いらっしゃい」 

そこ はお 角さん も 心得て いる。 道 庵と いう 先生 は、 

至極 出来の いい 先生で は ある けれども、 何 をい うに も、 

あのが さつな 気象で ある。 むやみに いい 機嫌で、 病人 

の 傍で さわがれた 日に は、 病人の ために ならない こと 

も ある。 且つ また、 この 病人 は、 全く 素直で ある だけ、 

それだけ 油断が ならない。 いつまた 昂奮して、 再び 死 


を 急ぐ ような 気分に ならない とも 限らない。 心中 者に 

は 特にそう いう 気分 は 有りがちで、 まあよ かった、 人 

間 一人 を 取 戻した と 思って ホッと 安心して いる、 その 

隙 を ねら つ て 飛び出して 本望 を 遂げて しまう という 例 

もずい ぶん ある ことです から、 その 辺 は 健 斎 先生に も 

よく 依頼して ある。 なんにしても、 当分 は、 絹糸に さ 

わるよう に 本人の 気分 を やわらか にして 置かなければ 

ならない。 この 際に 道 庵 先生の ような ざっかけ を、 病 

人の 意志に 反して、 傍に 置く こと は 相当 考えなければ 

ならない と、 お 角さん が 思いました。 

そこへ、 取次の 女中が 出て 来まして、 


「ちょ じゃまち の 先生と かおつ しゃる お 方が、 おいで 

になり ました」 

早く も 道 庵が 進入して 来たらし い。 

四十 一 

さて、 その 翌日になります と、 大谷 風呂から 三箇の 

乗物が 前後して 出立し ました。 

まんなかの は 普通の 四ッ 手です が、 前後の は、 お 医 

者さん だけが 乗る ベ きあん ぼ つです。 

それに 附 添が 三人 II 


これによ つて 見ても、 まんなかのお 駕籠が お雪ち や 

んで、 前後の あんぼつ に、 健 斎、 道 庵の 両国 手が 乗 込 

んで いる， ，1 とと 想像が できる。 

駕籠 附の 一 人 は、 山城 田 辺から 健 斎 国手が つれて 来 

たおと もで、 他の 二人 は 伊太 夫の 従者の 若い者でした。 

この 三乗 三 従の 一 行に 加うるに、 お 角さん が 庄公を 

召し つれて、 追分まで 送ろうと いうので す。 

やがて 程遠から ぬ 追分まで 来る と、 例の 「柳 緑 花 紅」 

の 道し るべ の 前で、 前後の あんぼつ だけが 乗物 をと ど 

め、 まんなかの 四 ッ手は 先 をき つて、 静かに 打た せて 

行きます。 前後の あんぼつ が 停った かと 思う と、 両方 


から 一時に ころがり 出した の は、 前なる は 健 斎 国手、 

あとの は 道 庵 先生で ありました。 

「やれやれ、 御苦労 さま」 

道 庵が 額の 汗 を 拭きます と (汗 は 出て いないの だが、 

手加減で 汗 を 拭く 真似 をす る) お 角さん が、 

「先生、 御 窮屈で ございま しょうね」 

「わしゃ、 どうも、 駕籠 乗物より は、 事情の 許す 限り 

徒歩 主義で してね」 

そ う 言 うと 健 斎 国手 も、 

「いや、 わし も 歩く のが 好きなん だ、 では、 これから 

ずう つと 歩く ことに しょうじゃ ないか、 時に 随 つて、 


或いは 歩み、 或いは 乗る という ことにして 行こう」 

「賛成」 

二人 はそう いう ことに 同意 をし ました。 お雪ち やん 

の 乗物 は、 一町ば かり 先に 休んで いる。 こういう 行き 

方に も、 またお 角さん の 気の利いた 細かな 勘が 働いて 

いるものと 思われます。 

「では 親方」 

と 道 庵が 改めて、 お 角の 方へ 向き 直り、 

「京都で ゆっくり 再会と いう 段取りに 致そう、 たより 

を くれ 給えよ、 綴 喜 郡の 田 辺の これこれへ、 京へ 着い 

たら 忘れない ように 早々 便り を くれ 給えよ」 


「先刻 心得て おります よ」 

「財閥へ うまく 胡麻 をす つて、 大 儲けに 儲けな さいよ」 

これ はよ けいな ことでした。 こういう こと は、 この 

際、 口走らない 方が よかった のです が、 どうも、 

御 人体で 如何と もし 難いと 見える。 

「よう ござんす とも、 どつ さり 儲けて、 上方のお 酒の 

相場 を 狂わす ほどに 飲ませて 上げます よ、 もうた くさ 

ん とおつ しゃっても、 口 を 割つ て 飲ませて 上げます よ」 

とお 角さん が 応酬し ました。 前口上の、 御意の 通リ大 

いに 儲けて、 上方のお 酒の 相場 を 狂わす ほどに 飲ませ 

て 上げます よはいい としても、 あとの、 もうた くさん 


とおつ しゃっても、 口 を 割って 飲ませて 上げます よは、 

よけいな ことです。 道 庵 も、 口 を 割って まで 飲ませら 

れて はた まるまい。 

「なにぶん 頼む」 

それ を 道 庵が 素直に 受けます と、 お 角さん が 今度 は 

健 斎老の 方へ 向き 直り、 これ は 道 庵 先生 に対すると は 

打って 変った 慇敷 ぶりで、 

いとま 

「では 健 斎 先生、 これでお 暇 を 申し上げます、 この 上 

とも、 万事よ ろしく お願い 申し上げます、 そういう 次 

第で ございま すから、 病人の 方に は、 道 庵 先生が 御 同 

行して いる こと を 当分 はお 話し 申さない 方が よろしい 


かと 存じます、 それから、 こちらの 大きな 方の 御 厄介 

者、 これが 病人より は 一層の 難物 かと 存じます が、 こ 

の 方 も 万事よ ろしく」 

「ばかにしな さんな」 

「ではなに ぶん」 

「失礼」 

「お 大切に」 

「あばよ」 

これが この 場の 最後の 挨拶。 

右へ 道 を とれば 山城の 国、 山 科 —— 左 は 伏 見から 大 


二人の 医者 は、 わざと あんぼつ を 空に して、 駕籠 わ 

きに つき 添って 歩いて 行く。 乗物と 人物の 見えな くな 

るまでお 角さん は、 追分の 札の 辻に 立って 見送って い 

る。 両国 手 は、 時々 振 返って、 一瓢 を ささげ 上げて、 

さらばの 継 足し、 その 度 毎に、 お 角さん も 手 を 挙げて 

あいさつ を 返す。 さきに 待 兼ねていた 先発のお 雪ち や 

んの 駕籠のと ころまで 来る と、 二人の 国手 も 乗物の 中 

へ 隠れて、 かくて 三乗 三 従の 一行 は、 追分 道 を 左に 綴 

喜 郡 田 辺の 里へ 向って 急ぐ。 

お 角さん は、 それ を 見送って、 改めて 庄公を 引き立 

て、 以前の 通り 大谷 風呂 を さして 戻りに つく。 


四十 二 

お雪ち やん を 追分から 南へ 送った 日の その 晚 のこと。 

これ は大谷 風呂で はない、 関の 清水の 鳥居の 下から、 

ふらりと 現われた 一 人の 武士が ありました。 笠 を か 

ぶって、 馬 乗 袴の マチの 高い の を 穿いて 手 甲脚粹 のい 

でた ち、 たった 一人、 神社の 石段 を 下りて、 鳥居 をく 

ぐって、 街道へ 歩み 出しました。 

その 時分、 もう、 さしもの 街道に も 人通り は 絶えて 

かつらぎ 

いたのです。 右 は 比 良、 比 敷の 余 脈、 左 は 金剛、 葛 城 


おうさか やま 

まで 呼びかける 逢坂 山の 夜の 峠路 を、 この 人 は 夢の 国 

からで も 出て 来たよう に、 ゆらり ゆらり と 歩いて いま 

した。 

どうも、 この 骨格から、 肩 越し、 足 もとに 見覚えが 

みもの 

ある。 笠の うちこ そ 見物 だと 思 つ て 心配す るが もの は 

うすもの 

ない、 前半の 一文字 笠が、 その 瞬間、 紗 のように 透 

かお  あおじろ 

きとお つて、 面が 蛍の光の ように 蒼白く 夜の 色 を 破つ 

て 透いて 見える のです。 さて は 思いな しの 通り、 この 

人 は 机 竜 之 助で ありました。 

絶えて 久しい、 この 人の 姿 を 逢坂 山の 上で 見る。 い 

つの まに 健康 を 取 戻した か、 姿勢 はしゃん として、 し 


かも、 足 許が きまって いる。 杖の 力 を 借りないで、 百 

里 も 突破す る 体勢に なって いる。 眼 は 癒った のだろう。 

その 証拠に、 今、 紗 のように 透き通った 笠の 前半 を 見 

ると、 切れの 長い 眼が、 真珠の 水底に 沈んだ ような 光 

を 見せて いた。 関の 明 神の 下で、 草鞋の 紐 を 結び 直し 

た あの 手 もと を 見ても わかる。 眼の 不自由な 者に、 あ 

んな 手に入った 扱い はでき ない。 

街道へ 出て、 人な き 大道 を この 人 は、 真直ぐ に 京 山 

科 方面へ 向って、 のつ しのつ しと 歩んで 行く のです。 

その 足 どり は 甚だ 軽く、 腰に 帯びた 大小の 蠟色 もお 

だ やかで、 重きに 煩う 色 はない。 


行き 行きて 追分の 札の 辻まで 来る。 ここ は 朝のう ち、 

伏 見 街道 を 行く お雪 ちゃんと、 両国 手と をお 角さん が 

送って 来て、 さらば さらば をした ところ。 

「柳 は 緑、 花 は 紅」 の 石 標に腰 打ち かけた 机 竜 之 助、 

前途 を 見渡す と 夜色が 京洛に 立ち こめて いる。 昼間に 

見たところ では、 追分の 辻から 左右と もに、 人家が 櫛 

の 歯の ように 並んで いたと 覚えて いたが、 真夜中と い 

う もの は、 時代 を 一世紀 も 二 世紀 も 逆転して 見せる も 

ので、 風景 も おのずから その 時代の 風景で はない。 右 

手に ながめる 比 良、 比數の 山つ づき、 左に わたる 大和、 

河内への 山つ づき、 この間 は 一帯の 盆地、 京洛の 天地 


はいずれの ところに ある や、 山 科、 宇治 も 見渡す 限り 

ぼうぼう  すすきの はら 

茫々 たる 薄 野原で ありました。 

机 竜 之 助 は、 「柳 緑 花 紅」 の 石に 腰 打ち かけて、 腰な 

る 煙草 入 を 取り出して、 燧石を 力 チカ チ、 了ぶ くの 煙 

草 をのみ 出しました。 今日まで 机 竜 之 助が 杯 を 傾けた 

と いう こと は 見えて いるが、 未だ 煙草 をのんだ と いう 

記録はなかった ように 思う。 ここへ 来て はじめて 悠々 

と 煙草 をのみ 出して いる。 

すきや 

煙草 をのみながら、 透 綾の ように 透き通る 笠の、 前 

半面から、 悠然として、 目に余る すすき 野原 をな がめ 

ている のであります。 


そうすると、 暫くして、 行 手の 右の 方の 蜿蜒た る 一 

筋 路は伏 見 街道 —— やはり、 すすき 野原 を 分けて、 見 

えつ 隠れつ、 一 い、 二う、 三い、 三 梃の 乗物が、 三人 

の 従者に 附 添われながら 大和 路へ 向って 行く の を 見る。 

「お— い」 

と 机 竜 之 助が、 これ を 見かけて、 片手 を あげて 呼ぶ と、 

あちらで も、 

「お— い」 

答え はあった が、 人が 見えない。 

机 竜 之 助 は、 あわただしく 火 打 道具 を 腰に はさんで、 

笠の 紐 をと つて、 それ を 片手に 高く 打 振りました。 


「お —い」 

あちらで も、 

「お ー い」 

すすき 野原の 中から、 こだま を 返して、 返事 は ある 

が、 あちらで は 手 を 振る 人 もなければ、 ひらめかす 笠 

も あるで はない。 乗物 は ずんずんと 離れて 進んで、 す 

すき 野原の 中へ、 見えつ、 隠れつ、 行く手 は 大和、 河 

内の 山、 そこへ 没入して しま うげ に 見える。 

「お— い」 

竜 之 助 は 何と 思って か、 突然に 腰かけの 石 を 立って、 

二三 歩 進み出し、 また 笠 を 手強く 振って、 


「お ー い」 

こんど は 返事が ありません。 返事の ない こと は、 も 

はや、 さいぜんの 乗物が すすき 野原 を 打 過ぎて、 大和、 

河内の 山の 中へ 没入して しまった 証拠です。 

それと 知りつつ 竜 之 助 は、 またも 二 歩と 三 歩と 進ん 

でみ ましたが、 もうお となう もの は、 谷川の せ せらぎ 

の ほか は 何もない。 

茫然と して、 そこに 立ちつ くして いると、 

「お— い」 

今 は 人 を 呼びかけた 身、 今度 は 後ろから 人に 呼び か 

けられる らしい 声が する。 


「何 だ」 

「お— い」 

「お ー い」 

相 呼び、 相 答うる 双方の 声 はま だ 遠い のに、 不意に 

竜 之 助の 肩に 後ろから 手 を かけた 者が ある。 その 手 は 

軟らかい 白い 手で ありました。 

「あなた」 

「誰 だ」 

「どちらへ いらっしゃ るの」 

「どこへ 行こうと  」 

手 だけ は 肩に かかって、 声 はする が 姿 は 見えない。 


あまりにけ つたいなる 物の たずね 方な ので、 竜 之 助、 

怒気 を 含んで 見返ろう としたが、 この 背後が 磐石 の 

ように 重い。 

「島 原へ いら つ しゃいよ」 

「島 原へ —— 」 

一方の 白い 軟らかい 手が、 自分の 左の 肩に かかって 

いたかと 思う と、 今度 は、 右の 方の 眼の 前へ 一 つの 白 

い 軟らかい 手が 現われました。 そうして、 しかも その 

軟らかい 手が、 五体に くっついて いないの です。 手首 

から 下 はあり やなし や、 その 指先 だけが、 

「島 原へ —— 」 


と 言って、 一方の 空 を 指して いる。 この 指した ところ 

ほおずき 

を 見る と、 ぼうっと、 一隅 だけ 酸漿の ように 赤い。 

「あれが 島 原 か」 

「もう 一 べん、 あなた を 島 原で 遊ばせて 上げたい」 

「  」 

「皆さん、 相 変らず お 盛んで ございま すよ、 芹 沢さん 

は 殺され ましたが」 

「近 藤 勇 は 無事 か …… 」 

「無事 どころ か、 飛ぶ 鳥 落す 勢いだ よ、 わ は、 は、 は、 

は、 は」 

それ は 軟らかく 白い 手首の 女の 声で はない、 豪傑 的 


な すさまじい 高笑いで ありました。 

「誰 だ」 

と 振り切った 時 は、 竜 之 助の 身が 軽くな りました。 島 

原へ —— 指した その 手 は 細く 柔らかい 手でした が、 高 

笑い は、 決して その 手に 相応す る 声ではありませんで 

した。 この すさまじい 高笑いが 起る と共に、 左の 肩に 

置かれた 細い しなやかな 手 も、 右で 指さされた 島 原の 

白い 手首 も、 すっと、 霞 を 引いた ように 消え失せ てし 

まって、 竜 之 助が 振 返った 背後に は、 雲 を衝く 大男が 

一人、 大手 を 振っての つし のつ しと 歩み 来る の を見受 

けます。 


「は、 は、 は」 

先方 は、 すさまじい 豪傑笑い を 以て、 竜 之 助の 背後 

に 迫り 来った のです。 その 時に、 発 止と 思い当った 竜 

之 助 は、 二三 歩す さって 身構えざる を 得なかった もの 

です。 

「喫驚 した かな、 田 中 新兵 衛だ よ、 示現 流 の、 

もん どのしょう まさきよ 

主 水 正正 清 の 田 中 新兵 衛だ」 

「うむ —— また 出た か」 

やぼ  まね 

「今度 は果し 合いの 申込み なんて、 そんな 野暮な 真似 

はせ ぬから 安心し 給え、 おい も、 久しぶりで 京都へ 入 

るの だ、 いい 道連れ を 欲しい と 思って いたと ころへ 君 


が 来たので 嬉しい よ、 昔の こと は 忘れて、 旅 は 道連れ 

の 情け を 以て、 つき 合って くれ 給え」 

いかにも、 そういう 声 は 田 中 新兵 衛 である。 その 昔、 

この 道 を 通った 時に、 不意に 背後から 呼び留めて、 白 

昼、 真剣の 果し 合い を 申込んだ あの 白 徒で ある。 だが、 

今宵 は、 あの 時と 打って 変った あけっぱなしの、 隔て 

のない ものの 言 いぶりで、 豪傑 肌 ， J そ 昔に 変ら な いが、 

殺気な どと いう もの は 微塵 もない、 真に 己れ も 淋しい 

ことあって、 友 を 呼ぶ 魂の ように 聞え るから、 竜 之 助 

も 極めて 安心 をしつつ、 その 追いつく の を 待って いる 

と、 ほどなく 近づいた 右の 豪傑 は、 竜 之 助 を 見て 莞爾 


として 笑った かと 思う と、 竜 之 助の 腕 をと つて、 親し 

みの 態度 を 現わしました。 竜 之 助 も 手 を さしのべて さ 

わって みたが、 その 手 は 荒い けれども、 その さわり は 

極めてつ めたい。 

「いやに 冷たい 手 をして いるな」 

「は、 は、 は」 

「どこへ 行っての 帰り だ、 そうして これから どこ へ 行 

こうと いうの だ」 

「美 濃の 関ヶ原から 来たんだ が、 これから また 京都へ 

行く の だ、 京都 は どこと いう 当ても ない が、 せっかく 

君と 同行の こと だ、 君の 行く ところへ 僕 も 行こう では 


なレ 力」 

田 中 新兵 衛は 極めて 親しみ を 以て、 こう 言いました。 

思えば 自分 も 一人旅、 逢坂 山の 関の 清水 を 立ち 出で て、 

足 はこうして 京洛の 地に 向いて いる けれども、 さて、 

今度の 都入り、 誰 を 当てに、 ドコへ 落ちつこう という 

目的が あるで はない の だ。 田 中 新兵 衛 から、 こう 持ち 

かけられて みると、 竜 之 助 はい まさら 自分の 行 手 を 思 

案す る 気に もなる。 

「拙者 は 島 原へ 行こうと 思って いるの だ」 

「島 原 I 結構」 

と 田 中 新兵 衛が 言下に 応じました。 竜 之 助が 島 原と 


言った の は 出 まかせで ある。 最初から そこへ 目的 を 置 

いたわけ ではなし、 そこに なんらの 知己 ある 人が いる 

わけで はない が、 今の 先、 島 原へ と 誘引した 白い 手首 

があった、 そのこと が 眼 先に ちらつい ていた もの だか 

ら、 つい 口頭に 現われた もの だが、 この 際 は 自分な が 

ら よく 言った と 思 つ た。 

今の 竜 之 助と して は、 会津へ 行く とも 言えまい。 

壬 生へ 参る とも 言えまい。 京洛の 天地に 彼が 名乗り か 

けて、 草鞋 を 脱ごうと いう 心 当り は 一 つもない。 ただ、 

島 原 だけ は 万人の 家で ある。 あすこに は、 いかなる 人 

を も 許して 拒まない 女性が いる。 


そこで 二人 は、 無言に 轡を 並べて、 薄 野原 を 歩み 出 

しました。 行け ども 行け ども 薄 野原で、 京 伏 見への 追 

分路 が、 こんなに 野原 続きの はず はない のに、 ほ とん 

ど 無限 の 野原つ づき。 しかも その 前面に は、 た えず 「柳 

緑 花 紅」 の 石ぶ みが 並び 進んで 離れない。 ただ 安心な 

の は、 この 不意打ちの 旅客に、 今宵 はドコ まで 行って 

も 殺気と いう ものが 湧いて 来ない ことで ある。 昔の よ 

うに、 警戒 も、 残心 も、 さらに 必要がなくて、 やや も 

すれば 同行 同 向の なつかしみが にじみ 出で て 来る。 竜 

之 助 は 全く 打ちと けた 心に なって、 かえって こちら か 

ら 隔てな く 話しかける ような 気分に なりました。 


しんせい  さっき  ういてんぺん 

「その後、 拙者 は 身 世の 数奇と いう やつで、 有為転変 

の 行路 を 極めた が、 天下の 大勢と いう ものに は トンと 

暗い、 京都 はどうな つてい る、 江戸 はどう だ、 それ か 

ら、 君の 故郷の 薩摩 や、 長 州の 近頃の 雲行き はどうな つ 

ている、 知っているなら 話して くれない か」 

「うむ、 僕 もよ く は 知らん が、 君より は 一 日の 長が あ 

るか 知れん、 知っている だけ 物語って 聞かそう。 まず、 

君に も 何かと 縁故の 深い 壬 生の 新撰 組 だな」 

「うむ —— どうだい、 あれ は」 

「近 藤 勇が これ を 率いて、 土方が それ を 助けてい る、 

今の 新撰 組 はこと ごとく 近 藤に よって 統制され ている、 


新撰 組の 近 藤で はない、 近 藤の 新撰 組 だ、 いや 新撰 組 

の 近 藤と いうよりも 京都の 近 藤 だ、 京都の 近 藤と いう 

よりも、 近 藤あって の 京都の 町 だ、 近 藤の 威力 は 飛ぶ 

鳥 を 落し、 泣く 児 も だまる」 

「近 藤 勇 —— それほどの 勢力と なりおつ たかな」 

「市中の 威力 は 町奉行 以上、 守護 職 以上、 脱走の 大藩 

浪人 共 も、 かれの 前に は 猫の ようで、 彼 を 怖る る こと 

虎の 如し、 全く エラ ィ勢 いだよ」 

「彼 もたいした 英雄で もなかろ うが、 時の 勢いで、 威 

が つ いたの だな」 

「たいした 英雄で はない かも 知らん が、 たいした 勇敢 


だ、 是非 名分 は トニ カクと して、 あれ だけの 勇気 ある 

奴 はない、 あれ だけの 決断の ある 奴 はない、 勢いの 帰 

すると ころ、 必ずしも 偶然との みは 言えない の だ。 そ 

も そ も 彼が 今日の 威力 を 得た こと も、 必ずしも 蛮勇と 

ぎょうこ-つ 

僥倖との みは 言えない —— ドコ かに 一 片の 至誠の 人 

を 打つ ものが あり、 多少と もに 人 を 御す る 頭 梁の 器 

が あれば のこと だ。 彼の 今日に 至る までに は、 血の 歴 

史が ある。 血の 歴史と 言った ところで、 人 を 斬って 見 

る その 血の ことのみ を 言う ので はない、 自分の 精神的 

にだ。 精神的に、 血涙 を 呑む の 苦闘 を 嘗め 来った、 そ 

れを 言う の だ。 近 藤 を 蛮勇 一 辺の 男との み 見る 人 は、 


その 胸臆 をよ く 知らない もの だよ、 彼 は 珍しく 純な と 

ころの ある 血 性の 男児で、 憎む こと を 知る 男 だよ。 彼 

にこの 血 性の 有する 限り、 血の 歴史 は まだまだ 続く よ」 

斯様に 語り 来った 新兵 衛の 言葉に は、 幾分な りと 近 

藤に 対する 同情が ほの 見える。 いわゆる 勤王 方の 中心 

勢力た る薩 摩のう ちに、 かえって 近 藤 を 諒解す る 男が 

いると いう こと を、 竜 之 助 も 不思議な リ として、 

「あれ は あれ だけの 男だろう、 あれの 器量と して、 今 

の 地位 は 過ぎた る もの か、 及ばざる もの か、 その 辺 は 

拙者 は 知らない、 だが、 あれ もい い 死によう はしない 

だろう が、 死 場所 を 与えて やりたい もの だ」 


何とつ かず 竜 之 助が、 斯様に 挨拶した の を、 田 中 新 

兵衛 はまた 高 笑して、 

「は、 は、 は、 その 点 は 御 同様、 君 も、 僕 も、 いい 死 

にょう はでき なか つた」 

できなかった がおかし い。 できなかった では 過去に 

なる。 過去に 解決 を 告げて しまった 語法 文法になる。 

文法 や 語格に は 注意 を 払わない 竜 之 助 は、 

「そうなる と、 近 藤に 万一 の ことがある となった 暁 は、 

今後の 新撰 組 は 誰 に 率いられ るの だ」 

うわさ  いとうき ねたろう 

「そこ だ —— 路傍の 噂で は、 伊東 甲子 太郎が 最も 有 

望 だとい うこと だが、 くわしい こと はよ くわ からん が」 


ここまで 語り合った 時に、 不意に また 路傍から 声が 

かかって 来た。 

「その 話なら、 僕が くわしい よ」 

二人 は 驚いて、 その 声の する 方 を 見やる と —— 

闇 中からの そりと 出て 来た、 旅すが たは 平民 的… 

やつ こぢや や 

…いっか は 奴 茶屋の 前まで 来て おりました。 その 奴 茶 

屋の 縁台に 腰 打ち かけ 休んで いた 一 人の 発言でした。 

「や あ、 山 崎 君で はない か」 

これ はこれ、 新撰 組の 一 人、 香 取 流の 棒の 名手、 変 

装の 上手、 山 崎 譲で ありました。 


四十 三 

なるほど、 山 崎なら ば、 新撰 組の 近状 を 知る ことに 

於て 田 中以上だろう。 奴 茶屋に 休んで いた 山 崎 は、 闇 

中から 不意にし やしゃり 出た と 見る と、 二人に 押 並ん 

で 歩調 を 合わせながら、 

「では、 僕が 代って、 その後の 新撰 組の 状態と、 今後 

の 予想と をく わしく 話して 聞かせよう ではない か I 

I」 

と 言って、 懐中から 何 か 一 ひらの 紙切れ を 取り出して 

二人に 示し、 


「まず、 これ を 一 覧し 給え」 

暗い ところで はあり、 かつ、 会話 はしながら も、 こ 

れは 無性に 進行して いる 途中で はあり、 そこで 急に 紙 

片を つきつけられ たからと て、 本来 読める はずの もの 

ではない が、 そこ は 不思議に も、 

「どれどれ」 

と 言って 受取った 二人の 前へ、 笠から 透きと お つ て、 

その 巻紙の 文字が ありあり とわ かるので あります。 読 

ん でみ ますと、 それ は 次の ような 人名 表で ありました。 

見廻 組 組頭 格 隊長 近 藤 勇 

同 肝 煎 格 副 長 土方 歳 三 


見廻 組 

右 

同 

見廻 組 

同 

同 

見廻 組 

同 


並 


沖 田 総 司 

永 倉 新 八 

原 田 左 之 助 

井上 新太郎 

山 崎 木 一 

緒 形 俊太郎 

茨木 司 

村 上 清 

吉村貫 一 郎 

安藤 主 一一 it 

大石 鍬次郎 


同  近 藤 周 平 

惣組 残らず 見廻 御 抱 御 雇 入 仰せつ けられ 候 

卯 六月 

これ を 二人が、 すらすらと 読んで しまって、 田 中が、 

「なるほど、 こうな つてみ ると、 新撰 組 は 残らず 幕府 

の 方へ、 お抱え、 お 雇 入れ、 仰せつ けられ、 という こ 

とに なった の だな、 金箔 附 きの 御用 党と なった わけ 

じ やな」 

「そこ だよ」 

「よく、 これで 納まった な」 

「納まらないの だ、 これで 近 藤 は 御目見得 格 以上の 役 


人となり、 大久 保な にがしと いう 名 を も 下され、 土方 

は 内 藤 隼 之 助と 改名まで 仰せつ けられた というわけだ 

が —— 納まる はずがない、 本人た ち は 一 応 納まった が、 

納まらぬ の は 多年の 同志の 間柄 だ」 

「そうだろう、 一議 論 あるべき ところ だ」 

「本来、 新撰 組と いうの が、 幕府の 爪牙と なって 働く 

放漫 有志の 鎮圧 を 専門と している が、 もともと かれら 

は 生え抜きの 幕臣で もなんでも ないから、 その 御す ベ 

からざる ところに 価値が あつたの だ、 彼等 は 事情 やみ 

難く 幕府の ために 働く と は 言い条、 彼等の 中には 勤王 

攘夷の 熱血漢 も あれば、 立身の 梯子と して 組 を 利用し 


ている もの も ある、 天下の 壬 生 浪人と して 大手 を 振つ 

ていた ものが、 公然 幕府の 御用 壮士と 極印 を捺 される 

こと を 本意な りと せざる ものが ある」 

「それ はそう ありそうな こと だ、 で、 右の ように 彼等 

が役附 いたと なると、 当然 それに 帰服せ ざる やからの 

出処進退 という ものが 見 もの だな」 

「そこで、 一部の ものに 不平が 勃発し、 その 不平 組の 

牛耳が、 今い う 伊東 甲子 太郎 なの だ」 

「また 新撰 組が 二分した か」 

「いや、 すんなりと 二分が できれば 問題 はない の だが、 

新撰 組の 組織と いう ものが 決して 脱退 を 許さぬ ことに 


なって いる、 脱退 は 即ち 死なり と 血 誓が して あるの だ、 

近 藤に 平らか ならざる もの も、 隊 としての 進退が 決し 

た 以上、 それに 不服が 許されない、 脱退 も 許されない、 

進退 きわまつ たの だが、 そこ は 伊東の 頭が よい、 誰に 

も 文句の 言えない 名分に よって 辞職 をして、 新たに 別 

の 方面へ 分立す る ことができ たの だ」 

「はは あ、 伊東と いう 男、 そんなに 頭が よかった かな、 

そうして、 その 分立 を 近 藤が 素直に 許した の も 不思議 

じ やない か」 

「しかし、 そこが 伊東の 頭の よいと ころで、 近 藤と い 

えど もこれ に は 文句の つけられない 名分 を 選んだ の 


だ」 

「どういう 名分なん だ」 

これらの 問答 は 主として、 山 崎 譲と 田 中 新兵 衛 との 

間に 取り かわされ ている。 机 竜 之 助 はた だ 黙って 聞き 

役で ある。 だが、 語る と 黙 するとに かかわらず、 三人 

の 足 は 歩調 を 揃えて 絶えず 京洛の 方 へ 向つ て 進ん で い 

るの だが、 行け ども 行け ども 涉ら ない こと 夥 しい。 

やっぱり 荒涼たる 荒野 原で、 行けば 行く ほど 「柳 緑 花 

紅」 がつ いて 廻る。 

四十 四 


山 崎 譲 は、 相 変らず 能弁に 新撰 組 後日 物語 を 語りな 

がら 歩いて いる。 

「もともと 伊東 は 頭 もよ し、 才も あるから、 天下の 形 

勢 を 近 藤より は 一 層 広く 見て いる、 近 藤の ように 幕府 

いのししむしゃ 

一点張りの 猪武者で はない、 これ は 勤王攘夷で 行か 

なければ 事 は 為せない と 見た ものだろう、 その 意見の 

相違から 分立の 勢いと なった が、 今い う 通り、 新撰 組 

そのものの 組織が 分立 を 許さない、 そこで 伊東が 大義 

名分に 立脚し、 近 藤と いえ ども 文句の つけよう のない 

名分 を 発見して、 それで 分離の 実 を 挙げたと いうの は、 


彼 は 策 をめ ぐらして、 泉 涌 寺の 皇家 御陵 墓の 衛士を 拝 

命す る ことにな つたの だ。 他の なんらの 目的、 理由、 

事情 を 以てする とも 許されない 新撰 組の 脱退 も、 皇室 

の 御用 勤務と いう ことになると 歯が立たない、 さし も 

の 近 藤 も その 点に 屈服して、 ついに 伊東 甲子 太 郎を首 

領 とする 一 派の 新撰 組 脱退 を 許した の だ。 彼等 は 喜ん 

とんしょ 

で 一味と 共に 新撰 組 を 去り、 別に 東 山の 高台 寺へ 屯所 

を 設けた の だ。 そこで 彼等 は 新撰 組隊士 でな く、 御陵 

衛士 という 新しい 肩書が ついた、 そうして、 屯所が 右 

の 高台 寺 月 心院に 置かれた ところから、 人 呼んで これ 

かお 

を 高台 寺 組と いう、 まず、 この 面 ぶれ を 見 給え」 


と 言って、 山 崎 譲 は、 また ふところから 別の 紙切れ を 

取り出して 示す と、 二人 は 前と 同様にして 見る と、 次 

のよう な 文字が ありあり とうつ る。 

御陵 衛士 伊東 甲子 太郎 


同 

同 


篠原泰 之 進 

新 井忠雄 


橋 本 皆 助 

毛 内監物 


中 西 昇 


同  鈴 木 三 樹三郎 

同  藤 堂 平 助 

同  内海 ニ郎 

同  阿部 十郎 

同  富 山 弥兵衛 

岡  佐 原太郎 

同  斎 藤 一 

右の 人名 表 を 二人 は、 一通り 眼 を 通して しまう と、 

紙切れ を 山 崎の 手に 戻す。 それ を 指頭で ひねりながら、 

山 崎が 語りつ づける —— 


「事の 順序と して、 伊東 甲子 太郎 という 男 はどうい う 

男で あつたか、 それ を 説明して 置こう。 伊東 はもと 鈴 

ひたち 

木 大蔵と いって 常 陸の 本堂の 家来な の だ、 水 戸の 金子 

健 四 郎に剣 を 学んで いる、 芹 沢と 同様、 無念 流 だ、 江 

戸へ 出て 深 川の 北辰 一 刀 流、 伊東 精一 に 就いて 学んで 

いるう ちに、 師匠に 見込まれて 伊東の 後 をつ いだの だ 

が、 腕 も あるし、 頭 もよ い、 学問 も 出来る、 なかなか 

今の 時勢に 雌伏して 町道場 を 守って いられる 人間で な 

い、 髀肉の 歎に 堪えられずに いると ころへ、 近 藤が 京 

都から 隊士を 募集に 来た。 近 藤 は、 兵 は 東国に 限る と 

いう 見地から、 わざわざ 関東まで 出向いて 募集に 来た 


の だ。 その 時に 伊東が 一味 同志 を 率いて、 これに 参加 

する ことにな つたの だ。 その 一味 同志と いうの が、 こ 

の 表に も ある 名前の 大部分で、 鈴 木 三 樹三郎 は 彼の 弟 

である、 中 西 昇と、 内海 ニ郎は その 代稽古 をして いた、 

これに 服 部三郎 兵衛、 加 納直之 助、 佐 野 七五三 之 助、 

篠原泰 之 進ら 八 人が 打 連れて、 近 藤と もろともに 京都 

へ 上って 行った、 それが そもそも 縁の はじまり。 その 

伊東 以下が ここに 至って、 前に 言う 通りの 事情と 名分 

と を 以て、 首尾よく 新撰 組と 分離 を 遂げて しまった 上 

に、 新たに 『御陵 衛士』 の 名目 を 得て、 立派に 一 隊を 

組織して 盛んに 同志 を 募り はじめた」 


「それ を 黙って 見て いる 近 藤で も あるまい」 

「その 通り —— 伊東が 芹 沢と 同じような 運命に 送られ 

せつ ぱ 

るか、 或いは 新 勢力が 旧 組 を 圧倒して 立つ かの 切羽に 

なった。 そこへ 持って来て、 伊東が 分離した 時に、 同 

時に 分離して 御陵 衛士に 入るべく して 入らなかった 一 

団が まだ 新撰 組のう ちに 残って いる、 その 面ぶ れを挙 

げて みると、 佐 野 七五三 之 助、 茨木 司、 岡 田 克己、 中 

村 三弥、 湯 川 十郎、 木 幡勝之 助、 松 本 俊 蔵、 高 野 長 右 

衛門、 松 本主税 といった ところで、 これが どうかして 

脱退した いと、 ひそかに その 機 を 狙って いたと ころへ、 

右の 待遇 問題が 起って 来た。 近 藤ら は 甘んじて 幕府の 


金箔 附 きの 御用 党と なる 建前で ある、 近 藤と して は、 

一 土民から 直参に なり、 あわよ くば 国主 大名に も 出世 

し 兼ね まじ き路が 開か れ たの だろ うが 、 最初 の 同志 浪 

人の 面目 は 台な しだと、 不平 分子が この 機会に いきり 

出した の も 無 現の ない ところが ある」 

「そうだろう、 浪人と して 集まった ものの 中には、 浪 

人なる こと を 本懐と して、 役人た る こと は いさぎよし 

としない ものが 多々 あった はず だ」 

「その 通り、 我等 は 浪人と して 勤王攘夷 を 実行 せんた 

ろく  は 

めに、 新撰 隊に 加盟した の だ、 いまさら 徳 川の 禄を食 

そうが 

んで、 その 爪牙と なる わけに はいかぬ、 新撰 隊 その も 


のが、 そういう ふうに 変化した 以上 は、 我々 の 隊に留 

まるべき 大義名分 は 消滅した の だから、 脱退して 新た 

なる 出処 につく ことが 士の 本分で ある、 至急、 我々 の 

脱退 を 認めろ、 というの が、 これらの 者の 主張で あつ 

て、 これ を 右の 直参 待遇 問題 を 機会に して、 彼等が 正 

面から 近 藤に ぶつ つかって 行った の だ」 

「それ を 素直に 聞く ようなら、 近 藤 も 近 藤で ないし、 

新撰 組 も 事実上の 消滅 だ。 して その 成行き はどうな つ 

た」 

「右の 十 名の もの は、 右の 意見 を 発表す ると 共に、 袖 

を つらねて 高台 寺の 伊東のと ころへ 走った が、 それ を 


そのまま 受 入れた ので は、 高台 寺 組と 新撰 組が 正面 衝 

突になる、 いや、 高台 寺 組が 新撰 組へ 公然 宣戦布告と 

いう ことになるから、 さすがに 伊東 も それ は受 入れな 

い —— 投じて 来た 十 名の 者 を 諭して、 諸君が そういう 

意志なら、 僕のと ころへ かけ 込んで 来る より は、 会津 

侯へ 行ったら よかろう、 何と 言っても 新撰 組 は 会津が 

監督して いる ことになるの だ、 会津 侯に 向って、 大義 

名分の 理由に より 進退 を 決める という こと を 公明正大 

に 申し述べて、 立派に 分離の 手続 を 取る のがよ ろしい 

—— こういう ように 伊東から 諭された ので、 それに 

従って 会津 侯へ 請願書 を 出した が、 会津 でも 扱い きれ 


ない。 本来、 新撰 組 は 会 律の 監督と はいう ものの、 会 

津 といえ ども、 譜代と いえ ども、 新撰 組に 対して は監 

督 という も 名ば かりで、 一目 も 二目 も 置いて いる、 今 

の 新撰 組 は 厳然たる 一 大 諸侯 以上の 存在で ある。 そこ 

で 右の 請願書 を 受取った 会津の 公用 人 は 困って しまつ 

て、 これ は 当方の 独断で は 取 計らい 兼ねる によって、 

一応 近 藤の 方へ も 照会して、 追って 返事 を するとい う 

挨拶であった —— 」 

「そうだろう とも。 会津 といえ ども、 宗家と いえ ども. 

新撰 組 は 扱い きれない、 譜代なら 譜代の ように、 大藩 

といえ ども 処分の しょうは ある けれども、 新撰 組 は 本 


来、 骨からの 浪人 だ」 

「そこで、 会津 から 改めて 近 藤の 方に 旨 を 通ず ると、 

近 藤の 返事が こうだ、 さような お取上げ は 一 切 御 無用 

に 願いたい、 これと 申す も、 伊東 あたりが 背後に いて 

糸 を 引いての ことと 思う が、 こういう ことが 続発した 

日に は、 新撰 組の 致命傷 だ、 何 は ともあれ、 一 同の 者 

は ひとまず 隊へ 立ち かえるよう によく おさとしが 願い 

たいと。 そこで 会津 からこの 旨 を 脱退 組に 申し 伝える 

と、 彼等 はまた そういう こと をい まさら 承知す る はず 

がない —— では 明日 改めてと いう ことにな つて、 十 人 

うち そろ 

が 打 揃つ てまた 会津 屋敷まで 出かける ことにな つ て、 


その 前に 伊東に 会つ て 打合せ をす ると、 伊東が 言う こ 

とに は、 まあ 今日は 会津 屋敷へ 行く の は 止せ、 相手が 

一筋 網で はいかない 奴 だから、 どんな 計略 をして ない 

とも わからぬ、 それに ひっかかりに 行く の は 危険 千万 

だ、 と 言って 留めて みたが、 十 人 組 はきかない、 な あ 

に、 向う は会津 屋敷 だ、 そう 無茶な こと もすまい、 と 

十 人のう ち 茨木 司 を 先に 立てて、 佐 野、 富 田、 中 村の 

都合 四 人が 代表と いう ことで 会津 屋敷へ 歩いて 行った。 

ところが 仲介 役、 会津の 公用 人が なかなか 出て 来ない、 

主用で 外出と 言って 容易に 戻って 来ないで、 とうとう 

朝から 夕方まで 会津 屋敷で 待た された。 その 時の 代表 


の 今の 四 人が 奥 室に 進み、 あとの 六 人 は 別室に 控えて 

いたが、 いよいよ 夕方まで 待た されて、 退屈 を 極めて 

いる 途端 を、 不意に その 四 人の 代表の 後ろの 襖からの 

電光の 如く 槍が 突き出されて、 四 人と も 芋 刺し。 思い 

ろうぜき  ふかで 

設けぬ 狼藉に、 四 人の もの は 深 傷 を 負いながら も、 刀 

を 抜いて かかって みたけれ どもす でに 遅かった、 僅か 

に 相手 を 傷つけ たのみで、 四 人 もろともに 田楽刺しに 

なって その 場に 相 果てた が、 残る 六 人の 者 は 主謀に あ 

らず、 罪状 軽し とあって、 新撰 組へ 連れ戻して 追放の 

刑に 処 した —— これが その 近 藤の 取った 復譬 手段の 序 

幕 …… 」 


山 崎 譲が 能弁に 任せて、 滔々 として、 ここまで 語り 

きた 

去 リ語リ 来った 時分に も、 三人の 足並み は 更に 変ら な 

いで、 さっさと 京洛 をめ ざして 進んで いたの だが、 い 

つか 知らぬ うちに、 茫々 たる 薄 野原 は 早く も 尽きて し 

まって、 いつのまにか 両側 は 櫛比した 町家に なって い 

る。 その また 町家が、 いずれも 熟睡 時間 だから、 戸 を 

閉 しきって 人っ子 ひとり 通る ので はない から、 みょう 

によって は、 薄 野原の 無人 境より はいつ そう 荒涼たる 

ものに 見える。 清 少納言 は、 火の なき 火鉢と いう もの 

を すさまじ きものの 一 つに 数えた が、 もともと 人家の 

ない とこ ろに 人家が な い の は 荒涼と はい え、 そこに ま 


た 自然の 趣 も あると いう もの だが、 人家が あって 人が 

いない 光景 は、 かえって すさまじ いものが あると 見ら 

れる。 それに、 これ も 今と なって 気がつい たもの だが、 

きょうきょう 

いつのまにか、 闇の 空 は 破れて 皎 々たる 月が かがや 

いていよう という ものである。 そこで、 死の 沈黙の よ 

うな 町並が い つ そう 荒涼たる ものに 見える。 そのく せ、 

人家 は 行け ども 行け ど も 無数 に 櫛比して いる ことで あ 

リ、 その 数の 夥 しい こと 無数 無限と いっても よい。 

そろ 

その 中 を 三人が、 例の 歩調 を 揃えて、 さっさと 歩み 入 

るので ありまし たが、 前途に 蒲団 を 着て 寝て いるよう 

な 山が あって、 その 山の 真中に 大文字の 火が 燃えて い 


る。 どうした もの か、 その 辺で、 山 崎の 能弁が ばった 

りと 止まって、 三人 は 無言で、 その 月下 無人の 巿 街路 

を、 さっさと 進んで 行く のであります。 

路は 早く も 京洛の 町並へ 入って いるの だ。 当時の 京 

都の 夜 は それが あたりまえ である。 どんな 勇者で も、 

京都の 町 を、 深夜と 言わず、 宵のう ちで さえ も、 独り 

歩きな ど をす る もの はない の だから、 足 は 王城の 下に 

入った とはいえ、 町 は 死の 沈黙が 当然な ので あるに は 

あるが、 それにしても、 また 一 層の すさまじ さで、 歩 

調 を 揃えて 行く 三人の 足 ど りが、 どうも 地に ついてい 

ない、 いずれも 宙に 乗って 走って いるかと 思われる く 


らいです。 その くらいだ から、 雲の 飛ぶ ように、 風の 

はや 

行く ように、 迅 いこと は迅 いの だが、 このまた 町並と 

いう もの も、 どこまで 行って、 ドコで 終る か 知れない 

ほど 続けば 続く ものです。 

彼等 三人 は、 さっさつと 風 を 切って 進み ましたが、 

しばらく 行って、 山 崎 譲が ようやく 沈黙 を 破って、 

「 さ て I 田楽 ざ しの 四 人の 者の 死骸が … … 」 

その 時に、 道ば たの 町並の 町家の 一角から 人の 声が 

あって、 きわめて 低い 声 を 発して、 

「しばらく、 しばらく、 お控え 下さい」 

六尺 棒 を 持って、 両刀 をた ばさん だ 足軽 体の がー 人 


現われて、 

「しつ！ しばらく、 お控え 下さい、 殺陣が あります」 

叱す るが 如く、 警す るが 如く、 低く、 そうして 力 あ 

る 声。 

ほかに 通行の 人 はな い の だから、 その 低声の 警告 は、 

まさしく、 この 三人の 歩調の 旅人の ために 発せられた 

ものに 相違ない。 

それと 聞いて みると、 ともかくも 一応 は 歩調 を 止め 

ない わけに は ゆかない。 

竜 之 助と、 新兵 衛と、 譲と は、 ぴたりと 路 中の ある 

地点に 歩み をと どめて 突立ち ました。 六尺 棒の 軽 格が 


それに 向って、 足音 を 重く して 静かに 近よ つて 来る。 

四十 五 

さえぎ 

六尺 棒 を 携えた 軽 格の 士が、 行 手 を 遮って、 

「しばし、 お控え 下さい、 この 先で、 たった今、 凄愴 

たる 殺陣が 行われつつ あります から …… 」 

「ナ 二、 殺陣が」 

「して、 何者と 何者と が 相 闘って おります か」 

田 中と 山 崎の 二人が、 踏みと どまって 反問す ると 軽 

格が、 


「いや、 だまって お控え 下さい、 近よ る は 危険 千万 だ 

からお とどめ 申す の だ」 

「何 を」 

田 中 新兵 衛 がいきり 立って 進んだ と 見る と、 やに わ 

に 一 拳 を 振り上げて、 したたかに 軽 格の 眉間 を ナグリ 

つけました。 

「う ー ん」 

と 言った 軽 格 は、 のけ 反った かと 思う と、 もう 姿が 見 

えません。 

これ は あまりに 乱暴です。 では ある けれども、 口よ 

リも 手の 早い 田 中 新兵 衛で はやむ を 得ない。 一 拳の 下 


に 軽 格 を 打ち倒して 置いて、 三人が また 歩調 を 同じう 

して この 非常線 を 突破して しまいました。 

行 手に 殺陣が あろうと、 剣山が あろうと、 そんな こ 

とで 踏みと どまる この 三人で ない こと は、 わかる 人に 

はわ かってい るが、 軽 格に はわ かってい なかった らし 

い。 むしろ、 そういう ところへ 好んで 行きたがる 人格 

である こと を 知らなかった の は、 六尺 棒の 不運で あつ 

たと 見える が、 それにしても 一 拳の 打擲 だけで、 声 

も 姿 も 消滅して しま つたの はどうし たもの か。 

かくて、 三人が 踏み破って 行く と、 背後から 一隊の 

人が バラ バラと 走って 来る 物音、 振 返って それ を 見る 


と、 月光 かがやく 抜 身の 槍 を かざして、 身 を 結束した 

壮士が 四十 余 名 —— こなた を 指して 乗 込んで 来る ので 

す。 

「それ、 来た ぞ」 

何が 来たの だか わからな いが、 三人 は それ を 避けて 

通す と、 すれすれに 通行した が、 輔 当て を 演ずる こと 

もな く、 しばらく すると、 これ も 前の 軽 格と 同様、 音 

も 姿 も 夜霧の 中に 消えて しまいます。 

またし ばらく すると、 右手の 小高い ところに 山門が 

あって、 そこば かり は 特に 明るい。 見れば 大きな 

高 張 提灯が 門の 両側に 出て いる。 しかも そのい ずれ 


もの 提灯が、 菊 桐の 御 紋章で ある。 そうして その 光で 

見る と、 門の 下に かかって いる 一方の 表札 は、 

「高台 寺 月 心院」 

他の 一方の は、 まだ 木の香 も 新しい 表札で、 

「御陵 衛士 屯所」 

と ありあり と 読める。 これ を 山 崎 譲が 指して、 

「あれ 見 給え、 あれが 高台 寺の 月 心院、 伊東が 牛耳 を 

と つ て、 御陵 衛士隊 の 本部と して 固めて いると ころ だ」 

「なるほど」 

「 あ の 菊 桐 の 御 紋章が 物 を 言う の だ、 あれに はさす が 

の 近 藤 勇 も 歯が立たない」 


r 伊東 の 得意 とすると ころ だ —— 事 あ る 毎に 菊 桐御紋 

章の 提灯 を 持ち出す ことが 伊東の 得意で、 その 提灯 を 

見て 切歯す るの が 近 藤 勇」 

高台 寺 は そのまま 過ぎて、 なお 同じ 歩調で 進んで 行 

くと、 ようやく 一  つの 橋の たもと へ 出ました。 どこ ま 

で 続く と 思った 町並の 単調が、 ようやく 高台 寺の 提灯 

で 破られる と、 今度 は、 橋に かかって 来ました。 橋 は 

京都の 名物の 一 つ、 ただし、 何とい う 橋 かその 名 はわ 

からない。 

木津 橋と も 読めれば、 木屋 橋と 読めな いこと もない。 

また 読みよう によって は 大津屋 橋と も 読めそう だ。 そ 


の 橋の 南側のと ころが 板囲いに なって いる。 多分、 近 

い 幾日 かの 間に 火事が 起って、 その 焼 跡だろう と 思わ 

れる。 

四十 六 

「向う から 人が 来る よ」 

なるほど 提灯 をつ けて 橋 を 渡って、 こちらへ やって 

来る ものが ある。 何者が 来ようと も、 遅疑す る こちら 

ではない。 

しかし、 相当の 距離 も あると おもった そのうち、 だ 


ん だん 近よ るに 従って、 その 提灯の 紋所が いよいよ 

はっきりして 来る。 それ を 見る と、 菊 桐の 御 紋章です _ 

菊 桐の 御 紋章 は、 たったいま 山 崎から 説明 を 聞いた 

ところの もの、 さいぜん 見た の は 高 張 提灯、 これ は 弓 

張の さげ 提灯です。 

二人連れで、 いずれも 両刀 を 帯びた 壮士で ある。 前 

のが 提灯 を 持って 先導し、 うしろのが、 少し ほろ 酔い 

機嫌で、 微吟 をしながら 歩いて 来る のです。 

こちらの 三人と、 ばったり 行 会った 途端、 山 崎 譲が 

またしても、 その 御 紋章の 提灯 をたず さえた 先導の 壮 

士に 向って 呼びかけました、 


さ いと うは じめ 

「おいおい、 斎 藤 一 ではない か」 

「拙者 は 斎 藤 だが、 そういう 貴殿 は 誰 だ」 

「山 崎 だよ、 山 崎 譲 だよ」 

「ああ、 山 崎 か」 

「斎 藤、 君 はこん な 夜中に ドコへ 行 くんだ、 しかも、 

もったいない 御 提灯な ど を 提げ こんで …… 」 

「は、 は、 は、 ドコへ 行く もの か、 この 御 紋章の 示す 

通り だ」 

とんしょ 

「高台 寺の 屯所へ 帰る のか」 

「そうだ、 そうだ」 

「そうして、 今頃まで、 どこで 1^ をして いた」 


と 山 崎から 推 問され ると、 斎 藤と 呼ばれた 壮士 は、 提 

灯 を 持った まま 橋の 真中に 踏みと どまり、 

さめ  い 

「七条 の醒ケ 井の 近 藤 勇のと ころへ 招かれて 行った の 

だ」 

「近 藤のと ころへ か —— そうして、 連れ は 誰 だ」 

連れ はだれ だと 山 崎から 問い かけられて、 思い出し 

たように 振 返って 見る と、 もう その 先導して 来た 一人 

は 橋の 上に いない。 

「おや」 

と 思って 見直す と、 提灯 持 を そこに 置き はなして、 自 

すいほ まんさん 

分 はもう 前へ 進んで、 橋の 詰の 方へ 酔歩 蹣跚 として 行 


く 姿が 見える。 その 主 も 酔って いるが、 提灯の 斎 藤 も 

少なからず 酔って いる。 同行の もの を 遣り過 ごして し 

まっても、 自分 はま だいい 気で 橋 上に 踏みと どまって 

山 崎と 話し込んで いる。 山 崎 もまた、 いい 気で 問い を 

かけて いる。 

「連れの あれ は 誰 だ」 

その後ろ 影 を 見やって、 斎 藤に たずねる と、 斎 藤が 

高く 笑って、 

「君 も 知って るだろう、 伊東 だよ、 伊東 甲子 太郎 だよ」 

「はは あ、 あれが 伊東だった か」 

「今 は、 伊東 は 大将なん だぜ、 御陵 衛士 隊長と 出 格し 


て、 新撰 組の 近 藤と 対立の 勢いに なった の だ」 

「そうか、 そうして 君 はいった い、 どっちに 属する の 

だ、 新撰 組 か、 御陵 衛士隊 か」 

じんもん 

山 崎から 訊問の ように 言われて、 斎 藤 は、 

「拙者 か II 拙者 はもと より 新撰 組、 だが 目下 は、 都 

合が あって 御陵 衛士 隊に寓 している」 

ふたまた もの 

「二股 者 — 」 

と 山 崎から 一喝され たが 斎 藤、 なかなか ひるまない。 

「いいや、 二股で はない、 昨日 は 新撰 組に いたが、 今 

あした 

日 は 御陵 組 だ、 昨日 は 昨日、 今日は 今日、 朝に は 佐幕 

ゆうべ 

となり、 夕に は 勤王と なる、 紛々 たる 軽薄、 何の 数う 


もち 

る こと を須 いん —— 」 

斎 藤の 語尾が 吟声 になった が、 直ちに 真面目に 返つ 

て、 山 崎の 耳に 口 を 寄せる と、 

「近 藤 隊長の 命で、 御陵 衛士隊 へ 間者に 入って るんだ 

よ、 僕が —— 伊東 を はじめ 高台 寺の 現状 を、 味方と 見 

せて 偵察し、 巧みに 近 藤 方に 通知す るの が 拙者の 任務 

だ」 

「そうか」 

山 崎 も 納得した らしい。 この 斎 藤と いうの は 名 を 

はじめ 

一 と 言い、 藤 堂 平 助と 共に、 江戸 以来、 近 藤 方の 腹心 

であった が、 今度 は 藤 堂と 相 携えて 御陵 隊へ馳 せ 加 


わって しまった。 藤 堂の 方 は 新撰 組に 何 か 不平が あつ 

てしたの だから、 それが 本心であろう けれども、 斎 藤 

は あらかじめ 近 藤の 旨 を 受けて、 間者と して 高台 寺へ 

入り込ませて あるの だとい う。 その内 状 を 山 崎が 聞い 

てなる ほどと 思う  

「して、 こんなに 遅く、 伊東 を 案内して ドコへ 行った 

の だ」 

「それ を 話す と 長いが、 まあ 聞いて くれ」 

これ もい い 気な もので、 御 紋章の 提灯 を 橋の 一角に 

はなしが たき 

安置して 置いて、 もっぱら 山 崎 を 話 敵に 取ろうと い 

う ものです。 


四十 七 

斎 藤 一 の 語る ところに よると、 今晚 この 男が、 御陵 

衛士 隊長 伊東 甲子 太郎を 送って、 ここのと ころ を 通り 

かかった 事情 は 次の 如くで ありました。 

上述の 如く、 近 藤の 新撰 組と、 伊東 を 盟主と する 御 

陵 衛士隊 と は、 相対， k して 形勢 風雲 を 孕んだ。 どのみ 

ち、 血の 雨 を 降らさない ことに は 両立ので きない 体勢 

になって いる。 土方 歳 三が、 ついに 火蓋 を 切って、 

「高台 寺の 裏山へ 大砲 を 仕 かけて、 彼等の 陣営 を 木 端 


微塵に 砕き、 逃げ出して 来る 奴 を 一 人 残らず 銃殺す ベ 

し」 

それ を 近 藤が 抑えて、 

「何と 言っても お 場所柄、 それ は穏 かで ないから、 ま 

あ、 おれに 任せろ」 

という わけで、 なるべく 周囲の 天地 を 驚かさな いよう 

にして、 なるべく 最少の 動揺 を 以て 彼等 鏖殺の 秘計 を 

胸に 秘めつつ、 事 も なげに 伊東へ 使 を やって、 

「君 等の 隊と 我々 の隊 との 間に、 戦場が 開かれようと 

せんりつ 

して、 またしても 京の 天地に 戦慄が 一 つ 加わった、 そ 

うでなくて さえ、 人心 極度に おびえて いると ころへ、 


また 我々 の 同志 討ちが はじまった となって は、 この 上 

の 人心 動揺 はかり 難い、 君 等の 奉仕す る 朝廷へ 対して 

も 恐れ多い 次第 だし、 我等の つとむる 幕府の ために も 

不利 不益 だ、 おた がいの 間の わ だか まり は、 先日 切腹 

の 茨木ら 四 人の 犠牲で 結論が ついている、 この 上 は 

笑って 滞り を 一掃しょう ではない か、 それに は、 君と 

僕と が 相 和す る ことが 第一 だ、 君と 僕と が 相 和して 往 

来す るよう になれば、 京 中の 上下 は 全く 安心す る、 よつ 

てこの 際、 旧交 を 温めて、 快く 一  夕 を 語り明かしたい」 

こういう 意味で 伊東へ 交渉す ると、 伊東 は それ を 承 

諾 した。 伊東 自身に も、 その 配下に も、 あぶない とい 


う 予感 は 充分に あつたと 思う が、 近 藤 も 男、 おれ も 男 

である、 こうまで 言って きている のに、 行かない とい 

うは 卑怯で ある、 という わけで、 近 藤の 招きに 応じて 

しょ-つたく 

今日、 昼のう ちから 七 条醒ケ 井の 近 藤の 妾宅 へ 出か 

けたの だ、 吾輩が ともをして。 近 藤 は 非常な 喜び 方で 

接待 をす る。 先方に は 土方 もい る。 原 田 左 之 助 もい る _ 

会って みれば 皆、 剣に 生きる 同志で、 死生 を 誓った 仲 

間 だ。 興 は 十二分に 湧いて、 款を尽 して 飲む ほどに、 

酔う ほどに、 ついつ い 夜更けに 及んで しまって、 今 こ 

うして 立ち かえると ころな の だ。 案ずる ほどの こと は 

ない、 極めて 無事に これから、 高台 寺 月 心院の 屯所へ 


帰って 快く、 ぐっすりと 寝込む ばかり だ —— 

こういう ような 事情 を、 斎 藤 一が 山 崎 譲に 向って、 

橋 上で、 自分 も 一杯機嫌に 任せて いい 心 持で 語る の は、 

もはや、 帰る こと も 忘れて いるよう な 様子です。 

ところが 一方、 斎 藤 を ここへ 置き 放して、 一歩 先に 

進んだ 伊東 甲子 太郎 は、 これ はまた 斎 藤よりも 一層い 

たもと 

い 心 持で、 ぶら り ぶら りと 橋の 抉まで 来る と、 そこに 

一 人の 人間が 立って いるの を 認めて、 

「おい、 誰 だ、 そこにい るの は」 

酔眼 をみ はって 誰何した が、 返事がない。 よって、 

わざわざ 摺リ よるよう に 近づ い て、 


「なんだ、 机 竜 之 助 氏で はない か」 

竜 之 助と 呼ばれた 立像 は、 無言で うなずいて いるの 

を 伊東が、 

「何し に、 こんな 夜更けに、 こんなと ころに いるの だ 

芹 沢の 来る の を 待って いるの か、 はは あ、 山 崎と 同行 

か、 山 崎 は 今、 あの 通り、 橋の 上で 斎 藤と 話して いる」 

伊東 も 振 返って、 再び 橋 上 を 見る と、 立 話に 夢中な 

斎 藤 も、 山 崎 も、 てんで こちらの こと は 忘れて しまつ 

て いるよう です。 

「して、 貴殿 は ドコへ 行かれる、 先年、 島 原から 行方 

不明に なった と は 聞いた が、 どうして 今ごろ、 こんな 


ところに 何 をして おられる」 

伊東 甲子 太郎 は、 こう 言って、 橋 詰に 立つ 竜 之 助に 

向って 問い かけた の は、 酔い心地に 旧知の こと を 思い 

出した のです。 

だが、 竜 之 助 は 相 も 変らず 柳の 下に、 立像の ように 

突立って いる だけで 返事がない。 酔って いる 伊東 は、 

返事の ない ことに も 頓着せ ずに、 畳み かけて 物 を 言う、 

「今時、 貴殿 ほどに 腕の 出来る もの を 遊ばして 置く と 

いう 手 はない、 いったい、 君 は 佐幕派 かい、 勤王 派 か 

い」 

駄目 を 押しても 相手が いよいよ 返事がない。 伊東 も 


木像 を 相手に する 気に も なれず、 

「そんな こと は、 ド チラで も かまわん、 進退が 自由 だ 

とすれば、 僕のと ころへ 来 給え、 ついこの 上の 高台 寺 

月心院 に、 御陵 衛士隊 屯所と いうの がそれ だ、 貴殿が 

来て くれれば、 死んだ 芹 沢 も 喜ぶ に 相違ない」 

と 言って 誘い かけて みました。 

それでも、 相手が ゥン とも スン とも 言わない ので、 

伊東 も あぐねて、 もう 相手に せず、 そのまま 橋 詰 を 歩 

き 出して、 南側の、 以前 見た 焼 跡の 板囲いの あた リま 

で 来て しまいました。 

そうすると、 ようやく 長い 立 話 を 終った 斎 藤 一が、 


菊 桐 御 紋章の 提灯 をたず さえて、 ここへ 近づいて 来て、 

「いや どうも、 旧友に 出逢った ので、 つい 話が 入り組 

んで …… 」 

申し わけたら たら 近づいて 来たので すが、 山 崎 はつ 

いて 来ない。 橋 上に も、 橋 詰に も、 その 姿 を 見る こと 

がで きない。 ドコへ か 消えて なくなつ たような もので 

す。 

四十 八 

伊東と 斎 藤と は、 そこで また 一緒にな つて、 斎 藤が 


御 紋章の 提灯 を さげて 先に 立つ と、 伊東が、 

「今 そこで、 拙者 も 変な 人間に 出会った よ、 一時 は幽 

霊 かと 思った がな」 

「誰に です か」 

「全く 意外な 男 だ、 それ 吉田 竜太郎 —— 本名 は 机 竜 之 

助と いう、 先年 島 原から 行方不明 になった あの 男が、 

今、 ひょっこりと、 その 橋 詰の 柳の 木の下に 立って い 

る」 

「机 竜 之 助が —— 」 

「あんまり 不思議 だから、 話しかけて みたが、 いっこ 

う 返答がない、 音 無しの 構え だ」 


「そうです か、 それ は 珍しい 人物に 逢った ものです な、 

あの 先生、 島 原で あんな 物狂い を 起してから、 トンと 

行方不明、 人の 噂 では 十津 川筋で 戦死した とも 言わ 

れ ていたが、 それで はま だ 生きて いたの かな」 

「たしかに、 あの 男だった よ、 それから 僕が いろいろ 

話しかけて、 遊んで いるなら 我々 の 屯所へ 来い と 言つ 

たが、 やっぱり ゥン だと も ッブれ たと も 言わぬ」 

「は ー て、 それ は 珍しい、 珍しい ばかり じ やない、 近 

ごろの 掘 出し物 だ。 本来、 あの 男 は 芹 沢と よく、 近 藤 

と はよ くない 方 だから、 渡り をつ ければ、 当然 こっち 

へ 来るべき 男 だ。 惜しい こと をした、 今時 こんなと こ 


ろに うろついて いると すれば、 きっと 道に 迷って いる 

のです。 道に 迷って いると すれば、 我々 の 屯所へ 引 こ 

うではありません か、 あれ を 近 藤 方へ 廻して は 一 敵国 

だ」 

「僕 もそう 思って、 しきりに 誘いをかけて みたの だが、 

いっこう 返事がない —— しいてす ると、 ああい う 性格 

の 男 だから、 かえ つ て 事 こわしと 思 つ て 引上げた の だ」 

「それ は 惜しい ことです、 ああい う 人間 を この 際、 見 

落す という 手 はない、 もう 一 べん 引返して、 さがして 

みましょう、 そうして 僕から も ひとつ 説得 を 試みて み 

ようではありません か」 


「それ もそう だ、 では、 もう 一 べん 引返して みょう、 

つ いそこの 橋 詰の 柳の 木の 下 だよ」 

二人 は、 二三 歩 あとへ 引返した。 ほんの 踵 をめ ぐ 

ら さずに、 振り返れば 済む だけの 距離で したが、 振り 

返って 見る と、 もう、 それらし い 人 はいずれ にも 見え 

ない。 いつのまにか 消えて なくなつ ている。 これよ リ 

先、 田 中 新兵 衛の姿 はも はや 消えて なくなって しまつ 

ている。 消えて なくなつ たの は、 山 崎 譲と、 田 中 新兵 

衛と、 机 竜 之 助 だけで はない、 斎 藤 一 も いつしか、 橋 

上 橋畔から 姿を消して しまって、 橋の 真中から 再び 歩 

を 踏み 直して いるの は 伊東 甲子 太郎 ひとり だけです。 


すいほ まんさん 

この 男 だけが 例の 酔歩 蹣跚 として、 全く、 いい 心 持で、 

あしもと 

踊る が 如くに 踏んで いる その 足 許 だけ は 変らない。 

四十 九 

こうして、 橋 上 を 闊歩して 戻る 伊東 甲子 太郎の 胸中 

は 得意 を 以て 満ちて おりました。 

まず 第一 は、 新撰 組との 絶縁が 円満に 通過した こと 

です。 新撰 組 を 脱する に は 死 を 以てしなければ ならな 

いのが、 無事に 解決した という ことに 彼 は 大きな 満足 

を 感じて いました。 


第二に は、 これによ つて 幕府 方と 縁 を 断って、 勤王 

方の 一 枚 看板 を 掲げる ことができ たという ものである。 

もはや、 眼の ある 人の 目から 見れば 徳川 幕府の 時代で 

はない、 勤王 或いは 別種の 新 勢力が 取って 代るべき 時 

代が 到来して いる。 その 新時代の 新 勢力の 中へ、 自分 

が 一 方の 長と して 大手 を 振って 合流す る ことができる。 

勤王 は 自分の 本来の 持論で あるの だ。 

第三に は、 右の 意味に 於て、 自分に は 有力なる 大藩 

や 公卿の バックが ある。 それと いうの は、 新撰 組の 兇 

へ き え き 

暴に 辟易し きってい る これらの 諸 藩閥が、 一 つに は 彼 

の 勢力 を 殺ぎ、 一 つに は それに 対抗す るた めに、 別に 


一勢 力 を 欲しがつ ている。 自分が その 適任と 認められ 

ている。 すなわち 幕府 方に 近 藤 あるが 如く、 勤王 方 は 

自分 を 盛り 立てよう とする 有力者が 多い。 

それから、 今日 —— から 今晚 にかけ ての 会見に つい 

て も、 隊の者 は 不安が つたが、 自分 は タカ を 括って い 

た。 近 藤と いえ ども、 もはや、 おれの 御機嫌 を 取らぬ 

ことに は 地位が 不利益 だとい うこと に 気がつい たの だ。 

いったい、 近 藤と いう 男 を、 世間 は 兇暴 一点張りの 男 

とのみ 見る 奴が 多い が、 どうして、 彼 は なかなか 眼 さ 

きも 利いて いるし、 機 を 見る に 敏な奴 だ。 不幸に して 

彼 は 有力な 藩に 生れなかった から、 独力で 今日の 地位 


に 驀進した だけの もので、 彼 を 西南の 大 藩に でも 置け 

ば、 勤王 方の 有力なる 一城 壁 をな す 人物な の だ。 だか 

ぎ よ やす 

ら、 話せば 話 も わかる 男で、 存外、 御し 易い の だ。 な 

にも 彼 を 強いて 敵に 取る に は 及ばない。 相当に 追従し 

て 置いて、 適当の 時機に 利用す る もまた 妙で はない か。 

伊東 甲子 太郎 は、 こんな こと を 胸中に 考えて、 ほく 

そ 笑みつつ、 ふと 手 を 掲げて、 己れ の 持った 提灯 を か 

ざして 見る と、 また 一 段と 肩身の 広い こと を 感ずる。 

畏 くも この 御 紋章が 物 を 言う の だ。 こうして 深夜、 

大手 を 振って、 昨今の 京洛 を 闊歩で きる というの も、 

一 つ はこの 御 紋章が 物 を 言う の だ。 おれ を 快し としな 


い 近 藤 一味と いえ ども、 この 提灯に 仇 を なすこと はで 

きない。 

かくて 伊東 は、 満ちき つた 気分 を 以て 橋 を 渡りき つ 

て、 いよいよ 再三 問題の、 南側の 火事場 あとの 板囲い 

のと ころへ さしかか つたので あります。 

これより 先、 この 板囲いの 中には 都合 五 人の 黒い の 

が 隠れて おりました。 

抜 身の 槍の穂先が、 尖々 と 月光に かがやい ている。 

刀の 白刃が、 稍の 中で 戛々 と 走って いる。 五 人 十本の 

腕が、 むずむずと 手ぐ すねで 鳴って いる。 

その 間へ、 別の 方面の 板囲いの 透 間 を 押 分けて、 ま 


た 一 つの 黒い のが 這い 込んで 来ました。 見る と、 それ 

が、 さきほどの 斎 藤 一 です。 忍び寄った 斎 藤 は、 この 

五 人の 稍 走りの 一 団へ 近づいて、 

「大石 —— 」 

「誰 だ、 斎 藤 か」 

「来た ぞ、 来た ぞ、 いよいよ 来た ぞ」 

と 腹 這 いなが ら斎 藤が 言 いました。 

「来た か」 

「それ それ、 あの 通り、 得意 満々 たる 千鳥足、 御 自慢 

の 御 紋章の 提灯が 何よりの 目 じる しだ、 そらそら、 今、 

そこ を その 板囲いの 前 を 通る」 


「御 参 なれ！」 

「やつ！」 

と、 大石鍬 次郎が 突き出した 手練の 槍、 板囲いの 間 か 

らズ プリと 出て、 

「あつ！」 

と、 たしかに 手答えが あった。 表から 見る と、 無惨 や 

ぎょう そ う 

伊東 甲子 太郎 が、 肩から 首筋 を 貫かれて 無念の 形相 

ほとばし 

—— 血が 泉の ように 迸 る。 

「それ 辰 公 —— やつ つけろ」 

首 を 突き 貫かれて、 よろめく 伊東 甲子 太郎に 向って、 

おど 

真 先に 板囲いの 中から 跳り 出して 斬って かかった の は、 


元の 伊東が 手飼いの 馬丁。 

「隊長、 済まね えが、 わつ しに 首 をお くんなさい」 

「貴様 は 辰 だな！」 

つか  まな じリ 

槍 を 摑んだ 伊東の 昔 が 裂ける。 こいつ は、 先頃 ま 

で、 自分が 引立てて 馬丁 を させて 置いた 辰 公 だ —— 八 

ッ 裂きに すべき 裏切者。 

痛手に 屈せぬ 伊東 は、 刀 を 抜いて、 一 刀の 下に この 

卑怯なる 裏切者 を 斬って 捨てた が、 この 時、 板囲いの 

中から 一 斉に 跳り 出した 五 人の 新撰 組が、 抜き つれて、 

手負いの 伊東 を 取 囲んで 斬って かかる。 五 人に 囲まれ 

て、 走り 且つ 戦い、 よろよろと 御前 通りの 法 華 寺 門前 


までよ ろけ かかって 来た 伊東 甲子 太郎。 そこに 「一天 

四海」 の 石碑が ある、 その 台石の 上へ、 よろ け かかつ 

て 腰 を 落しながら、 

「奸 賊、 新撰 組！ 呪われろ」 

と 叫んで、 槍 創から 吹き出す 血汐を 押え、 うつぶしに 

なった が、 もう その 時、 息が 絶えて しまって いた。 

「存外、 脆かった な あ」 

五 人の もの も ホッと 一息つ く。 脆い ので はない、 こ 

の 手で やられて は、 誰でも 免れる 由 は あるまい。 こ 

の 運命 を 免れん とする に は、 最初、 招きに 応じて 出な 

ければ よかった の だ。 


五 人の 者 は、 倒れ伏した 御陵 衛士 隊長に 近づいて、 

更にお のおの これに 一刀ず つ を 加えて、 更に その 屍体 

を 引摺り 出して、 そうして、 程遠から ぬ 七条油 小路の 

四 辻へ 引 張り出して、 大道へ 置 捨てに しました。 

しかも、 その 屍体に は、 念入りに 御 紋章 入りの 提灯 

を 握り 持たせて ある。 そうして 置いて、 一方に は 程近 

き 町役人 を 叩き起して、 

「御陵 衛士の 隊長が 斬られて いる、 伊東 甲子 太 郎が殺 

されて いると、 高台 寺へ 向って 知らせて やれ」 

町役人 は慄ぇ 上った。 殺した の はこの やからで ある 

にき まっている。 そうして、 この やから は 新撰 組の ほ 


かの 者で ありよう はずがない。 

右の 如くに して、 伊東 甲子 太郎 がせつ かくの 得意、 

これから という 時、 この 途中に して 殪れ てし まい まし 

た。 

五十 

とんしょ 

ところで、 その 晚 のこと、 月 心院の 屯所の 大きな 火 

そうそう 

鉢 を 囲んで、 伊東 配下、 御陵 衛士隊 の錚々 たる もの、 

鈴 木三樹 三郎、 德原泰 之 進、 藤 堂 平 助、 毛 内 有 之 助、 

富山弥 兵衛、 加 納道之 助の 面々 が 詰めき つて、 宵のう 


ちから 芸術 談に 花が 咲いて いる。 

話題に 夢中に なった この 時間、 この 連中に も、 殺気 

が 消えて、 芸術 心と いう ものが 集中す る。 

いったい、 これらの 人々 に は、 勤王と 言い、 佐幕と 

いうよう な イデ ォロギ ー より は、 芸術と いう 魅力に 

よって 生き、 これによ つて 死んで 悔いない というの が 

もちあじ 

持 味なので す。 

「芸術」 というの は、 徳川 期に 於て は 「武術」 に 限る 

ことであって、 明治 後期 以後に 慣用され たような キザ 

な 生ぬるい もので はない。 

勤王と 言わず、 佐幕と 言わず、 これが 中心に 活躍し 


た 壮士 はすべ て 芸術の 士 である。 芸術に 於て 彼等 は必 

ずし も 大家ではなかった けれども、 それ を 生命と する 

ことに 於て、 大家 以上の 精進 力 を 持って いた。 たとえ 

ば 長 州に 於て は、 桂 小 五郎 もこの 芸術家であった。 薩 

摩に 於て、 西郷は 芸術家 たるべく して、 負傷と 体質 か 

はず 

ら、 その 主流に は 外れた が、 桐 野 は 異彩 ある 芸術家の 

一 人で ある。 幕府に 於て、 近 藤 勇 以下 はまた その 芸術 

家で ある。 

明治維新の 推進力 は、 この種の 芸術家の 手に あつた- 

暗殺 は その 一 部分の 演出 表現に 過ぎない。 

従って、 当時の 本物の 志士で、 談 ひとたび 芸術に 亘 


ると 神 飛 魂 走せ ぬ もの はない。 その 点に はおの ずから 

一種の 見識が あって、 断じて 一歩 も 譲らない 剣 刃 上の 

覚悟が あると 共に、 他の 長 を 認めて これ を 公平に 鑑別 

する の 雅量 を も 相当に 持って いたらし い。 ドコの 藩で、 

せんさく 

誰が いかなる 剣 を 使う かとい うことの 詮索 は、 彼等の 

間で は、 専門 学者の 研究 慾と 同じような 熱 を 持って い 

る。 

これらの 連中の 長夜の 談義 は、 はしな くその 芸術の 

ことに 燃えて、 諸国、 諸 流、 諸 大家、 諸 末流の 批評、 

検討、 偶語、 漫言 雑 出、 やがて 江戸の 講武 所の 道場の 

ことに 帰一 合流した ような 形に なって、 自然、 男 谷の 


剣術の ことに 及ばん とした 時で ありました。 

これ を このほど、 将軍 上洛の 時の 人名 表に よって 見 

ると、 

講武 所 頭取 

御使番 次席 松 平 仲 

御徒 頭 次席  一 色 仁 左衛門 

同 砲術 師範 役 

西 丸 御 留守居 格 下 曾 根 甲斐 守 

榊 原 鐘次郎 

同 剣術 師範 役 

御先 手 格  男 谷 下 総 守 


同 槍術 師範 役 

二 丸 御 留守居 格 平 岩次郎 太夫 

という ことにな つてい る。 つまり 武家の 表芸 術、 剣と、 

槍と を 代表して、 この 二人 だけが 将軍に ついて 京都へ 

来て いる。 以て 天下の 芸術の 代表の 大家た る こと を 知 

るべ しと 言わなければ ならぬ。 

何と 言っても、 江戸が 武将の 幕府で ある 限り、 芸術 

の 秀粋も 江戸に 鍾 まること は 当然で ある。 その 江戸 芸 

術の 粋た る もの は 当時、 講武 所に あると いう こと も、 

避け 難い 結論と なって いる。 その 講武 所の 剣術に 於て、 

男 谷が 押えて いたと いう こと も、 一 同に 異論の ない こ 


とに なって いる。 芸術の 士の 常と して、 屈 下す る をい 

とうと 

さぎよ しとし ない。 独創 を 尚ぶ が 故に、 模倣と 追従 

と を 卑しみ 悪む こと は 変り はない が、 自然、 乱調子の 

中に も、 長 を 長と し、 優 を 優と する 公論の 帰す ると こ 

ろ も 現われよう という ものです。 

男 谷の 剣術に 就いては、 これらの 壮士と いえ ども、 

多くの 異論 を 起し 易くない。 男 谷と 言えば、 その 次に 

は、 今時の 今 堀、 榊 原、 三 橋、 伊庭、 近 藤と いう あた 

さかのぼ 

りに 及ぶべき ところ だが、 会談が 溯 つて 島 田 虎之助 

かつ リん うわさ 

が 出る。 島 田 を 言う 次に、 勝麟の 噂が 出る ような 風 

向きに なりました。 


勝 麟太郎 の 名 は、 剣術と しての 名で はない、 当時 は 

なんぴと 

幕府 有数の 人材の 一 人と して、 何人の 口頭に も 上る と 

ころの 名で ありました。 単に 芸術の 士 だけで はない、 

これからの 天下の 舞台 を 背負って 立つ 幕府 方の 最も 有 

力なる 人材の 一人と して、 誰 人に も 嘱望され ている 名 

前でした が、 ここで は 単に 芸術の 引合いと しての 勝麟 

の 名が 呼び出される。 

「いったい、 勝 は 剣術 は 出来る のかい なァ」 

「勝の 剣術 は 見た ことない よ」 

「だが、 勝に 言わせる と、 おれ は 学問と しても、 修行 

としても、 ロクな こと は 一 つもして いないが、 剣術 だ 


け は 本当の 修行した と 言って いる ぜ」 

くち はば 

「口幅ったい 言い分 だな、 ドレ だけ 修行して、 ドレ だ 

け 出来る のか、 勝に 限って、 まだ 人 を 一人 斬った とい 

う 話 も 聞かない」 

「若い 時 は、 あれで 盛んに 道場 荒し を やった そうだ」 

「いったい、 彼 は 何の 流儀で、 誰に 就いて 剣術 を 学ん 

だの だ」 

「師匠 は 島 田 虎之助 だが、 剣術に かけて は 島 田よ リ家 

筋が 確かなん だ、 勝 は あれで 男 谷の 甥に 当 るんで、 勝 

の 父なる ものが、 男 谷の 弟なん だ、 それが 勝 家へ 養子 

に 来たの だから、 れっきと した 武術の 家柄な のさ —— 


いやはや、 その 勝の 父なる ものが、 箸に も 棒に も かかつ 

しろもの 

た 代物で はない」 

ものし 

と 一 座の 中の 物識りが、 勝 麟太郎 の 家柄 を 洗い立てに 

かかった のが、 ようやく 話題の 中心に 移ろうと する 時 

でありました。 

そこへ、 ひょっこりと 姿 を 現わして、 

「や あ 諸君、 おそろい だな」 

かお 

と、 抜からぬ 面で 言い かけた のが、 斎 藤 一 であり まし 

た。 

五十一 


「斎 藤が 帰って来た ぞ」 

「 一 人で 帰って来た ぞ」 

「隊長 はどうした」 

そ の 詰問 に 斎 藤が 騒がぬ 体で 答える、 

「隊長 は 今 そこまで 来て いる、 僕 は 別に 人 を 一人 つれ 

て、 一 足 先に 帰って来 たよ」 

「別な 人と は 誰 だ」 

「そこにい るよ」 

「どこに」 

「そこに I 


「誰もい ないで はない か」 

「いるよ、 たった 一人、 そこに 立って いるの が 見えな 

ヽ ゝ 一 

レカ」 

「見えない —— 」 

「幽霊で はない か」 

じょうだん 

r 戯談 を 言うな、 机 竜 之 助 だぞ」 

「机 竜 之 助が どうした というの だ」 

そこで、 一同が 水 を かけられ たような 気分に なった 

が、 それ も ホンの 通り魔、 我に かえって 見る と、 斎 藤 

一 もい なければ、 机 竜 之 助なる もの もい ない。 

二人 は 簡単な あいさつ だけで、 早く も 奥の間に 向つ 


て 消えて なくなった ものでしょう。 

これに 芸術 談の腰 を 折られた 一 同 は、 思い出し たよ 

うに、 

「隊長の 帰りが 遅いで はない か」 

これが、 彼等の 本来の 不安で あつたが、 その 不安な 

気分 を 紛らわす 間に、 話の 興が 副 産の 芸術 談に 咲いて 

しまったの を、 また 取 戻した という 形です。 

そこへ、 今度 は、 表門から、 極度の 狼狽と 動 顚とを 

以て、 発音 も かすれ かすれに、 

「た、 た、 た、 大変で ござり まする、 御陵 衛士 隊長 様 

が 殺されました、 伊東 甲子 太郎 先生が 斬られて、 七条 


油 小路の 四 辻に、 横たわって おいでに なります、 急ぎ 

この 由 を 高台 寺の 屯所へ お知らせ 申せとの こと 故に、 

町 役 一同、 馳 せっけて 参りました」 

これ は、 通り魔の 叫びで はない、 まさしく 現実の 声 

で、 屯所の 壮士 一同の 不安の 的 を 射抜いた 驚 報でした 

から、 

「スヮ …… 」 

お つ とりが たな 

と 一 度に 色めき立 つ て、 押 取 刀 で艇け 出そうと したが、 

「諸君、 そのまま 艇け 出して は 危険 だ、 裏に は 裏が あ 

る」 

「も つ とも だ」 


と、 逸る 心 を 押 鎮めて、 

「さて こそ 新撰 組の 術中に 陥った の だ、 これ は 隊長 を 

おび 

殺した 上に 我々 を 誘き出そう とする 手段 か、 しからず 

ば 隊長 を 殺した と 称して、 我々 を 乱す 計略に 相違ない、 

き ゆ-つもん 

使者の 者 を 留めて 置いて、 再応 仔細 を 糾問すべし」 

使者と いうの は 七条油 小路の 町役人であって、 その 

申告 は、 目の あたり 見て 来て いるの だから 間違い はな 

ヽ 0 
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「たしかに 御陵 衛士 隊長 伊東 甲子 太郎 様が、 何者に か 

殺害せられ、 御 紋章の 提灯 をお 持ちに なった ままで、 

私共 かかりの 七条油 小路 四 辻に 無惨 の 御 横死 で ，) J ざ り 


まする」 

「して、 それ を 誰が 見届けた」 

しちゅう じゅんら 

「巿中 巡邏のお かかりからの 仰せつ けで ござります」 

「巡邏と いうの は 新撰 組の ことだろう」 

「左様で ござります」 

「して、 誰が 死体の 傍らに 見張り をして いるか」 

「はい、 新撰 組の 方が、 我々 が 張 番をして いるから、 

其方た ち 行って 知らせて 来い との 仰せで ござります」 

「よく わかった」 

新撰 組が 殺して、 新撰 組が 張 番をして いるので ある。 

隊長が その 術中に 落ちた のみで はない、 その 手で、 我々 


を 誘き 寄せよう との 手段で ある こと は、 もう 明らか だ- 

彼等の 怒 髪 は 天を衝 き、 闘争の 血 は 湧き上った。 

「諸君、 これ は 尋常で はいけ ない、 戦場に 臨む 覚悟 を 

以て 行かない と 違う、 甲胄 着用に 及ぶべし」 

との 動議 を 提出した の は、 この 組の 中で、 最も 年少に 

して、 最も 剣道に 優れた 服 部 三 郎兵衛 でありました。 

誰も それ を 卑怯 だと も、 大仰に 過ぐ ると も 笑う 者 

がない。 

事実、 新撰 組の 京都に 於け る 勢力 は、 厳た る 一 諸侯 

の 勢力であって、 彼等に は 刀 槍の 表 武器の ほかに、 鉄 

砲弾 薬の 用意 も 備わって いるので ある。 その 新撰 組が 


計画して いると ころへ 飛び込む に は、 戦場に 赴く の 

覚悟が あって 至当な のであります。 

甲胄 着用 を 申し出でた 服 部の 提言 を 笑う 者 はな か つ 

たけれ ども、 それに 同じよう とする 者 もない。 それに 

ついて 憮然た る 態度で、 そうして 老巧 —— といっても 

みな 三十 前後です が、 比較的 年長の 輿論 は 次の ような 

ものです。 

「いずれにしても、 新撰 組 全体 を 相手に 取る とすれば、 

我々 同志の 少数 を 以て これに 当る こと、 勝敗の数 は あ 

ら かじめ わかって いる、 十 死あって 一生がない の だ、 

要するに 死後に 於て とかくの そしり を 残さぬ ようにす 


る 用意が 第 一 —— 甲胄 用意 も 卑怯な りと は 言わない が、 

きリ じに  いさきよ 

一 同 素肌で 斬 死の 潔 きに は 及ぶまい。 彼等が 隊長 を 

殺し、 彼等が 張 番をし、 彼等が 注進 をよ こして 来た、 

言語道断の 白々 しさで は あるが、 表面 一通りの 体裁 を 

立てて 来たので、 戦闘 行為 を 仕掛けて 来たと いう わけ 

ではない から、 これに 応ずる に ひとまず 礼 を 以て 受け、 

しょうよう 

しかして 後に 従容 として 斬 死の 手段が よかろう では 

ないか」 

一同が、 この 言に 従って、 素肌 を 以て これに 臨み、 

素肌 を 以て 決死の 応戦に 覚悟 を きめてし まい ましたの 

です。 


ひとり 主張者の 服 部 三 郎兵衛 だけ は、 ひそかに、 一 

室に 於て、 身に 鎖 をつ け、 その上に 真綿の 縫 刺しの 胴 

着 を 着た の は、 覚悟の 上に 覚悟の ある ことに 相違ない。 

かくて 以上 七 人が、 打 揃うて、 別に 一 人の 小者 を 従 

え、 隊長の 屍骸 を 収容して 帰るべき 一 台の 駕籠 を 二人 

の駕 丁に 釣らせて、 粛々 として 七条油 小路の 現場に 出 

動した の は、 慶応 三年 十一月 十一 日の 夜 は 深く、 月光 

暗々 として 昼 を 欺く ばかりの 空で ありました。 

五十二 


神 尾 主 膳が 閑居して なす 善 か 不善 か 知らないが、 そ 

の 楽しむ ところの ものに 書道が ある、 と は 前に 書き ま 

した。 また、 彼が 何の 発心 か、 近 ごろに なって 著述の 

筆 をと リ はじめて、 自叙伝め いた もの を 書き出し たと 

いう こと も 前に 書きました。 

それ は、 ほんの 筆の す さびに 過ぎなかった の を、 こ 

の 数日、 非常なる 熱心 を 以て、 机に 向って 筆 を 走らせ 

出しました。 今まで は 道楽と しての 著述で あるが、 最 

近 は 少なくとも 生命 を 打 込んでの 筆の 精進です。 書き 

つつ あると ころに、 何 かしら 憂憤の 情 を 発して、 我な 

がら 激昂す る こ ともあれば、 長歎 息す る こと も あるし ■ 


それほど 丹精 を 打 込んで 書く から は、 彼 はこの 書 を 

名残りと し、 生前の 遺稿と して、 記念に とどめた いほ 

どの 意気 組みが、 ありあり と 見るべき ものです。 

主 膳の このごろ は、 たしかに 激 すると ころが あるの 

です。 著述の 興味が 進む という こと も、 半ば その 激情 

にかられ て 筆 を 進める からです。 かくて、 ともかくも ■ 

神 尾 主 膳が 殿様芸で はなく、 不朽 —— という ほどで な 

くと も、 著作の 真意義に 触れる ような 心の 行き方に 進 

みっつ あるの も、 不思議の 一 つで ない という こと は あ 

りません。 

根 岸の 三ッ眼 屋敷で、 今日 も、 その 著述の 筆に 耽つ 


ている。 彼の 著作 は 一種の 生 立ちの 記です が、 書 出し 

は 祖先の 三 河 時代の 功業から 起って いる。 そこに 多く 

の 自負が あり、 懐古が 現われて 来る のです が、 同時に 

自らの 現状との 比較 心が 起って 来る と、 いよいよ 平ら 

かならざる ものが ある。 それが 激し 来って、 ついつ い 

筆端に 油の 乗る ようになる。 さらさらと 筆 を 走らせて 

雁 皮 薄葉の 何枚 か を 書きす まして、 ホッと 一息 入れて 

いると ころへ 訪ぅ ものが ありました。 

シルクのお 絹で もな く、 芸娼院 の 鶴で もない が、 神 

尾のと ころへ 来る くらいの もので、 左様に 賢人 君子ば 

かり は 来ない。 いずれも 先日の 悪食 会の 同人でした。 


「何 を 書いて いるの だ」 

「出鳕 目の 思い出 日記 を 書いて いるの だ」 

す 10- リ 

「つれづれなる ままに、 日ぐ らし 硯 という わけ かな」 

ひま 

「いや、 閑に まかせて 自分の 一代記 を 書いて みている 

ところ だ、 今 は 先祖の 巻 を 書き終え て、 次 は 父の 巻に 

うつろう としてい ると ころ だ、 第三 冊が 母の 巻、 それ 

ほうとう ざん ま い 

から 自分の 放蕩 三昧の 卷 —— 自慢に もなる まいが、 ま 

あ 一 種の 懺悔 かね」 

「せっかく 大いに やり 給え」 

「懺悔に はま だ 早かろう がな、 善悪と もに 書き残して 

置いて みる こと は 悪くない —— 閑の ある 時分に、 興の 


乗った 時に 限って やって 置く こと さ、 書いて いるう ち 

に 興味が 出て くるよ。 自分 も 早く 学者に なって 置けば 

あらいき みよし 

よかった、 学問 をして 置けば、 新 井 君 美ぐ らいに はな 

けさく 

れ たろう、 戯作 を やらせれば 馬 琴 は トニ カク、 柳亭ぐ 

らい はやれる 筆 を 持って いたの を、 今まで 自覚して い 

なかった、 我ながら 惜しい もの だ。 時に …… 」 

神 尾 主 膳 は、 筆 を 筆 架に 置いて、 投げ出す ように、 

悪食 家に 向って 言いました。 

「徳 川の 天下 も、 いよいよ 駄目 だそう だな」 

「は、 は、 は、 おかしく もない、 今ごろ そんなた わご 

と を 言い出す の は、 君ぐ らいな ものだろう」 


「徳 川の 天下が 亡びた 時 は、 日本の 政治 はどうな るの 

だ」 

「そんな こと はわ からん、 そういう こと は 永 井 玄蕃の 

ところへ でも 行つ て 聞き 給え」 

「まあ、 君た ちの 見る ところ を 正直に 話して 見 給え」 

「十目の 見る ところ —— 言わぬが花 だな あ、 力めば 時 

勢 を 知らないと 言われる し、 くさせば 主家 を 誹る に 似 

たリ」 

「いよいよ 駄目 かい」 

「匙 を 投げる の はま だ 早かろう」 

「いや、 実は おれ も、 徳 川の 禄を 食んで 三百 年来の 家 


に 生れた 身であって みると、 それ を 対岸の 火事の よう 

に は 見て いられない、 今日まで 自分 本位で 生きて 来た 

とき 

が、 とにかく、 一朝 主家 興亡の 秋と いう ことにな つて 

みると、 別に 考えな けり やならん」 

「考えて どうなる の だ」 

「どうかし なけり やなるまい」 

「どうしょうが あるの だ、 要するに 徳川を こんなに 弱 

くした の も、 君の ような —— 君 一人に 背負わせ るの も 

気の毒の 至り、 おた がいの ような 享楽 主 義 者が 続々 と 

出た その 結果と 見なけ リ やなるまい」 

「それ を 言われる と、 おれ も 真剣に 考えた くなる —— 


人物がない な あ」 

「人物がない よ —— 今の 徳 川に は 人物がない のに、 西 

南の やつらに は ゥンと ある、 足軽 小者の 方面にまで、 

切れる 奴が ゥン といる」 

「旗本 八万騎 あって、 人物が 一人 もない のかな あ」 

「ない こと はない、 有る  必ず、 隠れた ると ころに 

は 人物が ある。 あるに は 相違ない が、 出頭の 機会が な 

い」 

「今のところ 誰々 だ、 旗本で 目 ざされ ている 人らしい 

人 は。 人物ら しい 臭いの する 奴 は。 少なくとも 落日の 

徳川家 を 背負って 立とうと、 人 も 許し、 自ら も 許す よ 


うな 奴が、 一人 や 二人 はあり そうな もの だな あ」 

神 尾 は 投げ出し たように、 自暴 的に 言う けれども、 

今日の は 自暴の 裏に、 強烈な 意地の ような ものが ひら 

めく を 感ずる。 

こういう 問い を かけられて、 押し かけて 来た 二人の 

あくじき か 

悪食 家 も、 おのずから 切迫の 真剣 味に つりこまれて、 

「そうさな あ —— 今の 旗本で、 同じ 徳川 でも 譜代大名 

は 別物と して、 直参のう ちで、 人らしい 人、 人 も 許し 

我 も 許そうと いう ほどの もの は —— この 時勢 を 重く と 

も 軽く とも 背負つ て 立とうと いう ほどの 人物 は  ま 

おぐ リ また いち 

あ、 小 栗 又 一 か勝麟 太郎、 この 二人 あたりが それ だろ 


うな あ」 

「ナ 二、 小 栗 又 一と、 勝麟 太郎、 二人とも、 それほど 

の 人物 か II 」 

「まあ、 世間の 評判 は もっぱら そこに あるな。 ところ 

で この 二人が また 背中 合せ だから、 やりきれな いよ」 

「どう 背中 合せ だ」 

「小 栗 は 勝 を 好まず、 勝 は 小 栗に 服し ない、 小 栗 は 保 

守で、 勝 は 進取 —— 性格と 主義が まるっきり 違って い 

る」 

「そいつ は 困る、 せっかく、 なけなしの 人材が 二人と 

もに 背中 合せで は、 さし 引き マイナス にな つ てし まう」 


「悪い 時には 悪い もので、 困った もの さ」 

「で、 小 栗と、 勝と、 どっちが 上 だ、 器量の 恵まれた 

方に 勢力 を 統制 させず ば、 大事 は 托し 難かろう」 

「さあ、 器量と いう 点に なって みると、 我等に は 何と 

も 言えない —— おのおの、 一長一短が あってな」 

「小 栗 はだいたい 心得て いるよ、 あれ は 家柄が いい、 

ああい う 家に 生れた 奴に、 性質の 悪い 奴 はない が、 勝 

というの はいった い 何 だい、 よく 勝 麟勝麟 の 名 を 聞く 

が、 そんな 名前 は 我々 に は 何とも 響かん —— どんな 家 

に 生れた、 どんな 男な の だい」 

「そり や、 家柄で 言えば 小 栗と は 比較に ならん、 小 栗 


は 東 照 権現 以来の 名家 だが、 勝な ど は 四十 俵の 小身、 

我々 仲間に 於ても 存在 さえ 認められなかった の だが I 

I 近頃 めきめきと 頭角 を 上げて 来た、 事実、 稀代の 才 

物で は あるら しい」 

「知りたい ね、 勝と いう 男の 素姓 来歴 を」 

「待ち 給え」 

悪食 家の 一人が、 この 時、 首 を 傾けて、 

「勝 は 四十 俵の 小 普請、 石 川 右近の 組 下 だが、 勝の 父 

は 男 谷から 養子に 来たの だ」 

「男 谷の …… 講武 所の 剣術 方の 男 谷 精一 郎 (下 総 守) 

か」 


m  ， 

父 ^ 左 


様 —— 彼、 勝麟の 父が、 精 一郎の 弟になる。 その 

について 思い当つ たよ、 ほんとうに、 それ こそ 箸 

しろもの 

にも 棒に も かからぬ 代物で な、 それが 晚年、 何 か 発心 

して、 いま 君が やって いるよう に、 自叙伝 を 書いた、 

その 写し を 僕が 持って いるが、 これ はまた 稀代な 読物 

だ、 こんな 面白い 本 を 今まで 読んだ ことがない。 面白 

いもの を 小説の 稗史 のと 人が 言う けれど、 あれ は 本来 

こしらえもの、 大人 君子の 興味に 値する ほどの もので 

はない が、 勝のお やじの 自叙伝に 至る と、 真実 を 素 裸 

に 書いて、 そうして、 あらゆる 小説 稗史 よりも 面白い _ 

あの 父に して、 この 子 有り かな、 古今無類、 天下 不思 


議の 書物 だ、 参考の ために 君に 貸す から 読んで 見 給え、 

家に 帰って、 すぐに 届ける よ、 『夢 酔 独 言』 というの だ、 

実に 何とも 名状す ベ からざる 奇書 だ、 あれ を 読む と、 

勝麟 その 人 も わかる」 

悪食が 口 を 極めて、 推賞 か 示唆 か を 試む る もの だか 

ら、 神 尾 も、 

「では、 読まして くれ」 

と 言わ ざ る を 得ませんでした。 

五十 三 


その 翌日、 珍しく もよ く 約束 を 踏んで、 悪食が、 昨 

日 約束の 書物 を 届けて くれました。 

これが、 当時 評判の 勝 麟太郎 の 父親の 自叙伝で ある 

そうな。 

徳 川の 末世 を 背負って 立つ 男 は、 小 栗 か 勝だろう と、 

かりそめにまで うたわれる くらいの 人間と 聞いて、 こ 

れも 珍しく 神 尾が 勝の こと を 注意す る 気になりました。 

受けて 見る と、 その 書の 標題 は 前 出の 如く 「夢 酔 独 

言」 という。 

巻頭に 書き添えた 勝 家の 系図と いうの を 見る と、 神 

尾が 軽蔑の 気持に なって、 


「な あんだ、 勝の 先祖、 元は 江 州 坂 田 郡 勝 村の 人、 今 

川 家に 仕えて 塩 見 坂に 戦死、 巿 郎左衛 門に 至り 徳川氏 

に 仕えて 天 正 三年 岡 崎に 移る —— 十八 年 江戸に 移る、 

家禄 知行 蔵 来合わせて 四十 一石、 か」 

家禄 知行 蔵米 合わせて 四十 一石、 というと ころに 神 

びんしょう 

尾が 憫笑を 浮べました。 

特に 軽蔑した わけで は あるまい が、 そういう 時に、 

冷笑が 思わず 鼻の 先へ 出る のが この 男の 癖です。 

神 尾の 家柄 は 三千 石でした。 

「万 治 三 庚 子 十二月 卒百五 歳 II ふ— む」 

四十 一石の 高 は 軽き に 過ぎる が、 百 五 歳 は 多き に 過 


ぎる。 四十 一石の 小身 は 稀な りと はしない が、 百 五 歳 

の 長生 はザラ にある もので はない、 と 感心し ました。 

これとら 

その 巿郎左 衛門時 直から 七 代 目で、 左衛 門太郎 惟寅 

というの が 即ち、 今い う 勝 麟太郎 の 父になる。 隠居し 

てから 夢 酔と 号した。 この 書の 標題の 「夢 酔 独 言」 の 

名のよ つて 起る ところで ある。 なお 仔細に 系図 書の 割 

注 を 読んで みると、 

「惟寅 は 男 谷 平 蔵の 三男、 知 耳 養子と なって、 先代 元 良 

の 女 信 子に 配す、 嘉永三 庚戍年 九月 四日 卒四 十九 歳」 

と ある。 

存外 夭死 だが、 実家の 男 谷と いうの は どんな 家柄 だ、 


四十 一 石の 身上へ 養子に 来る くらいだ から 大した 家柄 

では あるまい、 と やっぱり 軽蔑 を 鼻の 先に 浮べて、 神 

尾が 男 谷 の 系図 書の 方 を 読ん でみ て、 

けんぎょう 

「はは あ、 こいつ はまた 先祖 は 士分で はない、 検校 だ 

—— 検校が 金 を蓄め て 小 旗本の 株で も 買つ たんだろ 

う」 

その 男 谷の 初代、 検校 廉操院 というのに、 三人の 男 

の 子が ある。 その 三男の 平 蔵に また 三人の 男の子が あ 

る。 なるほど、 長男が 彦 四郎、 次男が 信 友 —— はは あ、 

これが 講武 所の 下 総 守 だな、 こいつの 剣術 はすば らし 

かみ いずみい せの かみ 

い、 なんでも 話に 聞く と、 上 泉 伊勢 守 以来の 剣術と い 


うこと だ。 して 三番 目が 初 名小吉 —— 即ち 左衛 門太郎 

夢 酔 入道、 今の 評判の 麟太郎 の 父なん だな。 してみ る 

と 男 谷 下 総 は 麟太郎 の 伯父になる、 剣術の 家柄と いう 

の も 無理 はない …… と 神 尾が うなずきました。 

神 尾の 眼で 見て は、 四十 石の 家柄 だの、 検校 出の 士 

族 だのと いう もの は 冷笑 以外の 何物で もない が、 その 

一 門に 男 谷 下 総 守 信 友 を 有する ことが、 侮り 易から ず 

と 感じた のです。 いかに 不 感性の 神 尾と いえ ども、 男 

谷の 剣術 だけ は 推服の ほかな きこと を 観念して いると 

ころに、 この 男 もまた、 その 道に 相当の 覚えが ある も 

のと 見なければ なりません。 


そんなよ うな 前置で、 神 尾 は 「夢 酔 独 言」 の 序文 を 

読み はじめました。 

r 鶯谷庵 独 言 

おれが この 一 両 年始め て 外出 を 止められ たが 毎日 毎 

日 諸々 の 著述 物の 本 軍談 また 御 当家の 事実 いろいろ 

と 見た が 昔より 皆々 名 大将 勇猛の 諸士に 至る まで 

事々 に 天理 を 知らず 諸士を 扱う こと 又は 世 を 治める 

の 術 治世に よらず して 或は 強 勇に し 或は ほう 悪く 或 

はお こり 女色に おぼれし 人々 一 時 は 功 を 立てる とい 

えど も 久しから ずして 天下 国家 をう しない 又は 智勇 

の士も 聖人の 大法に 背く 輩 は 始終の 功 を 立てず し 


て 其 身の 亡びし 例 を あげて かぞえが たし —— 」 

読み出して 神 尾が うんざり せざる を 得ません。 文章 

がまず い 上に、 句読の 段落 も、 主客の 文法 も、 乱暴な 

もの だ。 だが、 まずい うちに 文字に 頓着し ない 豪放の 

気象が 現われないでも ないから、 神 尾 は 辛抱して、 

「文武 を 以て 農事と 思う ベ し」 などと 聖人の ような こ 

と を 言い、 「庭へ は 諸 木 を 植えず、 畑 を こしらえ 農事 を 

もすべし、 百姓の 情 を 知る、 世間の 人情に 通達して、 

心に 納めて 外へ 出さず 守るべし」 などと 教訓し、 おれ 

も 支配から 押し こめに 会って、 はじめは 人 を怨ん だが、 

よく 考えて みると、 みんな 火元 は 自分 だと 観念し、 罪 


ほろぼしに 毎晩 法華経 を 読んで、 人 善 かれと 祈って い 

るから、 そのせ いか、 このごろ は 身体 も 丈夫に なって 

家内 も 円満 無事、 一言の いさかい もな く、 毎日 笑って 

暮らして いる、 と いうよう な ことで —— 読んで 行く と ■ 

自分 は 箸に も 棒に も かからぬ 放埒 者 だが、 これで も、 

人 を 助けたり、 金銀 を 散 じたり した こと も ある、 その 

報い か、 子供た ちがよ くして くれる、 ことに 義邦 (麟 

太郎) は 出来が よくて、 孝心が 深く、 苦学 カ行して い 

るから、 おれ は 楽隠居で いられる、 おれが ような 子供 

が 出来た 日に は 両親 は 災難 だが、 子孫み な義 邦の よう 

に 心がける がいい ぜ、 と 親心 を 現わした ところ も ある 


し、 女の子 は 幾つ 幾つに なったら、 何 を 学べ 彼 を 習え 

と、 たんねんに 教えて みたり、 そうかと 思えば、 序文 

は 一 つの 懺悔に なって いて、 その 結びが、 

「子々 孫々 とも かたく おれが いう こと を 用 ゆべ し 先 

にもい う 通 りなれば 之まで もなん にも 文字の むず か 

しい 事 は 読めぬ からこ こに かくに も かなの ちがい も 

多く あるから よくよく 考えて よむ ベ し 天 保 十四 年 寅 

年 の 初冬 於 鶯谷庵 かき つづりぬ 

左衛 門太郎 入道 

夢 酔老」 


五十 四 

さて、 それから 本文に うつる と、 冒頭に 何 か 道歌の 

ような もの を 二三 首、 書きつ けたば かりで、 端的に 自 

叙 伝に うつって いるから、 文章 はまず く、 文字 は 間違 

いだら けだが、 率直に 人 を 引きつけ る ものが ある。 

その、 まずい 文章と、 読みが たい 文字、 句読 も 段落 

もない 書 流しに くぎりく ぎり をつ けて、 神 尾 はと も か 

くに 独 流に 読みつ づけて 行きました。 

これ はもち ろん、 夢酔老 という なまぐさ 隠居の 筆と 


し て 読まな い で 、 不良 青年 男 谷小吉 の 行状 記と し て 読 

んだ 方が 面白い、 と 神 尾が 思いました。 

「おれ ほどの 馬鹿な 者 は、 世の中に も あんまり 有る 

まいと 思う 故に、 孫 やひ このために 話して 聞かせる 

が、 よく 不法 者、 馬鹿者の いましめに する がいい ぜ。 

おれ は 妾の 子で、 それ を 本当のお ふくろが 引取つ 

て 育てて くれたが、 餓鬼の 時分より わるさば かりし 

て、 おふくろ も 困った という こと だ。 

それと 親父が 日勤の つとめ 故に、 うちに はいない か 

ら、 毎日 毎日 わがまま ばかり 言うて 強情 ゆえ、 みん 


なが もて あっかつ たと、 用人の 利 平 治と いう 爺が 話 

した」 

神 尾 は 自分の 事 を 書かれた ように 共鳴す る 点 も ある。 

「その 時 は 深 川の 油 堀と いうと ころに いたが、 庭に 

汐 入りの 池が あって、 夏 は 毎日 毎日 池にば かり 入つ 

ていた。 八ッ に、 おやじが お 役所より 帰る から、 そ 

の 前に 池より 上り、 知らぬ顔で 遊んで いたが、 いつ 

もお やじが 池の 濁りて いる を、 利 平 爺に 聞かれる と、 

爺が あいさつに 困った そうだ。 おふくろ は 中風と い 


う 病で、 立 居が 自由に ならぬ、 あと は みんな 女ば か 

リ だから、 バカ にして いたずらの したいだ け をして 

日 を 送った。 兄貴 は 別宅して いたから 何も 知らなん 

だ。 

おれが 五つの 年、 前 町の 仕事師の 子の 長吉 という 奴 

と ffl 暄曄 をした が、 向う は 年 も おれより 三つば かり 

大きい 故、 おれが m を 取って 破り、 糸 も 取りお つた 

故、 胸 ぐら を 取って 切 石で 長 吉の面 をぶ つた 故、 唇 

を ブチこわして 血が たいそう 流れ 泣きお つた。 その 

時、 おれが 親父が 庭の 垣根から 見て おって、 侍 を 使 


によ こした から、 うちへ 帰ったら、 親父が おこって、 

人の子に 傷 をつ けて 済む か 済まぬ か、 おのれの よう 

くく 

な 奴 は 捨て置かれず とて、 縁の 柱に おれ を 括らして、 

庭下駄で 頭 をぶ ち 破られた。 今に、 その 傷が 禿げて 

くぼ  さかやき  そ 

凹んで いるが、 月 代 を 剃る 時 は、 いつにても 剃刀が 

ひっかかって 血が 出る、 そのたび、 長吉 のこと を 思 

い 出す。 

おふくろが、 方々 ょリ 来た 菓子 をし まって 置く と、 

盗み出して 食って しまう 故、 方々 へ 隠して 置く を、 

いつも 盗む 故、 親父に は 言われず 困った。 いったい 

は、 おふくろが おれ を 連れて来た 故、 親父に は みん 


な、 おれが 悪い いたずら は 隠して くれた。 あとの 家 

来 はお ふくろ を 怖れて、 おやじに、 おれが こと は少 

しも 言う こと はならぬ 故、 あばれ 放題に 育った。 五 

月 あやめ を葺 きしが、 一日に 五 度まで 取って 菖蒲 打 

ち をした。 利 平お やじが あんまり だと 言って、 親父 

に 言いつけ たが、 親父が 言う に は、 子供 は 元気で な 

ければ 医者に かかる、 病人になる わ、 幾度 も 葺き直 

し、 菖蒲 をた くさん 買 入れよ と 言った 故、 利 平も菖 

蒲がなくて 困った と、 おれが 十六 七 歳のと き 話した。 

このお やじ も 久しくつ とめて 兄の 代に は 信 濃の 国 ま 


でも 供して 行きお つたが、 兄貴が 使った 侍 は みんな 

ちゅうげん 

中間より 取 立て、 信 州 五 年 詰の 後、 江戸に て 残らず 

御家人の 株 を 買って やられた が、 利 平 は 隠居して 株 

の 金 を 貰って、 身よりの ところへ かかりて、 金 を 残 

らず そや つに 取られて しま つ た。 兄貴の 家 へ 来たが、 

朋輩が 邪魔に して かわいそう だから、 おれが 世話 を 

して 坊主に し、 干ケ 寺に 立た してやつ たが、 まもな 

くまた 来たから、 谷 中の 感応 寺の 堂番に 入れて 置い 

たが、 ほどなく 死にお つたよ、 おれが 三十ば かりの 

時 だ。 


おれ 七つの 時、 今の 家 (勝) へ 養子に 来たが、 その 

時、 十七 歳と 言って、 芥子 坊主の 前髪 を 落して、 養 

子の 方で、 小 普請 支配 石 川 右近 将監 と、 組頭の 小屋 

大七郎 に、 初めて 判 元の 時に 会った が、 その 時 は 小 

吉 といった が、 頭が 『歳 は 幾つ、 名 は 何とい う』 と 

聞きお つた 故、 名 は 小吉、 年 は 当年 十七 歳と 言った 

ら、 石 川が 大きな 口 を あいて、 『十七に は 老けた』 と 

て 笑いお つた。 その 時 は 青木 甚兵衛 という 大 御番、 

養父の 兄き が 取 持ち をした よ。 

おれが 名 は 亀 松と いう、 養子に 行って 小吉 となった。 


それから 養家に は 祖母が ひとり、 孫娘が ひとり、 両 

親 は 死んだ あとで、 残らず 深 川へ 引取り、 祖父が 世 

話 をした が、 おれ はなん にも 知らずに 遊んで ばかり 

いた。 

この 年に、 W にて、 前 町と 大暄嘩 をして、 先 は 二三 

十 人ば かり、 おれ は 一 人で 叩き 合い、 打ち合い せし 

が、 ついに かなわず、 干魚 場の 石の 上に 追い上げら 

れて、 長 竿でした たか 叩かれて 散らし 髪に なった が、 

泣きながら 脇差 を 抜いて 切り散らし、 所詮 かなわな 

く 思った から、 復を 切らん と 思い、 肌 をぬ いで 石の 


上に 坐ったら、 その 脇に いた 白子 屋 という 米屋が、 

留めて 家へ 送って くれた。 それより して 近所の 子供 

が、 みんな おれが 手下に なった よ、 おれが 七 ッの時 

だ。 

深 川の 屋敷 も、 度々 の津浪 ゆえ、 本 所へ 屋敷 替え を 

親父が して、 普請の 出来る まで、 駿河 台の 太 田 姫 稲 

荷の 向う、 若 林の 屋敷 を 当分 借りて いたが、 その 屋 

敷 は 広く つて、 庭も大 そうにて、 隣に 五六 百 坪の 原 

があった が、 化物 屋敷と みんなが 話した。 おれが 八 

ッ ばかりの 時に、 親父が うちじゅうの もの を 呼んで、 


その 原に 人の 形 を こしらえて、 百 ものがた リを しろ 

と 言った 故、 夜 みんなが、 その 隣の 屋敷へ 一 人ず つ 

行った、 あの 化け物の 形の 袖へ 名 を 書いた 札 を 結え 

つけて 来る の だが、 みんなが 怖がった。 ォカ しかつ 

た。 いちばん しまいに おれが 行く 番 であった が、 四 

文 銭 を 磨いて 人の 形の 顔へ 貼りつ ける の だが、 それ 

が おれが 番に 当って、 夜の 九ッ半 ぐらいだ と 思った 

が、 その 晚は 真暗で 困った がとうと う 目を附 けて 来 

たよ、 みんなに 賞め られ た。 

おれが 養家 (勝 家) の 母 どの は、 若い 時から 意地が 


悪くて、 両親 も いじめられて、 それ故に 若 死 をし おつ 

たが、 おれ を 毎日 毎日 いじめお つたが、 おれ もい ま 

いまし いから、 出放題に 悪態をつ いたが、 その 時、 

親父が 聞きつ けて 憤って、 年 も 行かぬ に 母親に 向つ 

て、 おのれの ような 過言 を 言う 奴 はない、 始終が 見 

届けられな いとて、 脇差 を 抜いて おれに 打ちつ けた 

きょ 

が、 清と いう 妻 は あやまって くれたつ け。 

翌年、 ようよう 本 所の 普請が 出来て、 引越した が、 

おれが いると ころ は 表の 方 だが、 はじめて 母 どのと 

いっしょ になった、 そうすると 毎日 やかまし いこと 


ばかり 言いお つたから、 おれ も 困った よ、 ふだんの 

食物 も、 おれに はまず いものば かり 食わして、 憎い 

婆あ だと 思って いた。 おれ は 毎日 毎日、 外へば かり 

出て、 遊んで 喧嘩ば かりして いたが、 ある 時、 亀 沢 

町の 犬が、 おれの 飼って 置いた 犬と 食い合って、 大 

喧嘩に なった。 その 時 は、 おれが 方 は 隣の 安西 養 次 

という 十四ば かりの が 頭 で、 近所の 黒 部 金 太郎、 同 

兼吉、 篠木大 次郎、 青木 七五三 之 助と、 高 浜 彦三郎 

に、 おれが 弟の 鉄朔 というのと 八 人に て、 おれの 門 

の 前で、 町の 野郎た ちと 叩き 合い をした。 亀 沢 町 は 

緑 町の 子供 を 頼んで、 四 五十人ば かりだが、 竹槍 を 


持って来た、 こちら は 六尺 棒、 木刀、 しないに てま 

くり 合いし が、 とうとう 町の 奴等 を 追い返した。 二 

度 目に は 向う に は 大人が 交って、 またまた 叩き 合い 

しが、 おれが 方が 負けて —— 八 人ながら 隣の 滝川の 

門の 内へ はいり、 息をつい たが、 町方で は 勝ちに 乗つ 

て、 門 を 丸太に て 叩きお る 故、 またまた 八 人が 一 生 

懸命に なって、 今度 はな まくら 脇差 を 抜いて、 門 を 

あけて 残らずき リ 立てし が、 その 勢いに 怖れて、 大 

勢が 逃げお つた。 こちら は 勝ちに 乗って きり 立てし 

も、 おれが 弟 は七ッ ばかり だが 強かった、 一番に 追 

いかけた が、 前 町の 仕 立屋の 餓鬼に 弁 治と いう やつ 


が 引返して 来て、 弟の 手 を 竹槍に て 突きお つた、 そ 

の 時、 おれが 艇 けつけ て、 弁 治の 眉間 を 切った が、 

弁 治めが 尻餅 をつ き、 溝の 中へ 落ちお つた 故、 つづ 

け 打ちに 面 を 切って やった。 前 町より 子供の 親父ら 

が 出て 来る やら 大騒ぎ、 それから 八 人が かちどき を 

揚げて 引返し、 滝川のう ちへ はいりた がいに よろこ 

んだ。 その 騒ぎ を 親父が 長屋の 窓より 見て いて、 お 

こって、 おれ は 三十日ば かリ 目通り 止められ 押込め 

に 逢った、 弟 は 蔵の 中へ 五六 日 おしこめられた」 

神 尾 主 膳 は 読んで 行く うちに、 自分の 幼年 時 を、 鏡 


で 見せつ けられる ような ところがない ではない。 おれ 

は、 これらの 子供ら ょリ驕 つた 家庭に 育った が、 やつ 

ぱリ 気分に 於て は、 これに 譲らない よう だ。 よし、 そ 

れ では ひとつ、 おれ もこの 伝に よって、 幼年時代 のい 

たずら 物語 を 書いて みて やろう、 という 気分に までな 

りました が、 読み かけた この 書物 を、 さし 置く 気に も 

なれません。 全く 面白い 読物 だと 心 を 引かれた ので 

しょう。 

五十 五 


神 尾 主 膳 は、 なお 同じ 書物 を 読み進んで 行く と、 今 

まで は 夢 酔老の 幼年時代、 これからが 修業 時代の 思い 

出になる。 

「九ッ の 時、 養家の 親類に 鈴 木 清兵衛 という 

御 細工 所 頭 を 勤める 仁、 柔術の 先生に て、 一 橋 殿、 

田 安殿 はじめ、 諾 大名 大勢 弟子 を 持って いる 先生が、 

横 網 町と いうと ころに いる 故、 弟子に なりに 行く ベ 

しと 親父が 言う 故、 行った が、 二 五八 十の 稽古日に 

て、 はじめて 稽古場へ 出て みた。 はじめは 遠慮 をし 

たが、 だんだん いたずら を 仕出し、 内弟子に 憎まれ、 


不断 えらき 目に 逢った。 ある 日 稽古場に 行く と、 は 

んの 木馬 場と いうと ころに て、 前 町の 子供ら の 親 共 

が 大勢 集まって、 おれが 通る を 待って いる、 一向に 

知らず して、 その 前 を 通りし が、 それ 男 谷の いたず 

ら 子が 来た、 ぶち 殺せと 罵 りお つ て、 竹槍 棒ち ぎり 

にて 取 巻きし が、 直ちに 刀 を 抜き、 振 払い 振 払い 馬 

場の 土手へ 艇け 上り、 御 竹 蔵の 二 間ば かりの 沼 堀へ 

はいり、 ようやく 逃げ込み しが、 その 時 羽織袴が 泥 

だらけに なりおった。 それから 御 竹 蔵番の 門番 はふ 

だん 遊びに 行く 故に、 いちいち 世話 をして くれたが、 

うちへ 帰る きがいが ある 故、 頼んで 送って もらった。 


大きな 目に 逢った。 その後 は 二月ば かり 亀 沢 町 は 通 

ら なんだ が、 同町の 縫 箔屋の 長と いう やつが、 門の 

前 を 通りお つたから、 なま くら 脇差に て 叩きち らし 

て やった が、 うちの 中間が ようよう とめて、 長のう 

ちへ 連れて行って、 はんの 木馬 場の 仕返しの 由 を そ 

の 野郎の 親に よく 言った とさ。 それより は 亀 沢 町に 

て、 おれに 無礼 をす る 者 はなくな つたよ。 

柔術の 稽古場で、 みんなが おれ を 憎が つて、 寒稽古 

の 夜つ ぶしと いう こと をす る 日、 師匠から 許しが 出 

て、 出席の 者が 食い物 を てんでん に 持 寄って 食う が、 


まんじ ゆ-つ 

おれ も 重箱へ 饅頭 を 入れて 行った が、 夜の 九ッ時 

分になる と、 稽古 を 休み、 皆々、 持参の もの を 出し 

うま 

て 食う が、 おれ も 旨い もの を 食って やろうと 思って 

いると、 みんなが 寄って、 おれ を 帯に て 縛って、 天 

井へ くくし 上げお つた、 その 下で 残らず 寄りお つて、 

おれが 鶴 頭まで 食いお る 故、 上より したた かおれが 

小便 をして やった が、 取りち らした 食い ものへ 小便 

が はねお つた 故、 残らず 捨てて しまいお つたが、 そ 

の 時 はいいき び だと 思った よ。 

十の 年の 夏、 馬の 稽古 を はじめた が、 先生 は 深 川 菊 


川 町 両番を 勤める 一 色 幾次郎 という 師匠 だが、 馬場 

は 伊予 殿 橋の、 六 千 石 取る 神 保 磯三郎 という 人の 屋 

敷で 稽古 をす るの だ。 おれ は 馬が 好きだから、 毎日 

毎日 門前 乗り をした が、 二月 目に 遠乗りに 行ったら、 

道で 先生に 逢って 困った ゆえ 横町へ 逃げ込んだ、 そ 

うする と 先生が、 次の 稽古に 行ったら 叱 言 を 言い 

おった、 まだ 鞍 も据ら ぬく せに、 以来 は 固く 遠乗り 

はよ せと 言いお つた 故、 大久保 勤次郎 という 先生へ 

行って、 責め馬の 弟子入り したが、 この 師匠 はいい 

先生で、 毎日 木馬に 乗れと て、 よくいろ いろ 教えて 

くれたよ。 毎日 五十 鞍 乗り をすべし とて、 借 馬 引に 


そう 言って、 藤 助、 伝 蔵、 巿 五郎と いう 奴の 馬 を 借 

リ、 毎日 毎日、 馬にば かり かかって いたが、 しまい 

に は 馬 を 買って 藤 助に 預けて 置いた が、 火事に は不 

断 出た。 一度、 馬 喰 町の 火事の 時、 馬に て 火事場へ 

乗 込みし が、 今 井 帯刀と いう 御 使番に とがめられて 

一散に 逃げた が、 本 所の 津 軽の 前まで 追い かけお つ 

おお 

た、 馬が 足が 達者 ゆえ、 とうとう 逃げ 了せ た。 あと 

で 聞けば、 火事場 は 三 町 手前より は 火元へ 行く もの 

ではない という こと だよ。 

一度、 隅 田 川へ 乗り 行きし が、 その 時 は 伝 蔵と いう 

借 馬 引の 馬 を 借り 乗った が、 土手に て 一散に 追い 散 


らした が、 どこの ハズミ か 力 皮が 切れて、 鐘 を片っ 

ぼ、 川へ 落した、 そのまま 片 鎧で 帰った ことがある。 

十一 の 年、 駿河 台に 鵜 殿 甚左衛 門と いう 剣術の 先生 

ご れんじゅう さま 

が ある、 御簾 中 様の 御用 人 を 勤め、 忠也派 一 刀 流に 

て銘 人と て、 友達が はなしお つた 故、 門弟に なった 

が、 木刀の 型ば かり を 教えお る 故、 いいこと に 思つ 

てせい を 出しいた が、 左右と かいう 伝受 を くれたよ。 

その 稽古場へ、 おれが 頭の 石 川 右近 将監の 息子が 

通いし が、 おれの 高 やなに か をよ く 知っている 故、 

大勢の 中で、 おれが 高 はいくら だ、 四十 俵で は 小 給 


者 だ と 言 つて 笑いお るが 不断の 事 ゆえ、 おれ も 頭の 

息子 ゆえ 内輪に して 置いた が、 いろいろ 馬鹿にしお 

る 故、 ある 時 木刀に て 思う さま 叩き 散らし 悪態 を つ 

いて 泣かして やった。 師匠に ヒ ドク 叱られた。 今 は 

石 川太郎 右衛門と て 御徒 頭 をつ とめて いるが、 古狸 

にて 今に 何にも ならぬ、 女 をみ たような 馬鹿野郎 だ。 

十二の 年、 兄貴が 世話 をして 学問 を はじめた が、 

林 大学 頭のと ころへ 連れて行きお つたが、 それよ 

リ 聖堂の 寄宿 部 や、 保 木 巳 之 吉と佐 野郡衛 門と いう 

肝 煎のと ころへ 行って、 大学 を 教えて もらった が、 


学問 は 嫌い 故、 毎日 毎日、 桜の 馬場へ 垣根 をく ぐり 

て 行って、 馬ば かり 乗って いた。 大学 五六 枚 も 覚え 

しゃ、 両人より 断わりし ゆえ 嬉しかった」 

先生から 見放されて、 嬉しかった という 奴 もなかろ 

う。 こういう 出来の 悪い 奴の 子に、 麟太郎 のよう な 学 

問 好きが 出来た の も 不思議と、 神 尾が 思 つ て 読み まし 

た。 

「馬にば かり 乗りし 故、 しまいに は 銭が なくって 

困った から、 おふくろの 小 遣 またはた くわえの 金 を 


盗んで 使った。 (そろそろ 盗みが はじまつ たよと 神 

かお 

尾が ザ マ を 見ろ という 面 をす る。) 

兄貴が お 代官 を 勤めた が、 信 州へ 五 力 年 詰め きりを 

したが、 三 力 年 目に 御機嫌 伺いに 江戸へ 出た が、 そ 

の 時 おれが 馬にば かり かかって いて、 銭 金を使う 故、 

馬の 稽古 を やめろ とて、 先生へ 断わりの 手紙 を やつ 

た、 その上に てお れをヒ ドク 叱って、 禁足 をし ろと 

言いお つた、 それから 当分 うちにい たが 困った よ。 

十三の 年の 秋、 兄が 信 州へ 行った からまた また 諸方 


へ 出 あるき、 おれの ばばあ どのが やかましくて (神 

尾 曰く、 なに ばばあが やかまし いもの か、 これで 可 

愛 がられる か) おれが 面さえ 見る と 叱 言 を 言 いおる 

故、 おれ も 困って、 しまいに は 兄嫁に 話して 知恵 を 

借りた が、 兄嫁 も 気の毒に 思って、 親父へ 話して く 

れ たが、 そこで ある 日 親父が ばばあ どのへ 言う に は、 

小吉も だんだん 年 をと る 故、 小身 者 は 煮 焚きまで 自 

分で 出来ぬ と 身上 をば 持てぬ もの だから、 以来 は 小 

吉が 食物な ど は、 当人へ 自身に する ように さっし や 

るが よいと 言って くれる 故、 なおなお おれが こと は 

かまわず、 毎日 毎日 自身に 煮 焚き をした が、 醬 油に 


は 水 を 入れて 置く やら、 さまざま のこと をす るから ■ 

心 もちが 悪くて ならなかった。 よそより 菓子 何に て 

ももら えば、 おれに は 隠して くれず して、 おれが 着 

物 は 一 つ こしらえ ると、 世間へ 吹聴して、 悪く ばか 

リ 言い散らし、 肝が れ てなら なかった。 祖父に 言 

うと おれば かり 叱る し、 こんな 困った こと はな かつ 

た」 

五十六 

「十四の 年、 おれが 思う に は、 男 は 何としても 一 生 


食われる から、 上方 あたりへ 艇落 をして 一生い よう 

もも ひさ 

と 思って、 五月 二十 八日に 股引 を はきて うち を 出た 

が、 世間の 中 は 一 向 知らず、 金 も 七八両 盗み出して、 

腹に 卷き附 けて、 まず 品 川まで 道 を 聞き 聞きして 来 

たが、 なんだか 心細かった。 それから むやみに 歩い 

て、 その 日に は 藤 沢へ 泊った が、 翌朝 早く 起きて 宿 

を 出た が、 どうしたら よかろうと ぶらぶら 行く と、 

町人の 二人連れの 男が あとから 来て、 おれに ドコへ 

行く と 聞く から、 当て はない が 上方へ 行く と 言った 

ら、 わし も 上方まで 行く から 一所に 行けと 言いお つ 

た 故、 おれ も 力 を 得て、 一所に 行って 小 田 原へ 泊つ 


た。 その 時 あした は 関所 だが 手形 は 持って いるかと 

言う 故、 そんな もの は 知らぬ と 言ったら、 銭 を 三百 

文 出せ、 手形 は 宿で もらって やる と言うから、 そい 

つが 言う 通りに して 関所 も 越えた が、 油断 はしな 

かった が、 浜 松へ とまった 時 は、 二人が 道々 よく 世 

話して くれたから、 少し 心が ゆるんで、 裸で 寝た が 

その 晚に、 着物 も、 大小 も、 腹に くくし つけた 金 も • 

みんな 取られた。 朝 眼が さめた 故、 枕元 を 見たら な 

ん にもない から 肝が つぶれた。 宿屋の 亭主に 聞いた 

ら、 二人 は 尾 張の 津島 祭に 間に合わ ないから 先へ 行 

くから あとより 来い と 言つ て 立ちお つ た と言うから ■ 


おれ も 途方に くれて 泣いて いたら、 亭主が 言う に は 、 

それ は 道中の 胡麻の 蠅 という もの だ、 わたし は 江戸 

からのお 連れと 思った が、 なんしろ 気の毒な こと だ、 

ドコを 志して 行かし やる とて 真実に 世話 をして くれ 

たが、 言う に は、 ドコ という 当て はない が 上方へ 行 

じゅばん 

くの だと 言ったら、 なんしろ 襦拌 ばかりにて は 仕方 

がない、 どうしたら よかろうと とほうに くれたが、 

亭主が ひしゃく 一本 くれて、 これまで 江戸つ 児が こ 

の 街道に て は、 まま そんなの が あるから、 お前 もこ 

の ひしゃく を 持って 浜 松の 御城 下 在と も、 一文 ズッ 

貰って 来い と 教えた から、 ようよう 思い直して、 一 


日 方々 もらって 歩いた が、 米 や 麦 五 升ば かりに、 銭 

百 二三 十 文 もらって 帰った。 亭主 はいい ものに て そ 

の晚は 泊めて くれた。 翌日まず 伊勢へ 行って 身の上 

を 祈って 来たが よかろう と言う 故、 貰った 来と 麦と 

を 三 升ば かりに 銭 五十 文 ほど 亭主に 礼 心に やって、 

それから 毎日 毎日 乞食 をして 伊勢大神宮 へ 参った が、 

夜 は 松原 または 川原、 或いは 辻堂へ 寝た が、 蚊に せ 

めら れて ロクに 寝る こと もで きず、 つまらぬ ざま 

だつ け。 

伊勢の 相 生の 坂に て、 同じ 乞食に 心 やすくな リ、 そ 

い つが 言う に は、 竜 太夫と いう 御師 のと ころへ 行つ 


て、 江戸 品 川 宿の 青物屋 大阪屋 のうちより 抜 参りに 

来たが、 かくの 次第 ゆえ 泊めて くれろ と言うが い い、 

そうすると 向う で 帳面 を 繰りて 見て 泊める と 教えて 

くれた 故、 竜 太夫のう ちへ 行って、 中の 口にて その 

はかま 

通りに 言ったら、 袴な ど 着た やつが 出て 来て、 帳面 

を 持って来て 繰り返し 繰り返し 見お つて、 奥へ 通れ 

と言うから、 こわごわ 通ったら、 六 畳 敷へ おれ を 入 

れて、 少した つて その 男が 来て、 湯へ はいれと 言う 

から、 久しぶりにて 風呂へ はいった。 あがる と 粗末 

だが 御 膳 を 食えと て、 いろいろうまい 物 を 出した が、 

これ も 久しく 食わない から、 腹 いっぱい やら かした。 


かりぎぬ 

少し 過ぎて 竜 太夫 は 狩 衣に て 来お つた。 ようこそ 御 

参詣な された とて、 明日 は 御 ふだ を 上げましょうと 

言う 故、 おれ はた だはい はいと 言って、 おじぎば か 

りして いた。 それから 夜具 かやな ど 出して、 お休み 

なされ と言うから 寝た が、 心 持が よかった。 翌日 は 

また 御馳走 をして 御礼 を くれた。 そこで おれが 思う 

に は、 とてもの ことに 金 を 借りて やろうと、 世話人 

へその こと を 言った が、 先の 取次 をした 男が 出て 来 

て、 御用で ござります か と言うから、 道中に て 胡麻 

の蠅 のこと を 言い出して、 路銀 をニ両 ばかり 貸して 

くれる ように 頼む と 言ったら、 竜 太夫へ 申し 聞かす 


とて 引 込んだ。 少し 間が 過ぎて、 おれに 言う に は、 

ごと-つ リ ゆ-つ 

太夫 方 も 御覧の 通り 大勢 様の 御 逗留 ゆえ、 なかなか 

手 廻り 申さぬ 故、 あまり 軽少 だが これ を 御 持参 下さ 

るようと て 一貫 文 くれた。 それ を もらって 早々 逃げ 

出した。 それから 方々 へ 参った が 銭 は あるし、 うま 

もと  もく あみ 

いもの を 食い 通した から、 元の木阿弥 になった。 竜 

太夫 を 教えて くれた 男 は 江戸 神 田 黒 門 町の 村 田と い 

う 紙屋の 息子 だ。 それから、 ここで 貰い、 あそこで 

貰い、 とうとう 空に 駿 河の 府中まで 帰った …… 」 

野郎とう とう、 胡麻の 蠅 にして やられ、 乞食から、 


食い逃げ、 借 倒しまで 功が 積んだ な、 と 神 尾が、 甘酸つ 

ぱい 面 をして 読み進みました。 

五十 七 

しかし、 天性 図々 しいと ころがなければ こうはい か 

ぬ、 向う が 折 入った ところ を 図に 乗る の は 一 つの 手 だ、 

あんまり 賞め た 話で はない が、 まあ、 一 つの 自業自得 

さ、 と、 いい 気持で 神 尾が 読み進む 「夢 酔 独 言」 —— 

「何 を 言う にも 襦拌 一枚、 帯 は緦を 締め、 草鞋 をい 

つに も 穿いた こ ともねえ から、 ざまの 悪い 乞食 さ。 


府中の 宿 のまん 中 ころに、 観音 かなに かの 堂が あつ 

たが、 毎晩、 夜 は その 堂の 縁の下へ 寝た。 或る日、 

府中の 城の 脇の、 御 紋附を 門の 扉に つけた 寺が ある 

が、 その 寺の 門の 脇 は、 竹 藪ば かりのと ころ だが、 

その 脇に 馬場の 入口に、 石が たんと 積んで あるから 

そこへ 一 夜 寝た が、 翌日 朝早く、 侍が 十四 五 人 来て、 

借 馬の けいこ をして いたが、 どいつ もどい つも 下手 

だが、 夢中に なって 乗って おる から、 おれが 目を覚 

して 起き 上ったら、 馬 引 どもが 見お つて、 ここに 乞 

食が 寝て おった、 ふて え 奴 だ、 なぜ 囲いの 内へ へえ 

りおった とてさん ざん 叱りお つたが、 いろいろ わび 


言して その内へ かがんで いて 馬乗り を 見た が、 あん 

ばくろう 

まり 下手が 多い から 笑ったら、 馬 喰 どもが 三 四 人で、 

したた かおれ を プチの めして、 外へ 引きずり 出し 

おった。 おれが 言う に は、 みんな 下手 だから 下手 だ 

と 言った が 悪い か、 と 大声で どなった らば、 四十ば 

かりの 侍が 出お つて、 これ 乞食、 手前 は ドコの 奴 だ、 

こぞうの くせに、 侍の 馬乗り を さっきから いろいろ 

と言う、 国 は ドコだ 言え 言えと いうから、 おれが 国 

は 江戸 だ、 それに 元から 乞食で はない と 言ったら、 

ひとくら 

馬 は 好き かとい う 故、 好きだと 言ったら、 一 鞍 乗れ 

と 言いお る 故、 襦拌 一枚で 乗って 見せたら、 みんな 


言いお るに は、 この こぞうめ はさむ らいの 子だろう 

と 言いお つて、 せんの 四十ば かりの 男が、 おれの 家 

へ 一 しょに 来い、 飯 を やろう と言うから、 けいこ を 

しまい、 帰る 時、 その 侍の あとに ついて 行ったら、 

かぶきもん 

町奉行 屋敷の 横町の 冠木門の 屋敷へ はいり、 おれ を 

呼んで、 台所の 上リ 段で、 したた か 飯と 汁と を 振舞つ 

たが、 旨かった。 その 侍 も 奥の 方で、 飯 を 食って し 

まって、 また 台所へ 出て 来て、 おれの 名、 また 親の 

名 を 聞きお るから、 いいかげんに 噓を 言ったら、 な 

ひとえもの 

ん にしろ、 ふびんだ から おれが 所へ いろと て、 単物 

を くれた、 そこの 女房 も おれが 髪 を 結って くれた、 


行水 をつ かえと て 湯 を 汲んで くれる やら、 いろいろ 

ょリき 

と 可愛がった。 いま 考える と 与力と 思うよ。 その 侍 

かたぎぬ 

は 肩 衣 を かけて ドコ へ 行った か 夕方う ちへ 帰った、 

夜 も おれ を 居間へ 呼んで、 いろいろ 身の上の こと を 

聞いた から、 町人の 子 だと 言って 隠して いたら、 い 

はかま 

まに 大小と 袴 を こしらえて やる から、 ここにて 辛 

抱し ろと 言いお る。 六 七日 もいた が、 子の ようにし 

て くれた。 おれが 腹の 中で 思う に は、 こんな 家に 辛 

抱して いても なんにもなら ぬから、 上方へ 行きて 

公家の 侍に でもなる 方が よかろうと 思いて、 或る 晚、 

単物、 帯 も 畳んで 寝所に 置いて、 襦拌を 着て、 その 


うち を 逃げ出し、 安倍川の 向う の 地蔵 堂に その 晚は 

寝た が、 翌日 夜の 明けない うちに 起きて、 むやみに 

上方の 方へ 逃げた が、 銭 はなし、 食物 はなし、 三日 

計り は ひどく 困った が、 その 夜五ッ 時分に、 堂の 縁 

がわに、 どんと 音が する 故、 その 音に 夢が さめた が、 

せき 

人が いる 様子 ゆえ、 咳ば らい をしたら、 その 人が、 

そこに 寝て いる は 何 だと 言いお るから、 伊勢参り だ 

と 言ったら、 おれ はこの 先の 宿へば くちに 行く が、 

さいせん 

この 銭 を 手前 かついで 行け、 お 伊勢 様へ お 賽銭 を 上 

げ るから と 言いお る 故、 起き 出で て その 銭 を かつい 

で 行く と、 たしか 鞠 子の 入口 かと 思った、 普請 小屋 


へ はいりし が、 おれ も つづいて 入りし が、 三十 人ば 

かり 車座に なりおって、 おれ を 見て、 その 乞食め は、 

なぜ ここへ はいった と 親方ら しい 者が 言う と、 連れ 

の 人が 言う、 こいつ は 伊勢参り だから、 おれが 連れ 

て 来たと いう、 そんなら 手前 は 飯で も 食って 待って 

ろ、 いまにお 伊勢 様へ 御 初穂 を 上げる からと て、 飯 

酒 を たくさんに ふるまった。 少し 過ぎる と 連れて来 

た 人が 銭 を 三百 文ば かり 紙に 巻いて くれた、 ほかの 

もの も、 五十、 百、 二十 四 文、 十二 文 てんでん にく 

れ たが、 九 百ば かり 貰った。 みんなが 言いお るに は、 

はやく 地蔵 様へ 行つ て 寝ろ と言う 故、 礼を言うて、 


この 小屋 を 出る と、 ひとりが 呼び留めて、 大きな 

握飯 を三ッ くれた。 嬉しく つて また 半道ば かりのと 

ころ を 戻って、 地蔵へ 賽銭 上げて 寝た が、 それより、 

ぶらぶら 一 文ず つ 貰い、 四日 市まで 行く と、 先 ごろ 

竜 太夫 を 教えた 男に 逢った。 その 時の 礼を言って、 

百 文ば かり 礼に やったら ば、 その 男 は 嬉しがって、 

久しく 飯 を 腹 いっぱい 食わぬ から、 飯 を 食おうと て、 

二人で 飯 を 買って、 松原に 寝ころんで 食った。 別れ 

てより たがいに いろいろの 目に 逢った 咄 をして、 

その 日 は 一 所に 松原に 寝たり、 乞食の 交り は 別な も 

の だ。 それから 二人 言い合って、 またまた 伊勢へ 


行った。 

この 男 は 四国の 金 比羅へ 参る とて 山 田に て 別れ、 お 

れは 伊勢に 十日ば かり ぶらぶらし ていたり、 だんだ 

ん 四日 市の 方へ 帰って来 たが、 白子の 松原へ 寝た 晚 

に、 頭痛 強く して、 熱が 出て 苦しみし が、 翌日に は 

何事 も 知らず して 松原に 寝て いたが、 二日ば かり 

たって 漸く 人 ごころ が 出て、 往来の 人に 一 文ず つ 貰 

い、 そこに 倒れて 七日ば かり 水 を 飲んで、 ようよう 

腹 を こやして いたが、 その 脇に 半 町ば かリ引 込んだ 

寺が あつたが、 そこの 坊主が 見つけて、 毎日 毎日、 

麦の 粥 を くれた 故、 ようよう 力が ついた。 二十 二三 


こち 

日ば かり 松原に 寝て いたが、 坊主が 菰ニ枚 くれて、 

一枚 は 下へ 敷き、 一枚 はかけ て 寝ろ と 言った 故、 そ 

の 通りに して ぶらぶらして 日 を 送った が、 二十 三日 

目 ごろから 足が 立った 故、 大きに 嬉しく、 竹 きれ 杖 

にして、 少しずつ 歩いた が、 それから 三日ば かりし 

て、 寺へ 行って 礼を言ったら、 大事に しろと て、 坊 

主の 古い 笠と、 草鞋と を くれた 故、 一 日に 一 里 ぐら 

いずつ 歩いた が、 伊勢 路 では 火で 焚いた もの は 一向 

食わぬ、 生来 を かじりて 歩きたり、 病後 ゆえに 腹が 

なおらぬ から、 またまた 気分が 悪く つて、 ところ を 

忘れた が、 ある 河原の 土橋の 下に、 大きな 穴が 横に 


明いて いるから、 そこへ 入って 五六 日 寝て いた。 或 

る晚、 若い 乞食が 二人 来て、 おれに 言う に は、 その 

穴 は 先日まで 神 田の 者が 寝所に していた ところ だが、 

どこへ か 行きお つた 故に、 おらが 毎晚 寝る ところ だ、 

三 四日 稼ぎに 出た 故、 手前に 取られて 困る と言う 故、 

病気の 由 を 言ったら、 そんなら 三人に て 寝ようと ぬ 

かして、 六 七日 一緒にい たが、 食い物に は 困り、 ど 

うしょうと 二人へ 言ったら、 伊勢に て は、 火の 物 は 

大神宮 様が 外へ 出す を 嫌いだから くれぬ 故、 在郷へ 

行って みろ と言うから、 杖に すがって、 そこより 十 

七 八 町 わきの 村 方へ はいったら、 番太郎 が 六尺 棒 を 


持って 出て、 なぜ 村へ 来た、 そのために 入口に 札が 

立てて ある、 この べらぼうめ がと ぬかして、 棒で ブ 

チ おった が、 病気 ゆえに、 気が 遠くな つて 倒れた、 

はらば 

そうすると、 足に て 村の 外へ 飛ばしお つた 故、 腹 這 

うように して 漸く 橋の 下へ 帰って来たら、 二人が ど 

うした と言うから、 そのし だい を 言ったら、 手前 は 

米 は あるか と言うから、 麦と、 来と、 三 四 合 もらい 

だめ を 出して 見せたら、 そんなら おれが 粥 子 を 煮て 

やろうと 言って、 徳利の かけ を 出して、 土手の わき 

へ 穴 を 掘って、 徳利へ 麦と 米と 入れて、 水 を 入れ、 

木の 枝 を 燃して、 粥 を 捲え て くれたから、 少し 食つ 


た あと は 礼に 二人に 振舞った。 それより おれ も 古徳 

利 を 見つけ、 毎日 毎日、 もらった 来、 麦、 引 割 を そ 

の 徳利に て 煮て 食った から、 困らない ようになった 

が、 それまで はまこと に 食物に は 困った。 だんだん 

気分が よくな つたから、 そろそろと そこ を 出かけて ■ 

府中まで 行った が、 とかく 銭が なくって 困る から、 

七月ち ようど 盆 だから、 毎夜 毎夜、 町 を 貰って 歩い 

たが、 伝馬 町と いうと ころの 米屋で、 ちいさい 小皿 

せぎょう 

に 引 割 を 入れて 施行に 庭へ 並べて 置く から、 一つ 

取った が、 一 つの さしに 銭が 一文 あるから、 そっと 

また 一 つ 取った、 そうすると 米を搗 いていた 男が 見 


つけお つて、 腹 を 立て、 二度 取り をし おる とて 握り 

拳で おれ をした たかぶち おった が、 病後 ゆえ、 道ば 

たに 倒れた。 ようよう 気がついた 故、 観音 堂へ 行つ 

て 寝た が、 その 時 はよう やく 二 本 杖で 歩く 時 ゆえ か、 

翌日 は 一日 腰が 痛く つて、 ドコへ も 出なん だ。 それ 

から 或る日の 晩方、 飯が 食いたい から 二 丁 町へ は 

いったが、 麦 や 来ば かり くれて、 飯 を くれぬ から、 

だんだん 貰って 行ったら、 曲り角の 女郎屋で 客が 騒 

いでいた が、 おれに 言う に は、 手前 はこ ぞうの くせ 

に、 なぜ そんなに 二 本 杖で 歩く、 悪く わずらつ たか 

と言う、 左様で ござり ますと 言ったら、 そうで あろ 


う、 よく 死ななかった、 どれ 飯 を やろうと て、 飯 や、 

肴 や、 いろいろ のさい を 竹の 皮に 包ませ、 銭 を 三百 

文つ かんで くれた、 おれ は 地獄で 地蔵に 逢った よう 

だと 思って、 土へ 手 をつ いて 礼を言ったら、 その 客 

が 手前 は 江戸の よう だが、 ほんとの 乞食で は ある ま 

い、 どこか 侍の 子だろう とて、 女郎に いろいろ 話し 

おる が、 緋 縮緬の 袖の ついた 白地の 浴衣と、 紺 縮緬 

の ふんどし を くれたが、 嬉しかった。 その 晚は 木賃 

宿へ 泊って、 畳の 上へ 寝る がいいと 言った 故、 厚く 

礼を言って、 それから 伝馬 町の 横町の 木賃宿へ 夜に 

なると 泊った が、 しまいに は 宿銭から 食物 代が た 


まって、 払いに 仕方がな いから、 単物 を 六 百 文の 質 

に 入れて もらって、 早々 そこのう ち を 立って、 残り 

の 銭 を もって、 上方へ また 志して 行く に、 石 部まで 

行って 或る日、 宿の 外れ 茶屋の わきに 寝て いたら、 

ふた さお 

九州の 秋 月と いう 大名の 長 持が 二 棹 来たが、 その 茶 

屋へ 休んで いると、 長 持の 親方が 二人 来て、 同じく 

しょうぎ 

床几に 腰 を かけて 酒 を 飲んで いたが、 おれに 言う に 

は、 手前 はわ ずらった な、 ドコへ 行く と言うから、 

上方へ 行く と 言ったら、 当てが あるの か と言うから ■ 

あて はない が 行く と 言ったら、 それ はよ せ、 上方 は 

いかぬ ところ だ、 それより 江戸へ 帰る がいい、 おれ 


がつ いて 行って やる から、 まず 髪 月 代 をし ろと て、 

向う の 髪 結 床へ 連れて行って させて、 そのな りで は 

外聞が 悪い とて、 きれいな 浴衣 を くれて、 三尺 手拭 

を くれた、 しかして 杖 を ついては 埒が 明かぬ から、 

駕籠へ 乗れと て、 駕籠 を やといて 載せて、 毎日 毎日 

よく 世話 をして くれた。 江戸へ 行ったら 送って やろ 

うとて、 府中まで 連れて来 たが、 その 晚、 親方が ば 

くちの 喧嘩で 大騒ぎが 出来て、 おれ を 連れた 親方 は 

国へ 帰る とて、 くれた 単物 を 取り返して、 木綿の 古 

襦祥を くれて 直ぐに 出て 行きお つたから、 いま 一人 

の 親方が 言う に は、 手前 はこれ まで 連れて来ても 


ら つた を 徳 にして、 あした は 一人で 江戸へ 行く がい 

いとて、 銭 五十 文ば かり くれおつ たが、 仕方がない 

から、 また 乞食 をして、 ぶらぶら 来て、 ところ は 忘 

れ たが、 あるが けのと ころに その 晚は 寝た が、 どう 

いう わけ か 崖より 下へ 落ち、 岩の 角に きんたま を 

打った が、 気絶 をして いたと 見えて、 翌日よう よう 

人ら しくな つたが、 きんたまが 痛んで 歩く ことが な 

ら なんだ。 一 一 三日 過ぎる と 少しずつ よか つたから、 

そろそろ 歩きながら 貰って 行った が、 箱 根へ かかつ 

は  うみ 

て、 きんたまが 腫れて 膿が したた か 出た が、 がまん 

をして、 その 翌日、 二子 山まで 歩いた が、 日が 暮れ 


るから そこに その 晚は 寝て いたが、 夜の 明け方、 飛 

脚が 三度 通りて、 おれに 言う に は、 手前 ゆうべ はこ 

こに 寝た かと 言う 故、 あい、 と 言ったら、 強い 奴 だ ■ 

よく 狼に 食われ なんだ、 こんどから 山へ は 寝るな と 

言って 銭 を 百 文ば かり くれた。 三枚 橋へ 来て 茶屋の 

わきに 寝て いたら、 人足が 五六 人 来て、 こぞう なぜ 

寝て いると 言いお るから、 腹が減つ てなら ぬから 寝 

ている と 言ったら、 飯 を 一 ぱい くれた。 その 中に 四 

十ぐ らいの 男が 言う に は、 おれのと ころへ 来て 奉公 

しゃれ、 飯 はたく さん 食われる からと 言う 故に、 一 

緒に 行ったら 小 田 原の 城下の 外の 横町に て、 漁師町 


にて 喜 平 次と いう 男 だ。 おれ を 内へ 入れて、 女房 や 

娘に、 奉公に つれて 来たから、 可愛がって やれと 言 つ 

た、 女房 娘 もやれ これと 言って、 飯 を 食えと 言う か 

ら、 飯 を 食ったら きらず 飯 だ、 魚 はたく さんあって 

くれた、 あすよ リは 海へ 行って 船 を 漕げ と言うから 

たびたび 

江戸に て 海へ は 度々 行った 故、 はいはいと 言って い 

たら、 こぞうの 名 は 何とい うかと 聞く から、 亀と い 

うと 言ったら、 お 鉢の 小さい の を 渡して、 これに 弁 

当 をつ めて 朝 七つよ リ 毎日 毎日 行け、 手前 は 江戸つ 

児 だから、 二三 日 は 海に て 飯 は 食えまい から 持って 

行くな と 喜 平が 言 いおる、 おれ は 江戸に て 毎日 海で 


船に 乗った から 怖くない と 言 つたら、 いやいや 江戸 

の 海と は 違う と言うから、 それでも きかずに 弁当 を 

持って行った。 それから 同船の やつが、 うちへ おれ 

を 連れて行って 頼んだ から、 翌朝より 早く 来い と 言 

う、 それから 毎朝 毎朝、 船へ 行った が、 みんなが 言 

うに は、 亀が 歩くな り はお かしい と 言いお る、 その 

はず だ、 きんたまの 腫れが 引かずに いて 水が ぼた ぼ 

た 垂れて 困った が、 とうとう 隠し 通して しまったが 

困った よ。 毎日 朝四ッ 時分に は 沖より 帰って、 船 を 

おかへ 三 四 町 引き上げ、 網 を 干して、 少しずつ 魚 を 

貰って 小 田 原の 町へ 売りに 行った。 それから うちへ 


帰って、 きらず を 買って 来て 四 人の 飯 を 焚く し、 近 

所の 使 をして、 二 文 三文ず つ 貰った。 うちの 娘 は 三 

十ば かり 気の いいやつ で、 時々 水 瓜な ど を 買って く 

れた。 女房 はや かまし くて よくこき 使った。 喜 平 は 

人足 ゆえ、 うちに は 夜ば かりいた が、 これ はやさし 

いお やじで、 時に 菓子な ど 持って来て くれた。 十四 

五日ば かりい ると 子の ようにし おった。 おれに 江戸 

のこと を 聞いて、 おらが ところの 子に なれと 言いお 

る 故、 そこで 考えて みたが、 なんしろ おれ も 武士 だ 

が、 うち を 出て 四 力 月になる、 こんな こと をして 一 

生いても つまらね えから、 江戸へ 帰って、 祖父の 


了簡 次第になる がよ かろうと 思い、 娘へ 機嫌 をと リ、 

もも 引と、 きものの つぎ だらけな の を 一 つ 貰って、 

うるう 

閏 八月の 二日、 銭 三百 文、 戸棚に ある を 盗んで、 飯 

をた くさん 弁当へ つめて、 浜へ 行く と 言って 夜八ッ 

時分 起きて、 喜 平が うち を 逃げ出して、 江戸へ その 

日の 晚の 八ッ 頃に 来たが、 あいにく 空 は 暗し、 鈴ケ 

森に て、 犬が 出て 取 巻いて、 一生懸命 大声 を 揚げて 

わめく と、 番人 乞食が 犬 を 追い散らして くれた 故、 

たかな わ  の リとリ ぶね 

高 輪の 漁師町の うらに はいりて、 海苔 取 船が あった 

から、 それ を ひっくり返して、 その 下に 寝た が、 あ 

くた び 

ん まり 草臥れた せいか、 翌日 は、 日が 上っても 寝て 


いたから、 所の 者が 三 四 人出て 見つけて 叱りお つた。 

あたごやま 

わび 言 を して そこ を 出て 飯 を 食いな どして、 愛宕山 

で また 一日 寝て いて、 その 晚は坂 を 下る ふり をして、 

山の 木の 茂みへ 寝た。 三日ば かり 人目 を 忍んで、 五 

日 目に は 夜 両国 橋へ 来て、 翌日 回向 院の 墓場へ 隠れ 

ていて、 少しずつ 食物 買って 食って いたが、 しまい 

たびたび 

に は 銭が なくなつ たから、 毎晚 度々、 垣根 をむ ぐり 

出て、 貰って いたが、 夜 はくれ 手が 少ない から、 ひ 

もじい 思い をした。 回向 院 奥の 墓所に 乞食の 頭が 

あるが、 おれに 仲間に 入れと ぬかしお つたから、 そ 

やつのと ころへ 行って、 したた か 飯 を 食った」 


野郎、 土性骨まで 乞食に なりおつ たな、 しかし まあ、 

ここまで 乞食に なりきれり や あ、 人間 もね うちもの だ 

と、 神 尾が 感心しながら、 野郎 どんな 面 をして 養家の 

しきい 

閾を またぐ のかと、 調べて みました —— 

「そして、 裏から 亀 沢 町へ 来て 見た が、 なんだか 閾 

が 高い よう だから (でも 閾の 高低が わかる だけの 感 

は 残って いたのが 不思議) 引返して ニッ 目の 向う の 

材木 問屋の 蔭へ 行って 寝た。 三日 目に 朝早く 起きて 

うちへ 帰った が、 うちじゅう、 小吉が 帰った とて 大 

騒ぎ をし、 おれが 部屋へ 入って 寝た が、 十日ば かり 

は 寝 通し をした。 おれが いないう ち は 加持 祈禱 いろ 


いろと して、 いとこの 恵 山と いうび く は、 上方まで 

尋ねて 上った とて 話した。 それから 医者が 来て、 腰 

下に 何 か 仔細が あろうと ていろ いろ 言った が、 その 

時 はま だ、 きんたまが 崩れて いたが、 強情 にないと 

言って 帰して しまった。 三月ば かりたつ と、 しつが 

たいそう  たちい 

出来て だんだん 大相 になった、 起居 もで きぬよう に 

なって、 二 年ば かり は 外へ も 行かず うちず まい をし 

たよ。 それから 親父が、 おれの 頭、 石 川 右近 将監 に、 

帰りし 由 を 言って、 いかにも 恐れ入る こと 故、 小吉 

は 隠居 させ、 ほかに 養子いた すべきと 言ったら、 石 

川 殿が、 今日 帰らぬ と 月 切れ ゆえ 家 は 断絶す るが、 


まずまず 帰って 目 出たい、 それに は 及ばぬ、 年と つ 

て 改心 すれば お 役に も 立つべし、 よくよく 手当して 

遣わすべし と言われた、 それから 一 同 安心した と 皆 

はな 

が咄 した」 

五十八 

きた 

神 尾 主 膳 は、 読み 去リ 読み 来る 間に も、 さげすんで 

みたり、 存外 やる と 思って みたり、 ばかばかし いと 思つ 

てみ たり、 おれ は 何が何でも ここまで は 落ちられない 

と 歎息して みた りする、 その 間に も、 四十 俵 高の 


小身 者と、 自分の 生れと 比較して、 優越感に ひたら ざ 

る を 得な いのも、 この 人の 性根であります。 

「根が 小身 者 だからな」 

とさげ すみながら も、 甚 だ 共鳴 させられる 節が 多くて 

これ はおれ を 書いて いるので はない か、 自分の 姿 を 鏡 

で 見せられて でもい るよう な 心 持に、 うっかりと 捉ゎ 

れて しまう の は、 つまり、 高に 大小 こそ あれ、 やつば 

り 生え抜きの 江戸 人で ある。 勝の 家 も 小身ながら 開府 

おた に  けんぎょうで 

以来の 江戸 人で ある、 男 谷の 方 は 越後から 来た 検校 出 

という こと だが、 それ も 何 代 か 江戸に 居つ いて、 江戸 

人に なりきつ ている。 江戸 人に 共通した ところの もの 


が、 この 一巻のう ちに 流れて いる。 しかるが 故に、 神 

尾 主 膳が、 このまず い 文章と、 格 法 を 無視した 記録に、 

足 許 を さらわれ そうにし ている。 読み出した 以上 は 読 

み 了らなければ ならない。 東海道 を うろついて、 乞食 

をして 歩いた だけで 納まった ので は、 勝の 父ら しくな 

い。 この 性根が 一 生涯 附 いて 廻らなければ 本物と は 言 

えない と、 神 尾 は 変な ところへ 同情 を 置いて、 次へ と 

読み進みました。 

「十六の 年に は、 ようやくし つもよ くな つたから 出 

勤す るが いい と言うから、 あいたい をつ とめた が、 

頭 の 宅で 帳面が 出て いるに めいめい 名 を 書く の だ 


が、 おれ は 手前の 名が 書け なくて 困った。 

人に 頼んで 書いて もらった。 石 川が あいたいの 後で、 

乞食 をした 咄を 隠さず しろと 言った から、 初め か 

ら のこと を 言ったら、 よく 修業した、 いまに 番入リ 

を させて やる から、 しんぼう をし ろと 言われた。 

またう ちで は、 ばば ァど のがな おなお やかましく 

なって、 おのれ は 勝の 家 をつ ぶそうと したな、 とい 

ろい ろ 言いお つて 困った 故、 毎日 毎日う ちに はいな 

んだ。 

兄貴の 役所 詰に 久保島 可 六と いう 男が あつたが、 そ 

いつが おれ を だま かして 連れて行きお つたが、 面白 


かった から 毎 晚毎晚 行った が、 金が なくって 困って 

いると、 信 州の 御料 所から 御 年貢の 金が 七 千両 来た、 

役所へ 預けて 改めて 御金 蔵へ 納める の だ、 その 時お 

れに 番人 を 兄貴が 言い つけたから 番をして いると、 

可 六が 言う に は、 金がなくて は 吉原は 面白くな いか 

ら、 百両 ばかり 盗めと 教えた が、 (神 尾 ぼく、 悪い こ 

と を 教える 奴 だ) おれ もそう だと 言って (そうだと 

言う 奴が あるか) 千両箱 を あけて 二百 両 取った が (そ 

らこ そだ) あとが ガ タガタ する ゆえ 困ったら、 久保 

島が 石ころ を 紙に 包んで 入れて くれた 故、 知らぬ顔 

でいた が、 二三 月た つと 知れて、 兄き がお こったが 


(おこる のが あたりまえ) いろいろ 論議 をしたら、 お 

れが 出した と 役所の 小 使め が 白状し おった 故、 おれ 

に 金 を 出せと て 兄き が 責めた が、 知らぬ とて 強情 を 

はり 通した が、 兄が 親父へ その わけ を 話したら、 親 

父が 言う に は、 手前 も、 年の 若い うちに 度々 そんな 

きずもの 

こと はあった つけ、 僅かの 金で 小 吉を瑕 物に はでき 

ぬ 故、 何とか 了簡して みて やれと 言った。 そこで、 

いよいよ おれが 取った に違いない 故 それき リ にして、 

誰も 知らぬ顔で 納まった。 おれ は その 金を吉 原へ 

持って行って 一月 半ば かりに 使って しまったが、 そ 

くら やど 

れ から 蔵 宿 やほうぼう を 頼んで 金 をつ かった」 


いったい、 その 親 共な り、 支配 頭な りが、 厳しい の 

か 甘 いのかわ からぬ。 自分 もやつ ぱリ、 この 厳しい よ 

うな、 甘い ような 江戸の 家風に 育った 一 人 だ。 勝のお 

やじの ために は、 たしかに それが 子孫への 教訓に もな 

るよう な もの だが、 おれの はなん にも 残らぬ、 と 神 尾 

が やや 自覚し ました。 それから 読みつ いで 行く と、 い 

よいよ 大変な もので …… 

「ある 日、 おれの 従弟のと ころへ 行ったら、 その子 

の 新 太郎と 忠次郎 という 兄弟が あるが、 一日、 いろ 

はなし 

いろ 咄 をした が、 そこの 用人に 源兵衛 というの が 

いたが、 剣術 遣いだ という こと だが、 おれに 向って 


言う に は、 

『お前さん は、 いろいろと あばれなさい ますが、 暄 

嘩 はなさい ました か』 

と言うから、 おれが、 

『喧嘩 は 大好き だが、 小さい うちから 度々 したが 面 

白い もの だ』 (こういう 野郎 だ) 

と 言った。 

『左様で ござります か、 あさって 蔵 前の 祭りで あり 

ますが、 ー暄曄 やりましょう から、 一緒に ござらつ 

しゃいまして、 一勝 負なさい まし』 (火事場へ 油 を さ 

しに 行けと いう 奴が ある、 いやはや) 


と 言った から、 約束 をして 帰った。 

その 日に なりて、 夕方よ リ番 場の 男 谷へ 行ったら、 

先の 兄弟 も 待って いて、 

『よく 来た、 今、 源 兵衛が 湯へ 行った から、 帰った 

ら 出かけよう』 

と 支度 をして いると、 まもなく 源 兵衛が 帰った。 そ 

てはず 

れ より 道に 手 害 を 言い合わせて、 八幡へ 行った が、 

みんなつ まらぬ 奴ば かりで、 相手がなかった が、 八 

幡へ 入る と、 向うよ り、 きいた ふうの 奴が 二三 人で、 

鼻歌 をうた つて 来る 故、 一ばん に 忠次郎 が、 そいつ 

へ 唾 を 顔へ しっかけ たが、 その 野郎が 腹 を 立て、 下 


駄で ぶって かかりお つた、 そうすると、 おれが 握り 

拳で 横 つら をナグ つて やる と、 あとの やつらが 総が 

かりにな つて かかりお るから、 めくらな ぐリ にした 

ら、 みんな 逃げお つた 故、 八幡へ 行って ぶらぶらし 

ている と、 二十 人ば かりなが 鳶を 持って来 おった、 

何 だと 思って いると、 一 人が、 

『あの 野郎 だ』 

とぬ かして、 四 人 を 取り まきおった。 それから 刀 を 

抜いて 切り払ったら、 源 兵衛が 言う に は、 

『早く 門の 外へ 出る がいい、 門 を 締める ととり こに 

なる』 


と 大声に 言う から、 四 人が 並んで きり 立て、 門の 外 

へ 出たら、 そいつら の 加勢と 見えて また 三十 人ば か 

り、 鳶口 を 持って 出よ つたから、 並木の 入口の 

砂薷 麦の 格子 を 後ろに して 五十人ば かり を 相手に し 

て 叩き 合った が、 一生懸命 になって、 四 五 人ば かり 

傷 を 負わしたら、 少し 先が 弱くな つた 故、 むやみに 

きリ 散らし、 鳶口 を 十本 ほど も 叩き 落した、 そうす 

ると またまた 加勢が 来たが、 梯子 を 持って来た、 そ 

の 時、 源 兵衛が 言う に は、 もはや かなわぬ から 三人 

は吉 原へ 逃げろ、 あと は 私が 斬り 払い 帰る からと、 

早く 行けと 言った が、 三人ながら、 源兵衛 ひとり を 


置く を 不便に 思い、 一緒に 追い まくって 一緒に 逃げ 

ようと 言 つ たら、 

『お前さん 方 は 怪我が あって は 悪い から、 ぜひ ぜひ 

早く 逃げろ』 

とひた すらに 言う 故、 おれが、 源 兵衛の 刀が 短い か 

ら、 おれの 刀 を 源 兵衛に 渡して、 直ちに 四 人が 大勢 

の 中へ 飛び込んだら、 先の 奴 は、 ばらばらと 少し あ 

とへ 引つ こんだ はずみに、 逃げ出して、 ようよう 浅 

草の 雷 門で 三人 一し よに なリ、 吉 原へ 行った が 源 兵 

きづ か 

衛が 気遣いだ から、 引戻して 番 場へ 行って、 飯 を 食 

おうと 思って 行ったら、 源兵衛 は、 うちへ 先へ 帰つ 


て、 玄関で 酒 を 飲んで いたた め 三人 は 安心した。 

それから 源兵衛 と、 またまた 一緒に 八幡の 前へ 行つ 

て 見たら ば、 たこ 町の 自身番へ 大勢 人が 立って いる 

から、 そこへ 行って 聞いたら、 八幡で 大 喧嘩が あつ 

て、 小 楊の 者 をぶ つたが 始まりで、 小 あげの 者が 二 

三十 人、 蔵 前の 仕事師が 三十 人で、 相手 を 捕えん と 

して 騒いだ が、 とうとう 一人 も 押えずに 逃がした、 

その上に、 こちら は 十八 人ば かり 手負いが 出来た、 

今、 外科が 傷 を 縫って いると いうから、 四 人ながら 

うちへ 帰って、 おれ は 亀 沢 町へ 帰った が、 あんな ヒ 

ド いこと はなかった よ。 


刀 は 侍の 大切の もの だから、 よく 気をつける もの だ 

かね ひら  つば もと 

が、 刀 は 関の 兼 平 だが、 源 兵衛へ 貸した 時、 錯 元よ 

り 三寸 上って 折れた、 それから 刀の 目き きを 稽古し 

た。 

この 年、 兄き と 信 州へ 行った が、 十一月 末に は 江戸 

へ 帰った。 源 兵衛を 師匠に して、 喧嘩の けいこ を 毎 

日毎 日した が、 しまいに は 上手に なった。 

暮の 十七 日、 浅 草市へ 例の 連れで 行った が、 その 時、 

忠次郎 が 肩 を 斬られた が、 衣類 を 厚く 着た 故、 身へ 

きず  じゅばん 

は 少しも 創が つかなかった が、 着物 は襦拌 まで 切れ 


た、 その 晚は 知らずに 寝た が、 翌朝 女が 着物 を炬燧 

へ かける とて 見つけて、 忠次郎 の 親父へ そう 言った 

故、 おれ も 呼びに よこした から、 番 場へ 行ったら 忠 

之丞 が、 三人 並べて、 いろいろ 意見 を 言って くれた、 

以来 は暄嘩 をし まいと いう 書附を 取られた。 この 忠 

之丞 という 人 は、 至ってい い 人で、 親類が、 聖人の 

よう だと 皆々 こわがった 仁 だ。 

翌年 正月、 番 場へ 遊びに 行ったら、 新 太郎が 忠次郎 

と 庭で 剣術 を 遣って いたが、 おれに も 遣えと 言う 故、 

忠次郎 とやった が、 ひどく 出合 頭に 胴 を 切られた、 


その 時 は 気が 遠くな つた。 それより 二三 度 やった が、 

一本 も ぶっこと がで きぬから 口惜しかった。 それ か 

ら忠 次郎に 聞いて、 団 野へ 弟子入りに 行った。 先の 

師匠から やかましく 言った が、 かまわず 置いた。 

それから 精 を 出して、 早く 上手に なろうと 思って ほ 

かのこと はかまわず 稽古 をした が、 翌年より 伝受 も 

二つ もらった。 それから、 あんまり 叩かれぬ ように 

なつてから は、 同流の 稽古場へ 毎日 行った が、 大勢 

がよ つて 来て、 小吉、 小吉 と言うよう になった。 

他流へ むやみと 遣いに 行ったら、 その 時分 はまた 剣 

術が 今の ように はやらぬ から、 師匠が 他流試合 を や 


かまし く 言った。 他流 は 勝負 をめ つたに はしない か 

ら、 みな 下手が 多くあった 故、 おのれが 十八の 歳、 

浅 草の 馬 道、 生 政左衛 門と いう 一 刀 流の 師匠が いた 

が、 或る時、 新 太郎と 忠次郎 とおれと 三人で 行って、 

試合 を 言い 入れた が、 早速に 承知した 故、 稽古場へ 

行って、 その 弟子と おれと やった が、 初めての こと 

故、 一生懸命 になって やった が、 向う が 下手で おれ 

が 勝った。 それから だんだん やって、 師匠と 忠次郎 

に、 政左衛 門が 体当り をされ て、 後ろの 戸へ 突き 当 

てられて、 雨戸が 外れて 仰のけに 倒れた が、 起きる 

ところ を 続けて 復を打 たれた。 この 日 は それき りで 


仕舞った が、 はじめに 師匠が 高慢 をぬ かした が 憎い 

から、 帰りに はおれが 玄関の 名前の 札 を 抜 打ちに し 

て 持って 帰った。 それから 方々 へ 行き あばれた。 馬 

喰 町の 山ロ宗 馬が ところへ、 神 尾、 深津、 高 浜、 お 

れ四 人で 行って 試合 を 言い こんだら、 上へ 通して、 

宗 馬が 高慢 をぬ かした 故、 試合 をしょう と 言ったら、 

今晩は 御免 下され、 重ねて 来い と 言った 故、 帰りが 

けに 入口の のれん を 高 浜が 刀で 切 裂いて、 室へ 抛り 

こんで 帰った。 それから 同流の 下 谷 あたり、 浅 草本 

所と もに 他流試合 をす る もの は、 みんな おれが さし 

ず を 受けた から、 二 尺 九 寸の刀 を さして 先生 づらを 


していた が、 だんだんと 井上 伝兵衛 先生が、 その 頃 

は 門人 多く、 重立った 奴等、 皆 おれが 配下 同然に な 

り、 藤 川 鴨八郎 門人 赤 石 郡 司 兵衛が 弟子 団野は 言う 

に 及ばず 切 従い、 諸方へ 他流に 行った が、 運よく 皆 

よかった。 他流 は 中興まず おれが はじめ だ。 

十八の 歳、 また 信 州へ 行った。 

それから けん 見に 諸 所へ 行った。 そのうち、 江戸で 

おふくろが 死んだ と 知らせて 来たから、 御用 を 仕 

舞って、 江戸へ 来る 道で、 信 州の 追分で、 夕方、 


ノ 一  ぶ さ か や き 

五分 月 代の 野郎が、 馬方の 蔭に はいって 下にいた が、 

兄貴が 見つけて おれに 捕れ と言うから、 この 脇から 

十 手を抜いて 艇け 出したら、 その 野郎 は 一散に 浅 間 

の 方へ 逃げお つたから、 とうとう 追い かけて 近寄つ 

たら、 二 尺 九寸の 一本 脇差 を 反り返して、 

『お 役人 様、 お 見の がし 下され ませ』 

と 言った から、 

『うぬ、 なに 見の がす もの だ』 

とそば へ 行く と、 その 刀 を 抜きお つたが、 引 廻し を 

着て いたが、 そのす そへ 小 尻が ひっかかりて 一尺ば 

かり 抜きお つたが、 おれが 直ぐに 飛び込んで、 柄 を 


持って ちゅうがえり をしたら、 野郎 も 一緒に ころん 

で、 おれの 上に なった が、 後ろから 平賀 村の 喜 藤 次 

という 取締が 来て、 野郎の 頭 を もって ひっくり返し 

た 故、 おれ も 起き 上りて 十手に てつつ き 散らした、 

それから 網 を 打って、 追分の 旅 宿へ 引いて 来た。 上 

こちろ 

田 小 諸より 追々 代官 郡 奉行が 出て 来て、 野郎 を 貰い 

に 来た。 こいつ は 小 諸の 牢に 二百 日ば かりいた が、 

或る 晚牢 抜け をして、 追分 宿へ 来て、 女郎屋へ 金 を 

ねだり、 一両 取って 帰る 道 だと 言った。 音吉 とて 子 

分が 百 人 もお るば くち 打 だと 役人が 話した。 それ か 

ら 大名へ 渡す と 首がない から、 中の 条の陣 へやった。 


その後、 そいつの 刀 を 兄が くれたが、 池 田 鬼神 丸 国 

重と いう 刀 だつ け、 二 尺 九寸五分あった、 おれが 差 

料に した。 

それから、 碓氷峠で 小 諸の 家老の 若い者ら が 休息所 

へ 来て 無礼 をした から、 塩 沢 円 蔵と いう 手代と おれ 

と、 その 野郎 を とらえて、 向う の 家老の 駕籠へ ぶつ 

けて やった。 

上 州の 安中で も、 所の 剣術 遣いだ と 言った が、 常 蔵 

という 中間 の 足 を、 白 鞘 を 抜いて ふいに きりかかつ 

たから、 その 時 も、 おれと 二人で 打ちのめして 縛つ 

て やった。 宿 役人に 引渡して 聞いたら 酒乱 だと 言つ 


た。 

十一月 初めに 江戸へ 帰った。 それから またまた 他流 

へ 歩き まわった が、 本 所の 割下 水に 近 藤弥之 助と い 

う 剣術の 師匠が いたが、 それが 内弟子に 小 林 隼 太と 

いう 奴が あつたが、 犬の あばれ 者で 本 所では みんな 

が こわがった。 或る時、 小 林が 知恵 を 借って、 津軽 

の 家中に 小 野兼吉 という あばれ 者が おれのと ころへ 

他流 を 言い 込んだ。 

その 時 は うちにいた 故、 呼び入れて 兼吉に 逢った が、 

中 西 忠兵衛 が 弟子で、 その はなし をして いると、 兼 


めが 大 そうな ことば かりぬ かし、 手前の 刀 を 見せて、 

長いの を 高慢に 言いお るから、 聞いて いたら、 十万 

石の うちにて このく らいの 刀 を さす ものがない、 私 

ばかり だ と言うから、 刀 を 取って 見たら、 相 州 物に 

て 二 尺 九寸。 そこで おれの 差 料 を 見せた が、 平 山 先 

生より 貰った 三尺 二 寸の刀 ゆえ、 兼吉め 大いに ひる 

みおった から、 つけこんで 高慢 を 言い返して やった。 

それから 試合 をしょう と 言 つ たら 何と 思 つた か、 今 

日 は 御免と ぬかしお る 故、 日限 を 約束して、 兼吉の 

ところへ 行く つもりに して、 下 谷 連へ 言って やった 

ら、 四 五十ば かり 集まった 故、 兼吉へ 手紙 を 持たせ 


て やったら、 ただいま 屋敷へ 来る とて、 返事 はよ こ 

力た ぎぬ 

さず、 待って いたら、 近 藤の 弟子の 小 林め が 肩 衣な 

んど 着お つて、 おれのと ころへ 来て、 いろいろ あつ 

かい を 入れて、 兼吉 にわび をさせる から 了簡し ろと 

いう 故、 急 度 念 をしたら、 このの ち兼吉 がお 前 様 を 

かれこれ 言ったら、 私が 首を献 じます と言うから ゆ 

るして やった 故、 本 所 はたい がい、 おれの 地に なつ 

た。 

この 年、 芝の 片山 前にい る 湯屋が、 向う の 町へ 転宅 

をす る ことにて 仲間 もめが して、 山 内の 坊主が 町 奉 


行の 榊 原へ 頼んで あると 言って、 金武 十両と つたが、 

もとより ゥソ 故に、 その 湯屋が ほんとうにして、 右 

の 趣 を 奉行所へ 願 出に して 出したら、 奉行所で 言う 

に は、 湯屋 は 樽屋三 右衛門の かかり だから 差 越 願 だ 

とて 取上げぬ 故 大いに 困った。 中 野 清次郎 という も 

のが おれに 頼んだ から、 幸い おれが 协 妹の 女が 樽屋 

へ 嫁に 入って いるから、 その 親父の 正 阿弥と いう も 

の は 心安い から、 頼んで やろうと 言ったら、 悦び そ 

の 坊主 を つれて 来たから、 おれが 正 阿弥のと ころへ 

行って わけ を だんだん 話して、 それよ リ樽屋 へいつ 

て やったら、 樽屋が 承知して、 奉行所より 願 出 を 下 


げて、 そうほう 利害 を 言って、 その 湯屋が 向う へ 引 

越した が、 嬉しがった。 その 礼に、 樽 屋へ三 十両、 

正 阿弥へ 二 十両、 おれに 四 十両 くれた。 それから は 

酒 井左衛 門の 用人の 妾が 持って いると 言いお つた。 

湯屋 は 向う へ 普請 をす ると 八 十両 株が 高くなる と 清 

次郎が 話した。 

この 年、 またまた、 兄と 越後 蒲 原 郡 水 原の 陣屋へ 行つ 

た。 四方八方 巡 見した が 面白かった。 越後に は 支配 

所のう ちに は大 百姓が いる 故、 いろいろ 珍しき 物 も 

たんもの きん 

見た、 反物 金 を もたん と 貰って 帰った。 


それから 江戸へ 帰った が、 近 藤弥之 助の 内弟子 小 林 

隼 太が 男 谷の 方へ 替え 流して 力んだ が、 あばれ 者 ゆ 

えに、 みんなが 怖がって いるから、 相弟子 ども をば 

かにし おる 故に、 おれに も咄 があった 故、 隼 太め を 

目に 物見 せんと 思って いたが、 久しく かぜ を 引いて 

寝て いるから、 それなり にして 置いた。 或る日 少し 

気分が いいから、 寒稽古に 出たら、 小 林 も 来て いて、 

勝 様 一本 願いたい とぬ かすから、 見る 通り 久しく 不 

さかやき 

快で、 今に 月 代 も 剃らず いる くらいだ が、 せっかく 

のこと だから 一 ぼん 遣いましょうと 言って 遣った が、 


まず 二 本つ づけて 勝ったら、 小 林が 組みつ いたから 

腰 車に かけて 投げて やる と、 仰のけに 倒れた から、 

腰 を 足に てお さえて 咽喉 を 突いて やった。 その 時、 

小 林が 起き 上り、 面 を 取って、 おれに 言いお るに は、 

侍 を 土足に かけて 済む か 済まぬ かとぬ かすから、 こ 

れ は 貴 公 の 言 葉に も 似ぬ 言 い 事 かな、 最初の たちあ 

いに、 未熟 ゆえ 指図して くれろ と 御 申し 故、 侍の 組 

かよう 

打ち は 勝つ と 斯様の もの だと 仕形 をして 見せた の だ、 

言い分 は あるまい と 言った が、 御尤も、 一声 も ござ 

やみう 

り ませぬ と 言いお つた。 それから、 おれ を 暗 討ちに 

するとて、 つけお つたが、 時々 油断 を 見て は、 夜道 


にて すっぱ 抜き をして きりおつ たが、 時々、 羽織な 

ど 少しずつ 切った が、 傷は附 けられた こと はな かつ 

た。 それから いろいろ しおった が、 おれ も 気をつけ 

ていた 故に、 或る時、 暮に 親類に 金 を 借りに 行った 

時に、 道の 横町より 小 林が 酒 を くらった 勢いで、 お 

れが 通る と、 いきなり、 出ば なの 先へ 刀 を 抜いて つ 

き 出した、 昼 だから 往来の 人 も 見て いる 故、 その 時 

おれが、 わざと ふところ 手 をして いて、 白昼に なま 

くら を 抜いて どうす ると 言ったら、 小 林が この 刀 を 

買い ましたが、 切れる か 切れぬ か 見て くれろ と言う 

からよ く 見て 骨ぐ らい は 切れる だろうと 言 つ たら、 


稍へ 納めて 別れた が、 人が 大勢 立ち どまって 見て い 

た。 古今の めつぼう けい 者 だ。 

十八の 歳に 身代 を 持って 兄の 庭の 内へ 普請 をして 引 

移った。 その 時、 兄から 三百 両ば かりの 証文と 家作 

代 を 家 見に くれた、 親父より は 家財の 道具 を 一 通り 

貰った から、 無 借に なって 嬉しかった。 それからい 

ろい ろの 居候 者が 多く 来お つたから、 いくら も 置い 

たから 借金が 出来た よ。 

十九の 年、 正月 稽古 始に、 男 谷 道場で、 東間陣 助と 


平 川 右 金 吾と 大暄嘩 をして、 たがいに 刀 を 持って 稽 

古場へ 出て さわいだ が、 その 時 も おれが 引分けて、 

ようよう 和睦 させた。 

この 年より 諸方の 剣術 遣い を 大勢、 子分の ようにし 

て 諸国へ 出した が、 みんな おれが 弟子 だと 言って 歩 

く 故、 名が 広くな つてき た。 それから 本 所 中の、 い 

い 頭 をして いるの らくら 者 を 残らず 置いて、 みんな 

おれが 差 図に 従えた 故、 こわい もの はなくな つたが、 

それに は 金 もい るし、 附 合いが 張った から、 たいそ 

う 借金が 出来た。 


また 他流試合 を 商売の ようにして、 毎晚、 喧嘩に み 

ん なを 連れて 歩いた。 ある 時、 平 山 孝 蔵と いう 先生 

へ も 行って、 いつもい つも 和漢の 英雄の 咄を 聞い 

て は、 みんな をし こなして いた。 それから、 いろい 

ろ 馬鹿ば かりして いたから、 身上が 悪くな つてき て、 

借金が ふえる ばかり、 仕方がな いから、 出来ない 相 

談に、 むやみに 借金 をして いたが、 二十 一の 年に は、 

一文 も なくなって 仕様がなかった から、 差 料の 刀 は、 

おわり ゃ久米 右衛門と いう 道具屋より 買 つた 盛 光の 

刀、 四十 一両で 買った 故、 それ を 売ろうかと 思った 


が、 それ も 惜しい からよ したが、 あいたいに 行く に 

も 着た ままに なった から、 気休めに 吉 原へ 行って、 

翌日、 車 坂の 井上の 稽古場へ 行き、 剣術の 道具 を 一 

組 借りて、 直ちに 東海道へ かけ 出した」 

かけおち 

またしても ffi 落 かと、 読んで 神 尾が 苦笑し ました。 

しょう 

「なるほど、 乞食 は 三日 すれば 忘れない というが、 性 

に つ いたな」 

五十 九 


さて これからが、 勝小吉 再度の 艇落 物語と なる。 

「その 日 は、 むこくに 歩いて、 藤 沢へ 泊って、 朝 七 

ッ 前に 立って、 小 田 原へ 行って、 先年 世話になって 

いたう ちの 喜 平 次 を 尋ねて 行った が、 喜 平 次 も、 乞 

食が さむらいに 化けて 来た もの だから 初めは 不審し 

た。 喜 平 次のう ち を 出た 亀と 言ったら、 ようやく 思 

い 出して、 いろいろ 酒な ど 振舞った が 三百 文 盗んだ 

さかて 

こと を 言い出して、 金 を 一 一分 一 一 朱 やった ほかに 酒代 

を 二 朱 出して、 以前、 船へ 一 しょに 乗った 野郎 共 を 

呼んで 酒 を 呑まして、 今 は 剣術 遣いに なった こと を 

はなして 笑ったら、 みんなが 肝 をつ ぶして いた。 今 


晚は ぜひとも 泊れ と 言った が、 江戸より 追手が 来る 

だろうと 思った から、 早々 別れて そこ を 立って 箱 根 

へ かかった。 

喜 平 次と ほか 三人ば かり 三枚 橋まで 送って 来たが、 

そこより かえして、 ようよう 関所へ かかった が、 手 

形がない から、 関所の 縁側へ 行って、 剣術 修行に 出 

でし 由 申して、 お 関所 を 通して 下さいと 言ったら、 

手形 を 見せろ というから、 そこで おれが 言う に は、 

御覧の 通り 江戸 を 歩行 通りの なり ゆえ、 手形 は心づ 

かず、 稽古 先より 計らず 思いついて、 上方へ 修行に 

上り 候、 雪踏 を 穿き 候 まま、 旅支度 も 致さず 参リ 


しこと 故、 相なる ベく はお 通し 下され 候 様に、 と 言つ 

たら、 番頭ら しきが 言う に は、 御大 法に て 手形な き 

者 は 通さず、 しかしお 手前の 仰せの 如く、 御 修行と 

あれば 余儀なき 故、 お通し 申すべし、 以来 はお 心得 

なさる べしと 言った 故、 かたじけな いとて、 それ か 

ら 関所 を 越して 休んで いたら、 後よ リ 来た 商人が 言 

いおる に は、 いま 私が 関所 を 通り ましたが、 おまえ 

様の 噂 をして ござった が、 いま 通った 侍 は 飛脚で 

もない が、 藩 中で もな し、 何だろう とて 噂 をして い 

ました と言うから、 その はず だ わ、 おれ は 殿様 だか 

らと 言つ て やった。 


〔# 底本で は ー 字 あき〕 山中で 日が 暮れて 宿 引 女が 泊 

れ とてぬ かした が、 とうとう がまんで 三 島まで 着い 

たら、 四 里が 間、 二十 九日の 日 だから、 まっくらが 

りで 難儀した。 雪踏 を 脱いで 腰へ はさみ、 ようよう、 

夜九ッ 時分、 三 島へ 来て、 宿へ かかって 戸 を 叩き、 

泊めて くれろ と 言ったら、 

『当 宿 は 韮 山 様が お触れで、 ひとり 旅 は 泊めぬ』 

と言うから、 問屋 場へ 寄って、 起して 宿 を 頼んだら、 

そいつが 言いお るに は、 

『問屋が 公儀のお 触れ は 破れぬ、 差 図 はでき ぬ』 


ときめる まま、 そこで、 おれが 言う に は、 

はリ まの かみ 

『海道 筋 三 島 宿に て は、 水 戸の 播磨 守が 家来 は 泊め 

ぬか、 おれ は 御用の 儀が 有り、 遠 州 雨の 宮へ 御き か 

んの 便りに 行く の だが、 仕方がな いから、 これより 

引返して、 道中 奉行へ 屋敷より 掛 合う 故、 それまで 

は 御用 物 は 問屋へ 預け 参る から 大切に しろ』 

とて、 稽古 道具 を 障子 越しに 投げ込んだ。 そうする 

と、 役人 共が 肝 をつ ぶし、 起きて 出お つて、 土に 手 

をつ きおった。 

『播磨 様と は 存ぜず 不調法、 恐れ入った』 

といろ いろ あやまる から、 図に 乗って、 


『荷物 は 預ける から、 急 度、 受取 をよ こせ』 

と 言ったら、 困リ おって、 ほかに 二三 人 も 出て 這い 

つくば り、 いかよう にも 致します から、 まずまず 宿 

屋へ 行つ て 少しのう ち 休足して ろ と言うから、 よう 

よう 案内と 言ったら、 脇 本陣へ 上げお つて、 だんだ 

ん 不調法の わけ を わびお リ、 飯 を 出したら、 役人が 

重ねて、 当 宿の 宿 役人が 残らずし くじる から、 なに 

ぶんに も 勘弁し ろ と言うから、 腹が 癒えた ゆえ ゆる 

してやった。 そうすると 酒肴 を 出して、 馳走 をし 

おった。 その 時、 書附 をよ こせと 言ったら、 それに 

よって それ も 出すまい と 言った 故、 またまた ひつく 


り 返して やったら、 金 を 一両 二分 出して、 またまた 

あやまり おった 故、 金が 思い よらず 取れる 故、 済ま 

してやった。 そのうちに 夜が 明け かかった から、 寝 

ずに 三 島 を 立ったら、 道中 籠 を 出した から、 先の 宿 

まで 寝て 行った。 その はず だ、 稽古 道具へ、 箱 根 を 

越し、 水 戸と いう 小 札 を 書いて 差して 置いた もの だ 

から、 うまくい つたの だ。 

おれが 思う に は、 これから は 日本 国 を 歩いて 何ぞ 

あ つ たらき りじに をしょう と 覚悟して 出た から 何も 

怖い ことはなかった —— 」 


ここまで 読んで 神 尾 主 膳が 感じた こと は、 個人的 の 

興味で はなく、 この 破格な 行状 記の 後ろに 動いて いる 

時代の 空気と いう もので ありました。 

江戸 徳川 氏の 末期の、 空気の どろどろ になって、 ど 

うに も 動きの 取れない 停滞が、 この 勝の 親父 を 産んだ 

の だ。 いや、 勝の 親父 だけで はない、 自分の 如き は、 

まさしく、 その どろどろの 沼の 中の 産物の 指折りで な 

いと は 言えない、 そういう こと を 神 尾 主 膳が 自覚せ し 

めら れ ました。 

江戸 末期の 停滞が 産んだ、 我々 旗本 浪人のう ちの 不 

良に 二種 類が ある、 それ は 硬派の 不良と、 軟派の 不良 


だ。 

その 勝の 親父の 如き は、 当然、 硬派の 不良に 属して 

るが、 自分の 如き は、 これに 比べれば、 いくらか 軟派 

に 傾いて いるか も 知れない が、 自分より 以下の 軟派 は 

まだまだ ある。 いわば、 硬軟 両面 を 兼ねた 自分で は あ 

る、 という ことに 神 尾が 分類 をして みました。 

自分の 放埒 を 時代に なすりつける わけで はない が、 

まあ、 この 徳川 末期の 時代と いう もの を 一渡り 見て み 

るが いい、 おれ は 三千 石 だし、 勝のお やじ は 四十 俵 だ。 

格式に 於て は 天地 ほどの 差が ある けれども、 時代 を 同 

じうした 徳川 幕下の 士 という ことに 於て は 少しも 変つ 


た 存在で はない。 

泰平 二百 何十 年、 もう、 この 江戸 文化 も 熟しに 熟し 

きってし まっている。 三千 石の 家に 生れた おれ も、 四 

十 俵の 高 をつ いだ 勝のお やじ も、 行きつ まってい ると 

いう ことに 於て は 全く 選ぶ ところ はない。 もう、 徳川 

の 天下で は、 三千 石 は 三千 石より 生きよう はない、 四 

十 俵 は 四十 俵の ほかに 動きが とれない ことにな つてい 

る。 三千 石が 立 行かなければ、 四十 俵 も 立 行かない。 

おれ は 三千 石の 自暴、 勝 は 四十 俵の 自暴 だ、 自暴に 於 

まさ 

て は 優り 劣り はない の だ。 

およそ この 時代に 於て は、 身分の 高下、 禄高の 大小 


を 問わず、 飛躍と いう ことが どの 方面に も 許されない。 

飛躍が 許されない ところに、 清新が あり 得よう はずが 

ない。 意気 潑测 たる 青年 は、 その 意気の 潑揦 を、 どこ 

に 行っても ハケロ を 見出す ことができ ないから、 滔々 

として 不良に 堕ちる より ほかに 行く 道がない。 その 硬 

なる は 喧嘩と 遊侠に 鬱屈 を 洩らし、 その 軟 なる は 花柳 

に 放蕩す るより ほかに 行き場 所がない ではない か。 

うんで、 つぶれて、 腐り かかって いる 徳川 末期の 泰 

平の 空気 II なるほど、 西南で 又 者が 騒いで いると い 

う も 無理 はない。 事実、 これ は 何とかし なければ 仕方 

がない。 この 時代 を 何とかし なければ 仕方がない。 こ 


の 自分 を 何とかし なければ 仕方がない。 

それでも、 勝のお やじ は、 息子と いう 傑作 を 残した 

けれども、 おれの した こと は 放蕩が 放蕩 を 産んだ だけ 

だ。 

何とかし なければ ならない。 

神 尾 主 膳 は 今更、 身に 火が ついた ように 身ぶ るい を 

しました。 

神 尾 主 膳に は、 特に 尊王 佐幕の イデ ォロギ —が ある 

わけで はなく、 世 道 人心に 激 すると ころが あると いう 

わけで はない が、 何ぞ 知らん、 やっぱり 時代の 潮流の 

圧迫と いう もの を 身に 受けて いるので ありました。 


持って 生れた、 なにがし かの 血 性と いう ものが、 磁石 

に 吸い 寄せられる ように、 物理的に その 大きな 潮流に 

吸い 寄せられて いると 見れば 見られる ので ありました。 

そうして、 意識せ ずに、 考えが 深刻に 進みつつ ある 時 

であります、 次の間から、 およそ 時代と はかけ 離れた 

おっちょこちょいの 声と して、 

「今日は、 よいお 天気で …… 殿に は、 御機嫌い かがに 

あらせられ まする や、 かねての 大望、 意志と 教養の 御 

著作 —— さ だめて 見事 に 御 進行 のこと と 拝察 —— 鶴 儀、 

まか 

芸娼院 を 代表して お見舞に 罷り出で ました」 

「鍵 か —— 」 


こういう 奴が 来たので、 神 尾が うんざり しました。 

六十 

事 を 意識せ ずして 深刻に 考えたり、 絶望に 傾いたり 

する 時、 このお つちよ こちよい が 来る と、 とにかく、 

気分が 発散した りする。 善 友 も、 悪友 も、 このところ 

では、 おた がいに あんまり 近づかない ことにな つてい 

るが、 こいつば かり は 臆面な くやって 来る ものです か 

ら、 神 尾 も 気紛れに 相手に なって いる。 なんらの 理窟 

が あるので はない、 こいつの 面 を 見て、 およそ 時代 離 


れ のした 恥知らず を ながめる と、 気分が 発散 しないと 

いう 限り もない。 

「鍵 か —— まあ、 入れ」 

「まず 御 健勝、 金主、 一 万両 II 宝の 入船 —— 鍵の 計 

画、 ことごとく 成就、 近来の ヒット —— 」 

何 か 続け ざまに 口走って、 懐ろ は 手 一 ぱいに ふくら 

まして、 てんて こ 舞 を はじめた 眼の 色が 穏か でない。 

すん ごう 

穏か でない と 言って、 こいつの こと だから、 寸 毫も 危 

険性 はない こと はわ かってい るが、 何 かよくよ くの 喜 

びが 出来た に 相違な いと 思いました。 

「どうした、 気で も 狂った か、 シルクの 売 込みで も、 


ものに なった か」 

びた 

「どう 致して、 そんなん じゃあ ござん せん、 かねて 鍵 

が 計画の 芸娼院 —— そいつが いよいよ 成立 を 致し まし 

てな、 さるお 大尽から 大枚 金 一万 両 という もの 補助が 

たいもう じょうじゅ 

つきました、 金主 一 万両、 鶴 一 代の 大望 成就！」 

はは あ、 そのこと でかく もてん てこ 舞 をして いるの 

か、 帝国 芸娼院 というの は、 一洋 妾 立国 論と 共に、 こい 

つの 二 大名 案であって、 先日 来て、 べらべらと 能書 を 

しゃ ベリ 立てて 行った。 それで は 誰か 本気に 取上げる 

旦那が あって、 たとえ 一万 両 でも、 この 時節に 金 を 出 

ものずき 

そうとい う 好奇が 出た の だな、 時勢 は 時勢 だとい うが、 


まだ 世間 は 広い もの だ、 鶴に 口説き 落されて いくらか 

出そうと いう 金主が 出た の だな。 

帝国 芸娼院 というの は、 前 巻の 終りの 方 (第 十八 巻、 

農奴の 卷九 十回) に 見えて いた このお つちよ こちよい 

独 流の 名案で、 この 趣旨と すると ころ は、 

「拙の 案ずる に は、 近い将来に 於て 『帝国 芸 娼院』 て 

えの を 一 つで つち 上げて、 世間 を あつ！ と 言わせて 

みて えんで ございます。 そもそも、 設立の 趣旨て やつ 

を 申し上げて みます るて えと、 毛唐と いう やつが まだ 

本当の 日本 を 認識して いねえん でげ す、 日本人 ナ カナ 

カキ ツイあります、 刀 を 使う 上手 アリマ ス、 人 を 斬る 


達者 アリマ ス、 勇武の 国 アリマ ス、 芸事で きない、 芸 

事で きない 国 野蛮 アリマ ス、 こう 吐 しゃがる のが 癩 

なんでげ して、 異人 館なん ぞ へまい ります るて えと テ 

ブルの 上で、 毛唐の 奴が よくこん な 噂 を 吐し やが るん 

でげ す。 その 度に 拙 は 発憤 を 致し ましてね、 ばかにし 

なさん な、 日本に もこの くらいの 芸事が ある —— てえ 

ところ を ひとつ 見せて やりて えんで げして  そこで ■ 

その 帝国 芸娼院 て やつ を大々 的に もくろみの …… 日本 

には芸 娼妓で さえ、 これこれの 芸術が ある、 遊女で さ 

え、 高 尾、 薄雲なん てと ころに なると、 これこれの 文 

学が ある、 というと ころ を、 毛宭に 見せて やりてえん 


でげ すが、 いかがな もんで …… 」 

「そうすると つまり、 日本中の 芸者と 女郎 を 集めて 毛 

唐に 見せて やりてえ と、 こういう 目論見 か」 

「いえ、 どう致しまして、 そんな 浅はかな お 安 いんじゃ 

ござん せん、 日本の あらゆる 芸事と い う 芸事 の 粋 を 集 

めて、 これ この 通りと 言って、 毛唐に 見せて やりてえ 

んで、 芸娼院 という 名前 は 仮り に 鶴が つけて みた だけ 

の ものなん で —— もっとし かるべ き 名前が ありさえ 致 

せば 御 変更の こと、 苦しく が あせん。 仕掛が 大きいだ 

けに、 人選て やつが 難儀で げして、 まず あらゆる 芸人 

という 芸人の 粋の 粋なる もの 百 人 を 限って 選り抜きの 


—— なにも 芸娼院 と 申した ところで、 芸妓と 娼妓ば つ 

かり を 集める という 趣意で はが あせん、 とりあえず、 

美術で げす、 日本 は 古来、 美 を 尚ぶ 国柄で げして、 絵 

の 方に は なかなか 名人が 出ました、 御 承知の 通り …… 

ところで、 とりあえず 狩 野 家の 各派の 家元 を 残らず メ 

ムバ ー に 差 加えます、 それから、 四条、 丸 山、 南画、 

北 画、 浮世絵、 町 絵師の 方の めぼしい ところ を 引つ こ 

ぬいて、 これに 加えます、 拙が 見たところ では、 絵 か 

きの 方から 都合 五十八 名ば かり、 えりぬきの …… それ 

から 戯作の 方なん でげ す、 これ は剌 身の ツマと して… 

…八 名ば かり 差 加えよう てんで …… 絵 かきが 五十八 名 


もいて、 文書き が 八 名で は 比較が 取れまい とおつ しゃ 

る —— そこでげ す、 文書き の 方 は、 どうしようかと 考 

えてみ たんで げすが、 拙が ひそかに この 計画 を 洩らし 

やすて えと、 ぜひ 幾人で もい いから 差 加えて いただき 

てえ、 絵 かきの 下っ端で 結構、 刺身の ツマと して、 ぜ 

ひ 差 加えて いただきて えと、 先方から 売り込んで 来る 

んで げすから、 のける わけに いかね えんで げす、 そこ 

で、 刺身の ツマと して 文書き を 八 名ば かりが ところ、 

差 加えて やる ことに 致し やした —— それから 書道の 方 

でが す、 次 は 役者 —— この 役者て え やつが、 おのおの 

家柄が あつたり、 矗肩 があった りして、 いちばん 事め 


ん どうなん でげ して、 鶴 もこれ が 人選に は 困難 を 極め 

やした —— それから 長唄、 清 元、 常 磐津、 新 内、 芸者 

の 方から は 誰々、 お 女郎 はこれ これ —— 和歌と、 発句 

と、 ちんぷん かんぷん —— 委細の わりふりと、 面 ぶれ 

はこの 一 札 を ごらん 下し 置かれましょう、 これが、 拙 

の 苦心 惨擔 たる 帝国 芸娼院 の 面 ぶれなん でげ して… 

;」 

だいたい 右の ような 趣意で、 このお つちよ こちよい 

の 野郎が もくろんだ、 そのた わけへ、 今度、 一万 両出 

うちよう てん 

す 金主が ついた —— この 野郎が 有頂天で よろこぶ の も 

無理 はない。 それ を 神 尾が 納得した と 見て取って、 こ 


の 野郎が、 立てつ づけに 並べる ことに は、 

「有難い 仕 合せで —— え、 へ、 へ、 へ。 ところで、 せつ 

かく ありついた、 この 大枚 一万 両の 使用方法 について 

でげ す、 今度 また 新たに 鍵が 産みの 親心て やつで、 苦 

心 惨儋を 致さな けり や 相 成らん、 なんしろ 絵 かきが 五 

十八 人 もいて、 文書き の 方 はたった 八 名、 一万 両 がと 

こ を、 その 方に 割り ふるてえ と、 また 分 前で もんち や 

くが 起る に 相違ね え、 そうなる と、 鶴が せっかく 創立 

の 功 も 玉な し、 よって、 これが 分 前に 就いて、 慎重な 

る 考慮 を 払わな くち やなら ねえんで げして、 何 か 殿様、 

よいお 知恵が ございました ら 拝借 —— お 願い … … 」 


「馬鹿 —— そんな 要らね え 金が あるなら、 時節柄、 大 

砲の 一 つも こしらえて、 品 川のお 台場へ 献納し ろ」 

「いや、 そう 物事 を 現実にば かりお 取りに なって は、 

人生に 潤いと いう ものが ございま せんな。 せっかくの 

ことに、 鶴が 思案 を 致しました ところに よります と、 

おおばんぶるまい 

この 一 万両の 公平なる 分配に 就きましては、 大盤振舞 

—— つまり、 惣花 主義で 会員 一 同に 恨み 越えな く 行き 

渡る ように 公平なる 分配 を 致したい と 存じまして、 そ 

の 一万 両で、 そっくり、 河岸へ まいり ましてお 刺身 を 

買い占めた い と こう 思 うんで げすが、 いかがな もんで 

がんしょう」 


「ナ 二、 河岸へ 行って、 一万 両の 刺身 を 買い占める I 

I そうして、 それ を どうす るの だ」 

一 万両は 多く はない が、 それでも 一 万両の 刺身 を 買 

い 占めた 者 は 江戸 開府 以来い まだ あるまい。 紀文、 

奈良茂 の 馬鹿 共と い えど もよ くせ ざ ると ころ、 鶴の 計 

画の 奇抜なる に は、 さすがの 神 尾 も、 ちょっと 面 負け 

の 形で 眼 をみ はると、 鶴 はいよ いよ 乗気に なって、 

「一万 両が とこ、 お 刺身 を 買い求め ましてな、 それで、 

赤い ところ を 絵 かきに 食わせ —— 青い ところ を 文書き 

に 食わせる、 そういう 御馳走の 配膳に 致しましたなら 

ば、 一 同 否や は ござんすまい」 


「ふ ー ん」 

こいつ、 どうやら、 正気で これ を 言って いるら しい" 

こういう 奴に 御 勘定 奉行 を さ せれば、 公儀の 金 を摑み 

出して、 女郎 買い を もやり 兼ねないと、 神 尾 も 底の 知 

れ ない 馬鹿 さ 加減に、 口あんぐり とその 面 を 見直して 

いると、 鶴 はいよ いよい い 気になり、 

「このお 剌 身の 大盤振舞が スミ ますて えと、 その 次に 

は、 もう 一 つ、 あつ！ と 言わせる 趣向が 秘めて ある 

ん でがん して …… 」 

それ を大 得意に 弁じ立て ましたの を 聞いて いると I 


「なんしろ、 こういう 険悪な 時代で げすから、 つとめ 

て 人心 を 和らげる ように、 和らげる ようにと 楫を 取つ 

て 行かなければ ならな いんで げして、 強いば かりが 取 

柄で はが あせん、 つまり 毛唐に 対しても、 日本に はこ 

のく らいの 芸術が あるて えと ころ を、 見せて やりてえ 

のが 芸娼院 の 本意で げすよ つて、 この 次に は 日本の 文 

学 を ひとつ、 海外進出 てえ 方面に ゥンと 馬力 を かけて 

みょうて えんで げすが、 万 葉 古今と なります てえ と、 

なかなか 調べが 古う ござんして、 毛唐の 頭に は 入りに 

くいんで げすから、 まず 小説の 方から はじめる ての が、 

わかりが よくて よろし かろうと 思 うんで げすが、 いか 


がな もので」 

「まあ、 何でもい いように やって みろ」 

「まず 御 承認の、 その 小説と いう 段になります ると、 

まず 長篇 大作と いうと ころから 見廻します るて えと… 

…日本に 於き まして、 上古に 紫 式部の 源氏物語 II 近 

代に 及んで 曲亭馬 琴の 南 総 里 見 八 犬 伝 —— 未来に 至り 

ま し て 中 里 介 山 居士 の 大 菩薩 峠 —— 」 

大 菩薩 峠 も、 鶴の 口頭に 上った こと を 光栄と しなけ 

れ ばなる まいが、 御 当人 はしゃ あしや あとした もので、 

「まず 日本 有数の 長篇 大作 を、 ぺ 口に 書き改めまして 

な、 それ を 毛 害に 読ませる ように 仕向け るんで げす。 


長篇 大作が 必ずしも 優れたり という 儀で はが あせん、 

中篇 小篇に 優れた ものが 多く これ 有 るんで げすが、 と 

り あえず、 長篇 大作 をぺ 口に (ぺ 口と は 外国語と いう 

こと) 書き改めて、 毛唐に 見せて やる。 ところで、 そ 

の 選択て え， ，- とになります るて えと  」 

鍵 は 咳 を 一つして、 一 膝 押 進ませ、 

「上代に 於て 源氏物語、 近代に 於て 八 犬 伝、 この 二つ 

は 日本に 於て、 名立たる 長篇 大作で げして、 世界に も 

類のない もの だと 承りました。 尤も 未来に 於き まし 

て は、 大 菩薩 峠な どと いう やつが 出て 参りまして、 こ 

れは八 犬 伝に 源氏物語 を 加え、 これに 问倍 をしても ま 


だ 足りない 代物と 聞き ましたが、 こんなの は 化け物の 

ような もので、 人間の 仲間へ は 入りません、 よろしく 

敬遠 黙殺の —— とりあえず、 源氏物語と、 八 犬 伝と、 

この 二つの 中から 選定 を 致し ますんで げすが、 鶴 は 

いったい 馬 琴が 嫌いで げして ね —— 第一、 あの 忠孝 仁 

義 おれ 一 人と いったよ うな 高慢ぶ り、 それから 学者め 

かして 作 中で 長々 と談議 講釈、 これが 鶴の 虫に 合い ま 

せん。 なお 作風と 致しまして からが、 作意 を 支那の 小 

説から、 すっかり 取 入れ ましてな、 例の 換骨奪胎 とい 

うやつ で …… 」 

鶴が 口から 泡 を 飛ばして、 また 一 膝 乗 出し、 


てい  ひょうせつ 

「換骨奪胎 という やつ は、 まあ、 体の いい 剽窃なん で 

げして ね、 向う の 趣向 をと つて、 こちらの ものにする ■ 

なかなか 考えた ものなん でげ すが、 独創 家の いさぎよ 

しとす ると ころ じゃあが あせん、 いやしくも 創作 を 致 

す 以上 は、 趣向 も、 作風 も、 みんな 国産に したら いい 

じゃあが あせん か、 そうでな いと、 本当の 日本の 誇り 

になり ません、 支那 人に 読ませる と、 これ はおれの 国 

たち ま 

からの 借物 だと 忽ち 笑われて しまいます からな。 そ 

こへ 行きます ると、 紫 式部の 源氏物語 —— こいつ は 純 

国産で、 スフな ど は 一本 も 入って おりません」 

鍵 は、 また 一 漆 進ませ、 


「これ は あの 優麗 典雅な 古今 無比の 名文 を 以て、 趣向 

も、 作風 も 純 国産、 日本人の 生活 そのもの を 描写した 

もので げして、 尤も その 生活と いうの が、 上つ方の 生 

活で ございまして、 我等 風情と は 全く かけ 離れた 生活 

なんで ございま すが、 なんしろ、 一 千年 も 昔に ああい つ 

た 名作が、 日本人の 手、 しかも かよわい 女子の 手で 出 

来 上った という ことが、 断然 世界に 誇るべき 日本の 名 

誉 という こと 疑いが が あせんが、 何に 致せ、 あの 通り 

の 古雅な 文章で げすから、 日本人で さえ 本文 を 読み こ 

なしにく い。 よって、 あれ を 一応 六 代 目の 為永春水に、 

やわらかく 書き改めさせた 上で、 ぺ 口にして 毛唐に 見 


せる、 こういう 段取りが、 すべて、 岩 津波の 茂さん だ 

の、 島中の 忠 助さん というよ うな 問屋の 旦那衆のお 

肝 煎で、 遠からず、 鳴 物入りで 巿場を あつ！ と 言わ 

せよう てんでげ すが、 どんな もので」 

今日は、 神 尾が 頭から 排斥 もせず、 半畳 も 入れず、 

フン フン 聞き流して いるの を、 鶴の 野郎 は 我が 意 を 得 

たりとば かり、 いよいよ 図に 乗って、 

「殿様、 御 勉強 あそばし ませよ、 殿の よき 精神 を こめ 

てらつ しゃる 御 著作なん ぞも、 いずれ、 不肖ながら 鶴 

が 一 肌ぬ ぎの、 芸娼院 へ 推薦の、 特別 一 等 賞て な こと 

で —— 0, 極力 運動 II 」 


「何 を 言つ て やが る」 

今まで 黙って 聞いて いた 神 尾 主 膳が、 この 時、 平手 

を 以て、 ピ シャリ と、 無警告で、 鶴の 横っ面 を ひっぱ 

たきました から、 不意 を 食った 鍵が 驚いた の 驚かない 

の —— 

「ああ、 痛！ 暴力、 これ は 乱暴！」 

歪んだ 頰っぺ た を 押えながら、 三尺ば かり 飛び 上り 

ました。 

六十 一 


上 来、 この 「京の 夢、 おう 坂の 夢」 の 巻に、 書き 現 

わし 得た ところと、 書き 現わそう として 現わし 得な 

かった ところ を、 ここに 個人 別に 収束して みます と I 

藤 原の 伊太 夫と、 女 興行師お 角 は、 旅 中の 旅で、 近 

江の 国の 大津 から 竹 生 島へ 詣 でて 立 帰り、 逢坂 山の 大 

谷 風呂で、 お 銀 様 及び 不 破の 関守 氏と 会見す る ことに 

なって いる。 琵琶の 湖水に 溺れた 竜 之 助と お雪ち やん 

と は、 伊太 夫の 船に 救われた が、 お雪ち やん は 山城 田 

辺の 中 川 健 斎 方へ 引取られる ことになる。 竜 之 助は大 

谷 風呂に いて、 夢 魂 夜な夜な 京に 通う。 


道 庵 先生 は 相 変らず 泰平 楽 を 並べ て、 酒に 隠れて い 

るが、 安然 塔の 発見から、 旧友 健 斎老と 会見、 これ も 

お雪 ちゃんと 前後して、 山城 田 辺へ ひとまず 身 を 寄せ 

る ことになる。 青嵐 居士 は胆吹 王国の 留守 師団長と い 

うこと に 納まる。 がんりきの 百は大 津と胆 吹の 間の 飛 

脚 をつ とめる。 

一 方、 駒 井 甚三郎 は 無名 丸 を 擁して、 陸 中の 釜 石 か 

ら 再び 太平洋 上へ 浮び 出で る。 船中に は 田 山 白雲、 茂 

太郎、 金椎、 柳 田 平 治、 お 松 その他の 乗組 は 月 ノ浦を 

出で た 通り だが、 签 石から 新たに 七 兵衛が 若い 娘 をつ 

れて乗 込む。 しかも その 七兵衛 は、 俗体 入道の 変った 


姿に なって いる。 洋上に 出た 駒 井 船長 は、 北上 せんか、 

南進 せんかに 迷う。 この 巻に、 最も 多く 写そうと して 

〔# 「写そうと して」 は 底本で は 「写そう して 匕 写し 得な 

かった 京洛 天地の 夢 は、 僅かに 近 藤 勇、 伊東 甲子 太郎 

一 派 抗争の 血 雨の 一 段に とどまり、 時代 は 幕末から 維 

新に 向って 大きく 枢軸が 移ろうと する。 その 時代の 横 

波 を 食った 神 尾 主 膳の 体勢まで が 動揺す る。 時代に 閑 

却の 鶴め が 芸娼論 を 振 廻す も 一 興。 

それから、 この 巻に は 全く 影 を 見せなかった ものに、 

みちゆき 

兵馬と 福 松 —— その 道行 も 白山に 到り 着かん として 着 

かず。 横 浜 方面で は 異人 館と シルクとの 取引 も その ま 


まに なって いる —— 美しき 銀杏 加 藤の 奥方と、 梶川少 

年と、 伊都 丸 少年と が、 一 は 名古屋 城下に 戻り、 一 は 

阿蘇山 麓に 向う 一 条は余 派の 如くして、 しかも 従来の 

伏線の 如く、 未解決の ままで 農奴の 巻に 留まって いる。 

南条 力、 五十嵐 甲子 雄の 壮士 は 風雲の 間に 埋没して、 

これ も 久しく 姿 を 見せない。 

弁 信 法師 も 広 長 舌 を 弄する ことなく、 宇治山 田の 米 

友 も 啖呵 を 切る 遑が 与えられない。 

これ を大 約す ると、 一 山に 拠る ものと、 海に 漂う も 

のと、 現実に 生きる ものと、 夢に 遊ぶ ものと、 高く 霊 

界に標 致せん とする ものと、 漢 は漢、 胡 は 胡、 上 求 は 


上 求、 麈 労は麈 労、 これ を 東 隅に 得て 桑楡に 失わん と 

し つ つ ある もの も あるよう です。 

かくして 明治の 末に 起稿し、 大正の 初頭に 発表し、 

昭和 十四 年の 年 も 暮れなん とする。 わが 「大 菩薩 峠」 

も 通巻 無慮 九 千 三百 二 頁、 四百 七十 万 字、 悪 金子の 

口吻に よりて これ を 前人に 比較 すれば、 すでに 源氏 

物語の 六 倍、 八 犬 伝の 約 三倍 強の 紙筆 を 費して なお 

且つ 未完。 量 を 以てすれば 哀史、 和 戦史 も 物の 数で 

はない という ことになる。 

起稿の 時、 著者 青年 二十 有余 歳、 今年す でに 春秋 五 


十五 —— 霜鬢 ようやく 白 を 加えん とする が、 業 縁な 

かな かに 衰えず —— 来年 は これ、 皇紀の 二 千 六 百年、 

西暦 千 九 百 四十 年、 全世界 は 挙げて 未曾有の 戦国 状 

態に 突入しつつ ある —— 頑 鈍 一 事の 世に 奉ずる に 足 

うら 

る ものな きを 憾みつつ も、 自ら 奮う の 心 を 以て ここ 

あたか ろう はち 

にこの 巻の 筆 を 置く 次第になん。 時 恰も 臘 八の 日。 
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